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【前期】
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 ④ 2 ④ 3 1 2 ⑦ 3 ⑦ 4 ⑨ 5 ⑨ 6 ⑨ 7
6 7 8 ① 9 ① 10 ① 11 ① 12 4 5 6 7 ⑤ 8 ⑤ 9 ⑤ 10 8 9 ⑧ 10 ⑧ 11 ⑩ 12 ⑩ 13 ⑩ 14
13 14 ① 15 ② 16 ② 17 ② 18 ② 19 11 12 ④ 13 ④ 14 ⑥ 15 ⑥ 16 ⑥ 17 15 16 ⑨ 17 ⑨ 18 19 ⑪ 20 ⑪ 21
20 21 ② 22 ③ 23 ③ 24 ③ 25 ③ 26 18 19 ⑤ 20 ⑤ 21 ⑦ 22 ⑦ 23 ⑦ 24 22 23 ⑩ 24 ⑩ 25 ⑪ 26 ⑫ 27 ⑫ 28
27 28 ③ 29 30 ④ 25 26 ⑥ 27 ⑥ 28 ⑧ 29 ⑧ 30 ⑧ 31 29 30 ⑪

 
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 ⑪ 2 ⑫ 3 ⑬ 4 ⑬ 5 1 2 1 2 3 4 5 6
6 7 ⑫ 8 ⑫ 9 ⑬ 10 ⑭ 11 ⑭ 12 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13
13 14 ⑬ 15 ⑬ 16 ⑭ 17 ⑭ 18 19 10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
20 21 22 ⑭ 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30 28 29 30

31

【後期】
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 ① 2 ① 3 ① 4 1 1 ⑧ 2 ⑧ 3 ⑨ 4 ⑨ 5 ⑨ 6
5 6 ① 7 ① 8 ② 9 ② 10 ② 11 2 3 4 ⑤ 5 ⑤ 6 ⑤ 7 ⑥ 8 7 8 ⑨ 9 ⑨ 10 ⑩ 11 ⑩ 12 ⑩ 13
12 13 14 ② 15 ② 16 ③ 17 ③ 18 9 10 ⑥ 11 ⑥ 12 ⑥ 13 ⑥ 14 ⑦ 15 14 15 ⑩ 16 ⑩ 17 ⑪ 18 ⑪ 19 ⑪ 20
19 20 ③ 21 ③ 22 ③ 23 ④ 24 ④ 25 16 17 ⑦ 18 ⑦ 19 ⑦ 20 ⑦ 21 22 21 22 ⑪ 23 ⑪ 24 ⑫ 25 ⑫ 26 ⑫ 27
26 27 ④ 28 ④ 29 ④ 30 ⑤ 31 ⑤ 23 24 25 26 ⑧ 27 ⑧ 28 ⑧ 29 28 29 30 31

30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

4 5 ⑫ 6 ⑫ 7 ⑬ 8 ⑬ 9 ⑬ 10 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14
11 12 13 ⑬ 14 ⑭ 15 ⑭ 16 17 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21
18 19 ⑬ 20 ⑭ 21 22 23 ⑭ 24 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
25 26 ⑭ 27 28 29 30 31 29 30 31

● ● ● ● ●

【　授業時間　】　１時限（8:45～10:15）　２時限（10:30～12:00）　３時限（13:15～14:45）　４時限（15:00～16:30）　５時限（16:45～18:15）

４月１２日（土） １回生：ＴＯＥＦＬ　ＩＴＰ試験（予定）

調整期間 授業日 試験・フィードバック期間 月曜日の授業に振り替え

１０月 １１月 １２月

１月 ２月 ３月

休講等による振替授業実施可能日

前期・後期とも、各曜日１４回の授業日と１週の総合人間学部科目試験期間・１週のフィードバック期間を設けています。

　４月 　５月 ６月

７月 ８月 ９月

「研究を他者に語る」（第1回）

令和７（２０２５）年度　授業日カレンダー

９月下旬 １回生：講座分属説明会 ３月２３日（月） 卒業式

９月３０日（火） 前期終業日 ３月３１日（火） 後期終業日

総合人間学部学位記交付式

７月２３日（水）～８月５日（火） 総合人間学部科目
□前期試験・フィードバック期間
（参考:全学共通科目/試験期間：7月23日～7月29
日/フィードバック期間：7月30日～8月5日）

１月２７日（火）～２月９日（月） 総合人間学部科目
□後期試験・フィードバック期間
（参考:全学共通科目/試験期間：1月27日～2月2日
/フィードバック期間：2月3日～2月9日）

９月中旬 ４回生：「修得単位科目区分変更届」提出 ２月中旬（予定）  「研究を他者に語る」（第2回）

７月１８日（金） 休講等による振替授業実施可能日
（※通常授業はありません。）

１月２０日（火）１６時 卒業見込者：卒業論文・卒業研究提出期限

８月７日（木）・８日（金） 京都大学オープンキャンパス
（総合人間学部実施日：７日(木)）

２月５日（木）・６日（金） 卒業論文・卒業研究発表会

７月上旬 ３回生：「指導教員届」提出 １月上旬 １回生：「講座分属・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ希望調査」提出

７月１７日（木） 月曜日授業の振り替え実施日 １月１６日（金） 大学入学共通テスト準備に伴う授業休止日
（※総合人間学部科目の授業は全て休止。）

１月２１日（水）・２２日（木） 休講等による振替授業実施可能日
（※通常授業はありません。）

７月下旬 ３回生：「副専攻届」提出

１２月６日（土） １回生：ＴＯＥＦＬ　ＩＴＰ試験（予定）

６月１８日（水） 創立記念日（授業休止） １２月２７日（土）～１月４日（日） 休業日

５月下旬 卒業見込者：「卒業論文・卒業研究題目届」提出 １１月２１日（金）～１１月２５日（火） １１月祭による授業休止日
（１１月祭：11月21日～11月24日）

６月２日（月）・６月３日（火） 履修取消期間 １２月１日（月）・１２月２日（火） 履修取消期間

４月２３日（水）・４月２４日（木） 履修登録確認・修正期間 １０月１７日（金）～１０月２０日（月） 履修登録確認・修正期間

１１月６日（木） 月曜日授業の振り替え実施日

４月１７日（木）・４月１８日（金） 履修登録期間 １０月１０日（金）～１０月１４日（火） 履修登録期間

１０月１５日（水） 月曜日授業の振り替え実施日

４月７日（月） 入学式
新入生ガイダンス・新入生履修ガイダンス・クラ
ス担任との顔合わせ

４月８日（火）～７月２２日（火） 前期授業期間 １０月１日（水）～１月２６日（月） 後期授業期間

４月２日（水）～４月１４日（月） 他学部聴講申請期間 （９月１７日（水））～１０月７日（火） 他学部聴講申請期間

４月４日（金） ２・３回生ガイダンス

新入生学生証交付

４月１日（火）～４月７日（月） 調整期間

令和７（２０２５）年度　総合人間学部学年暦

【　前　期　】 【　後　期　】
４月１日（火） 前期始業日 １０月１日（水） 後期始業日
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 京都大学総合人間学部の概要 

 

本学部は，平成４年10月１日に法令上設置され、平成５年４月に第１期生を迎え入れた京都大学で最も新しい学部で

ある。入学定員は120名であり、事実上の総合人間学部の大学院である人間・環境学研究科の教員が主として教育を担

当している。 

新学部を「総合人間学部」と名づけた理由は、本学部の研究・教育が、各専門分野に限定された個別的研究・教育を

越え、自然と調和した人間の全体的形成を目標とするものだからである。 

「「総総合合人人間間学学」」とは、人間存在を人間の内面的な心理や価値、思想の面、あるいは身体面からだけでなく、人間のお

かれた社会、政治、経済、文化、歴史的環境、さらには、物質や生物などの自然環境との関係を含めて、総合的に理解

しようとする学問である。 

現代社会に生きる人間が、人間自身とその人間の形成した文明とを最大の問題として探究しなければならないのは、

この探究にこそ、これからの人類生存の可能性が賭けられているからである。このような人類生存や文明の可能性という

根本問題を解明していくには、これまでのように限定された狭い分野での研究・教育を進めるだけではもはや不可能とな

りつつある。つまり人間と人間をとりまく世界とを総体的に捉えていく新たな学問的営為を確立することが重要であり、こ

れこそが総合人間学部における教育に求められている課題である。京都大学の自由の学風と伝統の上に立って、従来

の個別科学の枠を越えたより多様で総合的な学問の場となることを本学部は目指している。 

また、本学部では、広い視野を持ち創造性豊かな人間を育成する目的で、副専攻制度を設ける。これは各自の主専

攻の他に異なる学問分野を系統的に履修することにより、幅広い知識を身につけるための制度である。副専攻を選択し、

所定の単位を修得した場合には、卒業の際に、学士学位記とは別に副専攻を明記した認定書が発行される。 

なお、従来総合人間学部には、人間学科、国際文化学科、基礎科学科、自然環境学科の４学科のもとに13講座23専

攻が置かれていたが、平成15年４月よりは１学科（総合人間学科）制とし、５学系制を採っている。 

人間をめぐる現代の複雑な状況は、過去の人間について蓄積された叡智の上に、人間についての根源的、総合的理

解を緊急に行う必要性を提起している。このような必要性に応えるため、思想、社会、文化の３方面から人間の総体的な

把握がなされねばならない。この３側面から現代の人間を系統的に学ぶことによって、従来存在しなかった新しいタイプ

の人材を養成するために、人人間間科科学学系系が設置されている。 

今日人間と機械の情報処理の問題を総合的に学ぶことは焦眉の急務となっている。脳の機能とは何か、から人間の認

知、行動発現、言語機能の探究、その基礎にある情報科学と数理科学にいたるまで、深く学ぶために、認認知知情情報報学学系系が

設置されている。 

世界のグローバル化が進む状況のなかで、西洋と近代主義、ならびに非西洋とその固有の文明を複眼的に捉えること

が要請されている。近代主義を主として社会科学領域や歴史文化研究の側面から分析し、いち早く近代化した日本のあ

り方を検討するとともに、東アジアとの比較を行うことによって、国際的で新しい文明の理念を構築するために、国国際際文文明明

学学系系が設置されている。 

世界各地の固有の民族性や地域性、あるいは人間にとって基本的な居住の視角から各文明の特質を解明し、文明相

互の交流を理解するために文文化化環環境境学学系系が設置されている。 

自然を理解し、人間と自然の共生を保持するために、多様な自然現象を物理科学、物質科学、生物科学、地球科学

的手法によって探究し、自然の構造や自然法則の基本原理を明らかにする必要がある。自然科学の諸分野の基礎を学

ぶとともに、自然と人間の共生関係を維持するための自然観･物質観を養成するために、自自然然科科学学系系が設置されている。 
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把握がなされねばならない。この３側面から現代の人間を系統的に学ぶことによって、従来存在しなかった新しいタイプ

の人材を養成するために、人人間間科科学学系系が設置されている。 

今日人間と機械の情報処理の問題を総合的に学ぶことは焦眉の急務となっている。脳の機能とは何か、から人間の認

知、行動発現、言語機能の探究、その基礎にある情報科学と数理科学にいたるまで、深く学ぶために、認認知知情情報報学学系系が

設置されている。 

世界のグローバル化が進む状況のなかで、西洋と近代主義、ならびに非西洋とその固有の文明を複眼的に捉えること

が要請されている。近代主義を主として社会科学領域や歴史文化研究の側面から分析し、いち早く近代化した日本のあ

り方を検討するとともに、東アジアとの比較を行うことによって、国際的で新しい文明の理念を構築するために、国国際際文文明明

学学系系が設置されている。 

世界各地の固有の民族性や地域性、あるいは人間にとって基本的な居住の視角から各文明の特質を解明し、文明相

互の交流を理解するために文文化化環環境境学学系系が設置されている。 

自然を理解し、人間と自然の共生を保持するために、多様な自然現象を物理科学、物質科学、生物科学、地球科学

的手法によって探究し、自然の構造や自然法則の基本原理を明らかにする必要がある。自然科学の諸分野の基礎を学

ぶとともに、自然と人間の共生関係を維持するための自然観･物質観を養成するために、自自然然科科学学系系が設置されている。 
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５５学学系系のの理理念念・・教教育育内内容容 

  

● ● ● ● 人間科学系 Human Sciences  ● ● ● ● 
  

科学技術の加速度的進展や情報化といわれる社会過程の高度な発展に伴って、人間をめぐる社会的・物質的環境は

過去数十年の間に著しく変化した。その変化に対応するかのように、既存の人間に対する知では十分説明しきれないよ

うな、さまざまな人間行動や社会現象が生起するに至っている。本学系は、人間をめぐるこうした現代的状況を背景にし、

また個別科学において貯えられてきた人間についての知を前提にしながら、人間についての全体的で根底的な理解を

獲得することを目的としている。この目的を実現していくための道筋としては三つのものが考えられる。第一は、人間の諸

活動の成果をもとに人間そのものについての思索を深化させていくという方向、第二は、人間を徹底して社会的文脈の

中に置き、その中で人間についての知見を貯えていくという方向、そして第三は、文学を含む文化現象全般から人間に

ついての理解に迫るという方向である。第一の方向は「思想」研究の方向と名づけるべきものであり、そこからは哲学や倫

理学の伝統を前提にした人間存在についての思想的解明、あるいは造形芸術や演劇などの人間の創造行為全般につ

いての思想的・歴史的研究がなされる。また第二の「社会」研究の方向からは、人間形成の諸過程・諸問題に関する実

証的・理論的解明、あるいは人間の社会行動についての実証的・理論的研究が行われ、第三の「文化」研究の方向から

は、文学作品を中心とした表現文化についての研究、さらには歴史学と社会学を踏まえた文化・文学・映画研究が行わ

れる。「思想」「社会」「文化」の三つの方向は相互に有機的に連関しあって、「人間についての全体的で根底的な理解」

という本学系の目的を実現することをめざす。 

本学系は、思想・社会・文化の三極構造において人間をトータルに把握しようとするものである。抽象度の高い思考

（「思想」）と社会的現実についての冷静な分析（「社会」）、それに文学を含む諸文化現象への幅広い教養（「文化」）と

いう三つの極によって構成される問題空間を系統的に学ぶことを通して、人間についての深い洞察と理解をもった、これ

までにないタイプの人材が輩出することが期待される。こうした人材は、大学院、各種シンクタンク、教育界、公務員、家

庭裁判所調査官、マスコミ関係、流通・広告業界、芸術界など広い範囲で活躍することが予想される。 

 

● ● ● ● 認知情報学系 Cognitive and Information Sciences  ● ● ● ● 
  

脳・身体・言語・数理情報などに関する研究を通じて、人間および計算機（コンピュータ）の多様な創造世界に関する

理解を深めることを目標とする。人間同士あるいは人間と環境との関わりは、脳、身体、言語等をインターフェースとして

行われる。環境の認識と環境への働きかけは、脳内の認知機構と運動制御機構の発現によって実現されるのである。人

間相互のコミュニケーションは、脳が構築した言語システムを媒体としており、それを媒介する計算機の情報処理は、情

報処理の複雑な数理機構が関与している。また脳の知的作業の最も昇華された世界が、数学的認識であるということが

できよう。 

本学系は、（１）行動科学的・認知科学的・神経科学的手法を用いた脳機能解析により、人間の知性と創造性の基本

原理を理解すること、行動科学的実験やシミュレーションなどの数理的手法を通して、多様な運動の制御・学習機構を解

明すること、（２）運動不足や偏った食生活と遺伝的要因により発症する生活習慣病の生理学的・病理学的・運動科学的

メカニズムや、幼少期からの発達を踏まえたメンタルヘルスの維持について探求し、予防医学の発展に寄与すること、

（３）情報の表現とその処理に関する理論を考究し、実践的に応用すること、計算機による学習、推論などの知的な情報

処理について理論と応用の両面から探求すること、（４）種々の現象の数学的モデルを構築し、それを数理科学の手法を

用いて解析し、我々をとりまく世界の認識を深めること、（５）我々の認識を反映している自然言語・人工言語の構造と機

能、生成と理解のプロセスを明らかにし、自然言語や形式言語のメカニズムとその背後の認知のメカニズムを解明するこ

と、（６）外国語習得のメカニズムを探究し、外国語教育の最適環境・政策・カリキュラム・指導法を研究し、外国語学習の

ための理論と実践の在り方を考究することをめざしている。 

このように本学系では、認知科学、行動制御学、身体機能論、情報科学や数理科学、言語科学、外国語教育論を総

合的に学ぶ。それにより、従来の理系・文系という枠を越えた幅広い探究能力と人間の認識行動の総合的理解に基づく

科学的で柔軟な思考能力を身につけ、社会のどのような分野においても、将来を見据えられるようになることを目指す。 

 

● ● ● ● 国際文明学系 Multi-Disciplinary Studies of Civilizations  ● ● ● ● 
 

西欧において発展してきた近代主義は、政治参加の大幅な拡大、経済的な繁栄、情報の利便化、そして世界の一体

化などをもたらした。その反面で、例えば市場競争の文化・生活構造および人間の感性や価値観のありかたに対する影

響、グローバル化と地方文化・生活文化との矛盾、そして深刻な環境問題など、さまざまな問題を生み出している。 

本学系では、近代主義について多面的な検討を加えることを念頭に、その現状に対して、政治論・経済論・法律論・社

会論・科学論・メディア論・環境論などを領域横断的に相関させた分析を加えるとともに、西洋史を通して、その歴史的背

景を追求し、欧米文化の研究によって、近代主義の文化的表現の解明をめざす。また、日本史を通して、近代主義の受

容以前の独自の歴史・文化を分析するとともに、いち早く近代化した日本のあり方を検討する。さらに、東アジア文化との

対照を行うことで、近代主義の相対化をめざす。これらを通して、近代主義が生み出した諸問題を解決するにふさわしい、

国際的で新たな文明の理念を構築することを、本学系の目的とする。 

現代の社会に関する社会科学系諸分野と、日本・東洋・西洋の歴史・文化に関する諸分野の知識・方法論を総合的に

修得することをめざす。これによって、既存の文系諸学部とは異なる学際的な教養と柔軟な思考を有する学生を育成す

る。総合的な社会科学的思考方法を身につけた人材は、新しい学際的な研究分野の開拓をめざした大学院への進学や、

民間企業をはじめ官庁・自治体、出版界、中・高教員、学芸員など、多彩な方面で活躍することが期待される。 

 

● ● ● ● 文化環境学系 Cultural Environment Studies  ● ● ● ● 
  

世界の各地では、地域特有の自然環境に影響を受けつつ、言語・宗教や社会・経済などの諸条件のもとに、固有の民

族性や地域性が長い歴史の過程で育まれてきた。これに加えて、とくに16世紀以降、非西欧世界の諸文明は、世界化し

ようとする西欧文明との衝突と受容を通して、みずからの地域文明の特性を維持しながらも、伝統文化の苦悩に満ちた消

長を経験してきた。 

本学系は、近代文明のグローバル化が進展する現代にあって、その基層単位をなす世界各地固有の民族性や地域

性、人間社会にとって基本的な居住の諸相の実態と将来的な意義を見定める視座を打ち立てる一方で、各文明の地域

的特性を多角的に比較しつつ、文明相互の交流とその文化的所産、さらには文明の自己相対化の諸相を複眼的な視点

から解明することをめざす。 

世界の諸文明の特質を比較対照しつつ学び、それらを相対化して捉える習慣を身につける。同時に、文明社会の基

層単位をなす世界各地固有の民族性や地域性、人間社会にとって基本的な居住の諸相の実態と将来的な意義につい

ても理解を深める。人間社会に対する基本的な理解とグローバルな視点に立って、諸文明の交流を通時的かつ共時的

に把握し、その交流の現場にかかわりうる包摂的能力を備えた学生を育成する。ジャーナリズム・メディア関連、地域計

画関連、国際機関、図書館、博物館、官公庁、商社などの社会における主導的職種、そして、複数の専門領域に通ずる

ことによって新たな問題提起を果敢に試みる学際性豊かな教育研究職に人材を供給する。 

そのために、本学系では次の３点を教育の柱にすえる。 

①文明の問題に関しては、日本の常識がかならずしも世界の常識ではないことを理解する。 

②文明はたえず交わり合い変わってゆくのに、その自己同一性は長く保たれるという複雑な存在であることを理解する。 

③文化や環境の諸問題を研究する上では、教室や図書館で学ぶことに加えて、現場で学ぶという姿勢が欠かせない。

本学系ではフィールドワークに関するトレーニングを通して、現場で学ぶことの重要性を身につけることをめざす。 

 

● ● ● ● 自然科学系 Natural Sciences  ● ● ● ● 
  

階層構造をなす自然を理解し、自然と人間との共生関係を探究するためには、一見多様で複雑に見える地球環境や

物質の構造・性質、そしてヒトを含めた生物・生命現象を物理科学、物質科学、生物科学、地球科学的手法を用いて調

べ、それらの成り立ちや物性・機能、そして変遷を明らかにすることが必要となる。さらに、その中に潜みそれらを支配し

ている要因・基本原理を見いだし、お互いの相関関係を論理的、統合的に把握することが重要となる。 

本学系では、（１）物質のもつ基本的性質を原子、分子、電子およびその集合体のレベルから理解し、それらの織りな

す多様な物性現象や新奇現象の本質を解明するとともに、今日の科学技術の発展の基礎を修得し、物理科学の新し

い展開の方向を探究すること、（２）様々な無機および有機物質と生体との相関を解明し、それらの機能と微視的構造を

明らかにするとともに、化学反応の仕組みや制御法を研究して、優れた機能をもつ材料や目的物質を環境負荷なく創

製するための基礎を養うこと、（３）DNAレベルから生態系レベルまで、各階層の生命現象と生物の機能をさぐり、また生

物の多様性と進化ならびに様々な種間関係とそれらが織りなす生態系の仕組みを探究すること、（４）自然界を構成す

る気圏・水圏・地圏の物質構成・構造や化学的・物理学的動態、地球・宇宙のダイナミクスを探究するとともに、宇宙の

誕生から地球46億年の歴史を振り返り、地球環境および生命の変遷とその仕組みを解明すること、さらに学系全体とし

て、自然界の森羅万象を対象として、それらを統合的に理解することを目標とする。学生は、自然科学の諸分野の基礎

を系統的に学修するとともに、他の学系と連携して人間と自然との共生関係を探究するための総合的な自然観と物質

観を養うことをめざす。 

これらの学修を通して、基礎研究や環境問題などの総合科学に携わることのできる研究者や科学行政官、博物館学

芸員、科学ジャーナリスト、理科教育者等に要請される素養を身につけることができる。また、いずれかの専門を修める場

合にも、既成の個別分野にとらわれない非境界的・流動的な新しい領域を開拓できる能力を培うことが期待される。  
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５５学学系系のの理理念念・・教教育育内内容容 

  

● ● ● ● 人間科学系 Human Sciences  ● ● ● ● 
  

科学技術の加速度的進展や情報化といわれる社会過程の高度な発展に伴って、人間をめぐる社会的・物質的環境は

過去数十年の間に著しく変化した。その変化に対応するかのように、既存の人間に対する知では十分説明しきれないよ

うな、さまざまな人間行動や社会現象が生起するに至っている。本学系は、人間をめぐるこうした現代的状況を背景にし、

また個別科学において貯えられてきた人間についての知を前提にしながら、人間についての全体的で根底的な理解を

獲得することを目的としている。この目的を実現していくための道筋としては三つのものが考えられる。第一は、人間の諸

活動の成果をもとに人間そのものについての思索を深化させていくという方向、第二は、人間を徹底して社会的文脈の

中に置き、その中で人間についての知見を貯えていくという方向、そして第三は、文学を含む文化現象全般から人間に

ついての理解に迫るという方向である。第一の方向は「思想」研究の方向と名づけるべきものであり、そこからは哲学や倫

理学の伝統を前提にした人間存在についての思想的解明、あるいは造形芸術や演劇などの人間の創造行為全般につ

いての思想的・歴史的研究がなされる。また第二の「社会」研究の方向からは、人間形成の諸過程・諸問題に関する実

証的・理論的解明、あるいは人間の社会行動についての実証的・理論的研究が行われ、第三の「文化」研究の方向から

は、文学作品を中心とした表現文化についての研究、さらには歴史学と社会学を踏まえた文化・文学・映画研究が行わ

れる。「思想」「社会」「文化」の三つの方向は相互に有機的に連関しあって、「人間についての全体的で根底的な理解」

という本学系の目的を実現することをめざす。 

本学系は、思想・社会・文化の三極構造において人間をトータルに把握しようとするものである。抽象度の高い思考

（「思想」）と社会的現実についての冷静な分析（「社会」）、それに文学を含む諸文化現象への幅広い教養（「文化」）と

いう三つの極によって構成される問題空間を系統的に学ぶことを通して、人間についての深い洞察と理解をもった、これ

までにないタイプの人材が輩出することが期待される。こうした人材は、大学院、各種シンクタンク、教育界、公務員、家

庭裁判所調査官、マスコミ関係、流通・広告業界、芸術界など広い範囲で活躍することが予想される。 

 

● ● ● ● 認知情報学系 Cognitive and Information Sciences  ● ● ● ● 
  

脳・身体・言語・数理情報などに関する研究を通じて、人間および計算機（コンピュータ）の多様な創造世界に関する

理解を深めることを目標とする。人間同士あるいは人間と環境との関わりは、脳、身体、言語等をインターフェースとして

行われる。環境の認識と環境への働きかけは、脳内の認知機構と運動制御機構の発現によって実現されるのである。人

間相互のコミュニケーションは、脳が構築した言語システムを媒体としており、それを媒介する計算機の情報処理は、情

報処理の複雑な数理機構が関与している。また脳の知的作業の最も昇華された世界が、数学的認識であるということが

できよう。 

本学系は、（１）行動科学的・認知科学的・神経科学的手法を用いた脳機能解析により、人間の知性と創造性の基本

原理を理解すること、行動科学的実験やシミュレーションなどの数理的手法を通して、多様な運動の制御・学習機構を解

明すること、（２）運動不足や偏った食生活と遺伝的要因により発症する生活習慣病の生理学的・病理学的・運動科学的

メカニズムや、幼少期からの発達を踏まえたメンタルヘルスの維持について探求し、予防医学の発展に寄与すること、

（３）情報の表現とその処理に関する理論を考究し、実践的に応用すること、計算機による学習、推論などの知的な情報

処理について理論と応用の両面から探求すること、（４）種々の現象の数学的モデルを構築し、それを数理科学の手法を

用いて解析し、我々をとりまく世界の認識を深めること、（５）我々の認識を反映している自然言語・人工言語の構造と機

能、生成と理解のプロセスを明らかにし、自然言語や形式言語のメカニズムとその背後の認知のメカニズムを解明するこ

と、（６）外国語習得のメカニズムを探究し、外国語教育の最適環境・政策・カリキュラム・指導法を研究し、外国語学習の

ための理論と実践の在り方を考究することをめざしている。 

このように本学系では、認知科学、行動制御学、身体機能論、情報科学や数理科学、言語科学、外国語教育論を総

合的に学ぶ。それにより、従来の理系・文系という枠を越えた幅広い探究能力と人間の認識行動の総合的理解に基づく

科学的で柔軟な思考能力を身につけ、社会のどのような分野においても、将来を見据えられるようになることを目指す。 

 

● ● ● ● 国際文明学系 Multi-Disciplinary Studies of Civilizations  ● ● ● ● 
 

西欧において発展してきた近代主義は、政治参加の大幅な拡大、経済的な繁栄、情報の利便化、そして世界の一体

化などをもたらした。その反面で、例えば市場競争の文化・生活構造および人間の感性や価値観のありかたに対する影

響、グローバル化と地方文化・生活文化との矛盾、そして深刻な環境問題など、さまざまな問題を生み出している。 

本学系では、近代主義について多面的な検討を加えることを念頭に、その現状に対して、政治論・経済論・法律論・社

会論・科学論・メディア論・環境論などを領域横断的に相関させた分析を加えるとともに、西洋史を通して、その歴史的背

景を追求し、欧米文化の研究によって、近代主義の文化的表現の解明をめざす。また、日本史を通して、近代主義の受

容以前の独自の歴史・文化を分析するとともに、いち早く近代化した日本のあり方を検討する。さらに、東アジア文化との

対照を行うことで、近代主義の相対化をめざす。これらを通して、近代主義が生み出した諸問題を解決するにふさわしい、

国際的で新たな文明の理念を構築することを、本学系の目的とする。 

現代の社会に関する社会科学系諸分野と、日本・東洋・西洋の歴史・文化に関する諸分野の知識・方法論を総合的に

修得することをめざす。これによって、既存の文系諸学部とは異なる学際的な教養と柔軟な思考を有する学生を育成す

る。総合的な社会科学的思考方法を身につけた人材は、新しい学際的な研究分野の開拓をめざした大学院への進学や、

民間企業をはじめ官庁・自治体、出版界、中・高教員、学芸員など、多彩な方面で活躍することが期待される。 

 

● ● ● ● 文化環境学系 Cultural Environment Studies  ● ● ● ● 
  

世界の各地では、地域特有の自然環境に影響を受けつつ、言語・宗教や社会・経済などの諸条件のもとに、固有の民

族性や地域性が長い歴史の過程で育まれてきた。これに加えて、とくに16世紀以降、非西欧世界の諸文明は、世界化し

ようとする西欧文明との衝突と受容を通して、みずからの地域文明の特性を維持しながらも、伝統文化の苦悩に満ちた消

長を経験してきた。 

本学系は、近代文明のグローバル化が進展する現代にあって、その基層単位をなす世界各地固有の民族性や地域

性、人間社会にとって基本的な居住の諸相の実態と将来的な意義を見定める視座を打ち立てる一方で、各文明の地域

的特性を多角的に比較しつつ、文明相互の交流とその文化的所産、さらには文明の自己相対化の諸相を複眼的な視点

から解明することをめざす。 

世界の諸文明の特質を比較対照しつつ学び、それらを相対化して捉える習慣を身につける。同時に、文明社会の基

層単位をなす世界各地固有の民族性や地域性、人間社会にとって基本的な居住の諸相の実態と将来的な意義につい

ても理解を深める。人間社会に対する基本的な理解とグローバルな視点に立って、諸文明の交流を通時的かつ共時的

に把握し、その交流の現場にかかわりうる包摂的能力を備えた学生を育成する。ジャーナリズム・メディア関連、地域計

画関連、国際機関、図書館、博物館、官公庁、商社などの社会における主導的職種、そして、複数の専門領域に通ずる

ことによって新たな問題提起を果敢に試みる学際性豊かな教育研究職に人材を供給する。 

そのために、本学系では次の３点を教育の柱にすえる。 

①文明の問題に関しては、日本の常識がかならずしも世界の常識ではないことを理解する。 

②文明はたえず交わり合い変わってゆくのに、その自己同一性は長く保たれるという複雑な存在であることを理解する。 

③文化や環境の諸問題を研究する上では、教室や図書館で学ぶことに加えて、現場で学ぶという姿勢が欠かせない。

本学系ではフィールドワークに関するトレーニングを通して、現場で学ぶことの重要性を身につけることをめざす。 

 

● ● ● ● 自然科学系 Natural Sciences  ● ● ● ● 
  

階層構造をなす自然を理解し、自然と人間との共生関係を探究するためには、一見多様で複雑に見える地球環境や

物質の構造・性質、そしてヒトを含めた生物・生命現象を物理科学、物質科学、生物科学、地球科学的手法を用いて調

べ、それらの成り立ちや物性・機能、そして変遷を明らかにすることが必要となる。さらに、その中に潜みそれらを支配し

ている要因・基本原理を見いだし、お互いの相関関係を論理的、統合的に把握することが重要となる。 

本学系では、（１）物質のもつ基本的性質を原子、分子、電子およびその集合体のレベルから理解し、それらの織りな

す多様な物性現象や新奇現象の本質を解明するとともに、今日の科学技術の発展の基礎を修得し、物理科学の新し

い展開の方向を探究すること、（２）様々な無機および有機物質と生体との相関を解明し、それらの機能と微視的構造を

明らかにするとともに、化学反応の仕組みや制御法を研究して、優れた機能をもつ材料や目的物質を環境負荷なく創

製するための基礎を養うこと、（３）DNAレベルから生態系レベルまで、各階層の生命現象と生物の機能をさぐり、また生

物の多様性と進化ならびに様々な種間関係とそれらが織りなす生態系の仕組みを探究すること、（４）自然界を構成す

る気圏・水圏・地圏の物質構成・構造や化学的・物理学的動態、地球・宇宙のダイナミクスを探究するとともに、宇宙の

誕生から地球46億年の歴史を振り返り、地球環境および生命の変遷とその仕組みを解明すること、さらに学系全体とし

て、自然界の森羅万象を対象として、それらを統合的に理解することを目標とする。学生は、自然科学の諸分野の基礎

を系統的に学修するとともに、他の学系と連携して人間と自然との共生関係を探究するための総合的な自然観と物質

観を養うことをめざす。 

これらの学修を通して、基礎研究や環境問題などの総合科学に携わることのできる研究者や科学行政官、博物館学

芸員、科学ジャーナリスト、理科教育者等に要請される素養を身につけることができる。また、いずれかの専門を修める場

合にも、既成の個別分野にとらわれない非境界的・流動的な新しい領域を開拓できる能力を培うことが期待される。  

－ 2－

５５学学系系のの理理念念・・教教育育内内容容 

  

● ● ● ● 人間科学系 Human Sciences  ● ● ● ● 
  

科学技術の加速度的進展や情報化といわれる社会過程の高度な発展に伴って、人間をめぐる社会的・物質的環境は

過去数十年の間に著しく変化した。その変化に対応するかのように、既存の人間に対する知では十分説明しきれないよ

うな、さまざまな人間行動や社会現象が生起するに至っている。本学系は、人間をめぐるこうした現代的状況を背景にし、

また個別科学において貯えられてきた人間についての知を前提にしながら、人間についての全体的で根底的な理解を

獲得することを目的としている。この目的を実現していくための道筋としては三つのものが考えられる。第一は、人間の諸

活動の成果をもとに人間そのものについての思索を深化させていくという方向、第二は、人間を徹底して社会的文脈の

中に置き、その中で人間についての知見を貯えていくという方向、そして第三は、文学を含む文化現象全般から人間に

ついての理解に迫るという方向である。第一の方向は「思想」研究の方向と名づけるべきものであり、そこからは哲学や倫

理学の伝統を前提にした人間存在についての思想的解明、あるいは造形芸術や演劇などの人間の創造行為全般につ

いての思想的・歴史的研究がなされる。また第二の「社会」研究の方向からは、人間形成の諸過程・諸問題に関する実

証的・理論的解明、あるいは人間の社会行動についての実証的・理論的研究が行われ、第三の「文化」研究の方向から

は、文学作品を中心とした表現文化についての研究、さらには歴史学と社会学を踏まえた文化・文学・映画研究が行わ

れる。「思想」「社会」「文化」の三つの方向は相互に有機的に連関しあって、「人間についての全体的で根底的な理解」

という本学系の目的を実現することをめざす。 

本学系は、思想・社会・文化の三極構造において人間をトータルに把握しようとするものである。抽象度の高い思考

（「思想」）と社会的現実についての冷静な分析（「社会」）、それに文学を含む諸文化現象への幅広い教養（「文化」）と

いう三つの極によって構成される問題空間を系統的に学ぶことを通して、人間についての深い洞察と理解をもった、これ

までにないタイプの人材が輩出することが期待される。こうした人材は、大学院、各種シンクタンク、教育界、公務員、家

庭裁判所調査官、マスコミ関係、流通・広告業界、芸術界など広い範囲で活躍することが予想される。 

 

● ● ● ● 認知情報学系 Cognitive and Information Sciences  ● ● ● ● 
  

脳・身体・言語・数理情報などに関する研究を通じて、人間および計算機（コンピュータ）の多様な創造世界に関する

理解を深めることを目標とする。人間同士あるいは人間と環境との関わりは、脳、身体、言語等をインターフェースとして

行われる。環境の認識と環境への働きかけは、脳内の認知機構と運動制御機構の発現によって実現されるのである。人

間相互のコミュニケーションは、脳が構築した言語システムを媒体としており、それを媒介する計算機の情報処理は、情

報処理の複雑な数理機構が関与している。また脳の知的作業の最も昇華された世界が、数学的認識であるということが

できよう。 

本学系は、（１）行動科学的・認知科学的・神経科学的手法を用いた脳機能解析により、人間の知性と創造性の基本

原理を理解すること、行動科学的実験やシミュレーションなどの数理的手法を通して、多様な運動の制御・学習機構を解

明すること、（２）運動不足や偏った食生活と遺伝的要因により発症する生活習慣病の生理学的・病理学的・運動科学的

メカニズムや、幼少期からの発達を踏まえたメンタルヘルスの維持について探求し、予防医学の発展に寄与すること、

（３）情報の表現とその処理に関する理論を考究し、実践的に応用すること、計算機による学習、推論などの知的な情報

処理について理論と応用の両面から探求すること、（４）種々の現象の数学的モデルを構築し、それを数理科学の手法を

用いて解析し、我々をとりまく世界の認識を深めること、（５）我々の認識を反映している自然言語・人工言語の構造と機

能、生成と理解のプロセスを明らかにし、自然言語や形式言語のメカニズムとその背後の認知のメカニズムを解明するこ

と、（６）外国語習得のメカニズムを探究し、外国語教育の最適環境・政策・カリキュラム・指導法を研究し、外国語学習の

ための理論と実践の在り方を考究することをめざしている。 

このように本学系では、認知科学、行動制御学、身体機能論、情報科学や数理科学、言語科学、外国語教育論を総

合的に学ぶ。それにより、従来の理系・文系という枠を越えた幅広い探究能力と人間の認識行動の総合的理解に基づく

科学的で柔軟な思考能力を身につけ、社会のどのような分野においても、将来を見据えられるようになることを目指す。 

 

● ● ● ● 国際文明学系 Multi-Disciplinary Studies of Civilizations  ● ● ● ● 
 

西欧において発展してきた近代主義は、政治参加の大幅な拡大、経済的な繁栄、情報の利便化、そして世界の一体

化などをもたらした。その反面で、例えば市場競争の文化・生活構造および人間の感性や価値観のありかたに対する影

響、グローバル化と地方文化・生活文化との矛盾、そして深刻な環境問題など、さまざまな問題を生み出している。 

本学系では、近代主義について多面的な検討を加えることを念頭に、その現状に対して、政治論・経済論・法律論・社

会論・科学論・メディア論・環境論などを領域横断的に相関させた分析を加えるとともに、西洋史を通して、その歴史的背

景を追求し、欧米文化の研究によって、近代主義の文化的表現の解明をめざす。また、日本史を通して、近代主義の受

容以前の独自の歴史・文化を分析するとともに、いち早く近代化した日本のあり方を検討する。さらに、東アジア文化との

対照を行うことで、近代主義の相対化をめざす。これらを通して、近代主義が生み出した諸問題を解決するにふさわしい、

国際的で新たな文明の理念を構築することを、本学系の目的とする。 

現代の社会に関する社会科学系諸分野と、日本・東洋・西洋の歴史・文化に関する諸分野の知識・方法論を総合的に

修得することをめざす。これによって、既存の文系諸学部とは異なる学際的な教養と柔軟な思考を有する学生を育成す

る。総合的な社会科学的思考方法を身につけた人材は、新しい学際的な研究分野の開拓をめざした大学院への進学や、

民間企業をはじめ官庁・自治体、出版界、中・高教員、学芸員など、多彩な方面で活躍することが期待される。 

 

● ● ● ● 文化環境学系 Cultural Environment Studies  ● ● ● ● 
  

世界の各地では、地域特有の自然環境に影響を受けつつ、言語・宗教や社会・経済などの諸条件のもとに、固有の民

族性や地域性が長い歴史の過程で育まれてきた。これに加えて、とくに16世紀以降、非西欧世界の諸文明は、世界化し

ようとする西欧文明との衝突と受容を通して、みずからの地域文明の特性を維持しながらも、伝統文化の苦悩に満ちた消

長を経験してきた。 

本学系は、近代文明のグローバル化が進展する現代にあって、その基層単位をなす世界各地固有の民族性や地域

性、人間社会にとって基本的な居住の諸相の実態と将来的な意義を見定める視座を打ち立てる一方で、各文明の地域

的特性を多角的に比較しつつ、文明相互の交流とその文化的所産、さらには文明の自己相対化の諸相を複眼的な視点

から解明することをめざす。 

世界の諸文明の特質を比較対照しつつ学び、それらを相対化して捉える習慣を身につける。同時に、文明社会の基

層単位をなす世界各地固有の民族性や地域性、人間社会にとって基本的な居住の諸相の実態と将来的な意義につい

ても理解を深める。人間社会に対する基本的な理解とグローバルな視点に立って、諸文明の交流を通時的かつ共時的

に把握し、その交流の現場にかかわりうる包摂的能力を備えた学生を育成する。ジャーナリズム・メディア関連、地域計

画関連、国際機関、図書館、博物館、官公庁、商社などの社会における主導的職種、そして、複数の専門領域に通ずる

ことによって新たな問題提起を果敢に試みる学際性豊かな教育研究職に人材を供給する。 

そのために、本学系では次の３点を教育の柱にすえる。 

①文明の問題に関しては、日本の常識がかならずしも世界の常識ではないことを理解する。 

②文明はたえず交わり合い変わってゆくのに、その自己同一性は長く保たれるという複雑な存在であることを理解する。 

③文化や環境の諸問題を研究する上では、教室や図書館で学ぶことに加えて、現場で学ぶという姿勢が欠かせない。

本学系ではフィールドワークに関するトレーニングを通して、現場で学ぶことの重要性を身につけることをめざす。 

 

● ● ● ● 自然科学系 Natural Sciences  ● ● ● ● 
  

階層構造をなす自然を理解し、自然と人間との共生関係を探究するためには、一見多様で複雑に見える地球環境や

物質の構造・性質、そしてヒトを含めた生物・生命現象を物理科学、物質科学、生物科学、地球科学的手法を用いて調

べ、それらの成り立ちや物性・機能、そして変遷を明らかにすることが必要となる。さらに、その中に潜みそれらを支配し

ている要因・基本原理を見いだし、お互いの相関関係を論理的、統合的に把握することが重要となる。 

本学系では、（１）物質のもつ基本的性質を原子、分子、電子およびその集合体のレベルから理解し、それらの織りな

す多様な物性現象や新奇現象の本質を解明するとともに、今日の科学技術の発展の基礎を修得し、物理科学の新し

い展開の方向を探究すること、（２）様々な無機および有機物質と生体との相関を解明し、それらの機能と微視的構造を

明らかにするとともに、化学反応の仕組みや制御法を研究して、優れた機能をもつ材料や目的物質を環境負荷なく創

製するための基礎を養うこと、（３）DNAレベルから生態系レベルまで、各階層の生命現象と生物の機能をさぐり、また生

物の多様性と進化ならびに様々な種間関係とそれらが織りなす生態系の仕組みを探究すること、（４）自然界を構成す

る気圏・水圏・地圏の物質構成・構造や化学的・物理学的動態、地球・宇宙のダイナミクスを探究するとともに、宇宙の

誕生から地球46億年の歴史を振り返り、地球環境および生命の変遷とその仕組みを解明すること、さらに学系全体とし

て、自然界の森羅万象を対象として、それらを統合的に理解することを目標とする。学生は、自然科学の諸分野の基礎

を系統的に学修するとともに、他の学系と連携して人間と自然との共生関係を探究するための総合的な自然観と物質

観を養うことをめざす。 

これらの学修を通して、基礎研究や環境問題などの総合科学に携わることのできる研究者や科学行政官、博物館学

芸員、科学ジャーナリスト、理科教育者等に要請される素養を身につけることができる。また、いずれかの専門を修める場

合にも、既成の個別分野にとらわれない非境界的・流動的な新しい領域を開拓できる能力を培うことが期待される。  

－ 3－



教育研究上の目的 

 

(京都大学通則第３条の３の規定による)  

総合人間学部は、人間と文明と自然の結び付きに新たな次元を確立するために、人類が直面する様々な問題を人間

活動の広範な諸領域を通底させる形で問い直し、これまでの人文科学、社会科学、自然科学を融合した新しい学問の

体系を構築することを、すなわち、新たな「人間の学」の創出を目指す。さらに、このような学問的探求を通じて、科学技

術の急速な発展と国際化の進展など著しく変化するこれからの社会に対して、持続的かつ創造的に対処しうる広い視野

を持った人材を育成することを目的とする。 

 

 

総合人間学部 ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー 

  
● ● ● ● ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）● ● ● ●  
 

総合人間学部は、人間と文明と自然との新たな結びつきを見出す「人間の学」の創出をめざしています。

また、この学問的追究を通して、高い倫理性と幅広い視野から創造的かつ持続的に現代の諸問題と向き合い、

多様な人々と協働しながらリーダーシップを発揮する人を育成することを目的としています。これを達成す

るため、以下の点に到達した者に総合人間学部学士号を授与します。 
 
1. 総合人間学部が提供する学際的な学問の場において、人文科学・社会科学・自然科学を横断する幅広い知

識と教養を身につけていること。  
2. 他者や異文化に対する理解を深めた上で、自らの見解を形成し、それを豊かに表現するプレゼンテーショ

ン能力やコミュニケーション能力、ならびにリーダーシップを培っていること。 
3. 多様な学問分野を学ぶ中で、自らの知的な核となる特定の分野を選択し、その理解を深めていること。 
4. 主たる専門分野とは異なる、もう一つの分野も重点的に学ぶことによって、人間・文明・自然に対する、

多角的な視点や柔軟な発想力を培っていること。  
5. 卒業論文・卒業研究において、問題の設定からその解決方法の提示に至る研究過程に取り組み、一定の成

果を上げていること。  
 
● ● ● ● カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）● ● ● ●  
 

総合人間学部では、新たなる「人間の学」の創出を主軸として、卒業の認定に関する方針に示した目的を

達成するために、多様な学問分野を網羅する教員陣のもとで、教養教育・基礎教育と専門教育を体系的に一

体化したカリキュラムを提供します。比較的近しい学問分野で構成する学系を複数設置し、各学系のコース

ツリーならびに個別の学問分野の履修モデルを提示することにより、カリキュラム体系の構成を具体的に示

します。講義や演習等として行われる個々の授業科目の内容および、定期試験・レポート・平常点による評

価方法の詳細については、シラバスに記載します。  
総合人間学部に所属する学生には、以下の指針に従って自律的に学修することを求めます。 
 

1. 文理にまたがる多様な教養・基礎科目、複数の学系の入門科目、複数の外国語科目等を幅広く学び、人間・ 
文明・自然に対する幅広い知識と理解力を修得し、豊かな人間性と高い倫理性を育む。 

2. ゼミ・演習等の少人数科目を履修し、教養・基礎から専門の領域にわたる知識と能力を濃密な議論の中で

培うとともに、他者に自らの見解を表現するためのプレゼンテーション能力および対話能力を身につける。 
3. 学年の進行とともに、自らの学問的関心に応じて一つの学系を主専攻として選択して系統的に学び、自ら

の知的な核となる専門性を修得する。 
4. 主専攻とは異なる学問分野を副専攻として系統的に学び、自らの専門分野に捉われない柔軟で重層的な思

考力を養う。  
5. 主専攻の分野において指導教員を選び、そのもとで卒業論文・卒業研究に取り組む。学修成果は複数の教

員により審査される。こうした研究過程を通して、専門性を深めるとともに、現代の諸問題の解決に挑戦

する創造的姿勢と持続力を育む。  
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教育研究上の目的 

 

(京都大学通則第３条の３の規定による)  

総合人間学部は、人間と文明と自然の結び付きに新たな次元を確立するために、人類が直面する様々な問題を人間

活動の広範な諸領域を通底させる形で問い直し、これまでの人文科学、社会科学、自然科学を融合した新しい学問の

体系を構築することを、すなわち、新たな「人間の学」の創出を目指す。さらに、このような学問的探求を通じて、科学技

術の急速な発展と国際化の進展など著しく変化するこれからの社会に対して、持続的かつ創造的に対処しうる広い視野

を持った人材を育成することを目的とする。 

 

 

総合人間学部 ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー 

  
● ● ● ● ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）● ● ● ●  
 

総合人間学部は、人間と文明と自然との新たな結びつきを見出す「人間の学」の創出をめざしています。

また、この学問的追究を通して、高い倫理性と幅広い視野から創造的かつ持続的に現代の諸問題と向き合い、

多様な人々と協働しながらリーダーシップを発揮する人を育成することを目的としています。これを達成す

るため、以下の点に到達した者に総合人間学部学士号を授与します。 
 
1. 総合人間学部が提供する学際的な学問の場において、人文科学・社会科学・自然科学を横断する幅広い知

識と教養を身につけていること。  
2. 他者や異文化に対する理解を深めた上で、自らの見解を形成し、それを豊かに表現するプレゼンテーショ

ン能力やコミュニケーション能力、ならびにリーダーシップを培っていること。 
3. 多様な学問分野を学ぶ中で、自らの知的な核となる特定の分野を選択し、その理解を深めていること。 
4. 主たる専門分野とは異なる、もう一つの分野も重点的に学ぶことによって、人間・文明・自然に対する、

多角的な視点や柔軟な発想力を培っていること。  
5. 卒業論文・卒業研究において、問題の設定からその解決方法の提示に至る研究過程に取り組み、一定の成

果を上げていること。  
 
● ● ● ● カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）● ● ● ●  
 

総合人間学部では、新たなる「人間の学」の創出を主軸として、卒業の認定に関する方針に示した目的を

達成するために、多様な学問分野を網羅する教員陣のもとで、教養教育・基礎教育と専門教育を体系的に一

体化したカリキュラムを提供します。比較的近しい学問分野で構成する学系を複数設置し、各学系のコース

ツリーならびに個別の学問分野の履修モデルを提示することにより、カリキュラム体系の構成を具体的に示

します。講義や演習等として行われる個々の授業科目の内容および、定期試験・レポート・平常点による評

価方法の詳細については、シラバスに記載します。  
総合人間学部に所属する学生には、以下の指針に従って自律的に学修することを求めます。 
 

1. 文理にまたがる多様な教養・基礎科目、複数の学系の入門科目、複数の外国語科目等を幅広く学び、人間・ 
文明・自然に対する幅広い知識と理解力を修得し、豊かな人間性と高い倫理性を育む。 

2. ゼミ・演習等の少人数科目を履修し、教養・基礎から専門の領域にわたる知識と能力を濃密な議論の中で

培うとともに、他者に自らの見解を表現するためのプレゼンテーション能力および対話能力を身につける。 
3. 学年の進行とともに、自らの学問的関心に応じて一つの学系を主専攻として選択して系統的に学び、自ら

の知的な核となる専門性を修得する。 
4. 主専攻とは異なる学問分野を副専攻として系統的に学び、自らの専門分野に捉われない柔軟で重層的な思

考力を養う。  
5. 主専攻の分野において指導教員を選び、そのもとで卒業論文・卒業研究に取り組む。学修成果は複数の教

員により審査される。こうした研究過程を通して、専門性を深めるとともに、現代の諸問題の解決に挑戦

する創造的姿勢と持続力を育む。  
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４ 年 次
他他 学学 部部 科科 目目 　　 （（ 自自 由由 科科 目目 ））

人人
間間

形形
成成

論論
関関

係係
社社

会会
行行

動動
論論

関関
係係

音
楽

文
化

論
教

育
社

会
学

・
教

育
史

発
達

心
理

学
精

神
病

理
学

・
精

神
分

析
学

社
会

学
社

会
心

理
学

グ
ル

ー
プ
・
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

演演
習習

演演
習習

演演
習習

演演
習習

演演
習習

D
P
1
:総

合
人

間
学

部
が

提
供

す
る
学

際
的

な
学

問
の

場
に
お

い
て
、
人

文
科

学
・
社

会
科

学
・

自
然

科
学

を
横

断
す
る
幅

広
い

知
識

と
教

養
を
身

に
つ
け
て
い

る
こ
と
。

D
P
2
:他

者
や

異
文

化
に
対

す
る

理
解

を
深

め
た
上

で
、
自

ら
の

見
解

を
形

成
し
、
そ
れ

を
豊

か
に
表

現
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、

な
ら
び
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

培
っ
て
い
る
こ
と
。

D
P
3
:多

様
な
学

問
分

野
を
学

ぶ
中

で
、
自

ら
の

知
的

な
核

と
な
る
特

定
の

分
野

を
選

択
し
、
そ
の

理
解

を
深

め
て
い
る
こ
と
。

D
P
4
:主

た
る
専

門
分

野
と
は

異
な
る
、

も
う
一

つ
の

分
野

も
重

点
的

に
学

ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
人

間
・
文

明
・
自

然
に
対

す
る
、
多

角
的

な
視

点
や

柔
軟

な
発

想
力

を
培

っ
て
い
る
こ
と
。

D
P
5
:卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
に

お
い
て
、
問

題
の

設
定

か
ら
そ

の
解

決
方

法
の

提
示

に
至

る
研

究
過

程
に
取

り
組

み
、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て
い
る
こ
と
。

副副 専専 攻攻 科科 目目 （（ 他他 学学 系系 ））

主 専 攻 科 目

動
態

映
画

文
化

論
制

度
・
生

活
文

化
史

メ
デ
ィ
ア
・

ス
タ
デ
ィ
ー

ズ

文文
化化

社社
会会

論論
関関

係係
人人

間間
存存

在在
論論

関関
係係

創創
造造

行行
為為

論論
関関

係係
文文

芸芸
表表

象象
論論

関関
係係

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

英
米

文
芸

表
象

論
ド
イ
ツ
文

芸
表

象
論

演演
習習

・・
講講

義義

演演
習習

・・
実実

験験
・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
演演

習習
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

３ 年 次

演演
習習

・・
講講

義義

演演
習習

・・
実実

験験
・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
副

専
攻

決
定

所所
属属

すす
るる
学学

系系
以以

外外
のの

副副
専専

攻攻
科科

目目
表表

よよ
りり

22
00
単単

位位
以以

上上

２ ・ １ 年 次

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
実実

験験
・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
実実

験験
・・
講講

義義

演演
習習

・・
実実

習習
・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

京京
都都

大大
学学

でで
開開

講講
ささ

れれ
てて
いい
るる

学学
部部

向向
けけ

全全
科科

目目

2
回

生
時

学
系

分
属

（
主

専
攻

決
定

）

学学
　　
系系

　　
入入

　　
門門

　　
科科

　　
目目

　　
（（
他他

学学
系系

・・
２２
学学

系系
以以

上上
））

講講
義義

講講
義義

講講
義義

講講
義義

講講
義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

全全
　　
学学

　　
共共

　　
通通

　　
科科

　　
目目

　　
（（
外外

国国
語語

科科
目目

・・
自自

由由
科科

目目
））

他他
学学

部部
科科

目目
（（
緑緑

系系
））

学学
部部

科科
目目

（（
青青

系系
））

全全
学学

共共
通通

科科
目目

（（
オオ
レレ
ンン
ジジ
系系

））

演演
習習

・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

卒
業

論
文
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  総合人間学部コースツリー 

 

 

 

□□● 人間科学系□ ― Human Sciences 

 

□□● 認知情報学系 ― Cognitive and Information Sciences 

 

□□● 国際文明学系 ― Multi-Disciplinary Studies of Civilizations 

 

□□● 文化環境学系 ― Cultural Environment Studies 

 

□□● 自然科学系□ ― Natural Sciences 
  





教育研究上の目的 

 

(京都大学通則第３条の３の規定による)  

総合人間学部は、人間と文明と自然の結び付きに新たな次元を確立するために、人類が直面する様々な問題を人間

活動の広範な諸領域を通底させる形で問い直し、これまでの人文科学、社会科学、自然科学を融合した新しい学問の

体系を構築することを、すなわち、新たな「人間の学」の創出を目指す。さらに、このような学問的探求を通じて、科学技

術の急速な発展と国際化の進展など著しく変化するこれからの社会に対して、持続的かつ創造的に対処しうる広い視野

を持った人材を育成することを目的とする。 

 

 

総合人間学部 ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー 

  
● ● ● ● ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）● ● ● ●  
 

総合人間学部は、人間と文明と自然との新たな結びつきを見出す「人間の学」の創出をめざしています。

また、この学問的追究を通して、高い倫理性と幅広い視野から創造的かつ持続的に現代の諸問題と向き合い、

多様な人々と協働しながらリーダーシップを発揮する人を育成することを目的としています。これを達成す

るため、以下の点に到達した者に総合人間学部学士号を授与します。 
 
1. 総合人間学部が提供する学際的な学問の場において、人文科学・社会科学・自然科学を横断する幅広い知

識と教養を身につけていること。  
2. 他者や異文化に対する理解を深めた上で、自らの見解を形成し、それを豊かに表現するプレゼンテーショ

ン能力やコミュニケーション能力、ならびにリーダーシップを培っていること。 
3. 多様な学問分野を学ぶ中で、自らの知的な核となる特定の分野を選択し、その理解を深めていること。 
4. 主たる専門分野とは異なる、もう一つの分野も重点的に学ぶことによって、人間・文明・自然に対する、

多角的な視点や柔軟な発想力を培っていること。  
5. 卒業論文・卒業研究において、問題の設定からその解決方法の提示に至る研究過程に取り組み、一定の成

果を上げていること。  
 
● ● ● ● カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）● ● ● ●  
 

総合人間学部では、新たなる「人間の学」の創出を主軸として、卒業の認定に関する方針に示した目的を

達成するために、多様な学問分野を網羅する教員陣のもとで、教養教育・基礎教育と専門教育を体系的に一

体化したカリキュラムを提供します。比較的近しい学問分野で構成する学系を複数設置し、各学系のコース

ツリーならびに個別の学問分野の履修モデルを提示することにより、カリキュラム体系の構成を具体的に示

します。講義や演習等として行われる個々の授業科目の内容および、定期試験・レポート・平常点による評

価方法の詳細については、シラバスに記載します。  
総合人間学部に所属する学生には、以下の指針に従って自律的に学修することを求めます。 
 

1. 文理にまたがる多様な教養・基礎科目、複数の学系の入門科目、複数の外国語科目等を幅広く学び、人間・ 
文明・自然に対する幅広い知識と理解力を修得し、豊かな人間性と高い倫理性を育む。 

2. ゼミ・演習等の少人数科目を履修し、教養・基礎から専門の領域にわたる知識と能力を濃密な議論の中で

培うとともに、他者に自らの見解を表現するためのプレゼンテーション能力および対話能力を身につける。 
3. 学年の進行とともに、自らの学問的関心に応じて一つの学系を主専攻として選択して系統的に学び、自ら

の知的な核となる専門性を修得する。 
4. 主専攻とは異なる学問分野を副専攻として系統的に学び、自らの専門分野に捉われない柔軟で重層的な思

考力を養う。  
5. 主専攻の分野において指導教員を選び、そのもとで卒業論文・卒業研究に取り組む。学修成果は複数の教

員により審査される。こうした研究過程を通して、専門性を深めるとともに、現代の諸問題の解決に挑戦

する創造的姿勢と持続力を育む。  
 

総
合

人
間

学
部

　
人

間
科

学
系

　
コ
ー
ス
ツ
リ
ー

　 　

※※
科科

目目
名名

のの
詳詳

細細
はは

、、
「「
履履

修修
モモ
デデ
ルル

」」
をを
参参

照照
凡凡

例例
：：

４ 年 次
他 他 学学 部部 科科 目目 　　 （（ 自自 由由 科科 目目 ））

人人
間間

形形
成成

論論
関関

係係
社社

会会
行行

動動
論論

関関
係係

音
楽

文
化

論
教

育
社

会
学

・
教

育
史

発
達

心
理

学
精

神
病

理
学

・
精

神
分

析
学

社
会

学
社

会
心

理
学

グ
ル

ー
プ
・
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

演演
習習

演演
習習

演演
習習

演演
習習

演演
習習

D
P
1
:総

合
人

間
学

部
が

提
供

す
る
学

際
的

な
学

問
の

場
に
お

い
て
、
人

文
科

学
・
社

会
科

学
・

自
然

科
学

を
横

断
す
る
幅

広
い

知
識

と
教

養
を
身

に
つ
け
て
い

る
こ
と
。

D
P
2
:他

者
や

異
文

化
に
対

す
る

理
解

を
深

め
た
上

で
、
自

ら
の

見
解

を
形

成
し
、
そ
れ

を
豊

か
に
表

現
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、

な
ら
び
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

培
っ
て
い
る
こ
と
。

D
P
3
:多

様
な
学

問
分

野
を
学

ぶ
中

で
、
自

ら
の

知
的

な
核

と
な
る
特

定
の

分
野

を
選

択
し
、
そ
の

理
解

を
深

め
て
い
る
こ
と
。

D
P
4
:主

た
る
専

門
分

野
と
は

異
な
る
、

も
う
一

つ
の

分
野

も
重

点
的

に
学

ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
人

間
・
文

明
・
自

然
に
対

す
る
、
多

角
的

な
視

点
や

柔
軟

な
発

想
力

を
培

っ
て
い
る
こ
と
。

D
P
5
:卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
に

お
い
て
、
問

題
の

設
定

か
ら
そ

の
解

決
方

法
の

提
示

に
至

る
研

究
過

程
に
取

り
組

み
、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て
い
る
こ
と
。

副副 専専 攻攻 科科 目目 （（ 他他 学学 系系 ））

主 専 攻 科 目

動
態

映
画

文
化

論
制

度
・
生

活
文

化
史

メ
デ
ィ
ア
・

ス
タ
デ
ィ
ー

ズ

文文
化化

社社
会会

論論
関関

係係
人人

間間
存存

在在
論論

関関
係係

創創
造造

行行
為為

論論
関関

係係
文文

芸芸
表表

象象
論論

関関
係係

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

英
米

文
芸

表
象

論
ド
イ
ツ
文

芸
表

象
論

演 演
習習

・・
講講

義義

演演
習習

・・
実実

験験
・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
演演

習習
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

３ 年 次

演演
習習

・・
講講

義義

演演
習習

・・
実実

験験
・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
副

専
攻

決
定

所所
属属

すす
るる
学学

系系
以以

外外
のの

副副
専専

攻攻
科科

目目
表表

よよ
りり

22
00
単単

位位
以以

上上

２ ・ １ 年 次

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
実実

験験
・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
実実

験験
・・
講講

義義

演演
習習

・・
実実

習習
・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

京京
都都

大大
学学

でで
開開

講講
ささ

れれ
てて
いい
るる

学学
部部

向向
けけ

全全
科科

目目

2
回

生
時

学
系

分
属

（
主

専
攻

決
定

）

学学
　　
系系

　　
入入

　　
門門

　　
科科

　　
目目

　　
（（
他他

学学
系系

・・
２２
学学

系系
以以

上上
））

講講
義義

講講
義義

講講
義義

講講
義義

講講
義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

全全
　　
学学

　　
共共

　　
通通

　　
科科

　　
目目

　　
（（
外外

国国
語語

科科
目目

・・
自自

由由
科科

目目
））

他他
学学

部部
科科

目目
（（
緑緑

系系
））

学学
部部

科科
目目

（（
青青

系系
））

全全
学学

共共
通通

科科
目目

（（
オオ
レレ
ンン
ジジ
系系

））

演演
習習

・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

卒
業

論
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間
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部
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知
情
報
学
系
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ー
ス
ツ
リ
ー

　 　

※※
科科

目目
名名

のの
詳詳
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はは

、、
「「
履履

修修
モモ
デデ
ルル

」」
をを
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照照
凡凡
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系系

　　
入入
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科科

　　
目目

　　
（（
他他

学学
系系

・・
２２
学学

系系
以以
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））
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科科

　　
目目
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科科
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・・
自自
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科科

目目
））

他他
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部部
科科

目目
（（
緑緑

系系
））
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部部

科科
目目

（（
青青

系系
））

全全
学学

共共
通通

科科
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（（
オオ
レレ
ンン
ジジ
系系

））

副
専

攻
決

定

所所
属属

すす
るる
学学

系系
以以

外外
のの

副副
専専

攻攻
科科

目目
表表

よよ
りり

22
00
単単

位位
以以

上上

２ ・ １ 年 次

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
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義義
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ゼゼ

ミミ
演演

習習
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ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ
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義義

京京
都都
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でで
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講講
ささ

れれ
てて
いい
るる
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部部
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けけ
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科科

目目
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回

生
時
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攻

決
定

）
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４ 年 次
他他 学学 部部 科科 目目 　　 （（ 自自 由由 科科 目目 ））

３ 年 次
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習習
・・
実実
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・・
実実

験験
・・
講講

義義
演演

習習
・・
実実

験験
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動動

制制
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習習
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D
P
1
:総

合
人

間
学

部
が

提
供

す
る
学

際
的

な
学

問
の

場
に
お
い
て
、
人

文
科

学
・
社

会
科

学
・

自
然

科
学

を
横

断
す
る
幅

広
い
知

識
と
教

養
を

身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
。

D
P
2
:他

者
や

異
文

化
に
対

す
る
理

解
を
深

め
た
上

で
、
自

ら
の

見
解

を
形

成
し
、
そ
れ

を
豊

か
に
表

現
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
な
ら
び
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
培
っ
て
い
る
こ
と
。

D
P
3
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な
学

問
分

野
を
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ぶ
中

で
、

自
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の

知
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な
核

と
な
る
特

定
の

分
野

を
選

択
し
、
そ
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理
解
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め
て
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こ

と
。

D
P
4
:主

た
る
専

門
分

野
と
は

異
な
る
、
も
う

一
つ
の

分
野

も
重

点
的

に
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
人

間
・
文

明
・
自

然
に
対

す
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、
多

角
的

な
視

点
や

柔
軟

な
発

想
力

を
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っ
て
い

る
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。

D
P
5
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業
論

文
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卒

業
研

究
に
お
い
て
、
問
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の
設
定
か
ら
そ
の
解
決
方
法
の
提
示
に

至
る
研

究
過

程
に
取

り
組

み
、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て
い
る
こ
と
。
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業
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「「
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目目

　　
（（
他他

学学
系系

・・
２２
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・
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に
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す
る
理

解
を
深

め
た
上

で
、
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を
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し
、
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、
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の
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と
。
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4
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と
は
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な
る
、
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の
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野

も
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的

に
学

ぶ
こ
と
に
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て
、
人

間
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に
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す
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、
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的

な
視
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や
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の
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に
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に
取

り
組

み
、
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の
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目目
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のの
詳詳

細細
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、、
「「
履履
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モモ
デデ
ルル

」」
をを
参参

照照
凡凡

例例
：：

学学
　　
系系

　　
入入

　　
門門

　　
科科

　　
目目

　　
（（
他他

学学
系系

・・
２２
学学

系系
以以

上上
））

全全
　　
学学

　　
共共

　　
通通

　　
科科

　　
目目

　　
（（
外外

国国
語語

科科
目目

・・
自自

由由
科科

目目
））

他他
学学

部部
科科

目目
（（
緑緑

系系
））

学学
部部

科科
目目

（（
青青

系系
））

全全
学学

共共
通通

科科
目目

（（
オオ
レレ
ンン
ジジ
系系

））

副
専

攻
決

定

所所
属属

すす
るる
学学

系系
以以

外外
のの

副副
専専

攻攻
科科

目目
表表

よよ
りり

22
00
単単

位位
以以

上上

２ ・ １ 年 次

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ
ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ
ミミ
・・
講講

義義
講講

義義
・・
ゼゼ
ミミ

演演
習習

・・
講講

義義
・・
ゼゼ
ミミ

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ
ミミ
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

京京
都都

大大
学学

でで
開開

講講
ささ

れれ
てて
いい
るる

学学
部部

向向
けけ

全全
科科

目目

2
回

生
時

学
系

分
属

（
主

専
攻

決
定

）

演演
習習

・・
講講

義義
・・
ゼゼ
ミミ

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

４ 年 次
他他 学学 部部 科科 目目 　　 （（ 自自 由由 科科 目目 ））

３ 年 次
演演

習習
・・
実実

験験
・・
講講

義義
演演

習習
・・
実実

験験
・・
講講

義義
演演

習習
・・
実実
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・・
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・・
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ミミ

演演
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・・
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・・
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演演
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言言
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係係

外外
国国

語語
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育育
論論

関関
係係

主 　 専 　 攻 　 科 　 目

副副 専専 攻攻 科科 目目 （（ 他他 学学 系系 ））

認認
知知

科科
学学

行行
動動

制制
御御

学学
身身

体体
機機

能能
論論

数数
学学

情情
報報

学学
言言

語語
情情

報報
科科

学学

認認
知知

・・
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動動
科科

学学
関関

係係
数数
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情情

報報
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語語

比比
較較

論論

演演
習習
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習習

演演
習習
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習習

・・
講講
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総
合

人
間

学
部

　
国

際
文

明
学

系
　

コ
ー

ス
ツ

リ
ー

　 　

※※
科科

目目
名名

のの
詳詳

細細
はは

、、
「「
履履

修修
モモ

デデ
ルル

」」
をを

参参
照照

凡凡
例例

：：

西
欧

古
代

・
中

世
表

象
文

化
論

演 演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

３ 年 次

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
  講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

４ 年 次

D
P

1
:総

合
人

間
学

部
が

提
供

す
る

学
際

的
な

学
問

の
場

に
お

い
て

、
人

文
科

学
・
社

会
科

学
・
自

然
科

学
を

横
断

す
る

幅
広

い
知

識
と

教
養

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

。

D
P

2
:他

者
や

異
文

化
に

対
す

る
理

解
を

深
め

た
上

で
、

自
ら

の
見

解
を

形
成

し
、

そ
れ

を
豊

か
に

表
現

す
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

な
ら

び
に

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

培
っ

て
い

る
こ

と
。

D
P

3
:多

様
な

学
問

分
野

を
学

ぶ
中

で
、

自
ら

の
知

的
な

核
と

な
る

特
定

の
分

野
を

選
択

し
、

そ
の

理
解

を
深

め
て

い
る

こ
と

。

D
P

4
:主

た
る

専
門

分
野

と
は

異
な

る
、

も
う

一
つ

の
分

野
も

重
点

的
に

学
ぶ

こ
と

に
よ

っ
て

、
人

間
・
文

明
・
自

然
に

対
す

る
、

多
角

的
な

視
点

や
柔

軟
な

発
想

力
を

培
っ

て
い

る
こ

と
。

D
P

5
:卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
に

お
い

て
、

問
題

の
設

定
か

ら
そ

の
解

決
方

法
の

提
示

に
至

る
研

究
過

程
に

取
り

組
み

、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て

い
る

こ
と

。

副 副 専専 攻攻 科科 目目 （（ 他他 学学 系系 ））

主 専 攻 科 目

文
明

構
造

論
現

代
文

明
論

多
文

化
社

会
論

国
際

関
係

論
国

家
・
社

会
法

シ
ス

テ
ム

論
社

会
経

済
シ

ス
テ

ム
論

公
共

政
策

論
日

本
語

学
・

日
本

文
学

演 演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・

講講
義義

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
  講講

義義
演演

習習
・・
  講講

義義

日
本

歴
史

文
化

論

副
専

攻
決

定

演演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

所所
属属

すす
るる

学学
系系

以以
外外

のの
副副

専専
攻攻

科科
目目

表表
よよ

りり
22
00

単単
位位

以以
上上

２ ・ １ 年 次

講講
義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
講講

義義
講講

義義
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義

京京
都都

大大
学学

でで
開開

講講
ささ

れれ
てて

いい
るる

学学
部部

向向
けけ

全全
科科

目目

他他 学学 部部 科科 目目 　　 （（ 自自 由由 科科 目目 ））

社社
会会

相相
関関

論論
関関

係係
歴歴

史史
文文

化化
社社

会会
論論

関関
係係

中
国

社
会

論
欧

米
歴

史
社

会
論

西
欧

近
現

代
表

象
文

化
論

演 演
習習

・・
講講

義義
演演

習習
・・
講講

義義

基基
礎礎

ゼゼ
ミミ

・・
演演

習習
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
講講

義義
講講

義義
講講

義義
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・
講講

義義
講講

義義
基基

礎礎
ゼゼ

ミミ
・・

演演
習習

・・
講講

義義

2
回

生
時

学
系

分
属

（
主

専
攻

決
定

）

学学
　　

系系
　　

入入
　　

門門
　　

科科
　　

目目
　　

（（
他他

学学
系系

・・
２２

学学
系系

以以
上上

））

全全
　　

学学
　　

共共
　　

通通
　　

科科
　　

目目
　　

（（
外外

国国
語語

科科
目目

・・
自自

由由
科科

目目
）） 他他

学学
部部

科科
目目

（（
緑緑

系系
））

学学
部部

科科
目目

（（
青青

系系
））

全全
学学

共共
通通

科科
目目

（（
オオ

レレ
ンン

ジジ
系系

））

卒
業

論
文
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総
合

人
間

学
部

文
化

環
境

学
系

コ
ー
ス
ツ
リ
ー

副
専
攻

決
定

2回
生
時

学
系

分
属

（
主

専
攻

決
定

）

主 専 攻 科 目

学
部

科
目

（
青

系
）

他
学

部
科

目
（
緑

系
）

全
学

共
通

科
目

（
オ
レ
ン
ジ
系

）
凡

例
：

※
科

目
名

の
詳

細
は

、
「
履

修
モ
デ
ル
」
を
参

照

DP
1:
総
合
人
間
学
部
が

提
供
す
る
学
際
的
な
学
問

の
場

に
お
い
て
、
人

文
科

学
・
社
会
科
学
・
自
然
科

学
を
横
断
す
る
幅
広
い
知

識
と
教
養
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
。

DP
2:
他
者
や
異
文
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
た
上

で
、
自
ら
の
見
解
を
形
成

し
、
そ
れ
を
豊
か
に
表
現

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能

力
、
な
ら
び
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
培
っ
て
い

る
こ
と
。

DP
3:
多
様
な
学
問
分
野
を

学
ぶ
中
で
、
自
ら
の
知
的

な
核
と
な
る
特
定
の
分
野

を
選
択
し
、
そ
の
理
解
を

深
め
て
い
る
こ
と
。

DP
4:
主

た
る
専

門
分

野
と

は
異

な
る
、
も
う
一

つ
の

分
野

も
重

点
的

に
学

ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
人

間
・
文

明
・
自

然
に
対

す
る
、
多

角
的

な
視

点
や

柔
軟

な
発

想
力

を
培

っ
て
い
る
こ

と
。

DP
5:
卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
に
お
い
て
、
問

題
の

設
定

か
ら
そ
の

解
決

方
法

の
提

示
に
至

る
研

究
過

程
に
取

り
組

み
、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て
い
る
こ
と
。

卒
業

論
文

学
系

入
門

科
目

（
他

学
系

・
２
学

系
以

上
）

全
学

共
通

科
目

（
外

国
語

科
目

・
自

由
科

目
）

４ 年 次 ３ 年 次 ２ ・ １ 年 次

他 学 部 科 目 （ 自 由 科 目 ）
京

都
大
学

で
開

講
さ

れ
て
い
る

学
部

向
け

全
科

目

副 専 攻 科 目 （ 他 学 系 ）
所

属
す
る

学
系

以
外

の
副

専
攻

科
目

表
よ
り

20
単

位
以

上

演
習 ・

講
義

東
ｱ
ｼ
ﾞｱ
比

較
文

芸
論

演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

東
ｱ
ｼ
ﾞｱ
比

較
思

想
論

演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

ﾃ
ﾞｨ
ｱ
ｽ
ﾎ
ﾟﾗ

思
想

文
化

論

演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

比
較

ﾊ
ﾟﾗ

ﾀ
ﾞｲ
ﾑ
文

明
論 演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

近
代

移
民

史

演
習 ・

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

演
習 ・

講
義

ﾎ
ﾟｽ
ﾄｺ
ﾛ
ﾆ

ｱ
ﾙ
思

想
文

化
論

演
習 ・

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

演
習 ・

講
義

東
ｱ
ｼ
ﾞｱ
文

化
交

渉
論

演
習 ・

講
義

基
礎
演
習

・

講
義

講
義

比
較
文
明
論

環
境

構
成

論

演
習 ・

実
習

講
義

演
習 ・

実
習

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

講
義

文
化

人
類

学

演
習

講
義

演
習

講
義

演
習 ・

講
義

講
義

地
域

空
間

論

演
習

講
義

演
習

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

講
義

文
化

・
地

域
環

境
論

－ 8－



総
合

人
間

学
部

文
化

環
境

学
系

コ
ー
ス
ツ
リ
ー

副
専
攻

決
定

2回
生
時

学
系

分
属

（
主

専
攻

決
定

）

主 専 攻 科 目

学
部

科
目

（
青

系
）

他
学

部
科

目
（
緑

系
）

全
学

共
通

科
目

（
オ
レ
ン
ジ
系

）
凡

例
：

※
科

目
名

の
詳

細
は

、
「
履

修
モ
デ
ル
」
を
参

照

DP
1:
総
合
人
間
学
部
が

提
供
す
る
学
際
的
な
学
問

の
場

に
お
い
て
、
人

文
科

学
・
社
会
科
学
・
自
然
科

学
を
横
断
す
る
幅
広
い
知

識
と
教
養
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
。

DP
2:
他
者
や
異
文
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
た
上

で
、
自
ら
の
見
解
を
形
成

し
、
そ
れ
を
豊
か
に
表
現

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能

力
、
な
ら
び
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
培
っ
て
い

る
こ
と
。

DP
3:
多
様
な
学
問
分
野
を

学
ぶ
中
で
、
自
ら
の
知
的

な
核
と
な
る
特
定
の
分
野

を
選
択
し
、
そ
の
理
解
を

深
め
て
い
る
こ
と
。

DP
4:
主

た
る
専

門
分

野
と

は
異

な
る
、
も
う
一

つ
の

分
野

も
重

点
的

に
学

ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
人

間
・
文

明
・
自

然
に
対

す
る
、
多

角
的

な
視

点
や

柔
軟

な
発

想
力

を
培

っ
て
い
る
こ

と
。

DP
5:
卒

業
論

文
・
卒

業
研

究
に
お
い
て
、
問

題
の

設
定

か
ら
そ
の

解
決

方
法

の
提

示
に
至

る
研

究
過

程
に
取

り
組

み
、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て
い
る
こ
と
。

卒
業

論
文

学
系

入
門

科
目

（
他

学
系

・
２
学

系
以

上
）

全
学

共
通

科
目

（
外

国
語

科
目

・
自

由
科

目
）

４ 年 次 ３ 年 次 ２ ・ １ 年 次

他 学 部 科 目 （ 自 由 科 目 ）
京

都
大
学

で
開

講
さ

れ
て
い
る

学
部

向
け

全
科

目

副 専 攻 科 目 （ 他 学 系 ）
所

属
す
る

学
系

以
外

の
副

専
攻

科
目

表
よ
り

20
単

位
以

上

演
習 ・

講
義

東
ｱ
ｼ
ﾞｱ
比

較
文

芸
論

演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

東
ｱ
ｼ
ﾞｱ
比

較
思

想
論

演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

ﾃ
ﾞｨ
ｱ
ｽ
ﾎ
ﾟﾗ

思
想

文
化

論

演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

比
較

ﾊ
ﾟﾗ

ﾀ
ﾞｲ
ﾑ
文

明
論 演
習 ・

講
義

講
義

演
習 ・

講
義

近
代

移
民

史

演
習 ・

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

演
習 ・

講
義

ﾎ
ﾟｽ
ﾄｺ
ﾛ
ﾆ

ｱ
ﾙ
思

想
文

化
論

演
習 ・

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

演
習 ・

講
義

東
ｱ
ｼ
ﾞｱ
文

化
交

渉
論

演
習 ・

講
義

基
礎
演
習

・

講
義

講
義

比
較
文
明
論

環
境

構
成

論

演
習 ・

実
習

講
義

演
習 ・

実
習

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

講
義

文
化

人
類

学

演
習

講
義

演
習

講
義

演
習 ・

講
義

講
義

地
域

空
間

論

演
習

講
義

演
習

講
義

基
礎

ｾ
ﾞﾐ

・

講
義

講
義

文
化

・
地

域
環

境
論
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総
合

人
間

学
部

自
然

科
学

系
コ
ー
ス
ツ
リ
ー

DP
1:
総
合
人
間
学
部
が

提
供
す
る
学
際
的
な
学
問

の
場

に
お
い
て
、
人

文
科

学
・
社
会
科
学
・
自
然
科

学
を
横
断
す
る
幅
広
い
知

識
と
教
養
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
。

DP
2:
他
者
や
異
文
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
た
上

で
、
自
ら
の
見
解
を
形
成

し
、
そ
れ
を
豊
か
に
表
現

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能

力
、
な
ら
び
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
培
っ
て
い

る
こ
と
。

DP
3:
多
様
な
学
問
分
野
を

学
ぶ
中
で
、
自
ら
の
知
的

な
核
と
な
る
特
定
の
分
野

を
選
択
し
、
そ
の
理
解
を

深
め
て
い
る
こ
と
。

DP
4:
主

た
る
専

門
分

野
と

は
異

な
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、
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う
一

つ
の

分
野
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点
的

に
学

ぶ
こ

と
に
よ
っ
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人

間
・
文

明
・
自

然
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て
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。
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業
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解
決
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究
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り
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＋
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２
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］
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義
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習
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・
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修
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・
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義
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習
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・
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・
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・
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習
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習
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攻
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り
20

単
位
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上
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 総総合合人人間間学学部部のの教教育育制制度度ににつついいてて  

 

● ● ● ● 担担任任制制及及びび教教員員アアドドババイイザザーー制制  ● ● ● ● 
  

総総合合人人間間学学部部でではは、、担担任任制制（（１１回回生生））・・教教員員アアドドババイイザザーー制制（（２２回回生生以以上上））をを設設けけ、、学学生生諸諸君君のの履履修修上上のの相相談談とと学学生生生生

活活上上のの相相談談にに応応じじてていいまますす。。各各学学年年のの始始めめににここれれららのの教教員員もも参参加加すするるガガイイダダンンススをを実実施施ししまますす。。ここのの時時ははももちちろろんん、、いいつつ

ででもも何何かかわわかかららなないいこことと等等ああれればば、、気気軽軽にに担担任任ままたたはは教教員員アアドドババイイザザーーにに相相談談しし、、アアドドババイイススをを受受けけててくくだだささいい。。 

担任制により１回生の各クラスに５名の担任を配置します。受け持ちの担任の氏名については４月に掲示しますので各

自確認してください。 

教員アドバイザー制は、主に２・３回生の時に、履修等の相談をする教員を学生の希望により指名する制度です。教員

アドバイザーは、原則として所属する学系の教員を指名し、そうでない場合は、所属する学系の教員を副として指名して

ください。一人の教員に希望が集中した場合は、学生の意向を聞き調整することがあります。 

掲示による指示に従い、希望調査書を提出してください。 

なお、提出しない者については、教務委員会が教員アドバイザーを割り当てます。 
 

＊３回生後期以降は指導教員が相談に応じます。 

 

● ● ● ● 学学系系分分属属  ● ● ● ● 
  

２２回回生生進進級級時時にに、、主主専専攻攻学学系系へへのの分分属属がが決決定定ししまますす。。  

この分属という制度は、各学系の主専攻科目の講義、演習等を履修し、４回生で指導教員の指導の下、最終的に卒業

論文・卒業研究を完成させるために設けられています。 

１回生の間にはできるだけ視野を広めるとともに、各学系が開講する「入門科目」などによって、各学系の特色や各教

員の研究教育活動をよく観察して、初志に合うか吟味してください。 

分属は、学生諸君の希望を最大限尊重しますが、学系によっては、設備の制約等のため希望者全員の分属を認める

ことができない場合もあります。その際の選考方法等については、必要が生じた時点で掲示等により周知します。 
 

＜＜転転学学系系ににつついいてて＞＞ 

所属する主専攻学系を変える場合は、２回生の１１月に転学系願を提出してください。許可された場合、３回生進級時

から学系が変更されます。３３回回生生ににつついいててもも３３回回生生受受けけ入入れれににななるるここととががあありりまますす。 

詳細については、毎年１０月上旬に掲示で周知しますので、注意してください。 

 

● ● ● ● 副副専専攻攻制制度度  ● ● ● ● 
 

副専攻は、主専攻分野とは別に特定の分野を系統的に履修する制度です。これによって主専攻以外の分野にも深い

知識と広い教養及び総合的な判断力を養い、豊かな人間性を身につける高度な一般教育の実現が期待されます。 

副専攻は、【副専攻科目表】の一覧表から自身が所属する学系以外のいずれか１つを選び２０単位以上を修得しま

す。 

「１つの副専攻から２０単位以上」というのはかなり厳しい条件ですので、各副専攻の履修条件等をよく読み、早めに履

修計画を立ててください。（副専攻届／対象：３回生全員・４回生未提出者、案内：６月中旬予定、提出：７月下旬予定） 

 

● ● ● ● 指指導導教教員員（（卒卒業業論論文文・・卒卒業業研研究究のの指指導導））のの決決定定  ● ● ● ● 
 

卒卒業業論論文文・・卒卒業業研研究究はは本本学学部部をを卒卒業業すするるたためめにに必必須須でですす。。卒卒業業論論文文・・卒卒業業研研究究のの指指導導をを受受けけるるたためめにに、、３３回回生生のの７７月月

にに指指導導教教員員をを決決めめてて、、「「指指導導教教員員届届」」をを提提出出ししまますす。。  

指導教員は、原則として総合人間学部教員（『教員プロフィール』教員一覧表に載っている教員（助教および特定教員

（特定准教授、特定講師）は除く）の中から、自分の所属する学系の教員を選ぶこと。『教員プロフィール』の「卒論指導を

希望する方へ」を入学時からよく読んで参考にしてください。 

３回生のはじめに、「指導教員届」の提出に先立ち、「指導教員希望調査」を行います。教員アドバイザーや希望する

指導教員と十分な相談をした上で、希望調査を提出してください。希望者が集中した場合は、調整を行います。（平成30

年度入学者からは、教員１人あたり３名以下を目安とします。） 

必要な場合には指導教員を変更することができます。 

 

● ● ● ● 「「研研究究をを他他者者にに語語るる」」  ● ● ● ● 
 

総合人間学部では、卒業予定学生が、自身の卒業論文・卒業研究の内容を異分野の教員に向けて発表する「研究

を他者に語る」と題した取組みを行っています。自分が取り組んでいる研究の内容を異分野の教員に対して「説得的

に」語ることで、学術の知とその意義を専門外の人にわかりやすく語るコミュニケーション能力を身につけるとともに、自

分の研究を相対化し客観視することで、多様かつ総合的な視点で物事を観る能力を培うことを目指します。 
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１回生の間にはできるだけ視野を広めるとともに、各学系が開講する「入門科目」などによって、各学系の特色や各教

員の研究教育活動をよく観察して、初志に合うか吟味してください。 

分属は、学生諸君の希望を最大限尊重しますが、学系によっては、設備の制約等のため希望者全員の分属を認める

ことができない場合もあります。その際の選考方法等については、必要が生じた時点で掲示等により周知します。 
 

＜＜転転学学系系ににつついいてて＞＞ 

所属する主専攻学系を変える場合は、２回生の１１月に転学系願を提出してください。許可された場合、３回生進級時

から学系が変更されます。３３回回生生ににつついいててもも３３回回生生受受けけ入入れれににななるるここととががあありりまますす。 

詳細については、毎年１０月上旬に掲示で周知しますので、注意してください。 

 

● ● ● ● 副副専専攻攻制制度度  ● ● ● ● 
 

副専攻は、主専攻分野とは別に特定の分野を系統的に履修する制度です。これによって主専攻以外の分野にも深い

知識と広い教養及び総合的な判断力を養い、豊かな人間性を身につける高度な一般教育の実現が期待されます。 

副専攻は、【副専攻科目表】の一覧表から自身が所属する学系以外のいずれか１つを選び２０単位以上を修得しま

す。 

「１つの副専攻から２０単位以上」というのはかなり厳しい条件ですので、各副専攻の履修条件等をよく読み、早めに履

修計画を立ててください。（副専攻届／対象：３回生全員・４回生未提出者、案内：６月中旬予定、提出：７月下旬予定） 

 

● ● ● ● 指指導導教教員員（（卒卒業業論論文文・・卒卒業業研研究究のの指指導導））のの決決定定  ● ● ● ● 
 

卒卒業業論論文文・・卒卒業業研研究究はは本本学学部部をを卒卒業業すするるたためめにに必必須須でですす。。卒卒業業論論文文・・卒卒業業研研究究のの指指導導をを受受けけるるたためめにに、、３３回回生生のの７７月月

にに指指導導教教員員をを決決めめてて、、「「指指導導教教員員届届」」をを提提出出ししまますす。。  

指導教員は、原則として総合人間学部教員（『教員プロフィール』教員一覧表に載っている教員（助教および特定教員

（特定准教授、特定講師）は除く）の中から、自分の所属する学系の教員を選ぶこと。『教員プロフィール』の「卒論指導を

希望する方へ」を入学時からよく読んで参考にしてください。 

３回生のはじめに、「指導教員届」の提出に先立ち、「指導教員希望調査」を行います。教員アドバイザーや希望する

指導教員と十分な相談をした上で、希望調査を提出してください。希望者が集中した場合は、調整を行います。（平成30

年度入学者からは、教員１人あたり３名以下を目安とします。） 

必要な場合には指導教員を変更することができます。 

 

● ● ● ● 「「研研究究をを他他者者にに語語るる」」  ● ● ● ● 
 

総合人間学部では、卒業予定学生が、自身の卒業論文・卒業研究の内容を異分野の教員に向けて発表する「研究

を他者に語る」と題した取組みを行っています。自分が取り組んでいる研究の内容を異分野の教員に対して「説得的

に」語ることで、学術の知とその意義を専門外の人にわかりやすく語るコミュニケーション能力を身につけるとともに、自

分の研究を相対化し客観視することで、多様かつ総合的な視点で物事を観る能力を培うことを目指します。 
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 履修について 
 

 これから卒業に向けて各学系における必要単位を修得するために、この「総合人間学部便覧」を必ず精読してください。本

学部の授業形態には、講義、演習、ゼミナール、実習、実験などがありますが、実際の形態は学系・関係・科目によって少し

ずつ異なっており、一律には定義できません。講義・演習・ゼミナールは半期単位で１講時（２時間）２単位です。また実験・実

習（一部の演習を含む）は半期１講時で１単位ですが、多くの場合２講時連続で実施され、２単位となっています。 

 履修登録は、原則として前期（４月）・後期（10月）の２回実施されます。前期には前期・通年・前期集中・通年集中の科目を、

後期には後期・後期集中の科目を、KULASISにより履修登録してください。 

 全学共通科目については、「全学共通科目履修の手引き」を必ず精読してください。全学共通科目は複数群から構成され

ていますが、本学部では外国語科目群（必修）の履修以外は、特に群指定していません。履修登録等においては、国際高等

教育院の全学共通科目学生窓口の掲示・KULASIS等に注意し指示に従ってください。 

 なお、令和２年度以降入学者については、前期・後期それぞれ履修科目として登録することができる上限単位数は、30単

位となっています。（後掲の「総合人間学部における履修登録単位数の上限に関する内規」を参照） 

 

● ● ● ● 履修上の注意事項  ● ● ● ● 

 

・ 総合人間学部科目の履修において、１回生に配当された科目は１年次に履修しておくことが望まれます。履修していない

場合、学系によっては３回生以上に配当された科目の履修が困難になる場合も生じますので、注意してください。 

２・３回生においては、卒業に必要な学部科目の大半を履修し、４回生においては、卒業論文・卒業研究の作成に充てる

十分な時間を確保することが望まれます。 

 

・ 本便覧に掲載の【卒業判定基準単位表】・【主専攻科目表】・【副専攻科目表】を参照のうえ、履修してください。 

 

・  総合人間学部科目・全学共通科目等の授業内容等については、KULASISよりシラバスを参照してください。 

 

・ 実験・実習科目の中には、履修可能人数の制約上、履修登録に先立って受講手続きをする必要があるものもあります。そ

れらの科目については、前期または後期の初めに掲示等で詳細を案内しますので、必要な手続きを済ませたうえで履修登

録を行ってください。 

 

・ 総合人間学部の主専攻科目表に掲載された学部科目の中には、全学共通科目として提供しているものがあります。このよ

うな科目を履修する場合、全学共通科目としてではなく、総合人間学部科目として履修登録してください。 

 

・ 原則として、同じ授業科目名（科目名変更した科目を含む）の科目を２つ以上修得した場合、修得期が早いものの単位を

卒業に必要な単位として数え、それ以降に修得したものの単位は卒業に必要な単位として数えられません。ただし、重複

履修が認められている科目（主専攻科目表に明示）は、この限りではありません。 

 

・ 他学部科目の履修を希望する場合は、所定の期間（掲示で周知）にKULASIS＞「他学部聴講」タブから登録してください。 

なお、学部によっては、各学部教務掛窓口での手続きを必要とする場合がありますので、各自において当該学部掲示及

び窓口で確認してください。 

 

● ● ● ● 学生教育研究災害傷害保険（学研災）について  ● ● ● ●  

 

学生教育研究災害傷害保険（略称：学研災）は、正課中、学校行事中、課外活動中、これらに伴う通学中等の事故におい

て、学生が被った傷害に対し適用される保険であり、学生生活を送るうえで重要な役割を果たします。また、学研災の付帯保

険として、上記活動中（一部除く）に学生が被った法律上の損害賠償責任（対人・対物）を対象とする学研災付帯賠償責任保

険（略称：付帯賠責）があります。 

 本学では入学の際、原則として学研災・付帯賠責に全員が加入することになっています。 

 入学時に加入していない学生は下記URLを参照して加入してください。 

＊実験、実習、インターンシップ等の履修にあたり、加入が必要となる場合があります。 

 https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/campuslife/Insurance  

  

● ● ● ● 卒卒業業判判定定基基準準単単位位表表  ● ● ● ●  
  

科科  目目  区区  分分  履履修修区区分分  単単位位数数  備備    考考  

 主主専専攻攻  

主専攻科目 選択必修 4488 

所属する学系の主主専専攻攻科科目目表表より。【【注注１１～～３３】】 

以下の学系については、次の条件を付す。 

・人人間間科科学学系系：：「「講講義義以以外外のの科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

・国国際際文文明明学学系系：：「「総総合合人人間間学学部部科科目目のの講講義義科科目目」」2244単単位位以以上上、  

「「基基礎礎演演習習・・基基礎礎ゼゼミミナナーールル科科目目」」４４単単位位以以上上、および「「演演習習科科

目目」」４４単単位位以以上上を修得すること。  

・自自然然科科学学系系：：「「演演習習科科目目（（基基礎礎演演習習はは含含ままなないい））」」８８単単位位以以上上、 

「「総総合合人人間間学学部部科科目目のの課課題題演演習習科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

卒業論文 
／卒業研究 

必  修 1122 
【【注注４４】】 

「研究を他者

に語る」 
必  修＊＊ －－  

「「研研究究をを他他者者にに語語るる」」のの項項をを参参照照。。  

＊＊平平成成２２９９年年度度以以前前入入学学者者ににつついいててはは、、実実施施をを推推奨奨すするる。。  

  副副  専専  攻攻  選択必修 2200 

所属する学系以外の副専攻より。 

副副専専攻攻科科目目表表参照。 

副副専専攻攻番番号号①①～～⑩⑩については、講講義義以以外外のの科科目目をを４４単単位位以以上上含含むむ  

こと。  

  学学  系系  入入  門門  科科  目目  選択必修 44 
所属する学系以外の入門科目より。 

２２学学系系以以上上ににわわたたるるこことと。。 

  外外  国国  語語  科科  目目  選択必修 2244 

全学共通科目の外国語科目群より。 

１１外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上と 

そそのの他他のの１１ままたたはは２２外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上。 

・外国人留学生のみ「日本語」を選択することができる。（詳細は、「全

学共通科目履修の手引き」の「外国語の履修について」に記載されて

いる「日本語」の頁を参照。） 

・外国人留学生（Kyoto iUPの学生を含む）の母語の科目は、外国語科

目に含まれない。 

・全学共通科目各群のE科目で修得した単位を英語の単位に含めるこ

とができる。英語から12単位を履修する場合は、英語(ﾘ-ﾃﾞｨﾝｸﾞ)4単

位、英語(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ-ﾘｽﾆﾝｸﾞ)A･B各2単位を含むこと。 

  自自  由由  科科  目目  選択必修 3322以以上上 

京都大学において、学部学生向けに開講されているすべての科目 

より。【【注注５５～～６６】】 

 

各科目区分（自由科目を除く）の所定の単位数を超えた単位は、自由

科目へ算入される。 

  合合  計計  単単  位位  数数   114400   

 
【【注注１１】】  所所属属すするる学学系系のの入入門門科科目目（（主主専専攻攻科科目目にに含含ままれれるる））のの履履修修もも強強くく推推奨奨すするる。。  
 
【【注注２２】】  学系主任等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」および留学により修得した単位は、16単位まで主専

攻に含めることができる。手続きは卒業見込年度９月頃の「修得単位科目区分変更届」の提出による。なお、留学によ

り修得した単位の認定を希望する場合は必ず留学前に所定の手続きを行うこと。これら詳細は22ページを参照するこ

と。 
  

【【注注３３】】  「学部特殊講義」については、主専攻または副専攻として認めるものがあるので、「特殊講義（学部共通）科目表」を

参照のこと。 
 

【【注注４４】】  卒業論文･卒業研究のための演習を課す場合があるので、指導教員に確認のうえ履修すること。 
 

【【注注５５】】  教育職員免許状「保健体育」取得に必要な体育実技Ⅱ、教育学部開講の教職に関する科目および学芸員等の資格

取得に必要な科目については、本学部の卒業単位に含まれない。なお、公認心理師の資格取得に必要な科目につ

いては、本学部の卒業単位に含むことが出来る。 
  

【【注注６６】】  「既修得単位」については、留学により修得した単位と合わせて30単位まで外国語科目または自由科目として認定す

ることができる。ただし、外国語科目としての認定は、平成30年度以前入学者とする。 
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 履修について 
 

 これから卒業に向けて各学系における必要単位を修得するために、この「総合人間学部便覧」を必ず精読してください。本

学部の授業形態には、講義、演習、ゼミナール、実習、実験などがありますが、実際の形態は学系・関係・科目によって少し

ずつ異なっており、一律には定義できません。講義・演習・ゼミナールは半期単位で１講時（２時間）２単位です。また実験・実

習（一部の演習を含む）は半期１講時で１単位ですが、多くの場合２講時連続で実施され、２単位となっています。 

 履修登録は、原則として前期（４月）・後期（10月）の２回実施されます。前期には前期・通年・前期集中・通年集中の科目を、

後期には後期・後期集中の科目を、KULASISにより履修登録してください。 

 全学共通科目については、「全学共通科目履修の手引き」を必ず精読してください。全学共通科目は複数群から構成され

ていますが、本学部では外国語科目群（必修）の履修以外は、特に群指定していません。履修登録等においては、国際高等

教育院の全学共通科目学生窓口の掲示・KULASIS等に注意し指示に従ってください。 

 なお、令和２年度以降入学者については、前期・後期それぞれ履修科目として登録することができる上限単位数は、30単

位となっています。（後掲の「総合人間学部における履修登録単位数の上限に関する内規」を参照） 

 

● ● ● ● 履修上の注意事項  ● ● ● ● 

 

・ 総合人間学部科目の履修において、１回生に配当された科目は１年次に履修しておくことが望まれます。履修していない

場合、学系によっては３回生以上に配当された科目の履修が困難になる場合も生じますので、注意してください。 

２・３回生においては、卒業に必要な学部科目の大半を履修し、４回生においては、卒業論文・卒業研究の作成に充てる

十分な時間を確保することが望まれます。 

 

・ 本便覧に掲載の【卒業判定基準単位表】・【主専攻科目表】・【副専攻科目表】を参照のうえ、履修してください。 

 

・  総合人間学部科目・全学共通科目等の授業内容等については、KULASISよりシラバスを参照してください。 

 

・ 実験・実習科目の中には、履修可能人数の制約上、履修登録に先立って受講手続きをする必要があるものもあります。そ

れらの科目については、前期または後期の初めに掲示等で詳細を案内しますので、必要な手続きを済ませたうえで履修登

録を行ってください。 

 

・ 総合人間学部の主専攻科目表に掲載された学部科目の中には、全学共通科目として提供しているものがあります。このよ

うな科目を履修する場合、全学共通科目としてではなく、総合人間学部科目として履修登録してください。 

 

・ 原則として、同じ授業科目名（科目名変更した科目を含む）の科目を２つ以上修得した場合、修得期が早いものの単位を

卒業に必要な単位として数え、それ以降に修得したものの単位は卒業に必要な単位として数えられません。ただし、重複

履修が認められている科目（主専攻科目表に明示）は、この限りではありません。 

 

・ 他学部科目の履修を希望する場合は、所定の期間（掲示で周知）にKULASIS＞「他学部聴講」タブから登録してください。 

なお、学部によっては、各学部教務掛窓口での手続きを必要とする場合がありますので、各自において当該学部掲示及

び窓口で確認してください。 

 

● ● ● ● 学生教育研究災害傷害保険（学研災）について  ● ● ● ●  

 

学生教育研究災害傷害保険（略称：学研災）は、正課中、学校行事中、課外活動中、これらに伴う通学中等の事故におい

て、学生が被った傷害に対し適用される保険であり、学生生活を送るうえで重要な役割を果たします。また、学研災の付帯保

険として、上記活動中（一部除く）に学生が被った法律上の損害賠償責任（対人・対物）を対象とする学研災付帯賠償責任保

険（略称：付帯賠責）があります。 

 本学では入学の際、原則として学研災・付帯賠責に全員が加入することになっています。 

 入学時に加入していない学生は下記URLを参照して加入してください。 

＊実験、実習、インターンシップ等の履修にあたり、加入が必要となる場合があります。 

 https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/campuslife/Insurance  

  

● ● ● ● 卒卒業業判判定定基基準準単単位位表表  ● ● ● ●  
  

科科  目目  区区  分分  履履修修区区分分  単単位位数数  備備    考考  

 主主専専攻攻  

主専攻科目 選択必修 4488 

所属する学系の主主専専攻攻科科目目表表より。【【注注１１～～３３】】 

以下の学系については、次の条件を付す。 

・人人間間科科学学系系：：「「講講義義以以外外のの科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

・国国際際文文明明学学系系：：「「総総合合人人間間学学部部科科目目のの講講義義科科目目」」2244単単位位以以上上、  

「「基基礎礎演演習習・・基基礎礎ゼゼミミナナーールル科科目目」」４４単単位位以以上上、および「「演演習習科科

目目」」４４単単位位以以上上を修得すること。  

・自自然然科科学学系系：：「「演演習習科科目目（（基基礎礎演演習習はは含含ままなないい））」」８８単単位位以以上上、 

「「総総合合人人間間学学部部科科目目のの課課題題演演習習科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

卒業論文 
／卒業研究 

必  修 1122 
【【注注４４】】 

「研究を他者

に語る」 
必  修＊＊ －－  

「「研研究究をを他他者者にに語語るる」」のの項項をを参参照照。。  

＊＊平平成成２２９９年年度度以以前前入入学学者者ににつついいててはは、、実実施施をを推推奨奨すするる。。  

  副副  専専  攻攻  選択必修 2200 

所属する学系以外の副専攻より。 

副副専専攻攻科科目目表表参照。 

副副専専攻攻番番号号①①～～⑩⑩については、講講義義以以外外のの科科目目をを４４単単位位以以上上含含むむ  

こと。  

  学学  系系  入入  門門  科科  目目  選択必修 44 
所属する学系以外の入門科目より。 

２２学学系系以以上上ににわわたたるるこことと。。 

  外外  国国  語語  科科  目目  選択必修 2244 

全学共通科目の外国語科目群より。 

１１外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上と 

そそのの他他のの１１ままたたはは２２外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上。 

・外国人留学生のみ「日本語」を選択することができる。（詳細は、「全

学共通科目履修の手引き」の「外国語の履修について」に記載されて

いる「日本語」の頁を参照。） 

・外国人留学生（Kyoto iUPの学生を含む）の母語の科目は、外国語科

目に含まれない。 

・全学共通科目各群のE科目で修得した単位を英語の単位に含めるこ

とができる。英語から12単位を履修する場合は、英語(ﾘ-ﾃﾞｨﾝｸﾞ)4単

位、英語(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ-ﾘｽﾆﾝｸﾞ)A･B各2単位を含むこと。 

  自自  由由  科科  目目  選択必修 3322以以上上 

京都大学において、学部学生向けに開講されているすべての科目 

より。【【注注５５～～６６】】 

 

各科目区分（自由科目を除く）の所定の単位数を超えた単位は、自由

科目へ算入される。 

  合合  計計  単単  位位  数数   114400   

 
【【注注１１】】  所所属属すするる学学系系のの入入門門科科目目（（主主専専攻攻科科目目にに含含ままれれるる））のの履履修修もも強強くく推推奨奨すするる。。  
 
【【注注２２】】  学系主任等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」および留学により修得した単位は、16単位まで主専

攻に含めることができる。手続きは卒業見込年度９月頃の「修得単位科目区分変更届」の提出による。なお、留学によ

り修得した単位の認定を希望する場合は必ず留学前に所定の手続きを行うこと。これら詳細は22ページを参照するこ

と。 
  

【【注注３３】】  「学部特殊講義」については、主専攻または副専攻として認めるものがあるので、「特殊講義（学部共通）科目表」を

参照のこと。 
 

【【注注４４】】  卒業論文･卒業研究のための演習を課す場合があるので、指導教員に確認のうえ履修すること。 
 

【【注注５５】】  教育職員免許状「保健体育」取得に必要な体育実技Ⅱ、教育学部開講の教職に関する科目および学芸員等の資格

取得に必要な科目については、本学部の卒業単位に含まれない。なお、公認心理師の資格取得に必要な科目につ

いては、本学部の卒業単位に含むことが出来る。 
  

【【注注６６】】  「既修得単位」については、留学により修得した単位と合わせて30単位まで外国語科目または自由科目として認定す

ることができる。ただし、外国語科目としての認定は、平成30年度以前入学者とする。 
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 履修について 
 

 これから卒業に向けて各学系における必要単位を修得するために、この「総合人間学部便覧」を必ず精読してください。本

学部の授業形態には、講義、演習、ゼミナール、実習、実験などがありますが、実際の形態は学系・関係・科目によって少し

ずつ異なっており、一律には定義できません。講義・演習・ゼミナールは半期単位で１講時（２時間）２単位です。また実験・実

習（一部の演習を含む）は半期１講時で１単位ですが、多くの場合２講時連続で実施され、２単位となっています。 

 履修登録は、原則として前期（４月）・後期（10月）の２回実施されます。前期には前期・通年・前期集中・通年集中の科目を、

後期には後期・後期集中の科目を、KULASISにより履修登録してください。 

 全学共通科目については、「全学共通科目履修の手引き」を必ず精読してください。全学共通科目は複数群から構成され

ていますが、本学部では外国語科目群（必修）の履修以外は、特に群指定していません。履修登録等においては、国際高等

教育院の全学共通科目学生窓口の掲示・KULASIS等に注意し指示に従ってください。 

 なお、令和２年度以降入学者については、前期・後期それぞれ履修科目として登録することができる上限単位数は、30単

位となっています。（後掲の「総合人間学部における履修登録単位数の上限に関する内規」を参照） 

 

● ● ● ● 履修上の注意事項  ● ● ● ● 

 

・ 総合人間学部科目の履修において、１回生に配当された科目は１年次に履修しておくことが望まれます。履修していない

場合、学系によっては３回生以上に配当された科目の履修が困難になる場合も生じますので、注意してください。 

２・３回生においては、卒業に必要な学部科目の大半を履修し、４回生においては、卒業論文・卒業研究の作成に充てる

十分な時間を確保することが望まれます。 

 

・ 本便覧に掲載の【卒業判定基準単位表】・【主専攻科目表】・【副専攻科目表】を参照のうえ、履修してください。 

 

・  総合人間学部科目・全学共通科目等の授業内容等については、KULASISよりシラバスを参照してください。 

 

・ 実験・実習科目の中には、履修可能人数の制約上、履修登録に先立って受講手続きをする必要があるものもあります。そ

れらの科目については、前期または後期の初めに掲示等で詳細を案内しますので、必要な手続きを済ませたうえで履修登

録を行ってください。 

 

・ 総合人間学部の主専攻科目表に掲載された学部科目の中には、全学共通科目として提供しているものがあります。このよ

うな科目を履修する場合、全学共通科目としてではなく、総合人間学部科目として履修登録してください。 

 

・ 原則として、同じ授業科目名（科目名変更した科目を含む）の科目を２つ以上修得した場合、修得期が早いものの単位を

卒業に必要な単位として数え、それ以降に修得したものの単位は卒業に必要な単位として数えられません。ただし、重複

履修が認められている科目（主専攻科目表に明示）は、この限りではありません。 

 

・ 他学部科目の履修を希望する場合は、所定の期間（掲示で周知）にKULASIS＞「他学部聴講」タブから登録してください。 

なお、学部によっては、各学部教務掛窓口での手続きを必要とする場合がありますので、各自において当該学部掲示及

び窓口で確認してください。 

 

● ● ● ● 学生教育研究災害傷害保険（学研災）について  ● ● ● ●  

 

学生教育研究災害傷害保険（略称：学研災）は、正課中、学校行事中、課外活動中、これらに伴う通学中等の事故におい

て、学生が被った傷害に対し適用される保険であり、学生生活を送るうえで重要な役割を果たします。また、学研災の付帯保

険として、上記活動中（一部除く）に学生が被った法律上の損害賠償責任（対人・対物）を対象とする学研災付帯賠償責任保

険（略称：付帯賠責）があります。 

 本学では入学の際、原則として学研災・付帯賠責に全員が加入することになっています。 

 入学時に加入していない学生は下記URLを参照して加入してください。 

＊実験、実習、インターンシップ等の履修にあたり、加入が必要となる場合があります。 

 https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/campuslife/Insurance  

  

● ● ● ● 卒卒業業判判定定基基準準単単位位表表  ● ● ● ●  
  

科科  目目  区区  分分  履履修修区区分分  単単位位数数  備備    考考  

 主主専専攻攻  

主専攻科目 選択必修 4488 

所属する学系の主主専専攻攻科科目目表表より。【【注注１１～～３３】】 

以下の学系については、次の条件を付す。 

・人人間間科科学学系系：：「「講講義義以以外外のの科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

・国国際際文文明明学学系系：：「「総総合合人人間間学学部部科科目目のの講講義義科科目目」」2244単単位位以以上上、  

「「基基礎礎演演習習・・基基礎礎ゼゼミミナナーールル科科目目」」４４単単位位以以上上、および「「演演習習科科

目目」」４４単単位位以以上上を修得すること。  

・自自然然科科学学系系：：「「演演習習科科目目（（基基礎礎演演習習はは含含ままなないい））」」８８単単位位以以上上、 

「「総総合合人人間間学学部部科科目目のの課課題題演演習習科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

卒業論文 
／卒業研究 

必  修 1122 
【【注注４４】】 

「研究を他者

に語る」 
必  修＊＊ －－  

「「研研究究をを他他者者にに語語るる」」のの項項をを参参照照。。  

＊＊平平成成２２９９年年度度以以前前入入学学者者ににつついいててはは、、実実施施をを推推奨奨すするる。。  

  副副  専専  攻攻  選択必修 2200 

所属する学系以外の副専攻より。 

副副専専攻攻科科目目表表参照。 

副副専専攻攻番番号号①①～～⑩⑩については、講講義義以以外外のの科科目目をを４４単単位位以以上上含含むむ  

こと。  

  学学  系系  入入  門門  科科  目目  選択必修 44 
所属する学系以外の入門科目より。 

２２学学系系以以上上ににわわたたるるこことと。。 

  外外  国国  語語  科科  目目  選択必修 2244 

全学共通科目の外国語科目群より。 

１１外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上と 

そそのの他他のの１１ままたたはは２２外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上。 

・外国人留学生のみ「日本語」を選択することができる。（詳細は、「全

学共通科目履修の手引き」の「外国語の履修について」に記載されて

いる「日本語」の頁を参照。） 

・外国人留学生（Kyoto iUPの学生を含む）の母語の科目は、外国語科

目に含まれない。 

・全学共通科目各群のE科目で修得した単位を英語の単位に含めるこ

とができる。英語から12単位を履修する場合は、英語(ﾘ-ﾃﾞｨﾝｸﾞ)4単

位、英語(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ-ﾘｽﾆﾝｸﾞ)A･B各2単位を含むこと。 

  自自  由由  科科  目目  選択必修 3322以以上上 

京都大学において、学部学生向けに開講されているすべての科目 

より。【【注注５５～～６６】】 

 

各科目区分（自由科目を除く）の所定の単位数を超えた単位は、自由

科目へ算入される。 

  合合  計計  単単  位位  数数   114400   

 
【【注注１１】】  所所属属すするる学学系系のの入入門門科科目目（（主主専専攻攻科科目目にに含含ままれれるる））のの履履修修もも強強くく推推奨奨すするる。。  
 
【【注注２２】】  学系主任等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」および留学により修得した単位は、16単位まで主専

攻に含めることができる。手続きは卒業見込年度９月頃の「修得単位科目区分変更届」の提出による。なお、留学によ

り修得した単位の認定を希望する場合は必ず留学前に所定の手続きを行うこと。これら詳細は22ページを参照するこ

と。 
  

【【注注３３】】  「学部特殊講義」については、主専攻または副専攻として認めるものがあるので、「特殊講義（学部共通）科目表」を

参照のこと。 
 

【【注注４４】】  卒業論文･卒業研究のための演習を課す場合があるので、指導教員に確認のうえ履修すること。 
 

【【注注５５】】  教育職員免許状「保健体育」取得に必要な体育実技Ⅱ、教育学部開講の教職に関する科目および学芸員等の資格

取得に必要な科目については、本学部の卒業単位に含まれない。なお、公認心理師の資格取得に必要な科目につ

いては、本学部の卒業単位に含むことが出来る。 
  

【【注注６６】】  「既修得単位」については、留学により修得した単位と合わせて30単位まで外国語科目または自由科目として認定す

ることができる。ただし、外国語科目としての認定は、平成30年度以前入学者とする。 
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  「総合人間学部の定期試験に関する実施要領」 
  

総合人間学部の定期試験の実施に関しては「総合人間学部試験及び単位認定に関する内規」による他、この実施要領

の定めるところによる。 

 なお、全学共通科目については「全学共通科目の定期試験に関する実施要領」によるものとする。 
 

１．試験は、原則としてアカデミックカレンダーの前期試験、後期試験の期間内に行う。 

２．試験は、原則として授業時間割と同じ曜日・時限で実施する。 

３．試験時間は６０分を原則とする。ただし、担当教員の判断により９０分以内で適宜行うことができる。 

４．試験開始後２０分以上遅刻した者は、試験室への入室を許可しない 

５．試験開始後３０分経過するまでは、試験教室からの中途退出を許可しない。 

６．受験に際しては、学生証を机上に提示させる。 

なお、学生証を携帯していない者は、仮受験票により受験させる。仮受験票の発行は学部教務掛で行う。 

７．長机のある教室においては、原則として一列おきに着席させる。 

８．試験監督及び試験問題・解答用紙の準備については、担当教員の責任で行う。 

９．試験中に不正行為があれば、担当教員は学部教務掛へ連絡し、教務委員立会いのうえ行為者に確認書を作成させる。 

１０．教務委員は定期試験中交代で待機することとする。 

１１．不正行為の措置については、「総合人間学部の試験における不正行為者に対する措置について」及び「総合人間学

部の試験における不正行為者に対する措置手順」により行う。 

１２．期間外試験及びレポート試験については、各教員の判断で実施することとし、あらかじめ試験調査書に記入する。 
 

・ 受験に際して不正行為があった場合、当該年度の全履修科目を無効にする等の措置を行います。 
 

・ 追試験は原則として行いません。ただし、次の場合はそれぞれ担当教員の判断により実施することがあります。 

 (１) 履修授業科目の試験日時が重複した場合。ただし、事前に願い出たものに限る。 

 (２) 負傷又は疾病による場合。ただし、医師の診断書により証明されたものに限る。 

 (３) その他不可抗力による場合。 
 

・ 不合格になった科目の再試験は行いません。 

● ● ● ● 履修登録について ● ● ● ● 

毎学期始めの指定の期間に、単位を得ようとする授業科目について履修登録を行わなければなりません。履修登録のな

い科目については、原則として単位は認定されません。また、試験等の受験も認められません。 

● 履修登録

履修登録手続きは、履修登録期間にKULASISより履修登録し、履修登録確認・修正期間に必ず確認のうえ、必要に応じて追

加・修正してください。

詳細は学部教務掛掲示板・KULASISに掲示しますので、その指示に従ってください。 

◎前期登録（登録科目：前期・通年・前期集中・通年集中）

◎後期登録（登録科目：後期・後期集中）

時間割作成期間（履修候補科目を設定）

※この期間に履修する候補科目を予め設定して時間割を作成し履修登録の準備を行います。履修登録は、履修登録期間に

行ってください。 

※他学部科目を履修する場合は、他学部聴講申請期間にKULASIS＞他学部聴講のタブより申請を行ってください。また、当

該科目の開講学部教務担当窓口でも、その他手続き等有無の確認を必ず行ってください。

履修登録期間（履修登録科目を決定）

※集中講義も登録してください。登録不備科目があっても、この時点ではエラー表示されません。 

履修登録確認・修正期間に必ず確認し、「履修登録入力確認リスト」を保管しておいてください。 

履修登録確認・修正期間

※不備のあった場合はエラー科目として表示されます。ただし、修正期間中に修正した科目の再確認はできません。 

修正のない場合は「履修登録確認表」を、修正した場合は「履修登録入力確認リスト」をプリントアウトし保管しておいてくだ

さい。この期間以降は修正できません。 

履修登録確定 My Pageの時間割には履修登録された科目のみ表示します。

● 履修取消制度

学期の途中に科目の履修登録を取り消すことができる「履修取消制度」を導入しています。 

  （１）取消手続きについて 

    原則として、履修取消期間中に KULASIS において学生本人が履修取消を申請します。 

  （２）履修取消期間 

学部教務掛掲示板・KULASISに掲示しますので、その指示に従ってください。 

    （科目の特別な事情に応じてこの期間以外に取消を認める場合があります） 

  （３）履修取消を認めない科目 

    開講学部により履修取消を認めない科目がありますので、各学部教務掛に問い合わせてください。 

  （４）履修取消の特例 

病気・事故等により長期間にわたって授業に出席できないなどのやむを得ない事由がある場合に限り、特例として履修

取消を認める場合があります。詳しくは学部教務掛窓口にお問い合わせください。 

  （５）不受験科目の取扱い 

成績判定時点で履修登録されているすべての科目を成績評価の対象とします。 

すなわち、受験しなかった試験または提出しなかった課題等に対して最低評価を与えたうえで、シラバスに記載された 

成績評価基準に従って成績評価を行います。 

※例：シラバスの成績評価方法・観点及び達成度に「小テスト 40 点満点、レポート 20 点満点、期末試験 40 点満点」と記載

されている科目において、期末試験を受験しなかった学生の成績は、期末試験 0 点とした上で評価する。 

 

  

● ● ● ● 履修登録について  ● ● ● ● 
 
毎学期始めの指定の期間に、単位を得ようとする授業科目について履修登録を行わなければなりません。履修登録のな

い科目については、原則として単位は認定されません。また、試験等の受験も認められません。 

 

● 履修登録 

履修登録手続きは、履修登録期間にKULASISより履修登録し、履修登録確認・修正期間に必ず確認のうえ、必要に応じて追

加・修正してください。なお、履修登録に先立って受講手続きをする必要があるもの（基礎演習等）もあります。 

詳詳細細はは学学部部教教務務掛掛掲掲示示板板・・KKUULLAASSIISSにに掲掲示示ししまますすので、その指示に従ってください。 

 

◎◎前前期期登登録録（（登登録録科科目目：：前前期期・・通通年年・・前前期期集集中中・・通通年年集集中中））  

◎◎後後期期登登録録（（登登録録科科目目：：後後期期・・後後期期集集中中））  

  

時時間間割割作作成成期期間間（履修候補科目を設定）  

※この期間に履修する候補科目を予め設定して時間割を作成し履修登録の準備を行います。履修登録は、履修登録期間に

行ってください。 

※他学部科目を履修する場合は、他学部聴講申請期間にKULASIS＞他学部聴講のタブより申請を行ってください。また、当

該科目の開講学部教務担当窓口でも、その他手続き等有無の確認を必ず行ってください。 

 

履履修修登登録録期期間間（履修登録科目を決定）  

※集中講義も登録してください。登録不備科目があっても、この時点ではエラー表示されません。 

履修登録確認・修正期間に必ず確認し、「履修登録入力確認リスト」を保管しておいてください。 

 

履履修修登登録録確確認認・・修修正正期期間間  

※不備のあった場合はエラー科目として表示されます。ただし、修正期間中に修正した科目の再確認はできません。 

修正のない場合は「履修登録確認表」を、修正した場合は「履修登録入力確認リスト」をプリントアウトし保管しておいてくだ

さい。この期間以降は修正できません。 

  

履履修修登登録録確確定定  My Pageの時間割には履修登録された科目のみ表示します。 

 

● 履修取消制度 

    学期の途中に科目の履修登録を取り消すことができる「履修取消制度」を導入しています。 

 

  （１）取消手続きについて 

    原則として、履修取消期間中に KULASIS において学生本人が履修取消を申請します。 

 

  （２）履修取消期間 

  学学部部教教務務掛掛掲掲示示板板・・KKUULLAASSIISSにに掲掲示示ししまますすので、その指示に従ってください。 

    （科目の特別な事情に応じてこの期間以外に取消を認める場合があります） 

 

  （３）履修取消を認めない科目 

    開講学部により履修取消を認めない科目がありますので、各学部教務掛に問い合わせてください。 

 

  （４）履修取消の特例 

病気・事故等により長期間にわたって授業に出席できないなどのやむを得ない事由がある場合に限り、特例として履修

取消を認める場合があります。詳しくは学部教務掛窓口にお問い合わせください。 

 

  （５）不受験科目の取扱い 

成績判定時点で履修登録されているすべての科目を成績評価の対象とします。 

すなわち、受験しなかった試験または提出しなかった課題等に対して最低評価を与えたうえで、シラバスに記載された 

成績評価基準に従って成績評価を行います。 

 

※例：シラバスの成績評価方法・観点及び達成度に「小テスト 40 点満点、レポート 20 点満点、期末試験 40 点満点」と記載

されている科目において、期末試験を受験しなかった学生の成績は、期末試験 0 点とした上で評価する。 

 

● ● ● ● 総合人間学部の定期試験について  ● ● ● ● 

－ 14 －



 

  

  

  「総合人間学部の定期試験に関する実施要領」 
  

総合人間学部の定期試験の実施に関しては「総合人間学部試験及び単位認定に関する内規」による他、この実施要領

の定めるところによる。 

 なお、全学共通科目については「全学共通科目の定期試験に関する実施要領」によるものとする。 
 

１．試験は、原則としてアカデミックカレンダーの前期試験、後期試験の期間内に行う。 

２．試験は、原則として授業時間割と同じ曜日・時限で実施する。 

３．試験時間は６０分を原則とする。ただし、担当教員の判断により９０分以内で適宜行うことができる。 

４．試験開始後２０分以上遅刻した者は、試験室への入室を許可しない 

５．試験開始後３０分経過するまでは、試験教室からの中途退出を許可しない。 

６．受験に際しては、学生証を机上に提示させる。 

なお、学生証を携帯していない者は、仮受験票により受験させる。仮受験票の発行は学部教務掛で行う。 

７．長机のある教室においては、原則として一列おきに着席させる。 

８．試験監督及び試験問題・解答用紙の準備については、担当教員の責任で行う。 

９．試験中に不正行為があれば、担当教員は学部教務掛へ連絡し、教務委員立会いのうえ行為者に確認書を作成させる。 

１０．教務委員は定期試験中交代で待機することとする。 

１１．不正行為の措置については、「総合人間学部の試験における不正行為者に対する措置について」及び「総合人間学

部の試験における不正行為者に対する措置手順」により行う。 

１２．期間外試験及びレポート試験については、各教員の判断で実施することとし、あらかじめ試験調査書に記入する。 
 

・ 受験に際して不正行為があった場合、当該年度の全履修科目を無効にする等の措置を行います。 
 

・ 追試験は原則として行いません。ただし、次の場合はそれぞれ担当教員の判断により実施することがあります。 

 (１) 履修授業科目の試験日時が重複した場合。ただし、事前に願い出たものに限る。 

 (２) 負傷又は疾病による場合。ただし、医師の診断書により証明されたものに限る。 

 (３) その他不可抗力による場合。 
 

・ 不合格になった科目の再試験は行いません。 

● ● ● ● 履修登録について ● ● ● ● 

毎学期始めの指定の期間に、単位を得ようとする授業科目について履修登録を行わなければなりません。履修登録のな

い科目については、原則として単位は認定されません。また、試験等の受験も認められません。 

● 履修登録

履修登録手続きは、履修登録期間にKULASISより履修登録し、履修登録確認・修正期間に必ず確認のうえ、必要に応じて追

加・修正してください。

詳細は学部教務掛掲示板・KULASISに掲示しますので、その指示に従ってください。 

◎前期登録（登録科目：前期・通年・前期集中・通年集中）

◎後期登録（登録科目：後期・後期集中）

時間割作成期間（履修候補科目を設定）

※この期間に履修する候補科目を予め設定して時間割を作成し履修登録の準備を行います。履修登録は、履修登録期間に

行ってください。 

※他学部科目を履修する場合は、他学部聴講申請期間にKULASIS＞他学部聴講のタブより申請を行ってください。また、当

該科目の開講学部教務担当窓口でも、その他手続き等有無の確認を必ず行ってください。

履修登録期間（履修登録科目を決定）

※集中講義も登録してください。登録不備科目があっても、この時点ではエラー表示されません。 

履修登録確認・修正期間に必ず確認し、「履修登録入力確認リスト」を保管しておいてください。 

履修登録確認・修正期間

※不備のあった場合はエラー科目として表示されます。ただし、修正期間中に修正した科目の再確認はできません。 

修正のない場合は「履修登録確認表」を、修正した場合は「履修登録入力確認リスト」をプリントアウトし保管しておいてくだ

さい。この期間以降は修正できません。 

履修登録確定 My Pageの時間割には履修登録された科目のみ表示します。

● 履修取消制度

学期の途中に科目の履修登録を取り消すことができる「履修取消制度」を導入しています。 

  （１）取消手続きについて 

    原則として、履修取消期間中に KULASIS において学生本人が履修取消を申請します。 

  （２）履修取消期間 

学部教務掛掲示板・KULASISに掲示しますので、その指示に従ってください。 

    （科目の特別な事情に応じてこの期間以外に取消を認める場合があります） 

  （３）履修取消を認めない科目 

    開講学部により履修取消を認めない科目がありますので、各学部教務掛に問い合わせてください。 

  （４）履修取消の特例 

病気・事故等により長期間にわたって授業に出席できないなどのやむを得ない事由がある場合に限り、特例として履修

取消を認める場合があります。詳しくは学部教務掛窓口にお問い合わせください。 

  （５）不受験科目の取扱い 

成績判定時点で履修登録されているすべての科目を成績評価の対象とします。 

すなわち、受験しなかった試験または提出しなかった課題等に対して最低評価を与えたうえで、シラバスに記載された 

成績評価基準に従って成績評価を行います。 

※例：シラバスの成績評価方法・観点及び達成度に「小テスト 40 点満点、レポート 20 点満点、期末試験 40 点満点」と記載

されている科目において、期末試験を受験しなかった学生の成績は、期末試験 0 点とした上で評価する。 

 

  

● ● ● ● 履修登録について  ● ● ● ● 
 
毎学期始めの指定の期間に、単位を得ようとする授業科目について履修登録を行わなければなりません。履修登録のな

い科目については、原則として単位は認定されません。また、試験等の受験も認められません。 

 

● 履修登録 

履修登録手続きは、履修登録期間にKULASISより履修登録し、履修登録確認・修正期間に必ず確認のうえ、必要に応じて追

加・修正してください。なお、履修登録に先立って受講手続きをする必要があるもの（基礎演習等）もあります。 

詳詳細細はは学学部部教教務務掛掛掲掲示示板板・・KKUULLAASSIISSにに掲掲示示ししまますすので、その指示に従ってください。 

 

◎◎前前期期登登録録（（登登録録科科目目：：前前期期・・通通年年・・前前期期集集中中・・通通年年集集中中））  

◎◎後後期期登登録録（（登登録録科科目目：：後後期期・・後後期期集集中中））  

  

時時間間割割作作成成期期間間（履修候補科目を設定）  

※この期間に履修する候補科目を予め設定して時間割を作成し履修登録の準備を行います。履修登録は、履修登録期間に

行ってください。 

※他学部科目を履修する場合は、他学部聴講申請期間にKULASIS＞他学部聴講のタブより申請を行ってください。また、当

該科目の開講学部教務担当窓口でも、その他手続き等有無の確認を必ず行ってください。 

 

履履修修登登録録期期間間（履修登録科目を決定）  

※集中講義も登録してください。登録不備科目があっても、この時点ではエラー表示されません。 

履修登録確認・修正期間に必ず確認し、「履修登録入力確認リスト」を保管しておいてください。 

 

履履修修登登録録確確認認・・修修正正期期間間  

※不備のあった場合はエラー科目として表示されます。ただし、修正期間中に修正した科目の再確認はできません。 

修正のない場合は「履修登録確認表」を、修正した場合は「履修登録入力確認リスト」をプリントアウトし保管しておいてくだ

さい。この期間以降は修正できません。 

  

履履修修登登録録確確定定  My Pageの時間割には履修登録された科目のみ表示します。 

 

● 履修取消制度 

    学期の途中に科目の履修登録を取り消すことができる「履修取消制度」を導入しています。 

 

  （１）取消手続きについて 

    原則として、履修取消期間中に KULASIS において学生本人が履修取消を申請します。 

 

  （２）履修取消期間 

  学学部部教教務務掛掛掲掲示示板板・・KKUULLAASSIISSにに掲掲示示ししまますすので、その指示に従ってください。 

    （科目の特別な事情に応じてこの期間以外に取消を認める場合があります） 

 

  （３）履修取消を認めない科目 

    開講学部により履修取消を認めない科目がありますので、各学部教務掛に問い合わせてください。 

 

  （４）履修取消の特例 

病気・事故等により長期間にわたって授業に出席できないなどのやむを得ない事由がある場合に限り、特例として履修

取消を認める場合があります。詳しくは学部教務掛窓口にお問い合わせください。 

 

  （５）不受験科目の取扱い 

成績判定時点で履修登録されているすべての科目を成績評価の対象とします。 

すなわち、受験しなかった試験または提出しなかった課題等に対して最低評価を与えたうえで、シラバスに記載された 

成績評価基準に従って成績評価を行います。 

 

※例：シラバスの成績評価方法・観点及び達成度に「小テスト 40 点満点、レポート 20 点満点、期末試験 40 点満点」と記載

されている科目において、期末試験を受験しなかった学生の成績は、期末試験 0 点とした上で評価する。 

 

● ● ● ● 総合人間学部の定期試験について  ● ● ● ● 

－ 14 －

 

  

  

  「総合人間学部の定期試験に関する実施要領」 
  

総合人間学部の定期試験の実施に関しては「総合人間学部試験及び単位認定に関する内規」による他、この実施要領

の定めるところによる。 

 なお、全学共通科目については「全学共通科目の定期試験に関する実施要領」によるものとする。 
 

１．試験は、原則としてアカデミックカレンダーの前期試験、後期試験の期間内に行う。 

２．試験は、原則として授業時間割と同じ曜日・時限で実施する。 

３．試験時間は６０分を原則とする。ただし、担当教員の判断により９０分以内で適宜行うことができる。 

４．試験開始後２０分以上遅刻した者は、試験室への入室を許可しない 

５．試験開始後３０分経過するまでは、試験教室からの中途退出を許可しない。 

６．受験に際しては、学生証を机上に提示させる。 

なお、学生証を携帯していない者は、仮受験票により受験させる。仮受験票の発行は学部教務掛で行う。 

７．長机のある教室においては、原則として一列おきに着席させる。 

８．試験監督及び試験問題・解答用紙の準備については、担当教員の責任で行う。 

９．試験中に不正行為があれば、担当教員は学部教務掛へ連絡し、教務委員立会いのうえ行為者に確認書を作成させる。 

１０．教務委員は定期試験中交代で待機することとする。 

１１．不正行為の措置については、「総合人間学部の試験における不正行為者に対する措置について」及び「総合人間学

部の試験における不正行為者に対する措置手順」により行う。 

１２．期間外試験及びレポート試験については、各教員の判断で実施することとし、あらかじめ試験調査書に記入する。 
 

・ 受験に際して不正行為があった場合、当該年度の全履修科目を無効にする等の措置を行います。 
 

・ 追試験は原則として行いません。ただし、次の場合はそれぞれ担当教員の判断により実施することがあります。 

 (１) 履修授業科目の試験日時が重複した場合。ただし、事前に願い出たものに限る。 

 (２) 負傷又は疾病による場合。ただし、医師の診断書により証明されたものに限る。 

 (３) その他不可抗力による場合。 
 

・ 不合格になった科目の再試験は行いません。 

● ● ● ● 履修登録について ● ● ● ● 

毎学期始めの指定の期間に、単位を得ようとする授業科目について履修登録を行わなければなりません。履修登録のな

い科目については、原則として単位は認定されません。また、試験等の受験も認められません。 

● 履修登録

履修登録手続きは、履修登録期間にKULASISより履修登録し、履修登録確認・修正期間に必ず確認のうえ、必要に応じて追

加・修正してください。

詳細は学部教務掛掲示板・KULASISに掲示しますので、その指示に従ってください。 

◎前期登録（登録科目：前期・通年・前期集中・通年集中）

◎後期登録（登録科目：後期・後期集中）

時間割作成期間（履修候補科目を設定）

※この期間に履修する候補科目を予め設定して時間割を作成し履修登録の準備を行います。履修登録は、履修登録期間に

行ってください。 

※他学部科目を履修する場合は、他学部聴講申請期間にKULASIS＞他学部聴講のタブより申請を行ってください。また、当

該科目の開講学部教務担当窓口でも、その他手続き等有無の確認を必ず行ってください。

履修登録期間（履修登録科目を決定）

※集中講義も登録してください。登録不備科目があっても、この時点ではエラー表示されません。 

履修登録確認・修正期間に必ず確認し、「履修登録入力確認リスト」を保管しておいてください。 

履修登録確認・修正期間

※不備のあった場合はエラー科目として表示されます。ただし、修正期間中に修正した科目の再確認はできません。 

修正のない場合は「履修登録確認表」を、修正した場合は「履修登録入力確認リスト」をプリントアウトし保管しておいてくだ

さい。この期間以降は修正できません。 

履修登録確定 My Pageの時間割には履修登録された科目のみ表示します。

● 履修取消制度

学期の途中に科目の履修登録を取り消すことができる「履修取消制度」を導入しています。 

  （１）取消手続きについて 

    原則として、履修取消期間中に KULASIS において学生本人が履修取消を申請します。 

  （２）履修取消期間 

学部教務掛掲示板・KULASISに掲示しますので、その指示に従ってください。 

    （科目の特別な事情に応じてこの期間以外に取消を認める場合があります） 

  （３）履修取消を認めない科目 

    開講学部により履修取消を認めない科目がありますので、各学部教務掛に問い合わせてください。 

  （４）履修取消の特例 

病気・事故等により長期間にわたって授業に出席できないなどのやむを得ない事由がある場合に限り、特例として履修

取消を認める場合があります。詳しくは学部教務掛窓口にお問い合わせください。 

  （５）不受験科目の取扱い 

成績判定時点で履修登録されているすべての科目を成績評価の対象とします。 

すなわち、受験しなかった試験または提出しなかった課題等に対して最低評価を与えたうえで、シラバスに記載された 

成績評価基準に従って成績評価を行います。 

※例：シラバスの成績評価方法・観点及び達成度に「小テスト 40 点満点、レポート 20 点満点、期末試験 40 点満点」と記載

されている科目において、期末試験を受験しなかった学生の成績は、期末試験 0 点とした上で評価する。 

 

  

● ● ● ● 履修登録について  ● ● ● ● 
 
毎学期始めの指定の期間に、単位を得ようとする授業科目について履修登録を行わなければなりません。履修登録のな

い科目については、原則として単位は認定されません。また、試験等の受験も認められません。 

 

● 履修登録 

履修登録手続きは、履修登録期間にKULASISより履修登録し、履修登録確認・修正期間に必ず確認のうえ、必要に応じて追

加・修正してください。なお、履修登録に先立って受講手続きをする必要があるもの（基礎演習等）もあります。 

詳詳細細はは学学部部教教務務掛掛掲掲示示板板・・KKUULLAASSIISSにに掲掲示示ししまますすので、その指示に従ってください。 

 

◎◎前前期期登登録録（（登登録録科科目目：：前前期期・・通通年年・・前前期期集集中中・・通通年年集集中中））  

◎◎後後期期登登録録（（登登録録科科目目：：後後期期・・後後期期集集中中））  

  

時時間間割割作作成成期期間間（履修候補科目を設定）  

※この期間に履修する候補科目を予め設定して時間割を作成し履修登録の準備を行います。履修登録は、履修登録期間に

行ってください。 

※他学部科目を履修する場合は、他学部聴講申請期間にKULASIS＞他学部聴講のタブより申請を行ってください。また、当

該科目の開講学部教務担当窓口でも、その他手続き等有無の確認を必ず行ってください。 

 

履履修修登登録録期期間間（履修登録科目を決定）  

※集中講義も登録してください。登録不備科目があっても、この時点ではエラー表示されません。 

履修登録確認・修正期間に必ず確認し、「履修登録入力確認リスト」を保管しておいてください。 

 

履履修修登登録録確確認認・・修修正正期期間間  

※不備のあった場合はエラー科目として表示されます。ただし、修正期間中に修正した科目の再確認はできません。 

修正のない場合は「履修登録確認表」を、修正した場合は「履修登録入力確認リスト」をプリントアウトし保管しておいてくだ

さい。この期間以降は修正できません。 

  

履履修修登登録録確確定定  My Pageの時間割には履修登録された科目のみ表示します。 

 

● 履修取消制度 

    学期の途中に科目の履修登録を取り消すことができる「履修取消制度」を導入しています。 

 

  （１）取消手続きについて 

    原則として、履修取消期間中に KULASIS において学生本人が履修取消を申請します。 

 

  （２）履修取消期間 

  学学部部教教務務掛掛掲掲示示板板・・KKUULLAASSIISSにに掲掲示示ししまますすので、その指示に従ってください。 

    （科目の特別な事情に応じてこの期間以外に取消を認める場合があります） 

 

  （３）履修取消を認めない科目 

    開講学部により履修取消を認めない科目がありますので、各学部教務掛に問い合わせてください。 

 

  （４）履修取消の特例 

病気・事故等により長期間にわたって授業に出席できないなどのやむを得ない事由がある場合に限り、特例として履修

取消を認める場合があります。詳しくは学部教務掛窓口にお問い合わせください。 

 

  （５）不受験科目の取扱い 

成績判定時点で履修登録されているすべての科目を成績評価の対象とします。 

すなわち、受験しなかった試験または提出しなかった課題等に対して最低評価を与えたうえで、シラバスに記載された 

成績評価基準に従って成績評価を行います。 

 

※例：シラバスの成績評価方法・観点及び達成度に「小テスト 40 点満点、レポート 20 点満点、期末試験 40 点満点」と記載

されている科目において、期末試験を受験しなかった学生の成績は、期末試験 0 点とした上で評価する。 

 

● ● ● ● 総合人間学部の定期試験について  ● ● ● ● 

－ 15 －



 

  

●●●● 京都大学における災害等に伴う休講等の措置等に関する取扱い  ●●●● 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、京都大学（以下「本学」という。）の学生の安全確保のため、災害その他の本学学生の安全確

保が必要な事態（以下「災害等」という。）が発生し、又は発生するおそれのある場合における授業及び定期試験

（以下「授業等」という。）の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

（気象警報等又は交通機関の運休による休講等の措置） 

第２条 本学は、災害等が発生し、又は発生するおそれのある場合は、次表に定めるところにより、対面により

行う授業（京都大学通則（昭和２８年達示第３号。以下「通則」という。）第３条第３項により行う授業を除

く。）の休止又は定期試験延期の措置（以下「休講等の措置」という。）をとる。 

 

キャンパス 基準 授業等の取扱い 

吉田 

キャンパス 

京都市又は京都市を含む地域に気象等に関する特別警報又

は暴風警報若しくは暴風雪警報（以下「気象警報等」という。）

が発表された場合 

別表１に定めるところによ

る。 

京都市営バスが災害等の発生又は発生のおそれにより、全面

的に運休した、又は計画運休（自然災害による被害を未然に

防ぐために交通機関があらかじめその運休を決定し、実施す

ることをいう。以下同じ。）する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 
JR 西日本（京都線の京都駅～大阪駅間、琵琶湖線の長浜駅～

京都駅間、湖西線の近江塩津駅～京都駅間、奈良線の京都駅

～奈良駅間及び嵯峨野線の京都駅～園部駅間）、阪急電鉄（京

都線の京都河原町駅～大阪梅田駅間）、京阪電鉄（京阪本線・

鴨東線・中之島線の出町柳駅～淀屋橋駅又は中之島駅間）、近

畿日本鉄道（京都線の京都駅～大和西大寺駅間）及び京都市

営地下鉄（烏丸線の国際会館駅～竹田駅間、東西線の六地蔵

駅～太秦天神川駅間）のうち、２以上の交通機関が災害等の

発生又は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運休し

た、又は計画運休する場合 

宇治 

キャンパス 

宇治市又は宇治市を含む地域に気象警報等が発表された場合 別表１に定めるところによる。 

JR 西日本（奈良線の京都駅～奈良駅間）及び京阪電鉄（宇治

線の中書島駅～宇治駅）の全ての交通機関が災害等の発生又

は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運休した、又

は計画運休する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 

桂 

キャンパス 

京都市又は京都市を含む地域に気象警報等が発表された場合 別表１に定めるところによる。 

京都市営バス、京阪京都交通バス及びヤサカバスの路線のう

ち、教育担当理事（以下「担当理事」という。）が別に定め

る路線が災害等の発生又は発生のおそれにより、全面的に運

休した、又は計画運休する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 JR 西日本（京都線の京都駅～大阪駅間）及び阪急電鉄（京都

線の京都河原町駅～大阪梅田駅間）の全ての交通機関が災害

等の発生又は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運

休した、又は計画運休する場合 

 

２ 前項の場合において、担当理事は、各部局の事情を考慮して、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパス

の全部又は一部において授業等の実施が可能と判断したときは、当該キャンパスの関係する部局の長と調整の上、

当該キャンパスの全部又は一部の休講等の措置を終了する。 

３ 担当理事に事故があるときは、あらかじめ総長が指名する理事が、前項の規定に準じて休講等の措置を終了  

  

するものとする。 

４ 担当理事又は前項の総長が指名する理事は、前２項の規定により休講等の措置を終了した場合は、速やかに

総長に報告するものとする。 

（理事の判断による休講等の措置） 

第３条 前条に定めるもののほか、担当理事は、各部局の事情を考慮して、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キ

ャンパスの全部又は一部において学生の安全確保のため休講等の措置をとる必要があると判断したときは、当該キ

ャンパスの関係する部局の長と調整の上、当該キャンパスの全部又は一部において休講等の措置をとることができ

るものとする。 

２ 担当理事に事故があるときは、あらかじめ総長が指名する理事が、前項の規定に準じて休講等の措置をとる

ものとする。 

３ 担当理事又は前項の総長が指名する理事は、前２項の規定により休講等の措置をとった場合は、速やかに総

長に報告するものとする。 

４ 前条第２項から第４項までの規定は、第１項及び第２項の規定による休講等の措置をとった場合の当該措置の終

了及び総長への報告について準用する。 

（危機対策本部を設置した場合における休講等の措置） 

第４条 前２条に定めるもののほか、本学は、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパスを含む地域で

震度６弱以上の地震が発生した場合、危機管理計画に基づき、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャン

パスにおいて、当分の間、休講等の措置をとる。 

２ 前項に定めるもののほか、京都大学危機管理規程（平成２３年達示第６４号）第９条第１項に基づき危機対

策本部が設置され、当該危機対策本部の本部長（以下「本部長」という。）が学生の安全確保のため必要があ

ると判断した場合は、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパスの全部又は一部において、当分の間、

休講等の措置をとる。 

３ 前２項の規定により休講等の措置をとった場合の当該措置の終了は、本部長が危機対策本部の設置の原因と

なった災害等に係る諸状況を勘案して決定する。 

４ 第２条第２項及び第３項並びに前条第４項の規定にかかわらず、前２条の規定による休講等の措置後、当該

措置を終了するまでの間に、当該措置の原因となった災害等に関連して危機対策本部が設置された場合の当該

措置の終了は、本部長が、当該災害等に係る諸状況を勘案して決定する。 

（休講等の措置の周知方法） 

第５条 前３条の規定による休講等の措置及び当該措置の終了については、KULASIS 及び本学ホームページ等を

通じて、学生及び関係者に周知する。 

（定期休業日に行う授業の休止の措置） 

第６条 通則第３条第３項の定期休業日に行う授業の休止の措置に関し必要な事項は、当該授業を開講する部局の

長が定める。 

（通学が困難な場合の救済措置） 

第７条  第２条から第４条までの規定による休講等の措置をとらない場合であっても、次の各号のいずれかに該

当する事態が発生したことにより学生が授業等に出席できなかったときは、当該学生からの所定の欠席届の提

出により、部局長は当該学生に対して必要な措置をとることができる。 

(1) 居住地を含む地域における震度６弱以上の地震の発生 

(2) 居住地を含む地域における避難指示の発令 

(3) 居住地を含む地域における気象警報等の発表 

(4) その他居住地を含む地域又は通学経路における前３号に準ずる災害等の発生 

（休講等の措置の代替措置） 

第８条 災害等の発生又は発生のおそれにより休講となった授業は、原則として補講を行うものとする。ただし、

授業担当教員の判断により、レポートその他の当該授業に相当する学修を課すこと等により代替措置とするこ

とができる。 

２ 災害等の発生又は発生のおそれにより延期となった定期試験の実施方法は、必要に応じて部局間で調整を行っ

た上で、当該定期試験を実施する部局が定める。 

（その他） 

第９条 この要項に定めるもののほか、災害等が発生し、又は発生するおそれのある場合の授業等の取扱いに関し

必要な事項は、担当理事が定める。 

附 則 

この要項は、平成３１年３月１２日から実施する。 
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●●●● 京都大学における災害等に伴う休講等の措置等に関する取扱い  ●●●● 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、京都大学（以下「本学」という。）の学生の安全確保のため、災害その他の本学学生の安全確

保が必要な事態（以下「災害等」という。）が発生し、又は発生するおそれのある場合における授業及び定期試験

（以下「授業等」という。）の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

（気象警報等又は交通機関の運休による休講等の措置） 

第２条 本学は、災害等が発生し、又は発生するおそれのある場合は、次表に定めるところにより、対面により

行う授業（京都大学通則（昭和２８年達示第３号。以下「通則」という。）第３条第３項により行う授業を除

く。）の休止又は定期試験延期の措置（以下「休講等の措置」という。）をとる。 

 

キャンパス 基準 授業等の取扱い 

吉田 

キャンパス 

京都市又は京都市を含む地域に気象等に関する特別警報又

は暴風警報若しくは暴風雪警報（以下「気象警報等」という。）

が発表された場合 

別表１に定めるところによ

る。 

京都市営バスが災害等の発生又は発生のおそれにより、全面

的に運休した、又は計画運休（自然災害による被害を未然に

防ぐために交通機関があらかじめその運休を決定し、実施す

ることをいう。以下同じ。）する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 
JR 西日本（京都線の京都駅～大阪駅間、琵琶湖線の長浜駅～

京都駅間、湖西線の近江塩津駅～京都駅間、奈良線の京都駅

～奈良駅間及び嵯峨野線の京都駅～園部駅間）、阪急電鉄（京

都線の京都河原町駅～大阪梅田駅間）、京阪電鉄（京阪本線・

鴨東線・中之島線の出町柳駅～淀屋橋駅又は中之島駅間）、近

畿日本鉄道（京都線の京都駅～大和西大寺駅間）及び京都市

営地下鉄（烏丸線の国際会館駅～竹田駅間、東西線の六地蔵

駅～太秦天神川駅間）のうち、２以上の交通機関が災害等の

発生又は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運休し

た、又は計画運休する場合 

宇治 

キャンパス 

宇治市又は宇治市を含む地域に気象警報等が発表された場合 別表１に定めるところによる。 

JR 西日本（奈良線の京都駅～奈良駅間）及び京阪電鉄（宇治

線の中書島駅～宇治駅）の全ての交通機関が災害等の発生又

は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運休した、又

は計画運休する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 

桂 

キャンパス 

京都市又は京都市を含む地域に気象警報等が発表された場合 別表１に定めるところによる。 

京都市営バス、京阪京都交通バス及びヤサカバスの路線のう

ち、教育担当理事（以下「担当理事」という。）が別に定め

る路線が災害等の発生又は発生のおそれにより、全面的に運

休した、又は計画運休する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 JR 西日本（京都線の京都駅～大阪駅間）及び阪急電鉄（京都

線の京都河原町駅～大阪梅田駅間）の全ての交通機関が災害

等の発生又は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運

休した、又は計画運休する場合 

 

２ 前項の場合において、担当理事は、各部局の事情を考慮して、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパス

の全部又は一部において授業等の実施が可能と判断したときは、当該キャンパスの関係する部局の長と調整の上、

当該キャンパスの全部又は一部の休講等の措置を終了する。 

３ 担当理事に事故があるときは、あらかじめ総長が指名する理事が、前項の規定に準じて休講等の措置を終了  

  

するものとする。 

４ 担当理事又は前項の総長が指名する理事は、前２項の規定により休講等の措置を終了した場合は、速やかに

総長に報告するものとする。 

（理事の判断による休講等の措置） 

第３条 前条に定めるもののほか、担当理事は、各部局の事情を考慮して、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キ

ャンパスの全部又は一部において学生の安全確保のため休講等の措置をとる必要があると判断したときは、当該キ

ャンパスの関係する部局の長と調整の上、当該キャンパスの全部又は一部において休講等の措置をとることができ

るものとする。 

２ 担当理事に事故があるときは、あらかじめ総長が指名する理事が、前項の規定に準じて休講等の措置をとる

ものとする。 

３ 担当理事又は前項の総長が指名する理事は、前２項の規定により休講等の措置をとった場合は、速やかに総

長に報告するものとする。 

４ 前条第２項から第４項までの規定は、第１項及び第２項の規定による休講等の措置をとった場合の当該措置の終

了及び総長への報告について準用する。 

（危機対策本部を設置した場合における休講等の措置） 

第４条 前２条に定めるもののほか、本学は、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパスを含む地域で

震度６弱以上の地震が発生した場合、危機管理計画に基づき、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャン

パスにおいて、当分の間、休講等の措置をとる。 

２ 前項に定めるもののほか、京都大学危機管理規程（平成２３年達示第６４号）第９条第１項に基づき危機対

策本部が設置され、当該危機対策本部の本部長（以下「本部長」という。）が学生の安全確保のため必要があ

ると判断した場合は、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパスの全部又は一部において、当分の間、

休講等の措置をとる。 

３ 前２項の規定により休講等の措置をとった場合の当該措置の終了は、本部長が危機対策本部の設置の原因と

なった災害等に係る諸状況を勘案して決定する。 

４ 第２条第２項及び第３項並びに前条第４項の規定にかかわらず、前２条の規定による休講等の措置後、当該

措置を終了するまでの間に、当該措置の原因となった災害等に関連して危機対策本部が設置された場合の当該

措置の終了は、本部長が、当該災害等に係る諸状況を勘案して決定する。 

（休講等の措置の周知方法） 

第５条 前３条の規定による休講等の措置及び当該措置の終了については、KULASIS 及び本学ホームページ等を

通じて、学生及び関係者に周知する。 

（定期休業日に行う授業の休止の措置） 

第６条 通則第３条第３項の定期休業日に行う授業の休止の措置に関し必要な事項は、当該授業を開講する部局の

長が定める。 

（通学が困難な場合の救済措置） 

第７条  第２条から第４条までの規定による休講等の措置をとらない場合であっても、次の各号のいずれかに該

当する事態が発生したことにより学生が授業等に出席できなかったときは、当該学生からの所定の欠席届の提

出により、部局長は当該学生に対して必要な措置をとることができる。 

(1) 居住地を含む地域における震度６弱以上の地震の発生 

(2) 居住地を含む地域における避難指示の発令 

(3) 居住地を含む地域における気象警報等の発表 

(4) その他居住地を含む地域又は通学経路における前３号に準ずる災害等の発生 

（休講等の措置の代替措置） 

第８条 災害等の発生又は発生のおそれにより休講となった授業は、原則として補講を行うものとする。ただし、

授業担当教員の判断により、レポートその他の当該授業に相当する学修を課すこと等により代替措置とするこ

とができる。 

２ 災害等の発生又は発生のおそれにより延期となった定期試験の実施方法は、必要に応じて部局間で調整を行っ

た上で、当該定期試験を実施する部局が定める。 

（その他） 

第９条 この要項に定めるもののほか、災害等が発生し、又は発生するおそれのある場合の授業等の取扱いに関し

必要な事項は、担当理事が定める。 

附 則 

この要項は、平成３１年３月１２日から実施する。 
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●●●● 京都大学における災害等に伴う休講等の措置等に関する取扱い  ●●●● 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、京都大学（以下「本学」という。）の学生の安全確保のため、災害その他の本学学生の安全確

保が必要な事態（以下「災害等」という。）が発生し、又は発生するおそれのある場合における授業及び定期試験

（以下「授業等」という。）の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

（気象警報等又は交通機関の運休による休講等の措置） 

第２条 本学は、災害等が発生し、又は発生するおそれのある場合は、次表に定めるところにより、対面により

行う授業（京都大学通則（昭和２８年達示第３号。以下「通則」という。）第３条第３項により行う授業を除

く。）の休止又は定期試験延期の措置（以下「休講等の措置」という。）をとる。 

 

キャンパス 基準 授業等の取扱い 

吉田 

キャンパス 

京都市又は京都市を含む地域に気象等に関する特別警報又

は暴風警報若しくは暴風雪警報（以下「気象警報等」という。）

が発表された場合 

別表１に定めるところによ

る。 

京都市営バスが災害等の発生又は発生のおそれにより、全面

的に運休した、又は計画運休（自然災害による被害を未然に

防ぐために交通機関があらかじめその運休を決定し、実施す

ることをいう。以下同じ。）する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 
JR 西日本（京都線の京都駅～大阪駅間、琵琶湖線の長浜駅～

京都駅間、湖西線の近江塩津駅～京都駅間、奈良線の京都駅

～奈良駅間及び嵯峨野線の京都駅～園部駅間）、阪急電鉄（京

都線の京都河原町駅～大阪梅田駅間）、京阪電鉄（京阪本線・

鴨東線・中之島線の出町柳駅～淀屋橋駅又は中之島駅間）、近

畿日本鉄道（京都線の京都駅～大和西大寺駅間）及び京都市

営地下鉄（烏丸線の国際会館駅～竹田駅間、東西線の六地蔵

駅～太秦天神川駅間）のうち、２以上の交通機関が災害等の

発生又は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運休し

た、又は計画運休する場合 

宇治 

キャンパス 

宇治市又は宇治市を含む地域に気象警報等が発表された場合 別表１に定めるところによる。 

JR 西日本（奈良線の京都駅～奈良駅間）及び京阪電鉄（宇治

線の中書島駅～宇治駅）の全ての交通機関が災害等の発生又

は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運休した、又

は計画運休する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 

桂 

キャンパス 

京都市又は京都市を含む地域に気象警報等が発表された場合 別表１に定めるところによる。 

京都市営バス、京阪京都交通バス及びヤサカバスの路線のう

ち、教育担当理事（以下「担当理事」という。）が別に定め

る路線が災害等の発生又は発生のおそれにより、全面的に運

休した、又は計画運休する場合 

運休 別表１に定めるところに

よる。 

 

計画運休 別表２に定めるとこ

ろによる。 JR 西日本（京都線の京都駅～大阪駅間）及び阪急電鉄（京都

線の京都河原町駅～大阪梅田駅間）の全ての交通機関が災害

等の発生又は発生のおそれにより、全面的に又は部分的に運

休した、又は計画運休する場合 

 

２ 前項の場合において、担当理事は、各部局の事情を考慮して、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパス

の全部又は一部において授業等の実施が可能と判断したときは、当該キャンパスの関係する部局の長と調整の上、

当該キャンパスの全部又は一部の休講等の措置を終了する。 

３ 担当理事に事故があるときは、あらかじめ総長が指名する理事が、前項の規定に準じて休講等の措置を終了  

  

するものとする。 

４ 担当理事又は前項の総長が指名する理事は、前２項の規定により休講等の措置を終了した場合は、速やかに

総長に報告するものとする。 

（理事の判断による休講等の措置） 

第３条 前条に定めるもののほか、担当理事は、各部局の事情を考慮して、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キ

ャンパスの全部又は一部において学生の安全確保のため休講等の措置をとる必要があると判断したときは、当該キ

ャンパスの関係する部局の長と調整の上、当該キャンパスの全部又は一部において休講等の措置をとることができ

るものとする。 

２ 担当理事に事故があるときは、あらかじめ総長が指名する理事が、前項の規定に準じて休講等の措置をとる

ものとする。 

３ 担当理事又は前項の総長が指名する理事は、前２項の規定により休講等の措置をとった場合は、速やかに総

長に報告するものとする。 

４ 前条第２項から第４項までの規定は、第１項及び第２項の規定による休講等の措置をとった場合の当該措置の終

了及び総長への報告について準用する。 

（危機対策本部を設置した場合における休講等の措置） 

第４条 前２条に定めるもののほか、本学は、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパスを含む地域で

震度６弱以上の地震が発生した場合、危機管理計画に基づき、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャン

パスにおいて、当分の間、休講等の措置をとる。 

２ 前項に定めるもののほか、京都大学危機管理規程（平成２３年達示第６４号）第９条第１項に基づき危機対

策本部が設置され、当該危機対策本部の本部長（以下「本部長」という。）が学生の安全確保のため必要があ

ると判断した場合は、吉田キャンパス、宇治キャンパス及び桂キャンパスの全部又は一部において、当分の間、

休講等の措置をとる。 

３ 前２項の規定により休講等の措置をとった場合の当該措置の終了は、本部長が危機対策本部の設置の原因と

なった災害等に係る諸状況を勘案して決定する。 

４ 第２条第２項及び第３項並びに前条第４項の規定にかかわらず、前２条の規定による休講等の措置後、当該

措置を終了するまでの間に、当該措置の原因となった災害等に関連して危機対策本部が設置された場合の当該

措置の終了は、本部長が、当該災害等に係る諸状況を勘案して決定する。 

（休講等の措置の周知方法） 

第５条 前３条の規定による休講等の措置及び当該措置の終了については、KULASIS 及び本学ホームページ等を

通じて、学生及び関係者に周知する。 

（定期休業日に行う授業の休止の措置） 

第６条 通則第３条第３項の定期休業日に行う授業の休止の措置に関し必要な事項は、当該授業を開講する部局の

長が定める。 

（通学が困難な場合の救済措置） 

第７条  第２条から第４条までの規定による休講等の措置をとらない場合であっても、次の各号のいずれかに該

当する事態が発生したことにより学生が授業等に出席できなかったときは、当該学生からの所定の欠席届の提

出により、部局長は当該学生に対して必要な措置をとることができる。 

(1) 居住地を含む地域における震度６弱以上の地震の発生 

(2) 居住地を含む地域における避難指示の発令 

(3) 居住地を含む地域における気象警報等の発表 

(4) その他居住地を含む地域又は通学経路における前３号に準ずる災害等の発生 

（休講等の措置の代替措置） 

第８条 災害等の発生又は発生のおそれにより休講となった授業は、原則として補講を行うものとする。ただし、

授業担当教員の判断により、レポートその他の当該授業に相当する学修を課すこと等により代替措置とするこ

とができる。 

２ 災害等の発生又は発生のおそれにより延期となった定期試験の実施方法は、必要に応じて部局間で調整を行っ

た上で、当該定期試験を実施する部局が定める。 

（その他） 

第９条 この要項に定めるもののほか、災害等が発生し、又は発生するおそれのある場合の授業等の取扱いに関し

必要な事項は、担当理事が定める。 

附 則 

この要項は、平成３１年３月１２日から実施する。 
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附 則 

この要項は、令和７年４月１日から実施する。 

 

 

別表１ 

１・２時限の授業等の取扱い 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午前６時３０分の時点で気象警報等が発表さ

れ、又は交通機関の運休が発生している場合 

 

 

 

１・２時限は、休講等の措置をとる。 (2) 午前６時３０分から午前８時４５分までの間

に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休

が発生することとなった場合 

(3) 午前８時４５分から午前１０時３０分までの

間に気象警報等が発表され、又は交通機関の運

休が発生することとなった場合 

２時限は、休講等の措置をとる。 

１時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、１時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(4) 午前１０時３０分から午前１２時００分までの

間に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休

が発生することとなった場合 

２時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、２時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

 

３・４・５時限の授業等の取扱い 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午前６時３０分から午前１０時３０分までの間

に気象警報等が解除され、又は交通機関の運休が

終了した場合 

 

３・４・５時限は、授業等を実施する。 

 

(2) 午前１０時３０分の時点で気象警報等が発表さ

れ、又は交通機関の運休が発生している場合 

 

 

３・４・５時限は、休講等の措置をとる。 (3) 午前１０時３０分から午後１時１５分までの間

に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が

発生することとなった場合 

(4) 午後１時１５分から午後３時００分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

４・５時限は、休講等の措置をとる。 

３時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、３時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(5) 午後３時００分から午後４時４５分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

５時限は、休講等の措置をとる。 

４時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、４時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(6) 午後４時４５分から午後６時１５分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

５時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、５時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

 

 

 

 

 

 
 

  

別表２ 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午後０時３０分より前に計画運休が開始され

る場合 

第２条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休

講等の措置をとる。 

(2) 午後０時３０分から午後２時４５分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１時限は授業等を実施し、第２・３・４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(3) 午後２時４５分から午後５時００分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２時限は授業等を実施し、第３・４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(4) 午後５時００分から午後６時４５分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２・３時限は授業等を実施し、第４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(5) 午後６時４５分から午後８時３０分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２・３・４時限は授業等を実施し、第５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 
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附 則 

この要項は、令和７年４月１日から実施する。 

 

 

別表１ 

１・２時限の授業等の取扱い 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午前６時３０分の時点で気象警報等が発表さ

れ、又は交通機関の運休が発生している場合 

 

 

 

１・２時限は、休講等の措置をとる。 (2) 午前６時３０分から午前８時４５分までの間

に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休

が発生することとなった場合 

(3) 午前８時４５分から午前１０時３０分までの

間に気象警報等が発表され、又は交通機関の運

休が発生することとなった場合 

２時限は、休講等の措置をとる。 

１時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、１時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(4) 午前１０時３０分から午前１２時００分までの

間に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休

が発生することとなった場合 

２時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、２時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

 

３・４・５時限の授業等の取扱い 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午前６時３０分から午前１０時３０分までの間

に気象警報等が解除され、又は交通機関の運休が

終了した場合 

 

３・４・５時限は、授業等を実施する。 

 

(2) 午前１０時３０分の時点で気象警報等が発表さ

れ、又は交通機関の運休が発生している場合 

 

 

３・４・５時限は、休講等の措置をとる。 (3) 午前１０時３０分から午後１時１５分までの間

に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が

発生することとなった場合 

(4) 午後１時１５分から午後３時００分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

４・５時限は、休講等の措置をとる。 

３時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、３時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(5) 午後３時００分から午後４時４５分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

５時限は、休講等の措置をとる。 

４時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、４時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(6) 午後４時４５分から午後６時１５分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

５時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、５時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

 

 

 

 

 

 
 

  

別表２ 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午後０時３０分より前に計画運休が開始され

る場合 

第２条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休

講等の措置をとる。 

(2) 午後０時３０分から午後２時４５分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１時限は授業等を実施し、第２・３・４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(3) 午後２時４５分から午後５時００分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２時限は授業等を実施し、第３・４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(4) 午後５時００分から午後６時４５分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２・３時限は授業等を実施し、第４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(5) 午後６時４５分から午後８時３０分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２・３・４時限は授業等を実施し、第５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 
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附 則 

この要項は、令和７年４月１日から実施する。 

 

 

別表１ 

１・２時限の授業等の取扱い 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午前６時３０分の時点で気象警報等が発表さ

れ、又は交通機関の運休が発生している場合 

 

 

 

１・２時限は、休講等の措置をとる。 (2) 午前６時３０分から午前８時４５分までの間

に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休

が発生することとなった場合 

(3) 午前８時４５分から午前１０時３０分までの

間に気象警報等が発表され、又は交通機関の運

休が発生することとなった場合 

２時限は、休講等の措置をとる。 

１時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、１時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(4) 午前１０時３０分から午前１２時００分までの

間に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休

が発生することとなった場合 

２時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、２時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

 

３・４・５時限の授業等の取扱い 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午前６時３０分から午前１０時３０分までの間

に気象警報等が解除され、又は交通機関の運休が

終了した場合 

 

３・４・５時限は、授業等を実施する。 

 

(2) 午前１０時３０分の時点で気象警報等が発表さ

れ、又は交通機関の運休が発生している場合 

 

 

３・４・５時限は、休講等の措置をとる。 (3) 午前１０時３０分から午後１時１５分までの間

に気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が

発生することとなった場合 

(4) 午後１時１５分から午後３時００分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

４・５時限は、休講等の措置をとる。 

３時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、３時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(5) 午後３時００分から午後４時４５分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

５時限は、休講等の措置をとる。 

４時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、４時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

(6) 午後４時４５分から午後６時１５分までの間に

気象警報等が発表され、又は交通機関の運休が発

生することとなった場合 

５時限の授業等はそのまま続けるが、学生の安全確保上緊

急を要すると担当理事が認める場合は、５時限の途中から

でも休講等の措置をとる。 

 

 

 

 

 

 
 

  

別表２ 

状況 授業等の取扱い 

(1) 午後０時３０分より前に計画運休が開始され

る場合 

第２条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休

講等の措置をとる。 

(2) 午後０時３０分から午後２時４５分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１時限は授業等を実施し、第２・３・４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(3) 午後２時４５分から午後５時００分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２時限は授業等を実施し、第３・４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(4) 午後５時００分から午後６時４５分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２・３時限は授業等を実施し、第４・５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 

(5) 午後６時４５分から午後８時３０分までの間

に計画運休が開始される場合 

第１・２・３・４時限は授業等を実施し、第５時限は第２

条第２項に規定する休講等の措置の終了の時まで休講等

の措置をとる。 
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● ● ● ● 成績について  ● ● ● ●  

 

● 成績表の開示について 
 

前期科目は９月中旬、後期科目は２月下旬に成績表をKULASISで開示します。 

なお、採点結果について、次の場合に限り異議を申し立てることができます。 

①採点の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われるもの。 

②シラバス等により周知している成績評価の方法等から明らかに疑義があるもの。 

前期・後期とも成績表開示期間初日から３日以内（土・日・祝日除く）に学部教務掛で手続きをしてください。 

成績表開示及び採点結果についての異議申し立てについての詳細は、KULASIS及び掲示にて周知します。 

 

● 成績評価について 
 

成績は100点を満点とし、60点以上を合格、60点未満を不合格とします。ただし、授業科目によっては合、否の区分としま

す。また、成績を評語でもって表す場合は次のとおりとします。 

 

96～100点をＡ+、85～95点をＡ、75～84点をＢ、65～74点をＣ、60～64点をＤ、0～59点をＦ、合格をＰ、不合格をＦ 

とする。※それぞれの評語の適用基準は下記表を参照のこと。ただし、令和２年度以降に入学した学生に限る。 

 

（参照） 評語の適用基準（令和２年度以降入学者） 

評語 適 用 基 準 

Ａ+ 

合格基準に 

達している。 

学修の高い効果が認められ、傑出した成績である。／ Outstanding 

Ａ 学修の高い効果が認められ、特に優れた成績である。／ Excellent 

Ｂ 学修の高い効果が認められ、優れた成績である。／Good 

Ｃ 学修の効果が認められる。／Fair 

Ｄ 最低限の学修の効果が認められる。／Pass 

Ｆ 
合格基準に 

達していない。 不合格。／Fail 

Ｐ 合格基準に達している。／Pass 

Ｆ 合格基準に達しておらず、不合格。／Fail 

 
● GPA制度 
 

学生の自律的な学修の促進及び学生に対する学修指導等に活用することを目的として、GPA（Grade Point Average）制

度を導入しています。 

 

 （１）成績評価と GP の対応 

     成績評価は下表に基づき GP に変換します。 

     

 

 

           ＊２段階評価（合格／不合格）は対象外 

 

 （２）GPA に算入する科目 

     卒業要件に算入される科目のみ GPA に算入します。増加単位は対象外です。 

 

（３）GPA の種別 

本学在学中の全期間における学修の成果を示す指標として「累積 GPA」を、当該学期における学修成果を示す

指標として「学期 GPA」を算出します。 

（ＧＰＡは小数点第二位まで表示。小数点以下第二位未満の端数があるときは、小数点以下第三位の値を四捨五

入する。） 

 

 

評語 A+ A B C D Ｆ 

GP 4.3 4.0 3.0 2.0 1.0 0.0 

 

  

          (在学全期間においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の GP×当該科目の単位数)の総和 

累積 GPA ＝  

在学全期間においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の総単位数 

 

          (当該学期においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録科目した科目の GP×当該科目の単位数)の総和 

学期 GPA ＝ 

当該学期においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の総単位数 

 

（４）GPA の表示 

      成績表には、不合格となった科目も含めた全ての履修単位に係る成績、「学期 GPA」及び「累積 GPA」を記載し

ます。ただし、不合格となった科目において、再度履修し合格となった場合は不合格を含みません。 

      成績証明書には、修得した科目の成績のみを記載し、原則として GPA は記載しません。ただし、特に必要があ

る場合に限り、累積 GPA ならびに在学全期間において GPA 算入科目のうち履修登録した科目の総単位数を記載

した成績証明書を学部教務掛窓口で発行します。（証明書自動発行機では発行されません。） 

 
 
 
● ● ● ● 卒業論文・卒業研究について  ● ● ● ●  

 

卒業論文・卒業研究は本学部を卒業するために必須です。卒業論文・卒業研究の指導を受けるためには、必要な要件が

あります。その要件は各学系（またはその中の教員、またはそのグループ）により異なりますので、教員アドバイザー（２・３回

生）、または指導教員（３・４回生）とよく相談し、卒業論文・卒業研究の指導を受けるために必要な単位を修得してください。 

 

● 題目提出 

卒業見込年度の５月に指導教員から題目の照会がありますので、指示に従い、題目について相談を行ってください。詳細

については別途掲示します。 

題目変更がある場合には、論文提出時に指導教員の承認を得たうえで学部教務掛に報告してください。 
 

● 作成・提出 

① 「卒業論文・卒業研究」は卒業見込者のみ提出できる。 

② 「卒業論文・卒業研究」に用いる言語は、日本語、外国語のいずれでもよい。 

③ 日本語以外の言語を用いた場合は、表題に日本語の表題を併記し、日本語の要旨を付けること。 

④ 用紙サイズはＡ４判とし、横書き、縦書きのいずれでもよい。 

⑤ 提出の際、必ず1200字以内の要旨と目次を付け、ページ数を記載すること。 

⑥ 表紙は必ず簡易表紙を使用し、所定用紙に卒業論文・卒業研究題目、入学年、主専攻学系、氏名、指導教員名を記

載して、表紙全面に貼り付けること。 

⑦ 「卒業論文・卒業研究」の提出部数は原則として３部とする。ただし、特に指示して４部以上とすることがある。 

⑧ 参考資料は可能な限り「卒業論文・卒業研究」に綴り込み、別綴じする場合は本文の提出部数分を添付すること。 

⑨ 「卒業論文・卒業研究」は、１月１３日（火）～１月２０日（火）１６時００分の期間に提出すること（厳守）。これ以降は受け

取らない。ただし、４年を超えて在学している者については、これ以外の時期に提出することを認める場合がある。 

⑩ その他、学系（あるいは指導教員）ごとに指示する場合があるので、指導教員に確認すること。 
 

● 審査等 

① 卒業論文・卒業研究の審査に当たっては、主査（主たる指導教員）が副査を選出し、複数で行なわれます。 

② 審査の実施時期・方法等については、当該学系で決定します。 

③ 卒業論文・卒業研究の発表会は公開で行います。その実施方法等については、当該学系で決定し、掲示で周知しま

す。 

④ 合否判定は当該学系会議で行い、学部教務委員会に報告されます。 

  

※※通常卒業月は３月ですが、卒業要件を満たした者については、６月、９月、12月の卒業を認めることがあります。希望者は

指導教員と相談のうえ、卒業希望月の４ヶ月前の月末までに、手続きの詳細について学部教務掛に照会してください。 

  照会が遅れた場合は、すみやかに学部教務掛に相談してください。 

－ 20 －



 

  

● ● ● ● 成績について  ● ● ● ●  

 

● 成績表の開示について 
 

前期科目は９月中旬、後期科目は２月下旬に成績表をKULASISで開示します。 

なお、採点結果について、次の場合に限り異議を申し立てることができます。 

①採点の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われるもの。 

②シラバス等により周知している成績評価の方法等から明らかに疑義があるもの。 

前期・後期とも成績表開示期間初日から３日以内（土・日・祝日除く）に学部教務掛で手続きをしてください。 

成績表開示及び採点結果についての異議申し立てについての詳細は、KULASIS及び掲示にて周知します。 

 

● 成績評価について 
 

成績は100点を満点とし、60点以上を合格、60点未満を不合格とします。ただし、授業科目によっては合、否の区分としま

す。また、成績を評語でもって表す場合は次のとおりとします。 

 

96～100点をＡ+、85～95点をＡ、75～84点をＢ、65～74点をＣ、60～64点をＤ、0～59点をＦ、合格をＰ、不合格をＦ 

とする。※それぞれの評語の適用基準は下記表を参照のこと。ただし、令和２年度以降に入学した学生に限る。 

 

（参照） 評語の適用基準（令和２年度以降入学者） 

評語 適 用 基 準 

Ａ+ 

合格基準に 

達している。 

学修の高い効果が認められ、傑出した成績である。／ Outstanding 

Ａ 学修の高い効果が認められ、特に優れた成績である。／ Excellent 

Ｂ 学修の高い効果が認められ、優れた成績である。／Good 

Ｃ 学修の効果が認められる。／Fair 

Ｄ 最低限の学修の効果が認められる。／Pass 

Ｆ 
合格基準に 

達していない。 不合格。／Fail 

Ｐ 合格基準に達している。／Pass 

Ｆ 合格基準に達しておらず、不合格。／Fail 

 
● GPA制度 
 

学生の自律的な学修の促進及び学生に対する学修指導等に活用することを目的として、GPA（Grade Point Average）制

度を導入しています。 

 

 （１）成績評価と GP の対応 

     成績評価は下表に基づき GP に変換します。 

     

 

 

           ＊２段階評価（合格／不合格）は対象外 

 

 （２）GPA に算入する科目 

     卒業要件に算入される科目のみ GPA に算入します。増加単位は対象外です。 

 

（３）GPA の種別 

本学在学中の全期間における学修の成果を示す指標として「累積 GPA」を、当該学期における学修成果を示す

指標として「学期 GPA」を算出します。 

（ＧＰＡは小数点第二位まで表示。小数点以下第二位未満の端数があるときは、小数点以下第三位の値を四捨五

入する。） 

 

 

評語 A+ A B C D Ｆ 

GP 4.3 4.0 3.0 2.0 1.0 0.0 
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当該学期においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の総単位数 

 

（４）GPA の表示 

      成績表には、不合格となった科目も含めた全ての履修単位に係る成績、「学期 GPA」及び「累積 GPA」を記載し

ます。ただし、不合格となった科目において、再度履修し合格となった場合は不合格を含みません。 

      成績証明書には、修得した科目の成績のみを記載し、原則として GPA は記載しません。ただし、特に必要があ

る場合に限り、累積 GPA ならびに在学全期間において GPA 算入科目のうち履修登録した科目の総単位数を記載

した成績証明書を学部教務掛窓口で発行します。（証明書自動発行機では発行されません。） 
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● 作成・提出 

① 「卒業論文・卒業研究」は卒業見込者のみ提出できる。 

② 「卒業論文・卒業研究」に用いる言語は、日本語、外国語のいずれでもよい。 

③ 日本語以外の言語を用いた場合は、表題に日本語の表題を併記し、日本語の要旨を付けること。 

④ 用紙サイズはＡ４判とし、横書き、縦書きのいずれでもよい。 

⑤ 提出の際、必ず1200字以内の要旨と目次を付け、ページ数を記載すること。 

⑥ 表紙は必ず簡易表紙を使用し、所定用紙に卒業論文・卒業研究題目、入学年、主専攻学系、氏名、指導教員名を記

載して、表紙全面に貼り付けること。 

⑦ 「卒業論文・卒業研究」の提出部数は原則として３部とする。ただし、特に指示して４部以上とすることがある。 

⑧ 参考資料は可能な限り「卒業論文・卒業研究」に綴り込み、別綴じする場合は本文の提出部数分を添付すること。 

⑨ 「卒業論文・卒業研究」は、１月１３日（火）～１月２０日（火）１６時００分の期間に提出すること（厳守）。これ以降は受け

取らない。ただし、４年を超えて在学している者については、これ以外の時期に提出することを認める場合がある。 

⑩ その他、学系（あるいは指導教員）ごとに指示する場合があるので、指導教員に確認すること。 
 

● 審査等 

① 卒業論文・卒業研究の審査に当たっては、主査（主たる指導教員）が副査を選出し、複数で行なわれます。 

② 審査の実施時期・方法等については、当該学系で決定します。 

③ 卒業論文・卒業研究の発表会は公開で行います。その実施方法等については、当該学系で決定し、掲示で周知しま

す。 

④ 合否判定は当該学系会議で行い、学部教務委員会に報告されます。 

  

※※通常卒業月は３月ですが、卒業要件を満たした者については、６月、９月、12月の卒業を認めることがあります。希望者は

指導教員と相談のうえ、卒業希望月の４ヶ月前の月末までに、手続きの詳細について学部教務掛に照会してください。 

  照会が遅れた場合は、すみやかに学部教務掛に相談してください。 
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● ● ● ● 「研究を他者に語る」について  ● ● ● ● 
 

「研究を他者に語る」は、卒業予定学生が、自身の卒業論文・卒業研究の内容を異分野の教員（聞き役教員）に「説得的

に」語ることを通じて、学術の知とその意義を専門外の人にわかりやすく伝えるコミュニケーション能力を身につけるとともに、

異分野の教員との議論を通じて自分の研究を相対化し客観視することで、多様かつ総合的な視点で物事を観る能力を培うこ

とを目的とした制度です。 

平成30年度以降入学生は、「研究を他者に語る」の実施が必修となっています。実施しない場合、卒業が認められません。 

 

● 語る内容について 

 研究上の前提や概念などを共有していない専門外の教員が聞き役教員となります。そのことを十分に考慮した上で、自

分の研究にどのような意義があるのか、何を目指しているのか、どのような問題意識を持って研究に取り組んでいるのか、

などの点を専門外の人に分かりやすく伝えることを目指してください。 

 研究の具体的な中身や詳細な論理をすべて理解してもらうことを目指す必要はありません。 

 発表の良否が卒業判定に影響を及ぼすことはありません。 

 

※実施方法等の詳細については、今後さらに見直す可能性もあるため、ガイダンス、掲示等、ならびに指導教員からの 

連絡に注意してください。 

 

 

 

● ● ● ● 修得単位科目区分変更について  ● ● ● ● 

 

指導教員等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」は、16単位まで主専攻科目に区分変更することができます。

ただし、留学により主専攻科目として修得した単位がある場合は、その単位とあわせて16単位までです。手続きは卒業見込

年度９月頃に「修得単位科目区分変更届」を学部教務掛に提出してください。詳細は７月頃に掲示します。 

 

また、以下に挙げる、主専攻科目区分以外への変更についても、上記手続きと同じ時期に「修得単位科目区分変更届」を

提出することにより行うことができます。 

・主専攻科目から副専攻科目への区分変更 

（注）主専攻、副専攻の両方で認められている科目に限る 

・主専攻科目または副専攻科目から外国語科目（英語）への区分変更 

（注）主専攻または副専攻で認められているE2科目に限る 

・自由科目から副専攻科目への区分変更 

（注）自由科目に入っている特殊講義のうち副専攻で認められている科目に限る 

 

 

 

● ● ● ● 留学により修得した単位の認定について  ● ● ● ● 

 

留学により修得した単位は、会議で認定された場合、16単位まで主専攻科目、自由科目、外国語科目に含めることができ

ます。ただし、外国語科目としての認定は、平成30年度以前入学者とします。手続きについてはKULASISに掲示しています

ので、単位の認定を希望する場合は必ず留学前に所定の手続きを行ってください。 

 

 

  

● ● ● ● 関係規程等  ● ● ● ●  

  

● 総合人間学部規程  

 
（平成４年１０月１日達示第２５号制定） 

 

第１ 学科 

第１条 本学部の学科は、次に掲げるとおりとする。 

総合人間学科 

第２ 入学 

第２条 入学者の選抜方法は、教授会で定める。 

２ 京都大学通則（昭和２８年達示第３号。以下「通則」という。）第４条第１項ただし書の規定による入学に関する事項は、教

授会で定める。 

第３条 入学候補者の決定は、教授会で行う。 

第３ 修学 

第４条 授業は、学部科目及び全学共通科目を必須科目、選択科目及び自由科目に分けて行う。 

第５条 学部科目及び全学共通科目の単位数、配当及び授業時間数は、別に定めるところによる。 

第５条の２ １学期に履修科目として登録することができる単位数の上限に関する事項は、教授会で定める。 

第６条 通則第１９条の規定により他学部の科目を履修しようとする者は、学年の始め又は学期の初めに学部長に願い出て、

当該学部の学部長の許可を受けるものとする。 

第７条 通則第２０条第１項の規定により他の大学又は短期大学の科目を履修しようとする者には、教育上有益と認めるとき

は、教授会の議を経て、許可することがある。 

第８条 通則第２０条第２項又は第４項の規定により外国の大学又は短期大学に留学し、その科目を履修しようとする者には、

教育上有益と認めるときは、教授会の議を経て、許可することがある。 

第９条 修学期間は、４年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の修学期間は、２年とする。 

第４ 試験 

第１０条 試験は、科目試験及び論文試験とする。 

２ 科目試験は、受験の申出をした者に対して行う。 

３ 論文試験は、所定の科目試験に合格した者に対して行う。ただし、論文題目は、受験科目の範囲内に限る。 

第１１条 前条の論文は、教授会の指定した教員が審査する。 

第１２条 試験実施の期日その他については、あらかじめ告知する。 

第５ 学士の学位授与 

第１３条 ４年以上在学し、学部の定めるところにより、１４０単位以上を修得した者は、学士試験に合格した者とし、通則第５

４条に定める学士の学位を授与する。 

２ 次の各号に掲げる単位数は、教授会の議を経て、前項の単位数に算入することができる。 

 (1) 第６条、第７条及び第８条の規定により他学部並びに他の大学又は短期大学及び外国の大学又は短期大学において

履修し修得した単位数 

 (2) 通則第２１条第１項の規定により短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定め

る学修により履修し修得した単位数 

 (3) 通則第２２条第１項の規定により本学に入学する前に大学又は短期大学において履修し修得した単位数（大学設置

基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条に定める科目等履修生として修得した単位数を含む。） 

 (4) 通則第２２条第２項の規定により本学に入学する前に行った短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その

他文部科学大臣が別に定める学修により履修し修得した単位数 

３ 第１５条の規定により本学他学部又は他大学から本学部に転学した場合における転学前に履修し修得した単位数は、

教授会の議を経て、第１項の単位数に通算することがある。 

４ 第１項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の学士の学位授与に必要な単位数は、別に教授会で定める。 

５ 第２項第３号の規定により科目等履修生として修得した単位数を第１項の単位数に算入するときは、通則第２２条第４項

の規定により、教授会の議を経て、一定の期間を第９条第１項の修学期間に通算することがある。 

第６ 在学 

第１４条 在学は、８年を超えることができない。 

２ 前項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の在学は、４年を超えることができない。 
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● ● ● ● 「研究を他者に語る」について  ● ● ● ● 
 

「研究を他者に語る」は、卒業予定学生が、自身の卒業論文・卒業研究の内容を異分野の教員（聞き役教員）に「説得的

に」語ることを通じて、学術の知とその意義を専門外の人にわかりやすく伝えるコミュニケーション能力を身につけるとともに、

異分野の教員との議論を通じて自分の研究を相対化し客観視することで、多様かつ総合的な視点で物事を観る能力を培うこ

とを目的とした制度です。 

平成30年度以降入学生は、「研究を他者に語る」の実施が必修となっています。実施しない場合、卒業が認められません。 

 

● 語る内容について 

 研究上の前提や概念などを共有していない専門外の教員が聞き役教員となります。そのことを十分に考慮した上で、自

分の研究にどのような意義があるのか、何を目指しているのか、どのような問題意識を持って研究に取り組んでいるのか、

などの点を専門外の人に分かりやすく伝えることを目指してください。 

 研究の具体的な中身や詳細な論理をすべて理解してもらうことを目指す必要はありません。 

 発表の良否が卒業判定に影響を及ぼすことはありません。 

 

※実施方法等の詳細については、今後さらに見直す可能性もあるため、ガイダンス、掲示等、ならびに指導教員からの 

連絡に注意してください。 

 

 

 

● ● ● ● 修得単位科目区分変更について  ● ● ● ● 

 

指導教員等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」は、16単位まで主専攻科目に区分変更することができます。

ただし、留学により主専攻科目として修得した単位がある場合は、その単位とあわせて16単位までです。手続きは卒業見込

年度９月頃に「修得単位科目区分変更届」を学部教務掛に提出してください。詳細は７月頃に掲示します。 

 

また、以下に挙げる、主専攻科目区分以外への変更についても、上記手続きと同じ時期に「修得単位科目区分変更届」を

提出することにより行うことができます。 

・主専攻科目から副専攻科目への区分変更 

（注）主専攻、副専攻の両方で認められている科目に限る 

・主専攻科目または副専攻科目から外国語科目（英語）への区分変更 

（注）主専攻または副専攻で認められているE2科目に限る 

・自由科目から副専攻科目への区分変更 

（注）自由科目に入っている特殊講義のうち副専攻で認められている科目に限る 

 

 

 

● ● ● ● 留学により修得した単位の認定について  ● ● ● ● 

 

留学により修得した単位は、会議で認定された場合、16単位まで主専攻科目、自由科目、外国語科目に含めることができ

ます。ただし、外国語科目としての認定は、平成30年度以前入学者とします。手続きについてはKULASISに掲示しています

ので、単位の認定を希望する場合は必ず留学前に所定の手続きを行ってください。 

 

 

  

● ● ● ● 関係規程等  ● ● ● ●  

  

● 総合人間学部規程  

 
（平成４年１０月１日達示第２５号制定） 

 

第１ 学科 

第１条 本学部の学科は、次に掲げるとおりとする。 

総合人間学科 

第２ 入学 

第２条 入学者の選抜方法は、教授会で定める。 

２ 京都大学通則（昭和２８年達示第３号。以下「通則」という。）第４条第１項ただし書の規定による入学に関する事項は、教

授会で定める。 

第３条 入学候補者の決定は、教授会で行う。 

第３ 修学 

第４条 授業は、学部科目及び全学共通科目を必須科目、選択科目及び自由科目に分けて行う。 

第５条 学部科目及び全学共通科目の単位数、配当及び授業時間数は、別に定めるところによる。 

第５条の２ １学期に履修科目として登録することができる単位数の上限に関する事項は、教授会で定める。 

第６条 通則第１９条の規定により他学部の科目を履修しようとする者は、学年の始め又は学期の初めに学部長に願い出て、

当該学部の学部長の許可を受けるものとする。 

第７条 通則第２０条第１項の規定により他の大学又は短期大学の科目を履修しようとする者には、教育上有益と認めるとき

は、教授会の議を経て、許可することがある。 

第８条 通則第２０条第２項又は第４項の規定により外国の大学又は短期大学に留学し、その科目を履修しようとする者には、

教育上有益と認めるときは、教授会の議を経て、許可することがある。 

第９条 修学期間は、４年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の修学期間は、２年とする。 

第４ 試験 

第１０条 試験は、科目試験及び論文試験とする。 

２ 科目試験は、受験の申出をした者に対して行う。 

３ 論文試験は、所定の科目試験に合格した者に対して行う。ただし、論文題目は、受験科目の範囲内に限る。 

第１１条 前条の論文は、教授会の指定した教員が審査する。 

第１２条 試験実施の期日その他については、あらかじめ告知する。 

第５ 学士の学位授与 

第１３条 ４年以上在学し、学部の定めるところにより、１４０単位以上を修得した者は、学士試験に合格した者とし、通則第５

４条に定める学士の学位を授与する。 

２ 次の各号に掲げる単位数は、教授会の議を経て、前項の単位数に算入することができる。 

 (1) 第６条、第７条及び第８条の規定により他学部並びに他の大学又は短期大学及び外国の大学又は短期大学において

履修し修得した単位数 

 (2) 通則第２１条第１項の規定により短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定め

る学修により履修し修得した単位数 

 (3) 通則第２２条第１項の規定により本学に入学する前に大学又は短期大学において履修し修得した単位数（大学設置

基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条に定める科目等履修生として修得した単位数を含む。） 

 (4) 通則第２２条第２項の規定により本学に入学する前に行った短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その

他文部科学大臣が別に定める学修により履修し修得した単位数 

３ 第１５条の規定により本学他学部又は他大学から本学部に転学した場合における転学前に履修し修得した単位数は、

教授会の議を経て、第１項の単位数に通算することがある。 

４ 第１項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の学士の学位授与に必要な単位数は、別に教授会で定める。 

５ 第２項第３号の規定により科目等履修生として修得した単位数を第１項の単位数に算入するときは、通則第２２条第４項

の規定により、教授会の議を経て、一定の期間を第９条第１項の修学期間に通算することがある。 

第６ 在学 

第１４条 在学は、８年を超えることができない。 

２ 前項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の在学は、４年を超えることができない。 
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● ● ● ● 「研究を他者に語る」について  ● ● ● ● 
 

「研究を他者に語る」は、卒業予定学生が、自身の卒業論文・卒業研究の内容を異分野の教員（聞き役教員）に「説得的

に」語ることを通じて、学術の知とその意義を専門外の人にわかりやすく伝えるコミュニケーション能力を身につけるとともに、

異分野の教員との議論を通じて自分の研究を相対化し客観視することで、多様かつ総合的な視点で物事を観る能力を培うこ

とを目的とした制度です。 

平成30年度以降入学生は、「研究を他者に語る」の実施が必修となっています。実施しない場合、卒業が認められません。 

 

● 語る内容について 

 研究上の前提や概念などを共有していない専門外の教員が聞き役教員となります。そのことを十分に考慮した上で、自

分の研究にどのような意義があるのか、何を目指しているのか、どのような問題意識を持って研究に取り組んでいるのか、

などの点を専門外の人に分かりやすく伝えることを目指してください。 

 研究の具体的な中身や詳細な論理をすべて理解してもらうことを目指す必要はありません。 

 発表の良否が卒業判定に影響を及ぼすことはありません。 

 

※実施方法等の詳細については、今後さらに見直す可能性もあるため、ガイダンス、掲示等、ならびに指導教員からの 

連絡に注意してください。 

 

 

 

● ● ● ● 修得単位科目区分変更について  ● ● ● ● 

 

指導教員等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」は、16単位まで主専攻科目に区分変更することができます。

ただし、留学により主専攻科目として修得した単位がある場合は、その単位とあわせて16単位までです。手続きは卒業見込

年度９月頃に「修得単位科目区分変更届」を学部教務掛に提出してください。詳細は７月頃に掲示します。 

 

また、以下に挙げる、主専攻科目区分以外への変更についても、上記手続きと同じ時期に「修得単位科目区分変更届」を

提出することにより行うことができます。 

・主専攻科目から副専攻科目への区分変更 

（注）主専攻、副専攻の両方で認められている科目に限る 

・主専攻科目または副専攻科目から外国語科目（英語）への区分変更 

（注）主専攻または副専攻で認められているE2科目に限る 

・自由科目から副専攻科目への区分変更 

（注）自由科目に入っている特殊講義のうち副専攻で認められている科目に限る 

 

 

 

● ● ● ● 留学により修得した単位の認定について  ● ● ● ● 

 

留学により修得した単位は、会議で認定された場合、16単位まで主専攻科目、自由科目、外国語科目に含めることができ

ます。ただし、外国語科目としての認定は、平成30年度以前入学者とします。手続きについてはKULASISに掲示しています

ので、単位の認定を希望する場合は必ず留学前に所定の手続きを行ってください。 

 

 

  

● ● ● ● 関係規程等  ● ● ● ●  

  

● 総合人間学部規程  

 
（平成４年１０月１日達示第２５号制定） 

 

第１ 学科 

第１条 本学部の学科は、次に掲げるとおりとする。 

総合人間学科 

第２ 入学 

第２条 入学者の選抜方法は、教授会で定める。 

２ 京都大学通則（昭和２８年達示第３号。以下「通則」という。）第４条第１項ただし書の規定による入学に関する事項は、教

授会で定める。 

第３条 入学候補者の決定は、教授会で行う。 

第３ 修学 

第４条 授業は、学部科目及び全学共通科目を必須科目、選択科目及び自由科目に分けて行う。 

第５条 学部科目及び全学共通科目の単位数、配当及び授業時間数は、別に定めるところによる。 

第５条の２ １学期に履修科目として登録することができる単位数の上限に関する事項は、教授会で定める。 

第６条 通則第１９条の規定により他学部の科目を履修しようとする者は、学年の始め又は学期の初めに学部長に願い出て、

当該学部の学部長の許可を受けるものとする。 

第７条 通則第２０条第１項の規定により他の大学又は短期大学の科目を履修しようとする者には、教育上有益と認めるとき

は、教授会の議を経て、許可することがある。 

第８条 通則第２０条第２項又は第４項の規定により外国の大学又は短期大学に留学し、その科目を履修しようとする者には、

教育上有益と認めるときは、教授会の議を経て、許可することがある。 

第９条 修学期間は、４年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の修学期間は、２年とする。 

第４ 試験 

第１０条 試験は、科目試験及び論文試験とする。 

２ 科目試験は、受験の申出をした者に対して行う。 

３ 論文試験は、所定の科目試験に合格した者に対して行う。ただし、論文題目は、受験科目の範囲内に限る。 

第１１条 前条の論文は、教授会の指定した教員が審査する。 

第１２条 試験実施の期日その他については、あらかじめ告知する。 

第５ 学士の学位授与 

第１３条 ４年以上在学し、学部の定めるところにより、１４０単位以上を修得した者は、学士試験に合格した者とし、通則第５

４条に定める学士の学位を授与する。 

２ 次の各号に掲げる単位数は、教授会の議を経て、前項の単位数に算入することができる。 

 (1) 第６条、第７条及び第８条の規定により他学部並びに他の大学又は短期大学及び外国の大学又は短期大学において

履修し修得した単位数 

 (2) 通則第２１条第１項の規定により短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定め

る学修により履修し修得した単位数 

 (3) 通則第２２条第１項の規定により本学に入学する前に大学又は短期大学において履修し修得した単位数（大学設置

基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条に定める科目等履修生として修得した単位数を含む。） 

 (4) 通則第２２条第２項の規定により本学に入学する前に行った短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その

他文部科学大臣が別に定める学修により履修し修得した単位数 

３ 第１５条の規定により本学他学部又は他大学から本学部に転学した場合における転学前に履修し修得した単位数は、

教授会の議を経て、第１項の単位数に通算することがある。 

４ 第１項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の学士の学位授与に必要な単位数は、別に教授会で定める。 

５ 第２項第３号の規定により科目等履修生として修得した単位数を第１項の単位数に算入するときは、通則第２２条第４項

の規定により、教授会の議を経て、一定の期間を第９条第１項の修学期間に通算することがある。 

第６ 在学 

第１４条 在学は、８年を超えることができない。 

２ 前項の規定にかかわらず、第３年次に入学した者の在学は、４年を超えることができない。 
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第７ 転学及び転科 

第１５条 本学他学部学生若しくは他大学の学生で本学部に転学を志望する者又は本学部学生で転科若しくは他学部に

転学を志望する者があるときは、教授会の議を経て、許可することがある。 

第８ 科目等履修生、聴講生及び特別聴講学生 

第１６条 通則第６１条第１項の規定により科目等履修生として入学を志望する者には、教授会の議を経て、入学を許可する

ことがある。 

第１７条 通則第６３条第１項の規定により特別聴講学生として入学を志望する者には、教授会の議を経て、入学を許可する

ことがある。 

第９ 研究生 

第１８条 特定事項の研究を志望する者があるときは、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生の取扱いその他については、京都大学研究生規程（昭和５０年達示第３７号）による。ただし、在学期間満了後更

に研究を継続したい者には、その願い出により、教授会の議を経て、期間の延長を許可することがある。 

 

附 則 

この規程は、平成４年１０月１日から施行する。 

［中間の改正規程の附則は、省略した。］ 

１ この規程は、平成１１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１３条第１項の規定は、この規程施行の日以後に入学した者から適用し、同日前に入学した者については、

なお従前の例による。 

［中間の改正規程の附則は、省略した。］ 

附 則 

１ この規程は、平成１５年６月４日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。 

２ 人間学科、国際文化学科、基礎科学科及び自然環境学科は、改正後の第１条の規定にかかわらず、平成１４年度以前

に当該学科に入学した者が当該学科に在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

３ 人間学科、国際文化学科、基礎科学科及び自然環境学科は、改正後のこの規程にかかわらず、平成１４年度以前に当

該学科に入学した者が当該学科に在学しなくなる日までの間、当該学科に学科長を置くものとする。 

附 則 

この規程は、平成１６年７月３０日から施行し、平成１６年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２５年１２月２６日から施行し、平成２５年１２月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

  

  
● 総総合合人人間間学学部部ににおおけけるる履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限にに関関すするる内内規規  

 
（令和２年２月２０日学部教授会決定） 

 

 （趣旨） 

第１条 本内規は、京都大学総合人間学部規程（平成４年達示第２５号）第５条の２の規定に基づき、総合人間学部（以下

「本学部」という。）において学生が１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限（以下「上限単位数」とい

う。）に関し、必要な事項を定める。 

 （上限単位数） 

第２条 上限単位数は、３０単位とする。 

 （通年開講科目の取扱い） 

第３条 通年開講科目については、その単位数の２分の１を１学期分の単位数として扱い、当該学期の履修登録単位数を

計算する。 

 （上限単位数の特例） 

第４条 第２条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる者については、第２条に定める上限を超えて履修科目の登録を認
 

  

めることができる。 

(1) 特に優秀な学修成果をあげたと本学部の長が認めた者 

(2) 前号に掲げる者のほか、本学部の長が認めた者 

 （対象科目） 

第５条 上限単位数の対象となる授業科目は、卒業要件に算入することができる全ての授業科目（別表に定める授業科目

を除く。）とする。 

 （その他） 

第６条 この内規に定めるもののほか、上限単位数に関し必要な事項は、本学部教務委員会が定める。 

 

 

   附 則 

 この内規は、令和２年４月１日から施行し、同日以後に本学部に入学する者を対象としたカリキュラムが適用される学部学

生から適用する。 

 

 

別表 

対 象 外 科 目 

授業期間外に行われる集中形式で実施する科目 

本学のカリキュラムとは別に他大学等で履修する授業科目 

 

 

  「「総総合合人人間間学学部部ににおおけけるる履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限にに関関すするる内内規規」」のの運運用用にに関関すするる申申合合せせ  

 

（令和３年６月２４日学部教務委員会決定） 

 

１． 本申合せは「総合人間学部における履修登録単位数の上限に関する内規（以下「内規」という。）」の運用について定

める。 

２． 内規第４条(1)に定めた者の基準は、以下の①及び②の両方を満たす者とする。 

① 卒業要件に算入することができる科目について、８０単位以上を修得していること。 

② 累積ＧＰＡが４．０以上であること。 

３． 内規第４条(2)に定めた者としては、災害・傷病・障害等のやむを得ない事情による者、留学を許可された者や留学し

た者などが想定される。 

４． 内規第４条(1)に該当すると認められた者は、申立てを行った学期以降、上限を定めずに履修科目の登録を行うことが

できる。 

５． 内規第４条(2)に該当すると認められた者は、申立てを行った学期に限り、必要な科目について上限を超えて履修科

目の登録を行うことができる。 

６． 履修登録単位数の上限を超えて履修登録することを希望する者は、別紙様式にて学部長に申立てる。 

 

 

● 総総合合人人間間学学部部試試験験及及びび単単位位認認定定にに関関すするる内内規規  

 

第１条 総合人間学部の試験及び単位認定に関することについては、この内規の定めるところによる。 

第１章  履修登録 

第２条 学生は毎学期始めの定められた期日に、単位を得ようとする授業科目について登録を行わなければならない。 

第３条 履修登録の無い科目については、原則として単位は認定しない。 

第２章  科目試験及び論文試験 

第４条 定期試験は、アカデミックカレンダ－の前期試験、後期試験の期間に行う。この他、期間外試験、レポ－ト試験等

適宜試験を実施することができる。 

第５条 定期試験の監督は、教員相互に協力して行う。 

第６条 不合格になった授業科目の再試験は行わない。 
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第７ 転学及び転科 

第１５条 本学他学部学生若しくは他大学の学生で本学部に転学を志望する者又は本学部学生で転科若しくは他学部に

転学を志望する者があるときは、教授会の議を経て、許可することがある。 

第８ 科目等履修生、聴講生及び特別聴講学生 

第１６条 通則第６１条第１項の規定により科目等履修生として入学を志望する者には、教授会の議を経て、入学を許可する

ことがある。 

第１７条 通則第６３条第１項の規定により特別聴講学生として入学を志望する者には、教授会の議を経て、入学を許可する

ことがある。 

第９ 研究生 

第１８条 特定事項の研究を志望する者があるときは、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生の取扱いその他については、京都大学研究生規程（昭和５０年達示第３７号）による。ただし、在学期間満了後更

に研究を継続したい者には、その願い出により、教授会の議を経て、期間の延長を許可することがある。 

 

附 則 

この規程は、平成４年１０月１日から施行する。 

［中間の改正規程の附則は、省略した。］ 

１ この規程は、平成１１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１３条第１項の規定は、この規程施行の日以後に入学した者から適用し、同日前に入学した者については、

なお従前の例による。 

［中間の改正規程の附則は、省略した。］ 

附 則 

１ この規程は、平成１５年６月４日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。 

２ 人間学科、国際文化学科、基礎科学科及び自然環境学科は、改正後の第１条の規定にかかわらず、平成１４年度以前

に当該学科に入学した者が当該学科に在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

３ 人間学科、国際文化学科、基礎科学科及び自然環境学科は、改正後のこの規程にかかわらず、平成１４年度以前に当

該学科に入学した者が当該学科に在学しなくなる日までの間、当該学科に学科長を置くものとする。 

附 則 

この規程は、平成１６年７月３０日から施行し、平成１６年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２５年１２月２６日から施行し、平成２５年１２月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

  

  
● 総総合合人人間間学学部部ににおおけけるる履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限にに関関すするる内内規規  

 
（令和２年２月２０日学部教授会決定） 

 

 （趣旨） 

第１条 本内規は、京都大学総合人間学部規程（平成４年達示第２５号）第５条の２の規定に基づき、総合人間学部（以下

「本学部」という。）において学生が１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限（以下「上限単位数」とい

う。）に関し、必要な事項を定める。 

 （上限単位数） 

第２条 上限単位数は、３０単位とする。 

 （通年開講科目の取扱い） 

第３条 通年開講科目については、その単位数の２分の１を１学期分の単位数として扱い、当該学期の履修登録単位数を

計算する。 

 （上限単位数の特例） 

第４条 第２条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる者については、第２条に定める上限を超えて履修科目の登録を認
 

  

めることができる。 

(1) 特に優秀な学修成果をあげたと本学部の長が認めた者 

(2) 前号に掲げる者のほか、本学部の長が認めた者 

 （対象科目） 

第５条 上限単位数の対象となる授業科目は、卒業要件に算入することができる全ての授業科目（別表に定める授業科目

を除く。）とする。 

 （その他） 

第６条 この内規に定めるもののほか、上限単位数に関し必要な事項は、本学部教務委員会が定める。 

 

 

   附 則 

 この内規は、令和２年４月１日から施行し、同日以後に本学部に入学する者を対象としたカリキュラムが適用される学部学

生から適用する。 

 

 

別表 

対 象 外 科 目 

授業期間外に行われる集中形式で実施する科目 

本学のカリキュラムとは別に他大学等で履修する授業科目 

 

 

  「「総総合合人人間間学学部部ににおおけけるる履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限にに関関すするる内内規規」」のの運運用用にに関関すするる申申合合せせ  

 

（令和３年６月２４日学部教務委員会決定） 

 

１． 本申合せは「総合人間学部における履修登録単位数の上限に関する内規（以下「内規」という。）」の運用について定

める。 

２． 内規第４条(1)に定めた者の基準は、以下の①及び②の両方を満たす者とする。 

① 卒業要件に算入することができる科目について、８０単位以上を修得していること。 

② 累積ＧＰＡが４．０以上であること。 

３． 内規第４条(2)に定めた者としては、災害・傷病・障害等のやむを得ない事情による者、留学を許可された者や留学し

た者などが想定される。 

４． 内規第４条(1)に該当すると認められた者は、申立てを行った学期以降、上限を定めずに履修科目の登録を行うことが

できる。 

５． 内規第４条(2)に該当すると認められた者は、申立てを行った学期に限り、必要な科目について上限を超えて履修科

目の登録を行うことができる。 

６． 履修登録単位数の上限を超えて履修登録することを希望する者は、別紙様式にて学部長に申立てる。 

 

 

● 総総合合人人間間学学部部試試験験及及びび単単位位認認定定にに関関すするる内内規規  

 

第１条 総合人間学部の試験及び単位認定に関することについては、この内規の定めるところによる。 

第１章  履修登録 

第２条 学生は毎学期始めの定められた期日に、単位を得ようとする授業科目について登録を行わなければならない。 

第３条 履修登録の無い科目については、原則として単位は認定しない。 

第２章  科目試験及び論文試験 

第４条 定期試験は、アカデミックカレンダ－の前期試験、後期試験の期間に行う。この他、期間外試験、レポ－ト試験等

適宜試験を実施することができる。 

第５条 定期試験の監督は、教員相互に協力して行う。 

第６条 不合格になった授業科目の再試験は行わない。 
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第７ 転学及び転科 

第１５条 本学他学部学生若しくは他大学の学生で本学部に転学を志望する者又は本学部学生で転科若しくは他学部に

転学を志望する者があるときは、教授会の議を経て、許可することがある。 

第８ 科目等履修生、聴講生及び特別聴講学生 

第１６条 通則第６１条第１項の規定により科目等履修生として入学を志望する者には、教授会の議を経て、入学を許可する

ことがある。 

第１７条 通則第６３条第１項の規定により特別聴講学生として入学を志望する者には、教授会の議を経て、入学を許可する

ことがある。 

第９ 研究生 

第１８条 特定事項の研究を志望する者があるときは、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生の取扱いその他については、京都大学研究生規程（昭和５０年達示第３７号）による。ただし、在学期間満了後更

に研究を継続したい者には、その願い出により、教授会の議を経て、期間の延長を許可することがある。 

 

附 則 

この規程は、平成４年１０月１日から施行する。 

［中間の改正規程の附則は、省略した。］ 

１ この規程は、平成１１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１３条第１項の規定は、この規程施行の日以後に入学した者から適用し、同日前に入学した者については、

なお従前の例による。 

［中間の改正規程の附則は、省略した。］ 

附 則 

１ この規程は、平成１５年６月４日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。 

２ 人間学科、国際文化学科、基礎科学科及び自然環境学科は、改正後の第１条の規定にかかわらず、平成１４年度以前

に当該学科に入学した者が当該学科に在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

３ 人間学科、国際文化学科、基礎科学科及び自然環境学科は、改正後のこの規程にかかわらず、平成１４年度以前に当

該学科に入学した者が当該学科に在学しなくなる日までの間、当該学科に学科長を置くものとする。 

附 則 

この規程は、平成１６年７月３０日から施行し、平成１６年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２５年１２月２６日から施行し、平成２５年１２月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

  

  
● 総総合合人人間間学学部部ににおおけけるる履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限にに関関すするる内内規規  

 
（令和２年２月２０日学部教授会決定） 

 

 （趣旨） 

第１条 本内規は、京都大学総合人間学部規程（平成４年達示第２５号）第５条の２の規定に基づき、総合人間学部（以下

「本学部」という。）において学生が１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限（以下「上限単位数」とい

う。）に関し、必要な事項を定める。 

 （上限単位数） 

第２条 上限単位数は、３０単位とする。 

 （通年開講科目の取扱い） 

第３条 通年開講科目については、その単位数の２分の１を１学期分の単位数として扱い、当該学期の履修登録単位数を

計算する。 

 （上限単位数の特例） 

第４条 第２条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる者については、第２条に定める上限を超えて履修科目の登録を認
 

  

めることができる。 

(1) 特に優秀な学修成果をあげたと本学部の長が認めた者 

(2) 前号に掲げる者のほか、本学部の長が認めた者 

 （対象科目） 

第５条 上限単位数の対象となる授業科目は、卒業要件に算入することができる全ての授業科目（別表に定める授業科目

を除く。）とする。 

 （その他） 

第６条 この内規に定めるもののほか、上限単位数に関し必要な事項は、本学部教務委員会が定める。 

 

 

   附 則 

 この内規は、令和２年４月１日から施行し、同日以後に本学部に入学する者を対象としたカリキュラムが適用される学部学

生から適用する。 

 

 

別表 

対 象 外 科 目 

授業期間外に行われる集中形式で実施する科目 

本学のカリキュラムとは別に他大学等で履修する授業科目 

 

 

  「「総総合合人人間間学学部部ににおおけけるる履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限にに関関すするる内内規規」」のの運運用用にに関関すするる申申合合せせ  

 

（令和３年６月２４日学部教務委員会決定） 

 

１． 本申合せは「総合人間学部における履修登録単位数の上限に関する内規（以下「内規」という。）」の運用について定

める。 

２． 内規第４条(1)に定めた者の基準は、以下の①及び②の両方を満たす者とする。 

① 卒業要件に算入することができる科目について、８０単位以上を修得していること。 

② 累積ＧＰＡが４．０以上であること。 

３． 内規第４条(2)に定めた者としては、災害・傷病・障害等のやむを得ない事情による者、留学を許可された者や留学し

た者などが想定される。 

４． 内規第４条(1)に該当すると認められた者は、申立てを行った学期以降、上限を定めずに履修科目の登録を行うことが

できる。 

５． 内規第４条(2)に該当すると認められた者は、申立てを行った学期に限り、必要な科目について上限を超えて履修科

目の登録を行うことができる。 

６． 履修登録単位数の上限を超えて履修登録することを希望する者は、別紙様式にて学部長に申立てる。 

 

 

● 総総合合人人間間学学部部試試験験及及びび単単位位認認定定にに関関すするる内内規規  

 

第１条 総合人間学部の試験及び単位認定に関することについては、この内規の定めるところによる。 

第１章  履修登録 

第２条 学生は毎学期始めの定められた期日に、単位を得ようとする授業科目について登録を行わなければならない。 

第３条 履修登録の無い科目については、原則として単位は認定しない。 

第２章  科目試験及び論文試験 

第４条 定期試験は、アカデミックカレンダ－の前期試験、後期試験の期間に行う。この他、期間外試験、レポ－ト試験等

適宜試験を実施することができる。 

第５条 定期試験の監督は、教員相互に協力して行う。 

第６条 不合格になった授業科目の再試験は行わない。 
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第７条 追試験は原則として行わない。ただし、次の場合はそれぞれ担当教員の判断により実施することがある。 

     (１) 履修授業科目の試験日時が重複した場合。ただし、事前に願い出たものに限る。 

     (２) 負傷又は疾病による場合。ただし、医師の診断書により証明されたものに限る。 

     (３) その他不可抗力による場合。 

第８条 受験に際して不正行為があった場合、当該年度の全履修授業科目を無効にする等の措置を行う。 

第９条 卒業論文及び卒業研究については、最終年度の定められた期日までに、そのテ－マについて届け出をしなけ 

ればならない。 

第１０条 卒業論文及び卒業研究報告は、最終年度の指定された期日までに提出しなければならない。 

第３章  成績及び単位認定 

第１１条 教員は終了後、速やかに成績を評価し、これを総合人間学部長に報告するものとする。 

第１２条 成績は100点を満点とし、60点以上を合格、60点未満を不合格とする。ただし、授業科目によっては合、否の区

分によることができる。 

第１３条 成績を評語でもって表す場合は、96～100点をＡ+、85～95点をＡ、75～84点をＢ、65～74点をＣ、60～64点をＤ、

0～59点をＦ、合格をＰ、不合格をＦとする。 

第１４条 一度認定した授業科目の成績は変更しない。また、当該単位の取消は行わない。 

第１５条 成績については、前期は９月に後期は２月に発表する。 

第１６条 卒業論文及び卒業研究については、審査及び試問を行って、その成績を判定する。 

附  則 この内規は、平成５年７月15日から施行する。 

附  則 この内規は、平成11年４月１日から施行する。 

附  則 １ この内規は、平成19年４月１日から実施する。 

２ 改正後の第９条及び第16条の規定は、平成15年度以後に入学した者から適用し、平成14年度以前に入学した

者については、なお従前の例による。 

附  則 １ この内規は、平成27年４月１日から実施する。 

２ 改正後の第13条の規定は、平成27年度以後に入学した者から適用し、平成26年度以前に入学した者について

は、なお従前の例による。 

附  則 この内規は、令和６年４月１日から実施する。 
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第７条 追試験は原則として行わない。ただし、次の場合はそれぞれ担当教員の判断により実施することがある。 

     (１) 履修授業科目の試験日時が重複した場合。ただし、事前に願い出たものに限る。 

     (２) 負傷又は疾病による場合。ただし、医師の診断書により証明されたものに限る。 

     (３) その他不可抗力による場合。 

第８条 受験に際して不正行為があった場合、当該年度の全履修授業科目を無効にする等の措置を行う。 

第９条 卒業論文及び卒業研究については、最終年度の定められた期日までに、そのテ－マについて届け出をしなけ 

ればならない。 

第１０条 卒業論文及び卒業研究報告は、最終年度の指定された期日までに提出しなければならない。 

第３章  成績及び単位認定 

第１１条 教員は終了後、速やかに成績を評価し、これを総合人間学部長に報告するものとする。 

第１２条 成績は100点を満点とし、60点以上を合格、60点未満を不合格とする。ただし、授業科目によっては合、否の区

分によることができる。 

第１３条 成績を評語でもって表す場合は、96～100点をＡ+、85～95点をＡ、75～84点をＢ、65～74点をＣ、60～64点をＤ、

0～59点をＦ、合格をＰ、不合格をＦとする。 

第１４条 一度認定した授業科目の成績は変更しない。また、当該単位の取消は行わない。 

第１５条 成績については、前期は９月に後期は２月に発表する。 

第１６条 卒業論文及び卒業研究については、審査及び試問を行って、その成績を判定する。 

附  則 この内規は、平成５年７月15日から施行する。 

附  則 この内規は、平成11年４月１日から施行する。 

附  則 １ この内規は、平成19年４月１日から実施する。 

２ 改正後の第９条及び第16条の規定は、平成15年度以後に入学した者から適用し、平成14年度以前に入学した

者については、なお従前の例による。 

附  則 １ この内規は、平成27年４月１日から実施する。 

２ 改正後の第13条の規定は、平成27年度以後に入学した者から適用し、平成26年度以前に入学した者について

は、なお従前の例による。 

附  則 この内規は、令和６年４月１日から実施する。 
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●●  主主  専専  攻攻  科科  目目  表表  表表  

  

  





 

  

第７条 追試験は原則として行わない。ただし、次の場合はそれぞれ担当教員の判断により実施することがある。 

     (１) 履修授業科目の試験日時が重複した場合。ただし、事前に願い出たものに限る。 

     (２) 負傷又は疾病による場合。ただし、医師の診断書により証明されたものに限る。 

     (３) その他不可抗力による場合。 

第８条 受験に際して不正行為があった場合、当該年度の全履修授業科目を無効にする等の措置を行う。 

第９条 卒業論文及び卒業研究については、最終年度の定められた期日までに、そのテ－マについて届け出をしなけ 

ればならない。 

第１０条 卒業論文及び卒業研究報告は、最終年度の指定された期日までに提出しなければならない。 

第３章  成績及び単位認定 

第１１条 教員は終了後、速やかに成績を評価し、これを総合人間学部長に報告するものとする。 

第１２条 成績は100点を満点とし、60点以上を合格、60点未満を不合格とする。ただし、授業科目によっては合、否の区

分によることができる。 

第１３条 成績を評語でもって表す場合は、96～100点をＡ+、85～95点をＡ、75～84点をＢ、65～74点をＣ、60～64点をＤ、

0～59点をＦ、合格をＰ、不合格をＦとする。 

第１４条 一度認定した授業科目の成績は変更しない。また、当該単位の取消は行わない。 

第１５条 成績については、前期は９月に後期は２月に発表する。 

第１６条 卒業論文及び卒業研究については、審査及び試問を行って、その成績を判定する。 

附  則 この内規は、平成５年７月15日から施行する。 

附  則 この内規は、平成11年４月１日から施行する。 

附  則 １ この内規は、平成19年４月１日から実施する。 

２ 改正後の第９条及び第16条の規定は、平成15年度以後に入学した者から適用し、平成14年度以前に入学した

者については、なお従前の例による。 

附  則 １ この内規は、平成27年４月１日から実施する。 

２ 改正後の第13条の規定は、平成27年度以後に入学した者から適用し、平成26年度以前に入学した者について

は、なお従前の例による。 

附  則 この内規は、令和６年４月１日から実施する。 

 

●●　　主主専専攻攻科科目目表表

【【  注注意意事事項項  】】

     ＊学部科目・・・総合人間学部の専門科目

　　・今年度の不開講科目は、授業科目名の背景を”ｸﾞﾚｰ色”で表示

　　・●　・・・重複履修が認められている科目（一度すでに単位修得した科目を再度修得した場合に卒業単位として認められる。）

　　・■　・・・授業科目の代表を担当する教員

　　・（非）・・・非常勤講師

　  ＊他学部聴講の欄について

　　　　空白・・・他学部学生の聴講が可能な科目

　　　　印　・・・他学部学生の聴講が可能な科目（ただし授業担当教員の承認印を必要とする。）

　　　　×　・・・他学部学生の聴講が不可能な科目

　  ＊共通開設部局の欄について

　　　　全共・・・全学共通科目として全学に提供している科目（注：他部局学生はKULASISより全学共通科目で履修登録。但し、公認心理師科目を除く。）

　　

人人　　間間　　科科　　学学　　系系　　

関
　
　
係

授業科目名

授
業
形
態

開
講
期

対
象
回
生

単
位
数

週
時
間
数

担当教員

重
複
履
修

旧科目名 　備　　　　考

共
通
開
設
部
局

他
学
部
聴
講

人間科学入門Ａ 講義 前 1-2 2 2

大倉得史　　　倉石一郎
石岡　 学　 　 松本卓也
永田素彦■ 　柴田　 悠
木下千花　　　菅　 利恵
仁井田千絵　 上田泰史
TAJAN，Nicolas Pierre

人間科学系入門A リレー講義 人環 ××

人間科学入門Ｂ 講義 後 1-2 2 2

安部　 浩　　　佐藤義之
戸田剛文　 　 青山拓央
桒山智成■　 武田宙也
田口かおり　　小島基洋
須藤秀平　　　吉田恭子
霜田洋祐　　　中村仁紀

人間科学系入門B リレー講義 人環 ××

人間形成論 講義 後 2-4 2 2 倉石一郎 人環

人間形成論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 倉石一郎 ● 人間形成論演習IA

人間形成論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 倉石一郎 ● 人間形成論演習IB 人環

人間形成史論 講義 前 3-4 2 2 石岡　 学 人環

人間形成史論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 石岡　 学 ●

人間形成史論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 石岡　 学 ● 人環

関係発達論の応用 講義 前 2-4 2 2 大倉得史 関係発達論 人環

関係発達論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 大倉得史 ●

関係発達論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 大倉得史 ●

関係発達論Ⅰ（発達心理学） 講義 前 １ 2 2 大倉得史
関係発達論Ａ
関係発達論の構築
関係発達論Ⅰ

H30年度より学部専門科目
（H29年度まで「関係発達論Ⅰ」とし
て全学共通科目で開講）

全共

心理学研究法 講義 後 1 2 2

齋木　 潤■　 上田祥行
大倉得史　　　鈴木優佳
山本洋紀　　　黒島妃香
阿部修士

心理学研究法入門
心理学研究法演習

文学

心理学実験 実験 前 2-4 2 4
齋木　 潤　　　月浦　 崇
山本洋紀　　　永田素彦
大倉得史■

複数講義 ××

心理学概論 講義 前 1 2 2

永田素彦■　 神谷之康
蘆田　 宏　　　中島亮一
明地洋典　　　森口佑介
明和政子　　　山本真也
高橋雄介　　　内田由紀子
平田　 聡　　　松下姫歌
清重英矩

リレー講義
文学
教育

心理演習 演習 後 3-4 2 2
TAJAN，Nicolas Pierre■
船曳康子

人数制限（15名：文学部科目の履修
登録者を含む）

文学

精神病理学・精神分析学（障害者・障害児心理学） 講義 前 3-4 2 2 松本卓也
精神病理学・精神分析学講義
精神病理学・精神分析学

精神分析Ⅰ 講義 前 1-4 2 2 松本卓也 精神分析学Ⅰ 全共

精神分析Ⅱ 講義 後 1-4 2 2 熊谷哲哉（非） 精神分析学Ⅱ 全共

精神病理学・精神分析学演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 松本卓也 ● 人環

精神病理学・精神分析学演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 ● 人環

精神病理学Ⅱ（精神疾患とその治療） 講義 前 1-4 2 2 松本卓也
精神保健学基礎論Ｂ
精神病理学Ⅱ

H30年度より学部専門科目
（H29年度まで「精神病理学Ⅱ」とし
て全学共通科目で開講）

全共

Psychoanalysis II 講義 後 1-4 2 2 TAJAN，Nicolas Pierre 全共

心理的アセスメント 講義 前 3-4 2 2 TAJAN，Nicolas Pierre

臨床精神分析学演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 TAJAN，Nicolas Pierre ● 人環

臨床精神分析学演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 TAJAN，Nicolas Pierre ● 人環

基礎演習：教育・社会・国家 ゼミ 前 1-4 2 2 倉石一郎 教育学基礎ゼミナールA・I ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：ジェンダー論 ゼミ 前 1-4 2 2 石岡　 学 ジェンダー論基礎ゼミナールA・Ⅰ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：発達心理学 ゼミ 前 1-4 2 2 大倉得史 発達心理学基礎ゼミナールＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：現代思想と精神分析 ゼミ 前 1-4 2 2 ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：Mental Health and Social Isolation in Japan
（日本におけるメンタルヘルスとひきこもり)

ゼミ 前 1-4 2 2 TAJAN，Nicolas Pierre
基礎演習：Frontiers in
psychopathology（精神病理学のフ
ロンティア）

ILASセミナーと同一科目 全共

入
門
科
目

人
間
形
成
論
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★ 精神病理学Ｉ 精神保健学基礎論Ａ

★ 精神分析学 精神分析学基礎論

★ 教育学Ｉ
教育学基礎論   現代教育論
教育学Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ

★ 教育学II
教育学基礎論  教育的関係論入門

現代教育論
教育学Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ

★ 教育学基礎ゼミナール 教育学基礎ゼミナールＢ･Ⅱ

★ ジェンダー論基礎ゼミナール ジェンダー論基礎ゼミナールＢ・Ⅱ

★ 行動病理学Ｉ
行動病理学基礎論Ⅰ
行動病理学基礎論

★ 行動病理学II
行動病理学基礎論Ⅱ
精神病理学入門

★ 心理学Ｉ
心理学概論A・心理学基礎論A
心理学ⅠA・ⅡA   こころの科学
臨床心理学入門

★ 心理学II
心理学概論B・心理学基礎論B
心理学ⅠB・ⅡＢ　　こころの科学

★ 精神病理学・精神分析学講読演習

★ 関係発達論II
関係発達論Ｂ
関係発達論の展開

★ 発達心理学基礎ゼミナール 発達心理学基礎ゼミナールＢ

★ Psychopathology I-E2

★ Psychoanalysis-E2

人間行動論 講義 前 3-4 2 2 柴田　 悠
人環
文学
文(院)

比較社会論 講義 前 3-4 2 2 社会情報論 科目名変更
人環
文学
文(院)

人間行動論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 柴田　 悠 ×

人間行動論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 柴田　 悠 ×

比較社会論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 社会情報論演習Ａ 科目名変更 ×

比較社会論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 朴　 沙羅 社会情報論演習Ｂ 科目名変更 ×

社会心理学演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 永田素彦 ×

社会心理学演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 永田素彦 ×

社会心理学（社会・集団・家族心理学） 講義 前 1-4 2 2 永田素彦 社会心理学

前期・後期リピート科目
H30年度より学部専門科目
（H29年度まで「社会心理学」として
全学共通科目で開講）

全共
教育

社会心理学（社会・集団・家族心理学） 講義 後 1-4 2 2 永田素彦 社会心理学

前期・後期リピート科目
H30年度より学部専門科目
（H29年度まで「社会心理学」として
全学共通科目で開講）

全共
教育

心理学研究法 講義 後 1 2 2

齋木　 潤■　 上田祥行
大倉得史　　　鈴木優佳
山本洋紀　　　黒島妃香
阿部修士

心理学研究法入門
心理学研究法演習

文学

心理学実験 実験 前 2-4 2 4
齋木　 潤　　  月浦　 崇
山本洋紀　　  永田素彦
大倉得史■

複数講義 ××

心理学概論 講義 前 1 2 2

永田素彦■　 神谷之康
蘆田　 宏　　　中島亮一
明地洋典　　　森口佑介
明和政子　　　山本真也
高橋雄介　　　内田由紀子
平田　 聡　　　松下姫歌
清重英矩

リレー講義
文学
教育

心理演習 演習 後 3-4 2 2
TAJAN，Nicolas Pierre■
船曳康子

人数制限（15名：文学部科目の履修
登録者を含む）

文学

グループ・ダイナミックス（産業・組織心理学） 講義 後 1-4 2 2 大門大朗（非） グループ・ダイナミックス
H31年度より学部専門科目
（H30年度まで「グループ・ダイナミッ
クス」として全学共通科目で開講）

全共

社会調査のための統計学 講義 後 2-4 2 2 伊藤理史（非）

人環
文学
文(院)
教育
教(院)

基礎演習：社会学I ゼミ 前 1-4 2 2 柴田　 悠
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙＡ
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：社会学II ゼミ 前 1-4 2 2
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙＡ
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：社会心理学 ゼミ 前 1-4 2 2 永田素彦 社会心理学基礎ゼミナールＡ ILASセミナーと同一科目 全共

★ 宗教学各論I（死生学）
神話学入門－神話と人間－
神話論Ⅰ

★ 宗教学各論II（死生学）
神話と現代
神話論Ⅱ

★ 社会学Ｉ 社会学基礎論

★ 社会学II 社会学基礎論

★ 社会学各論Ｉ 社会学基礎論

★ 社会学各論II 経験社会学Ⅱ

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
注）E2科目は、左記に英語で記載の科目に限り、主専攻科目・副専攻
科目として認定されます。

人
間
形
成
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会
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論

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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★ 精神病理学Ｉ 精神保健学基礎論Ａ

★ 精神分析学 精神分析学基礎論

★ 教育学Ｉ
教育学基礎論   現代教育論
教育学Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ

★ 教育学II
教育学基礎論  教育的関係論入門

現代教育論
教育学Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ

★ 教育学基礎ゼミナール 教育学基礎ゼミナールＢ･Ⅱ

★ ジェンダー論基礎ゼミナール ジェンダー論基礎ゼミナールＢ・Ⅱ

★ 行動病理学Ｉ
行動病理学基礎論Ⅰ
行動病理学基礎論

★ 行動病理学II
行動病理学基礎論Ⅱ
精神病理学入門

★ 心理学Ｉ
心理学概論A・心理学基礎論A
心理学ⅠA・ⅡA   こころの科学
臨床心理学入門

★ 心理学II
心理学概論B・心理学基礎論B
心理学ⅠB・ⅡＢ　　こころの科学

★ 精神病理学・精神分析学講読演習

★ 関係発達論II
関係発達論Ｂ
関係発達論の展開

★ 発達心理学基礎ゼミナール 発達心理学基礎ゼミナールＢ

★ Psychopathology I-E2

★ Psychoanalysis-E2

人間行動論 講義 前 3-4 2 2 柴田　 悠
人環
文学
文(院)

比較社会論 講義 前 3-4 2 2 社会情報論 科目名変更
人環
文学
文(院)

人間行動論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 柴田　 悠 ×

人間行動論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 柴田　 悠 ×

比較社会論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 社会情報論演習Ａ 科目名変更 ×

比較社会論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 朴　 沙羅 社会情報論演習Ｂ 科目名変更 ×

社会心理学演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 永田素彦 ×

社会心理学演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 永田素彦 ×

社会心理学（社会・集団・家族心理学） 講義 前 1-4 2 2 永田素彦 社会心理学

前期・後期リピート科目
H30年度より学部専門科目
（H29年度まで「社会心理学」として
全学共通科目で開講）

全共
教育

社会心理学（社会・集団・家族心理学） 講義 後 1-4 2 2 永田素彦 社会心理学

前期・後期リピート科目
H30年度より学部専門科目
（H29年度まで「社会心理学」として
全学共通科目で開講）

全共
教育

心理学研究法 講義 後 1 2 2

齋木　 潤■　 上田祥行
大倉得史　　　鈴木優佳
山本洋紀　　　黒島妃香
阿部修士

心理学研究法入門
心理学研究法演習

文学

心理学実験 実験 前 2-4 2 4
齋木　 潤　　  月浦　 崇
山本洋紀　　  永田素彦
大倉得史■

複数講義 ××

心理学概論 講義 前 1 2 2

永田素彦■　 神谷之康
蘆田　 宏　　　中島亮一
明地洋典　　　森口佑介
明和政子　　　山本真也
高橋雄介　　　内田由紀子
平田　 聡　　　松下姫歌
清重英矩

リレー講義
文学
教育

心理演習 演習 後 3-4 2 2
TAJAN，Nicolas Pierre■
船曳康子

人数制限（15名：文学部科目の履修
登録者を含む）

文学

グループ・ダイナミックス（産業・組織心理学） 講義 後 1-4 2 2 大門大朗（非） グループ・ダイナミックス
H31年度より学部専門科目
（H30年度まで「グループ・ダイナミッ
クス」として全学共通科目で開講）

全共

社会調査のための統計学 講義 後 2-4 2 2 伊藤理史（非）

人環
文学
文(院)
教育
教(院)

基礎演習：社会学I ゼミ 前 1-4 2 2 柴田　 悠
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙＡ
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：社会学II ゼミ 前 1-4 2 2
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙＡ
社会学基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：社会心理学 ゼミ 前 1-4 2 2 永田素彦 社会心理学基礎ゼミナールＡ ILASセミナーと同一科目 全共

★ 宗教学各論I（死生学）
神話学入門－神話と人間－
神話論Ⅰ

★ 宗教学各論II（死生学）
神話と現代
神話論Ⅱ

★ 社会学Ｉ 社会学基礎論

★ 社会学II 社会学基礎論

★ 社会学各論Ｉ 社会学基礎論

★ 社会学各論II 経験社会学Ⅱ

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
注）E2科目は、左記に英語で記載の科目に限り、主専攻科目・副専攻
科目として認定されます。
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左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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★ 社会学基礎ゼミナールＩ
社会学基礎ゼミナールB
社会学基礎ゼミナールⅢ

★ 社会学基礎ゼミナールII
社会学基礎ゼミナールB
社会学基礎ゼミナールⅣ

★ 心理学Ｉ
心理学概論A・心理学基礎論A
心理学ⅠA・ⅡA   こころの科学
臨床心理学入門

★ 心理学II
心理学概論B・心理学基礎論B
心理学ⅠB・ⅡＢ　　こころの科学

★ 社会心理学基礎ゼミナール 社会心理学基礎ゼミナールＢ

動態映画文化論ⅠＡ 動態映画文化論Ａ
人環
文学

文(院)

動態映画文化論ⅠＢ 講義 後 2-4 2 2 木下千花 ● 動態映画文化論Ｂ
人環
文学

文(院)

動態映画文化論ⅡＡ 講義 前 2-4 2 2 仁井田千絵 ● 動態映画文化論Ａ
人環
文学

文(院)

動態映画文化論ⅡＢ 講義 後 2-4 2 2 仁井田千絵 ● 動態映画文化論Ｂ
人環
文学

文(院)

動態映画文化論演習ⅠＡ 演習 前 3-4 2 2 木下千花■　　仁井田千絵 ● 動態映画文化論演習Ａ 人環

動態映画文化論演習ⅡＢ 演習 後 3-4 2 2 仁井田千絵■　　木下千花 ● 動態映画文化論演習Ｂ 人環

制度・生活文化史 講義 前 2-4 2 2 菅　 利恵 ●
制度・生活文化史ⅡＡ
制度・生活文化史Ａ

人環

音楽文化論講義　（廃止） 講義 前 2-4 2 2 ●
制度・生活文化史ⅡＢ
制度・生活文化史Ｂ

人環

音楽文化論講義（西洋音楽史Ａ） 講義 前 1-4 2 2 菅沼起一（非） 新設科目 人環

音楽文化論講義（西洋音楽史Ｂ） 講義 後 1-4 2 2 上田泰史■　　浅井佑太 新設科目 人環

音楽文化論演習 演習 前 3-4 2 2 上田泰史 ● 人環

音楽文化論実習（基礎Ａ） 実習 前 1-4 2 2 上田泰史■　 妹背佑香（非） 新設科目 人環

音楽文化論実習（基礎Ｂ） 実習 後 1-4 2 2 上田泰史■　 妹背佑香（非） 新設科目 人環

音楽文化論実習（和声Ａ） 実習 前 1-4 2 2 上田泰史■　 妹背佑香（非） 新設科目 人環

音楽文化論実習（和声Ｂ） 実習 後 1-4 2 2 上田泰史■　 妹背佑香（非） 新設科目 人環

音楽文化論特殊講義（西洋の音楽Ａ） 講義 前 2-4 2 2 浅井佑太 ● 新設科目
人環
文学

文(院)

音楽文化論特殊講義（西洋の音楽Ｂ） 講義 後 2-4 2 2 浅井佑太 ● 新設科目
人環
文学

文(院)

音楽の理論と分析I（実習） 実習 後 1-4 2 2 菅沼起一（非） ● 新設科目 人環

音楽の理論と分析II（講義） 講義 後 1-4 2 2 小寺未知留（非） 新設科目 人環

音楽の理論と分析III（講義） 講義 前集 1-4 2 2 鷲野彰子（非）■　高橋　舞（非） 新設科目 人環

音楽メディア論 講義 前 2-4 2 2 谷口文和（非） 新設科目
人環
文学

文(院)

映像と音楽（制作実習） 実習 前集 1-4 2 2 木下千花■　 七里　 圭（非） ● 新設科目 人環

音楽社会論講義 講義 後 1-4 2 2 森谷理紗 新設科目 人環

音楽民族学講義 講義 後 1-4 2 2
上田泰史■　　 梶丸　 岳
鈴木麻菜美

新設科目 人環

西洋音楽美学概説 講義 後 1-4 2 2 大愛崇晴（非） 新設科目 人環

音楽心理学概説 講義 後 1-4 2 2 正田　 悠（非） 新設科目 人環

音楽文化論実習　（廃止） 実習 前 1-4 2 2 ● 人環

西洋音楽史講義　（廃止） 講義 後 1-4 2 2 ●

制度・生活文化史演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 菅　 利恵 ● 制度・生活文化史演習ⅡＡ

制度・生活文化史演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 菅　 利恵 ● 制度・生活文化史演習ⅡＢ 人環

メディア・スタディーズ 講義 後 2-4 2 2 雑賀広海（非） ●
メディア・スタディーズⅠＢ
メディア・スタディーズＢ

人環
文学

文(院)

メディア文化学（特殊講義） 講義 後 2-4 2 2
人環
文学

文(院)

自己存在論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 安部　 浩 自己存在論Ａ 全共

自己存在論Ⅱ 講義 後 2-4 2 2 安部　 浩 自己存在論Ｂ 全共

自己存在論演習Ⅰ 演習 前 3-4 2 2 安部　 浩 ● 自己存在論演習Ａ 人環

自己存在論演習Ⅱ 演習 後 3-4 2 2 安部　 浩 ● 自己存在論演習Ｂ
人環
文学
文(院)

認識人間学Ⅰ 講義 前 1-4 2 2 青山拓央 認識人間学Ａ 全共

認識人間学Ⅱ 講義 後 1-4 2 2 青山拓央 認識人間学Ｂ 全共

認識人間学演習Ⅰ 演習 前 3-4 2 2 青山拓央 ●
認識人間学演習ⅠＡ
認識人間学演習Ａ

人環

認識人間学演習Ⅱ 演習 後 3-4 2 2 青山拓央 ●
認識人間学演習ⅠＢ
認識人間学演習Ｂ

人環

哲学・文化史Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 戸田剛文 哲学・文化史A Ｒ５より重複履修不可 全共

哲学・文化史Ⅱ 講義 後 2-4 2 2 戸田剛文 哲学・文化史B  Ｒ５より重複履修不可 全共

哲学・文化史演習Ⅰ 演習 前 3-4 2 2 戸田剛文 ●
認識人間学演習ⅡＡ
哲学・文化史演習A

人環

哲学・文化史演習Ⅱ 演習 後 3-4 2 2 戸田剛文 ●
認識人間学演習ⅡＢ
哲学・文化史演習B

人環
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左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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人間実践論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 佐藤義之 人間実践論Ａ 全共

人間実践論Ⅱ  講義 後 2-4 2 2 佐藤義之 人間実践論Ｂ  全共

人間実践論演習Ⅰ 演習 前 3-4 2 2 佐藤義之 ● 人間実践論演習Ａ
人環
文学
文(院)

人間実践論演習Ⅱ 演習 後 3-4 2 2 佐藤義之 ● 人間実践論演習Ｂ
人環
文学
文(院)

人間存在論特別演習 演習 後 4 4 4
佐藤義之■　　安部 　浩
戸田剛文　 　　青山拓央

×

基礎演習：哲学 ゼミ 前 1-4 2 2 戸田剛文
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠＡ
哲学基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：倫理学 ゼミ 前 1-4 2 2 佐藤義之
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡＡ
倫理学基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：西洋思想史 ゼミ 前 1-4 2 2 安部　 浩
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢＡ
西洋思想史基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：科学論 ゼミ 前 1-4 2 2 青山拓央
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅤＡ
科学論基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

★ 哲学Ｉ 哲学基礎論Ⅰ

★ 哲学II 哲学基礎論Ⅱ

★ 倫理学Ｉ 倫理学基礎論Ⅰ

★ 倫理学II 倫理学基礎論Ⅱ

★ 論理学Ｉ 論理学基礎論Ⅰ

★ 論理学II 論理学基礎論Ⅱ

★ 西洋社会思想史Ｉ 西洋社会思想史基礎論Ⅰ

★ 西洋社会思想史II 西洋社会思想史基礎論Ⅱ

★ 宗教学Ｉ H27年度修得分より認定

★ 宗教学II H27年度修得分より認定

★ 科学論Ｉ 科学論・科学史基礎論Ⅰ

★ 科学論II 科学論・科学史基礎論Ⅱ

★ 哲学基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠＢ
哲学基礎ゼミナールⅡ

★ 倫理学基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡＢ
倫理学基礎ゼミナールⅡ

★ 西洋思想史基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢＢ
西洋思想史基礎ゼミナールⅡ

★ 科学論基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅤＢ
科学論基礎ゼミナールⅡ

創造行為論演習A 演習 前 3-4 2 2 武田宙也 ● 創造行為論演習ⅡＡ 人環

創造行為論演習B 演習 後 3-4 2 2 武田宙也 ● 創造行為論演習ⅡＢ 人環

創造行為論講読演習 演習 後 1-4 2 2 武田宙也 ●
創造行為論講読演習Ｂ
創造行為論講読演習II

全共

近代芸術論Ａ 講義 前 1-4 2 2 植田彩芳子（非） 【隔年開講】 全共

近代芸術論Ｂ 講義 後 1-4 2 2 【隔年開講】 全共

近代芸術論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 上村　 博（非）

近代芸術論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 鯖江秀樹（非）

舞台芸術論Ａ 講義 前 1-4 2 2 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

舞台芸術論Ｂ 講義 前 1-4 2 2 桒山智成 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

舞台芸術論演習Ａ 演習 後 1-4 2 2 桒山智成 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

舞台芸術論演習Ｂ 演習 後 1-4 2 2 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

創造ルネッサンス論Ａ 講義 前 2-4 2 2 田口かおり 全共

創造ルネッサンス論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 田口かおり 全共

創造ルネッサンス演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 田口かおり ●

創造ルネッサンス演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 田口かおり ●

英米文学入門 ゼミ 前 1-4 2 2
Ｈ31より重複履修不可
基礎ゼミナール科目として扱う

基礎演習：美の思想 ゼミ 前 1-4 2 2 武田宙也
創造行為論講読演習Ａ
創造行為論講読演習Ⅰ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：西洋美術の歴史 ゼミ 前 1-4 2 2 田口かおり 創造ﾙﾈｯｻﾝｽ論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙＡ ILASセミナーと同一科目 全共

★ 芸術学Ｉ
芸術学基礎論Ⅰ
芸術学基礎論II
芸術学Ⅰ・芸術学Ⅲ

★ 芸術学II
現代芸術基礎論
イタリア美術基礎論
芸術学Ⅱ・芸術学Ⅳ

★ 創造行為総論Ａ 創造行為総論（基礎篇）

★ 創造行為総論Ｂ 創造行為総論（応用篇）

★ 音楽芸術論Ｉ 音楽芸術論Ａ

★ 音楽芸術論II 音楽芸術論Ｂ

★ 東洋美術史Ｉ 東洋美術史Ａ

★ 東洋美術史II 東洋美術史Ｂ

★ 創造ルネッサンス論基礎ゼミナール 創造ﾙﾈｯｻﾝｽ論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙB

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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人間実践論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 佐藤義之 人間実践論Ａ 全共

人間実践論Ⅱ  講義 後 2-4 2 2 佐藤義之 人間実践論Ｂ  全共

人間実践論演習Ⅰ 演習 前 3-4 2 2 佐藤義之 ● 人間実践論演習Ａ
人環
文学
文(院)

人間実践論演習Ⅱ 演習 後 3-4 2 2 佐藤義之 ● 人間実践論演習Ｂ
人環
文学
文(院)

人間存在論特別演習 演習 後 4 4 4
佐藤義之■　　安部 　浩
戸田剛文　 　　青山拓央

×

基礎演習：哲学 ゼミ 前 1-4 2 2 戸田剛文
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠＡ
哲学基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：倫理学 ゼミ 前 1-4 2 2 佐藤義之
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡＡ
倫理学基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：西洋思想史 ゼミ 前 1-4 2 2 安部　 浩
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢＡ
西洋思想史基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：科学論 ゼミ 前 1-4 2 2 青山拓央
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅤＡ
科学論基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

★ 哲学Ｉ 哲学基礎論Ⅰ

★ 哲学II 哲学基礎論Ⅱ

★ 倫理学Ｉ 倫理学基礎論Ⅰ

★ 倫理学II 倫理学基礎論Ⅱ

★ 論理学Ｉ 論理学基礎論Ⅰ

★ 論理学II 論理学基礎論Ⅱ

★ 西洋社会思想史Ｉ 西洋社会思想史基礎論Ⅰ

★ 西洋社会思想史II 西洋社会思想史基礎論Ⅱ

★ 宗教学Ｉ H27年度修得分より認定

★ 宗教学II H27年度修得分より認定

★ 科学論Ｉ 科学論・科学史基礎論Ⅰ

★ 科学論II 科学論・科学史基礎論Ⅱ

★ 哲学基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠＢ
哲学基礎ゼミナールⅡ

★ 倫理学基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡＢ
倫理学基礎ゼミナールⅡ

★ 西洋思想史基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢＢ
西洋思想史基礎ゼミナールⅡ

★ 科学論基礎ゼミナール
人間存在論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅤＢ
科学論基礎ゼミナールⅡ

創造行為論演習A 演習 前 3-4 2 2 武田宙也 ● 創造行為論演習ⅡＡ 人環

創造行為論演習B 演習 後 3-4 2 2 武田宙也 ● 創造行為論演習ⅡＢ 人環

創造行為論講読演習 演習 後 1-4 2 2 武田宙也 ●
創造行為論講読演習Ｂ
創造行為論講読演習II

全共

近代芸術論Ａ 講義 前 1-4 2 2 植田彩芳子（非） 【隔年開講】 全共

近代芸術論Ｂ 講義 後 1-4 2 2 【隔年開講】 全共

近代芸術論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 上村　 博（非）

近代芸術論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 鯖江秀樹（非）

舞台芸術論Ａ 講義 前 1-4 2 2 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

舞台芸術論Ｂ 講義 前 1-4 2 2 桒山智成 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

舞台芸術論演習Ａ 演習 後 1-4 2 2 桒山智成 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

舞台芸術論演習Ｂ 演習 後 1-4 2 2 ● 【隔年開講】　対象回生変更 人環

創造ルネッサンス論Ａ 講義 前 2-4 2 2 田口かおり 全共

創造ルネッサンス論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 田口かおり 全共

創造ルネッサンス演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 田口かおり ●

創造ルネッサンス演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 田口かおり ●

英米文学入門 ゼミ 前 1-4 2 2
Ｈ31より重複履修不可
基礎ゼミナール科目として扱う

基礎演習：美の思想 ゼミ 前 1-4 2 2 武田宙也
創造行為論講読演習Ａ
創造行為論講読演習Ⅰ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：西洋美術の歴史 ゼミ 前 1-4 2 2 田口かおり 創造ﾙﾈｯｻﾝｽ論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙＡ ILASセミナーと同一科目 全共

★ 芸術学Ｉ
芸術学基礎論Ⅰ
芸術学基礎論II
芸術学Ⅰ・芸術学Ⅲ

★ 芸術学II
現代芸術基礎論
イタリア美術基礎論
芸術学Ⅱ・芸術学Ⅳ

★ 創造行為総論Ａ 創造行為総論（基礎篇）

★ 創造行為総論Ｂ 創造行為総論（応用篇）

★ 音楽芸術論Ｉ 音楽芸術論Ａ

★ 音楽芸術論II 音楽芸術論Ｂ

★ 東洋美術史Ｉ 東洋美術史Ａ

★ 東洋美術史II 東洋美術史Ｂ

★ 創造ルネッサンス論基礎ゼミナール 創造ﾙﾈｯｻﾝｽ論基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙB

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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英米文芸表象論講義Ａ   講義 前 1-4 2 2 吉田恭子 ●

英米文芸表象論講義Ｂ   講義 後 1-4 2 2 吉田恭子 ●

英米文芸表象論演習Ａ 演習 前集 4 2 2 吉田恭子 英米文芸表象論演習ⅡＡ ×

英米文芸表象論演習Ａ 演習 前集 4 2 2 小島基洋 英米文芸表象論演習ⅡＡ ×

英米文芸表象論演習Ｂ 演習 後集 4 2 2 吉田恭子 英米文芸表象論演習ⅡＢ ×

英米文芸表象論演習Ｂ 演習 後集 4 2 2 小島基洋 英米文芸表象論演習ⅡＢ ×

英米文芸表象論講読ⅠＡ 演習 前 1-4 2 2 小島基洋 ● 人環

英米文芸表象論講読ⅠＢ 演習 後 1-4 2 2 小島基洋 ●

英米文芸表象論講読ⅡＡ 演習 前 1-4 2 2 矢倉喬士（非） ●

英米文芸表象論講読ⅡＢ 演習 後 1-4 2 2 ●

英米文学入門 ゼミ 前 1-4 2 2
Ｈ31より重複履修不可
基礎ゼミナール科目として扱う

ドイツ文芸表象論講義Ａ 講義 前 2-4 2 2 須藤秀平 ●

ドイツ文芸表象論講義Ｂ 講義 後 2-4 2 2 須藤秀平 ●

ドイツ文芸表象論演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 須藤秀平 ●

ドイツ文芸表象論演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 須藤秀平 ●

ドイツ文芸表象論講読Ａ 演習 前 2-4 2 2 ●

ドイツ文芸表象論講読Ｂ 演習 後 2-4 2 2 ● 人環

言語芸術論講義 講義 前 3-4 2 2 霜田洋祐 ● 人環

イタリア言語文化論演習Ⅰ 演習 前 3-4 2 2 霜田洋祐 ●
人環
文学
文(院)

イタリア言語文化論演習Ⅱ 演習 後 3-4 2 2 霜田洋祐 ●
人環
文学
文(院)

文
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●●　　主主専専攻攻科科目目表表

【【  注注意意事事項項  】】

     ＊学部科目・・・総合人間学部の専門科目

　　・今年度の不開講科目は、授業科目名の背景を”ｸﾞﾚｰ色”で表示

　　・●　・・・重複履修が認められている科目（一度すでに単位修得した科目を再度修得した場合に卒業単位として認められる。）

　　・■　・・・授業科目の代表を担当する教員

　　・（非）・・・非常勤講師

　  ＊他学部聴講の欄について

　　　　空白・・・他学部学生の聴講が可能な科目

　　　　印　・・・他学部学生の聴講が可能な科目（ただし授業担当教員の承認印を必要とする。）

　　　　×　・・・他学部学生の聴講が不可能な科目

　  ＊共通開設部局の欄について

　　　　全共・・・全学共通科目として全学に提供している科目（注：他部局学生はKULASISより全学共通科目で履修登録。但し、公認心理師科目を除く。）
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認知・行動・健康科学入門 講義 後 1-2 2 2

齋木　 潤　　　小村　 豊
月浦　 崇　 　 内田由紀子
山本洋紀　　　神﨑素樹
久代恵介■　 萩生翔大
林 　達也　　　船曳康子
江川達郎　　　熊田孝恒
中島亮一　　　森山真衣

認知・行動科学入門 リレー講義 人環

数理・情報科学入門 講義 前 1-2 2 2

足立匡義　　　上木直昌
木坂正史　　　櫻川貴司
角　 大輝　　　立木秀樹■
林　 雅行　　　日置尋久
DE BRECHT, Matthew
THIES, Holger

数理情報論入門 リレー講義 人環

言語科学入門 講義 前 1-2 2 2

谷口一美　 　 河﨑　 靖
西山教行　　　守田貴弘
西脇麻衣子　 堀口大樹
中森誉之■ 　柿原武史
PETERSON, Mark
GINSBURG, Jason

リレー講義 人環

システム脳科学 講義 前 2-4 2 2 小村　 豊 ●
認知機能論
認知機能論Ⅰ

【隔年開講】 人環

システム脳科学演習 演習 後 2-4 2 2 小村　 豊 ●
認知機能論演習
認知機能論演習Ⅰ

【隔年開講】 人環

脳と心の生命機能ゼミナールⅠ ゼミ 前 2-4 2 2 小村　 豊 ●

認知機能論ゼミA
認知機能論ゼミⅠＡ
脳と心の計算論ゼミA
脳と心の生物学A

全共

脳と心の生命機能ゼミナールⅡ ゼミ 後 2-4 2 2 小村　 豊 ●

認知機能論ゼミB
認知機能論ゼミⅠＢ
脳と心の計算論ゼミB
脳と心の生物学Ｂ

全共

視覚認識論 講義 前 2-4 2 2 認知機能論Ⅱ 【隔年開講】

視覚認識論演習 演習 後 2-4 2 2 認知機能論演習Ⅱ 【隔年開講】

視覚認識論ゼミＡ ゼミ 前 3-4 2 2 齋木　 潤 ● 人環

視覚認識論ゼミＢ ゼミ 後 3-4 2 2 齋木　 潤 ●

視覚科学実験 実験 後 3-4 2 4 齋木　 潤■　 山本洋紀 視覚科学実験Ｂ ×

認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学） 講義 前 1-4 2 2 齋木　 潤 視覚科学Ａ　認知心理学Ⅰ
H30年度以降：学部専門科目
（H29年度以前：全学共通科目「認
知心理学Ⅰ」で開講）

全共
文学

認知心理学 II　（知覚・認知心理学） 講義 後 1-4 2 2 齋木　 潤 視覚科学Ｂ　認知心理学Ⅱ
H30年度以降：学部専門科目
（H29年度以前：全学共通科目「認
知心理学 II」で開講）

全共
文学

記憶機能論 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

記憶機能論演習 演習 後 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

記憶神経科学ゼミA ゼミ 前 3-4 2 2 月浦　 崇 ●

記憶神経科学ゼミB ゼミ 後 3-4 2 2 月浦　 崇 ●

神経心理学I （神経・生理心理学） 講義 前 1-4 2 2 月浦　 崇
認知神経心理学A
神経心理学Ⅰ

H30年度以降：学部専門科目
（H29年度以前：全学共通科目「神
経心理学I」で開講）

全共
文学

神経心理学II （神経・生理心理学） 講義 後 1-4 2 2 月浦　 崇
認知神経心理学B
神経心理学Ⅱ

H30年度以降：学部専門科目
（H29年度以前：全学共通科目「神
経心理学II」で開講）

全共
文学

応用認知心理学 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】

応用認知心理学演習 演習 後 2-4 2 2 【隔年開講】

心理情報学 講義 前 2-4 2 2 熊田孝恒 【隔年開講】　新設科目

心理情報学演習 演習 後 2-4 2 2 熊田孝恒 【隔年開講】　新設科目

心理情報学ゼミＡ ゼミ 前 3-4 2 2 熊田孝恒■　 中島亮一 ●

心理情報学ゼミＢ ゼミ 後 3-4 2 2 中島亮一■　 熊田孝恒 ●

入
門
科
目
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学
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心理学研究法 講義 後 1 2 2

齋木　 潤■　 上田祥行
大倉得史　　　鈴木優佳
山本洋紀　　　黒島妃香
阿部修士

心理学研究法入門
心理学研究法演習

文学

心理学実験 実験 前 2-4 2 4
齋木　 潤　　　月浦　 崇
山本洋紀　　　永田素彦
大倉得史■

複数講義 ××

心理学概論 講義 前 1 2 2

永田素彦■　 神谷之康
蘆田　 宏　　　中島亮一
明地洋典　　　森口佑介
明和政子　　　山本真也
高橋雄介　　　内田由紀子
平田　 聡　　　松下姫歌
清重英矩

リレー講義
文学
教育

グループ・ダイナミックス（産業・組織心理学） 講義 後 1-4 2 2 大門大朗（非）
H31年度より学部専門科目
（H30年度まで「グループ・ダイナミッ
クス」として全学共通科目で開講）

全共

生活習慣と生体機能障害（人体の構造と機能及び疾病） 講義 前 1-4 2 2 林　 達也
代謝機能論Ⅱ
生活習慣と生体機能障害

前期・後期リピート科目 全共

生活習慣と生体機能障害（人体の構造と機能及び疾病） 講義 後 1-4 2 2 林　 達也
代謝機能論Ⅱ
生活習慣と生体機能障害

前期・後期リピート科目 全共

応用運動医科学ゼミ ゼミ 後 1-4 2 2 林　 達也 代謝機能論ゼミⅡA

分子運動医科学ゼミ ゼミ 前 1-4 2 2 林　 達也 代謝機能論ゼミⅡB

精神保健福祉概論（関係行政論） 講義 前 1-4 2 2 船曳康子 精神保健福祉概論 前期・後期リピート科目 全共

精神保健福祉概論（関係行政論） 講義 後 1-4 2 2 船曳康子 精神保健福祉概論 前期・後期リピート科目 全共

心の発達と問題行動の理解（司法・犯罪心理学） ゼミ 後 1-4 2 2 船曳康子 発達行動学ゼミ 全共

運動制御ゼミA ゼミ 前 3-4 2 2
神崎素樹■　 萩生翔大
森山真衣

運動制御ゼミⅠＡ
運動機能論ゼミⅠA

運動制御ゼミB ゼミ 後 3-4 2 2
神崎素樹■　 萩生翔大
森山真衣

運動制御ゼミⅠＢ
運動機能論ゼミⅠB

運動の生理学 講義 前 1-4 2 2 神崎素樹 前期・後期リピート科目 全共

運動の生理学 講義 後 1-4 2 2 神崎素樹 前期・後期リピート科目 全共

身体運動学 講義 前 1-4 2 2 久代恵介 運動のしくみ 人環

行動制御実験演習 実験 前集 3-4 2 4 久代恵介

スポーツ心理学 講義 前 1-4 2 2 久代恵介 前期・後期リピート科目 全共

スポーツ心理学 講義 後 1-4 2 2 久代恵介 前期・後期リピート科目 全共

行動制御ゼミA ゼミ 前 3-4 2 2 久代恵介 ● 令和7年度より重複履修可

行動制御ゼミB ゼミ 後 3-4 2 2 久代恵介 ● 令和7年度より重複履修可

身体運動の適応と学習 講義 前 1-4 2 2 萩生翔大 前期・後期リピート科目 全共

身体運動の適応と学習 講義 後 1-4 2 2 萩生翔大 前期・後期リピート科目 全共

認知科学実験 実験 前 3-4 1 2
齋木　 潤　　　小村　 豊
月浦　 崇■　 山本洋紀

認知・行動科学実験Ⅰ（認知科学実験） ×

心理演習 演習 後 3-4 2 2
TAJAN，Nicolas Pierre■
船曳康子

人数制限（15名：文学部科目の履修
登録者を含む）

文学

分子スポーツ科学 講義 前 1-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目 全共

アダプテッド・スポーツ演習 演習 後 1-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目 全共

分子運動適応学ゼミＡ ゼミ 前 3-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目

分子運動適応学ゼミＢ ゼミ 後 3-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目

基礎演習：視覚科学 ゼミ 前 1-4 2 2 齋木　 潤 視覚科学基礎ゼミナールＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：神経心理学 ゼミ 前 1-4 2 2 月浦　 崇 認知神経心理学基礎ゼミナールA ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：心の発達ゼミ ゼミ 前 1-4 2 2 船曳康子 ILASセミナーと同一科目 全共

★ 神経科学の基礎

★ 運動科学Ｉ 運動科学

★ 体力医科学

★ 健康科学Ｉ 健康科学

★ 健康心理学Ｉ

★ 視覚科学基礎ゼミナール 視覚科学基礎ゼミナールＢ

★ 神経心理学基礎ゼミナール 認知神経心理学基礎ゼミナールB

数理現象論Ａ 講義 前 2-4 2 2 林　 雅行 ● 【隔年開講】 人環

数理現象論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 上木直昌 ● 【隔年開講】 人環

数理構造論Ａ 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

数理構造論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

数理科学ゼミナール ゼミ 前 2-4 2 2 角　 大輝 ●

数理科学特論Ⅰ 講義 後集 2-4 2 2 ⅠⅡⅢの一つを開講 人環

数理科学特論Ⅱ 講義 後集 2-4 2 2 ⅠⅡⅢの一つを開講 人環

数理科学特論Ⅲ 講義 後集 2-4 2 2 ⅠⅡⅢの一つを開講 人環

複素解析 講義 前 2-4 2 2 複素解析B 【隔年開講】

実解析Ａ 講義 前 2-4 2 2 足立匡義 【隔年開講】

実解析Ｂ 講義 後 2-4 2 2 足立匡義 【隔年開講】 人環

計算機科学の基礎Ａ 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

計算機科学の基礎Ｂ 講義 後 2-4 2 2 DE BRECHT，Matthew 【隔年開講】 人環

機械学習の基礎 講義 前 2-4 2 2 櫻川貴司 【隔年開講】 人環

人工知能 講義 後 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

計算論 講義 前 2-4 2 2 計算論Ａ 【隔年開講】 人環

計算と位相 講義 後 1-4 2 2 立木秀樹 計算論Ｂ
R5年度より全学共通科目「数学探
訪Ｉ」と共通開講

全共
人環

情報処理の方法と演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 情報処理の方法と演習ⅡＡ 【隔年開講】

情報処理の方法と演習Ｂ 演習 前 2-4 2 2 櫻川貴司 情報処理の方法と演習ⅡＢ 【隔年開講】

数
理
情
報
論

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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心理学研究法 講義 後 1 2 2

齋木　 潤■　 上田祥行
大倉得史　　　鈴木優佳
山本洋紀　　　黒島妃香
阿部修士

心理学研究法入門
心理学研究法演習

文学

心理学実験 実験 前 2-4 2 4
齋木　 潤　　　月浦　 崇
山本洋紀　　　永田素彦
大倉得史■

複数講義 ××

心理学概論 講義 前 1 2 2

永田素彦■　 神谷之康
蘆田　 宏　　　中島亮一
明地洋典　　　森口佑介
明和政子　　　山本真也
高橋雄介　　　内田由紀子
平田　 聡　　　松下姫歌
清重英矩

リレー講義
文学
教育

グループ・ダイナミックス（産業・組織心理学） 講義 後 1-4 2 2 大門大朗（非）
H31年度より学部専門科目
（H30年度まで「グループ・ダイナミッ
クス」として全学共通科目で開講）

全共

生活習慣と生体機能障害（人体の構造と機能及び疾病） 講義 前 1-4 2 2 林　 達也
代謝機能論Ⅱ
生活習慣と生体機能障害

前期・後期リピート科目 全共

生活習慣と生体機能障害（人体の構造と機能及び疾病） 講義 後 1-4 2 2 林　 達也
代謝機能論Ⅱ
生活習慣と生体機能障害

前期・後期リピート科目 全共

応用運動医科学ゼミ ゼミ 後 1-4 2 2 林　 達也 代謝機能論ゼミⅡA

分子運動医科学ゼミ ゼミ 前 1-4 2 2 林　 達也 代謝機能論ゼミⅡB

精神保健福祉概論（関係行政論） 講義 前 1-4 2 2 船曳康子 精神保健福祉概論 前期・後期リピート科目 全共

精神保健福祉概論（関係行政論） 講義 後 1-4 2 2 船曳康子 精神保健福祉概論 前期・後期リピート科目 全共

心の発達と問題行動の理解（司法・犯罪心理学） ゼミ 後 1-4 2 2 船曳康子 発達行動学ゼミ 全共

運動制御ゼミA ゼミ 前 3-4 2 2
神崎素樹■　 萩生翔大
森山真衣

運動制御ゼミⅠＡ
運動機能論ゼミⅠA

運動制御ゼミB ゼミ 後 3-4 2 2
神崎素樹■　 萩生翔大
森山真衣

運動制御ゼミⅠＢ
運動機能論ゼミⅠB

運動の生理学 講義 前 1-4 2 2 神崎素樹 前期・後期リピート科目 全共

運動の生理学 講義 後 1-4 2 2 神崎素樹 前期・後期リピート科目 全共

身体運動学 講義 前 1-4 2 2 久代恵介 運動のしくみ 人環

行動制御実験演習 実験 前集 3-4 2 4 久代恵介

スポーツ心理学 講義 前 1-4 2 2 久代恵介 前期・後期リピート科目 全共

スポーツ心理学 講義 後 1-4 2 2 久代恵介 前期・後期リピート科目 全共

行動制御ゼミA ゼミ 前 3-4 2 2 久代恵介 ● 令和7年度より重複履修可

行動制御ゼミB ゼミ 後 3-4 2 2 久代恵介 ● 令和7年度より重複履修可

身体運動の適応と学習 講義 前 1-4 2 2 萩生翔大 前期・後期リピート科目 全共

身体運動の適応と学習 講義 後 1-4 2 2 萩生翔大 前期・後期リピート科目 全共

認知科学実験 実験 前 3-4 1 2
齋木　 潤　　　小村　 豊
月浦　 崇■　 山本洋紀

認知・行動科学実験Ⅰ（認知科学実験） ×

心理演習 演習 後 3-4 2 2
TAJAN，Nicolas Pierre■
船曳康子

人数制限（15名：文学部科目の履修
登録者を含む）

文学

分子スポーツ科学 講義 前 1-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目 全共

アダプテッド・スポーツ演習 演習 後 1-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目 全共

分子運動適応学ゼミＡ ゼミ 前 3-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目

分子運動適応学ゼミＢ ゼミ 後 3-4 2 2 江川達郎 ● 新設科目

基礎演習：視覚科学 ゼミ 前 1-4 2 2 齋木　 潤 視覚科学基礎ゼミナールＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：神経心理学 ゼミ 前 1-4 2 2 月浦　 崇 認知神経心理学基礎ゼミナールA ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：心の発達ゼミ ゼミ 前 1-4 2 2 船曳康子 ILASセミナーと同一科目 全共

★ 神経科学の基礎

★ 運動科学Ｉ 運動科学

★ 体力医科学

★ 健康科学Ｉ 健康科学

★ 健康心理学Ｉ

★ 視覚科学基礎ゼミナール 視覚科学基礎ゼミナールＢ

★ 神経心理学基礎ゼミナール 認知神経心理学基礎ゼミナールB

数理現象論Ａ 講義 前 2-4 2 2 林　 雅行 ● 【隔年開講】 人環

数理現象論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 上木直昌 ● 【隔年開講】 人環

数理構造論Ａ 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

数理構造論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

数理科学ゼミナール ゼミ 前 2-4 2 2 角　 大輝 ●

数理科学特論Ⅰ 講義 後集 2-4 2 2 ⅠⅡⅢの一つを開講 人環

数理科学特論Ⅱ 講義 後集 2-4 2 2 ⅠⅡⅢの一つを開講 人環

数理科学特論Ⅲ 講義 後集 2-4 2 2 ⅠⅡⅢの一つを開講 人環

複素解析 講義 前 2-4 2 2 複素解析B 【隔年開講】

実解析Ａ 講義 前 2-4 2 2 足立匡義 【隔年開講】

実解析Ｂ 講義 後 2-4 2 2 足立匡義 【隔年開講】 人環

計算機科学の基礎Ａ 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

計算機科学の基礎Ｂ 講義 後 2-4 2 2 DE BRECHT，Matthew 【隔年開講】 人環

機械学習の基礎 講義 前 2-4 2 2 櫻川貴司 【隔年開講】 人環

人工知能 講義 後 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

計算論 講義 前 2-4 2 2 計算論Ａ 【隔年開講】 人環

計算と位相 講義 後 1-4 2 2 立木秀樹 計算論Ｂ
R5年度より全学共通科目「数学探
訪Ｉ」と共通開講

全共
人環

情報処理の方法と演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 情報処理の方法と演習ⅡＡ 【隔年開講】

情報処理の方法と演習Ｂ 演習 前 2-4 2 2 櫻川貴司 情報処理の方法と演習ⅡＢ 【隔年開講】

数
理
情
報
論

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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数理科学論講究 演習 通集 4 8 4 各教員 数理情報論講究Ⅰ・Ⅱ ×

プログラミング演習(Lisp) 演習 前 1-4 4 4 櫻川貴司
情報学概論演習Ⅰ
情報科学のためのプログラミングⅠ

全共

プログラミング演習（Haskell） 演習 後 1-4 4 4 新井　潤（非）
情報処理の方法と演習Ⅰ
情報科学のためのプログラミングⅡ

プログラミング演習（Prolog）
【隔年開講】 全共

情報数学Ⅰ 講義 前 1-4 2 2 三好博之（非） 情報数学基礎論Ａ 全共

情報数学Ⅱ 講義 後 1-4 2 2 三好博之（非） 情報数学基礎論Ｂ 全共

基礎演習：Introduction to Logic, Proofs and Programs ゼミ 前 1-4 2 2 THIES, Holger ILASセミナーと同一科目 全共

★ 微分積分学Ａ

★ 微分積分学Ｂ

★ 微分積分学（講義・演義）Ａ

★ 微分積分学（講義・演義）Ｂ

★ 線形代数学Ａ

★ 線形代数学Ｂ

★ 線形代数学（講義・演義）Ａ

★ 線形代数学（講義・演義）Ｂ

★ 数理論理学Ａ

★ 数理論理学Ｂ

★ 線形代数学続論

★ 微分積分学続論Ｉ－ベクトル解析 微分積分学続論Ａ  

★ 微分積分学続論II－微分方程式 微分積分学続論Ｂ

★ 確率論基礎

★ 数理統計

☆ 非線型数学

☆ 応用数学セミナー 非線型数学セミナー 科目名変更

★ 関数論 函数論

☆ 数値計算の基礎

★ 情報基礎［全学向］
情報科学Ａ　情報の科学（全学向）／
情報学概論Ａ　情報の科学（理系向）

★ 情報ネットワーク 情報科学Ｂ、情報ネットワーク（全学向）

★ コンピュータグラフィックス実習

★ 情報基礎演習［全学向］
情報科学演習
コンピュータリテラシー演習

★ プログラミング演習（Ruby） プログラミングの基礎Ⅰ

★ プログラミング演習（Java） プログラミングの基礎Ⅱ

★ プログラミング演習（数理的応用）
数学とプログラミング
プログラミング演習（数学への応用）

★ Information Network-E2

言語構造機能論 講義 前 2-4 2 2 GINSBURG, Jason ●
言語構造論Ａ ・Ｂ
言語構造論

全共

言語構造機能論演習 演習 後 2-4 2 2 守田貴弘 ●
言語構造論演習Ａ ・Ｂ
言語構造論演習

文学

言語比較論 II 講義 前 2-4 2 2 河崎　 靖 ●
言語機能論Ａ・Ｂ
言語機能論

全共

言語比較論演習 II 演習 前 2-4 2 2 河崎　 靖 ●
言語機能論演習Ａ ・Ｂ
言語機能論演習

人環
文学

文(院)

言語認知論 講義 前 2-4 2 2 谷口一美 ● 言語認知論Ｂ、言語情報論Ⅱ 全共

言語認知論演習 演習 後 2-4 2 2 谷口一美 ● 言語認知論演習Ａ ・Ｂ
人環
文学
文(院)

言語比較論 I 講義 前 2-4 2 2 西脇麻衣子 ●
言語比較論Ａ ・Ｂ
言語比較論

全共
人環

言語比較論演習 I 演習 前 2-4 2 2 堀口大樹 ●
言語比較論演習Ａ・Ｂ
言語比較論演習

人環
文学

文(院)

言語運用論 講義 前 2-4 2 2 杉浦秀行（非） 新設科目

少数言語論 講義 前 2-4 2 2 柿原武史 ● 新設科目 全共

言語科学ゼミナールⅠ ゼミ 後 1-4 2 2 GINSBURG, Jason 言語科学ゼミナールⅠＡ・ⅠＢ R2より重複履修不可

言語科学ゼミナールⅡ ゼミ 後 1-4 2 2 西脇麻衣子 言語科学ゼミナールⅡＡ・ⅡＢ R2より重複履修不可

言語科学ゼミナールⅣ ゼミ 後 2-4 2 2 柿原武史 言語科学ゼミナールⅣＡ・ⅣＢ 令和7年度より重複履修不可

★ 言語科学Ｉ 言語科学基礎論Ⅰ

★ 言語科学II 言語科学基礎論Ⅱ

英語学習指導論 講義 前 1-4 2 2 英語構造・表現論Ａ
H31より重複履修不可
【隔年開講】

全共
人環

英語統合技能論 演習 前 1-4 2 2 中森誉之
R3より重複履修不可
【隔年開講】

全共
人環

中級英語修得論 講義 後 2-4 2 2 中森誉之 新設科目

技術支援型言語教育論 演習 後 2-4 2 2 PETERSON, Mark
英語構造・表現論演習Ｂ
英語コミュニケーション論

人環

言語教育政策論 講義 後 2-4 2 2 西山教行 ● 人環

言語教育政策論演習 演習 前 2-4 2 2 西山教行 ●

日本語教育論 Ｉ 講義 後 2-4 2 2 森　 篤嗣（非） 日本語教育論 【隔年開講】 人環

日本語教育論 ＩＩ 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

基礎演習：異文化間教育入門 ゼミ 前 1-4 2 2 西山教行 基礎演習：言語政策入門 ILASセミナーと同一科目 全共

外
国
語
教
育
論

左記の★、☆印の科目は全全学学共共通通科科目目です。学部科目としてではな
く、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学共通科目履
修の手引きを参照すること。
（★は総合人間学部が提供する科目）
注）E2科目は、左記に英語で記載の科目に限り、主専攻科目・副専攻
科目として認定されます。

言
語
科
学

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科目
としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学
共通科目履修の手引きを参照すること。
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●●　　主主専専攻攻科科目目表表

【【  注注意意事事項項  】】

     ＊学部科目・・・総合人間学部の専門科目

　　・今年度の不開講科目は、授業科目名の背景を”ｸﾞﾚｰ色”で表示

　　・●　・・・重複履修が認められている科目（一度すでに単位修得した科目を再度修得した場合に卒業単位として認められる。）

　　・■　・・・授業科目の代表を担当する教員

　　・（非）・・・非常勤講師

　  ＊他学部聴講の欄について

　　　　空白・・・他学部学生の聴講が可能な科目

　　　　印　・・・他学部学生の聴講が可能な科目（ただし授業担当教員の承認印を必要とする。）

　　　　×　・・・他学部学生の聴講が不可能な科目

　  ＊共通開設部局の欄について

　　　　全共・・・全学共通科目として全学に提供している科目（注：他部局学生はKULASISより全学共通科目で履修登録。但し、公認心理師科目を除く。）
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国際文明学入門Ａ 講義 前 1-2 2 2

細見和之　　　大黒弘慈
柴山桂太　　　鵜飼大介
森口由香　　　齋藤嘉臣■
見平 　典　　　浅野耕太
小畑史子　　　佐野　 亘
小野寺史郎　 小林哲也
菊池亨輔

国際文明学系入門A リレー講義 人環

国際文明学入門Ｂ 講義 後 1-2 2 2

佐藤公美
BHATTE，Pallavi Kamlakar
福元健之　　　吉江 　崇
熊谷隆之　　　松江 　崇■
二宮美那子　 辻　 正博
福谷 　彬　　　佐野 　宏
長谷川千尋　 須田千里
池田寛子　　　合田典世

国際文明学系入門B リレー講義 人環

文明構造論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

文明構造論ⅠB 講義 前 2-4 2 2 小野寺史郎 ● 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

文明構造論ⅢA 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

文明構造論ⅢB 講義 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

文明構造論ⅣA 講義 前 2-4 2 2 小林哲也 ● 【隔年開講】

文明構造論ⅣB 講義 後 2-4 2 2 小林哲也 ● 【隔年開講】

文明構造論演習ⅠA 演習 後 3-4 2 2 ● 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

文明構造論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 小野寺史郎 ● 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

文明構造論演習ⅢA 演習 前 3-4 2 2 細見和之 ● 【隔年開講】

文明構造論演習ⅢB 演習 後 3-4 2 2 細見和之 ● 【隔年開講】

文明構造論演習ⅣA 演習 前 3-4 2 2 ● 【隔年開講】

文明構造論演習ⅣB 演習 後 3-4 2 2 ● 【隔年開講】

現代社会論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 文学

現代社会論ⅠB 講義 後 2-4 2 2 文学

現代社会論ⅡA 講義 後 2-4 2 2 【隔年開講】

現代社会論ⅡB 講義 前 2-4 2 2 佐藤一進（非） 【隔年開講】

多文化社会論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 森口由香 ● 【隔年開講】

多文化社会論ⅠB 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

多文化社会論ⅡA 講義 前 2-4 2 2 藤岡真樹（非） ● 【隔年開講】 人環

多文化社会論ⅡB 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

多文化社会論演習ⅠA 演習 後 2-4 2 2 森口由香 ● 【隔年開講】

多文化社会論演習ⅠB 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

国際関係論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 齋藤嘉臣

国際関係論ⅠＢ 講義 後 2-4 2 2 齋藤嘉臣

国際関係論ⅣＡ 講義 前 2-4 2 2 国際関係論Ⅳ 【隔年開講】

国際関係論ⅣＢ 講義 前 2-4 2 2 大川良文（非） 国際関係論Ⅳ 【隔年開講】

地域研究基礎ゼミナールA ゼミ 前 1-4 2 2 全共

地域研究基礎ゼミナールB ゼミ 後 1-4 2 2 全共

国際関係論演習ⅠA 演習 前 2-4 2 2 齋藤嘉臣 ● 人環

国際関係論演習ⅠB 演習 後 2-4 2 2 齋藤嘉臣 ● 人環

国家・社会法システム論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 菊池亨輔 Ｒ５より重複履修不可

国家・社会法システム論ⅠB 講義 後 2-4 2 2 菊池亨輔 Ｒ５より重複履修不可

国家・社会法システム論ⅡA  講義 前 2-4 2 2 小畑史子

国家・社会法システム論ⅡB 講義 後 2-4 2 2 小畑史子

国家・社会法システム論ⅢA 講義 前 2-4 2 2 見平 　典

国家・社会法システム論ⅢB 講義 後 2-4 2 2 見平 　典
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国家・社会法システム論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 菊池亨輔 ●

国家・社会法システム論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 菊池亨輔 ●

国家・社会法システム論演習ⅡA 演習 前 3-4 2 2 小畑史子 ●

国家・社会法システム論演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 小畑史子 ●

国家・社会法システム論演習ⅢA 演習 前 3-4 2 2 見平 　典 ● 人環

国家・社会法システム論演習ⅢB 演習 後 3-4 2 2 見平　 典 ● 人環

社会経済システム論ⅠA  講義 前 1-4 2 2 柴山桂太 全共科目「社会経済システム論I」として提供 全共

社会経済システム論ⅠB 講義 後 1-4 2 2 柴山桂太 全共科目「社会経済システム論II」として提供 全共

社会経済システム論ⅢA 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

社会経済システム論ⅢB 講義 前 2-4 2 2 大黒弘慈 ● 【隔年開講】

社会統計論A 講義 後 1-4 2 2 小巻泰之（非） 【隔年開講】

社会統計論B 講義 前 1-4 2 2 【隔年開講】

社会経済システム論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 柴山桂太 ●

社会経済システム論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 柴山桂太 ●

社会経済システム論演習ⅢA 演習 前 3-4 2 2 大黒弘慈 ● 人環

社会経済システム論演習ⅢB 演習 後 3-4 2 2 大黒弘慈 ● 人環

公共政策論Ⅰ 講義 後 1-4 2 2 佐野 　亘 公共政策論ⅠＢ 全共

公共政策論Ⅱ 講義 後 1-4 2 2 浅野耕太 公共政策論ⅡＢ 全共
公共政策

公共政策論基礎ゼミナールⅡB ゼミ 後 1-4 2 2 浅野耕太 【隔年開講】 全共

公共政策論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 佐野　 亘 ●

公共政策論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 佐野 　亘 ●

公共政策論演習ⅡA 演習 前 3-4 2 2 浅野耕太 ●

公共政策論演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 浅野耕太 ●

公共政策論演習ＩＩＩA 演習 前集 3-4 2 2 宇佐美誠 ●

公共政策論演習ＩＩＩB 演習 後集 3-4 2 2 宇佐美誠 ●

基礎演習：公共政策論Ⅰ ゼミ 前 1-4 2 2 佐野　 亘 公共政策論基礎ゼミナールⅠＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：公共政策論Ⅱ ゼミ 前 1-4 2 2 浅野耕太 公共政策論基礎ゼミナールⅡＡ
ILASセミナーと同一科目
【隔年開講】

全共

基礎演習：労働法 ゼミ 前 1-4 2 2 小畑史子
労使関係論基礎ゼミナールＡ
労使関係法基礎ゼミナールＡ
労働と法基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：法哲学 ゼミ 前 1-4 2 2 菊池亨輔 法哲学基礎ゼミナールⅠ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：現代社会と法 ゼミ 前 1-4 2 2 見平　 典 現代法システム論基礎ゼミナールＡ・Ⅰ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：国際政治論 ゼミ 前 1-4 2 2 齋藤嘉臣 国際政治論基礎ゼミナールＡ・Ⅰ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：経済思想 ゼミ 前 1-4 2 2 大黒弘慈 現代経済論基礎ゼミナールＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：環境経済・政策論 ゼミ 前 1-4 2 2 環境経済・政策論基礎ゼミナールＡ
ILASセミナーと同一科目
【隔年開講】

全共

基礎演習：社会経済システム論 ゼミ 前 1-4 2 2 柴山桂太 社会・経済システム原論基礎ゼミナールⅠＡ・Ａ 統合型複合科目の一部と同一科目 全共

★ 日本国憲法

★ 統治機構論 憲法（基本原理・統治機構）

★ 国際法入門

★ 法学 法学基礎論

★ 労働と法
労使関係論Ａ・Ｂ　労使関係法Ａ・Ｂ

労働と法Ⅰ・Ⅱ

★ 労働と法基礎ゼミナール
労使関係論基礎ゼミナールＢ
労使関係法基礎ゼミナールＢ
労働と法基礎ゼミナールⅡ

★ 法哲学基礎ゼミナール 法哲学基礎ゼミナールⅡ

★ 現代社会と法基礎ゼミナール 現代法システム論基礎ゼミナールＢ・Ⅱ

★ 環境と法

★ 思想と法

★ 政治学Ｉ 政治学基礎論Ａ

★ 政治学II 政治学基礎論Ｂ

★ 国際政治論Ｉ 現代国際政治論

★ 国際政治論II 国際政治理論

★ 国際政治論基礎ゼミナール 国際政治論基礎ゼミナールＢ･Ⅱ

★ 経済学Ｉ
経済学基礎論Ａ
経済学ⅠＡ・ⅡＡ

★ 経済学II
経済学基礎論Ｂ
経済学ⅠＢ・ⅡＢ

★ 経済原論基礎ゼミナール 現代経済論基礎ゼミナールＢ

★ 統計リテラシー
社会統計学基礎論Ａ
社会統計学Ａ

★ 社会・経済システム原論基礎ゼミナール 社会・経済システム原論基礎ゼミナールⅠＢ・Ｂ

★ 公共政策論基礎ゼミナールⅠ 公共政策論基礎ゼミナールⅠＢ

★ 環境経済・政策論基礎ゼミナール 環境経済・政策論基礎ゼミナールＢ

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科
目としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は
全学共通科目履修の手引きを参照すること。
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国家・社会法システム論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 菊池亨輔 ●

国家・社会法システム論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 菊池亨輔 ●

国家・社会法システム論演習ⅡA 演習 前 3-4 2 2 小畑史子 ●

国家・社会法システム論演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 小畑史子 ●

国家・社会法システム論演習ⅢA 演習 前 3-4 2 2 見平 　典 ● 人環

国家・社会法システム論演習ⅢB 演習 後 3-4 2 2 見平　 典 ● 人環

社会経済システム論ⅠA  講義 前 1-4 2 2 柴山桂太 全共科目「社会経済システム論I」として提供 全共

社会経済システム論ⅠB 講義 後 1-4 2 2 柴山桂太 全共科目「社会経済システム論II」として提供 全共

社会経済システム論ⅢA 講義 前 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

社会経済システム論ⅢB 講義 前 2-4 2 2 大黒弘慈 ● 【隔年開講】

社会統計論A 講義 後 1-4 2 2 小巻泰之（非） 【隔年開講】

社会統計論B 講義 前 1-4 2 2 【隔年開講】

社会経済システム論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 柴山桂太 ●

社会経済システム論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 柴山桂太 ●

社会経済システム論演習ⅢA 演習 前 3-4 2 2 大黒弘慈 ● 人環

社会経済システム論演習ⅢB 演習 後 3-4 2 2 大黒弘慈 ● 人環

公共政策論Ⅰ 講義 後 1-4 2 2 佐野 　亘 公共政策論ⅠＢ 全共

公共政策論Ⅱ 講義 後 1-4 2 2 浅野耕太 公共政策論ⅡＢ 全共
公共政策

公共政策論基礎ゼミナールⅡB ゼミ 後 1-4 2 2 浅野耕太 【隔年開講】 全共

公共政策論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 佐野　 亘 ●

公共政策論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 佐野 　亘 ●

公共政策論演習ⅡA 演習 前 3-4 2 2 浅野耕太 ●

公共政策論演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 浅野耕太 ●

公共政策論演習ＩＩＩA 演習 前集 3-4 2 2 宇佐美誠 ●

公共政策論演習ＩＩＩB 演習 後集 3-4 2 2 宇佐美誠 ●

基礎演習：公共政策論Ⅰ ゼミ 前 1-4 2 2 佐野　 亘 公共政策論基礎ゼミナールⅠＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：公共政策論Ⅱ ゼミ 前 1-4 2 2 浅野耕太 公共政策論基礎ゼミナールⅡＡ
ILASセミナーと同一科目
【隔年開講】

全共

基礎演習：労働法 ゼミ 前 1-4 2 2 小畑史子
労使関係論基礎ゼミナールＡ
労使関係法基礎ゼミナールＡ
労働と法基礎ゼミナールⅠ

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：法哲学 ゼミ 前 1-4 2 2 菊池亨輔 法哲学基礎ゼミナールⅠ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：現代社会と法 ゼミ 前 1-4 2 2 見平　 典 現代法システム論基礎ゼミナールＡ・Ⅰ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：国際政治論 ゼミ 前 1-4 2 2 齋藤嘉臣 国際政治論基礎ゼミナールＡ・Ⅰ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：経済思想 ゼミ 前 1-4 2 2 大黒弘慈 現代経済論基礎ゼミナールＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：環境経済・政策論 ゼミ 前 1-4 2 2 環境経済・政策論基礎ゼミナールＡ
ILASセミナーと同一科目
【隔年開講】

全共

基礎演習：社会経済システム論 ゼミ 前 1-4 2 2 柴山桂太 社会・経済システム原論基礎ゼミナールⅠＡ・Ａ 統合型複合科目の一部と同一科目 全共

★ 日本国憲法

★ 統治機構論 憲法（基本原理・統治機構）

★ 国際法入門

★ 法学 法学基礎論

★ 労働と法
労使関係論Ａ・Ｂ　労使関係法Ａ・Ｂ

労働と法Ⅰ・Ⅱ

★ 労働と法基礎ゼミナール
労使関係論基礎ゼミナールＢ
労使関係法基礎ゼミナールＢ
労働と法基礎ゼミナールⅡ

★ 法哲学基礎ゼミナール 法哲学基礎ゼミナールⅡ

★ 現代社会と法基礎ゼミナール 現代法システム論基礎ゼミナールＢ・Ⅱ

★ 環境と法

★ 思想と法

★ 政治学Ｉ 政治学基礎論Ａ

★ 政治学II 政治学基礎論Ｂ

★ 国際政治論Ｉ 現代国際政治論

★ 国際政治論II 国際政治理論

★ 国際政治論基礎ゼミナール 国際政治論基礎ゼミナールＢ･Ⅱ

★ 経済学Ｉ
経済学基礎論Ａ
経済学ⅠＡ・ⅡＡ

★ 経済学II
経済学基礎論Ｂ
経済学ⅠＢ・ⅡＢ

★ 経済原論基礎ゼミナール 現代経済論基礎ゼミナールＢ

★ 統計リテラシー
社会統計学基礎論Ａ
社会統計学Ａ

★ 社会・経済システム原論基礎ゼミナール 社会・経済システム原論基礎ゼミナールⅠＢ・Ｂ

★ 公共政策論基礎ゼミナールⅠ 公共政策論基礎ゼミナールⅠＢ

★ 環境経済・政策論基礎ゼミナール 環境経済・政策論基礎ゼミナールＢ

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科
目としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は
全学共通科目履修の手引きを参照すること。
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開
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欧米歴史社会論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 福元健之 ●
人環
文学
文(院)

欧米歴史社会論ⅠB 講義 後 2-4 2 2 福元健之 ●
人環
文学
文(院)

欧米歴史社会論ⅡA 講義 前 2-4 2 2 佐藤公美 ●
人環
文学
文(院)

欧米歴史社会論ⅡB 講義 後 2-4 2 2 佐藤公美 ●
人環
文学
文(院)

Contemporary and Modern History  I　　　 講義 前 2-4 2 2 BHATTE，Pallavi Kamlakar ● Contemporary History  I 人環

Contemporary and Modern History  II 講義 後 2-4 2 2 BHATTE，Pallavi Kamlakar ● Contemporary History  II 人環

欧米歴史社会論演習ⅠA  演習 前 3-4 2 2 佐藤公美 ●
人環
文学
文(院)

欧米歴史社会論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 佐藤公美 ●
人環
文学
文(院)

欧米歴史社会論演習ⅡA  演習 前 3-4 2 2 福元健之 ● 人環

欧米歴史社会論演習ⅡB  演習 後 3-4 2 2 福元健之 ● 人環

日本歴史文化論ⅠA 講義 前 3-4 2 2 吉江 　崇 ●
人環
文学
文(院)

日本歴史文化論ⅠB 講義 後 3-4 2 2 吉江 　崇 ●
人環
文学
文(院)

日本歴史文化論ⅡA 講義 前 3-4 2 2 熊谷隆之 ●
人環
文学
文(院)

日本歴史文化論ⅡB 講義 後 3-4 2 2 熊谷隆之 ●
人環
文学
文(院)

日本歴史文化論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 吉江 　崇 ● 人環

日本歴史文化論演習ⅠB  演習 後 3-4 2 2 吉江　 崇 ● 人環

日本歴史文化論演習ⅡA  演習 前 3-4 2 2 熊谷隆之

日本歴史文化論演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 熊谷隆之

基礎演習：日本古代・中世政治文化論Ⅰ ゼミ 前 1-4 2 2 吉江　 崇 日本古代・中世政治文化論基礎ゼミナールⅠＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：日本古代・中世政治文化論Ⅱ ゼミ 前 1-4 2 2 熊谷隆之 日本古代・中世政治文化論基礎ゼミナールⅡＡ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：ヨーロッパ近現代史入門 ゼミ 前 1-4 2 2 福元健之

ヨーロッパ歴史・社会論基礎ゼミナールIＡ

基礎演習：近世西洋史学
基礎演習：中近世西洋史学
基礎演習：西洋近世史学

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：Contemporary History ゼミ 前 1-4 2 2 BHATTE，Pallavi Kamlakar ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：ヨーロッパ中世史料入門 ゼミ 前 1-4 2 2 佐藤公美 ILASセミナーと同一科目 全共

中国社会論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 辻　 正博 ●
人環
文学
文(院)

中国社会論ⅠB 講義 後 2-4 2 2 辻　 正博 ●
人環
文学
文(院)

中国社会論ⅡA 講義 前 2-4 2 2 福谷 　彬 ● 人環

中国社会論ⅡB 講義 後 2-4 2 2 福谷 　彬 ● 人環

中国社会論演習ⅠA 演習 前 3-4 2 2 辻 　正博 ● 人環

中国社会論演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 辻　 正博 ● 人環

中国社会論演習ⅡA 演習 前 3-4 2 2 福谷 　彬 人環

中国社会論演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 福谷 　彬 人環

中国文字文化論 講義 前 1-4 2 2 松江　 崇 中国文字文化論Ａ Ｈ31より重複履修不可

中国書誌論 講義 後 1-4 2 2 松江　 崇 中国文字文化論Ｂ Ｈ31より重複履修不可

中国古典講読論A  講義 前 1-4 2 2 二宮美那子 ● 中国古典講読Ａ

中国古典講読論B 講義 後 1-4 2 2 二宮美那子 ● 中国古典講読Ｂ

中国文化論演習ⅡA 演習 前 3-4 2 2 二宮美那子 ● 人環

中国文化論演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 二宮美那子 ● 人環

基礎演習：中国史の基礎資料 ゼミ 前 1-4 2 2 辻　 正博
東洋史文献講読演習ⅠＡ
東洋史文献講読演習Ａ

ILASセミナーと同一科目
 H26年度より基礎ゼミナール科目
として認定

全共

基礎演習：中国社会思想史の基礎資料 ゼミ 前 1-4 2 2 福谷 　彬 ILASセミナーと同一科目 全共

日本語学・日本文学ⅠA  講義 前 2-4 2 2 佐野 　宏 ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅠＢ  講義 後 2-4 2 2 佐野 　宏 ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅡA 講義 前 2-4 2 2 長谷川千尋 ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅡＢ 講義 後 2-4 2 2 長谷川千尋 ●
人環
文学
文(院)
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日本語学・日本文学ⅢA 講義 前 2-4 2 2 須田千里 ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅢＢ 講義 後 2-4 2 2 須田千里 ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅣA 講義 前 2-4 2 2 市村太郎（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅣB 講義 後 2-4 2 2 市村太郎（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学VA 講義 前 2-4 2 2 土佐朋子（非） ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学VB 講義 後 2-4 2 2 土佐朋子（非） ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅥＡ 講義 前 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅥＢ 講義 後 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学Ⅶ 講義 前集 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習ⅠA  演習 前 3-4 2 2 佐野　 宏 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 佐野　 宏 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅡA  演習 前 3-4 2 2 長谷川千尋 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 長谷川千尋 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅢA  演習 前 3-4 2 2 須田千里 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅢB  演習 後 3-4 2 2 須田千里 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅣＡ 演習 前 3-4 2 2 高橋幸平（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習ⅣＢ 演習 後 3-4 2 2 高橋幸平（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習VA 演習 前 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習VB 演習 後 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

書論・書写演習A  演習 前 2-4 2 2 長谷川千尋

書論・書写演習B 演習 後 2-4 2 2 長谷川千尋

日本古典講読論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 長谷川千尋 ●
古典講読Ａ
日本古典講読論Ａ

全共

日本古典講読論Ⅱ 講義 後 2-4 2 2 長谷川千尋 ●
古典講読Ｂ
日本古典講読論Ｂ

全共

日本語学文献講読論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 佐野　 宏 ●
日本語学文献講読Ａ
日本語学文献講読論Ａ

全共

日本語学文献講読論Ⅱ 講義 後 2-4 2 2 佐野　 宏 ●
日本語学文献講読Ｂ
日本語学文献講読論Ｂ

全共

基礎演習：日本近代文学 ゼミ 前 1-4 2 2 須田千里 日本近代文学基礎ゼミナールⅠ ILASセミナーと同一科目 全共

西欧近現代表象文化論ⅠA  講義 前 2-4 2 2 合田典世 ● 人環

西欧近現代表象文化論ⅠB  講義 後 2-4 2 2 ● 人環

西欧近現代表象文化論ⅡA 講義 前 2-4 2 2 池田寛子 ● 人環

西欧近現代表象文化論ⅡB 講義 後 2-4 2 2 ●

西欧近現代表象文化論ⅢA  講義 前 2-4 2 2 家入葉子 文学

西欧近現代表象文化論ⅢB  講義 後 2-4 2 2 家入葉子 文学

西欧近現代表象文化論ⅣA   講義 前 2-4 2 2 中村仁紀 ●

西欧近現代表象文化論ⅣB  講義 後 2-4 2 2 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅡA  演習 前 2-4 2 2 池田寛子 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅡB  演習 後 2-4 2 2 池田寛子 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅢA  演習 前 2-4 2 2 合田典世 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅢB  演習 後 2-4 2 2 合田典世 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅣA  演習 前 3-4 2 2 中村仁紀 ●

西欧近現代表象文化論演習ⅣB  演習 後 3-4 2 2 中村仁紀 ●

英米文学入門 ゼミ 前 1-4 2 2
Ｈ31より重複履修不可
基礎ゼミナール科目として扱う

西欧古代・中世表象文化論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 早瀬　 篤 ● 文学

西欧古代・中世表象文化論ⅠB 講義 後 2-4 2 2 早瀬 　篤 ● 文学

★ 日本史Ｉ 令和6年度より認定

★ 日本史II 令和6年度より認定

★ 日本古代･中世政治文化論基礎ゼミナールⅠ 日本古代・中世政治文化論基礎ゼミナールⅠＢ

★ 日本古代･中世政治文化論基礎ゼミナールII 日本古代・中世政治文化論基礎ゼミナールⅡＢ

★ 東洋史Ｉ
東洋史学基礎論
東洋史ⅠＡ

H26年度より認定

★ 東洋史II
アジア史基礎論
東洋史ⅠＢ

H26年度より認定

★ 東洋史基礎ゼミナールⅠ
東洋史文献講読演習Ｂ
東洋史文献講読演習ⅠＢ

★ 日本近代文学基礎ゼミナール

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科
目としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は
全学共通科目履修の手引きを参照すること。

H26年度より基礎ゼミナール科目として認定
東洋史基礎ゼミナールII は含まない
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日本語学・日本文学ⅢA 講義 前 2-4 2 2 須田千里 ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅢＢ 講義 後 2-4 2 2 須田千里 ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅣA 講義 前 2-4 2 2 市村太郎（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅣB 講義 後 2-4 2 2 市村太郎（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学VA 講義 前 2-4 2 2 土佐朋子（非） ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学VB 講義 後 2-4 2 2 土佐朋子（非） ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅥＡ 講義 前 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学ⅥＢ 講義 後 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学Ⅶ 講義 前集 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習ⅠA  演習 前 3-4 2 2 佐野　 宏 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅠB 演習 後 3-4 2 2 佐野　 宏 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅡA  演習 前 3-4 2 2 長谷川千尋 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅡB 演習 後 3-4 2 2 長谷川千尋 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅢA  演習 前 3-4 2 2 須田千里 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅢB  演習 後 3-4 2 2 須田千里 ● 人環

日本語学・日本文学演習ⅣＡ 演習 前 3-4 2 2 高橋幸平（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習ⅣＢ 演習 後 3-4 2 2 高橋幸平（非） ●
人環
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習VA 演習 前 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

日本語学・日本文学演習VB 演習 後 3-4 2 2 ●
文学
文(院)

書論・書写演習A  演習 前 2-4 2 2 長谷川千尋

書論・書写演習B 演習 後 2-4 2 2 長谷川千尋

日本古典講読論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 長谷川千尋 ●
古典講読Ａ
日本古典講読論Ａ

全共

日本古典講読論Ⅱ 講義 後 2-4 2 2 長谷川千尋 ●
古典講読Ｂ
日本古典講読論Ｂ

全共

日本語学文献講読論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 佐野　 宏 ●
日本語学文献講読Ａ
日本語学文献講読論Ａ

全共

日本語学文献講読論Ⅱ 講義 後 2-4 2 2 佐野　 宏 ●
日本語学文献講読Ｂ
日本語学文献講読論Ｂ

全共

基礎演習：日本近代文学 ゼミ 前 1-4 2 2 須田千里 日本近代文学基礎ゼミナールⅠ ILASセミナーと同一科目 全共

西欧近現代表象文化論ⅠA  講義 前 2-4 2 2 合田典世 ● 人環

西欧近現代表象文化論ⅠB  講義 後 2-4 2 2 ● 人環

西欧近現代表象文化論ⅡA 講義 前 2-4 2 2 池田寛子 ● 人環

西欧近現代表象文化論ⅡB 講義 後 2-4 2 2 ●

西欧近現代表象文化論ⅢA  講義 前 2-4 2 2 家入葉子 文学

西欧近現代表象文化論ⅢB  講義 後 2-4 2 2 家入葉子 文学

西欧近現代表象文化論ⅣA   講義 前 2-4 2 2 中村仁紀 ●

西欧近現代表象文化論ⅣB  講義 後 2-4 2 2 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅡA  演習 前 2-4 2 2 池田寛子 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅡB  演習 後 2-4 2 2 池田寛子 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅢA  演習 前 2-4 2 2 合田典世 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅢB  演習 後 2-4 2 2 合田典世 ● 人環

西欧近現代表象文化論演習ⅣA  演習 前 3-4 2 2 中村仁紀 ●

西欧近現代表象文化論演習ⅣB  演習 後 3-4 2 2 中村仁紀 ●

英米文学入門 ゼミ 前 1-4 2 2
Ｈ31より重複履修不可
基礎ゼミナール科目として扱う

西欧古代・中世表象文化論ⅠA 講義 前 2-4 2 2 早瀬　 篤 ● 文学

西欧古代・中世表象文化論ⅠB 講義 後 2-4 2 2 早瀬 　篤 ● 文学

★ 日本史Ｉ 令和6年度より認定

★ 日本史II 令和6年度より認定

★ 日本古代･中世政治文化論基礎ゼミナールⅠ 日本古代・中世政治文化論基礎ゼミナールⅠＢ

★ 日本古代･中世政治文化論基礎ゼミナールII 日本古代・中世政治文化論基礎ゼミナールⅡＢ

★ 東洋史Ｉ
東洋史学基礎論
東洋史ⅠＡ

H26年度より認定

★ 東洋史II
アジア史基礎論
東洋史ⅠＢ

H26年度より認定

★ 東洋史基礎ゼミナールⅠ
東洋史文献講読演習Ｂ
東洋史文献講読演習ⅠＢ

★ 日本近代文学基礎ゼミナール

左記の★印の科目は全全学学共共通通科科目目に提供される科目です。学部科
目としてではなく、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は
全学共通科目履修の手引きを参照すること。

H26年度より基礎ゼミナール科目として認定
東洋史基礎ゼミナールII は含まない

歴
史
文
化
社
会
論
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●●　　主主専専攻攻科科目目表表

【【  注注意意事事項項  】】

     ＊学部科目・・・総合人間学部の専門科目

　　・今年度の不開講科目は、授業科目名の背景を”ｸﾞﾚｰ色”で表示

　　・●　・・・重複履修が認められている科目（一度すでに単位修得した科目を再度修得した場合に卒業単位として認められる。）

　　・■　・・・授業科目の代表を担当する教員

　　・（非）・・・非常勤講師

　  ＊他学部聴講の欄について

　　　　空白・・・他学部学生の聴講が可能な科目

　　　　印　・・・他学部学生の聴講が可能な科目（ただし授業担当教員の承認印を必要とする。）

　　　　×　・・・他学部学生の聴講が不可能な科目

　  ＊共通開設部局の欄について

　　　　全共・・・全学共通科目として全学に提供している科目（注：他部局学生はKULASISより全学共通科目で履修登録。但し、公認心理師科目を除く。）

　　

文文　　化化　　環環　　境境　　学学　　系系

関
　
　
係

授業科目名

授
業
形
態

開
講
期

対
象
回
生

単
位
数

週
時
間
数

担当教員

重
複
履
修

旧科目名 　備　　　　考

共
通
開
設
部
局

他
学
部
聴
講

入
門
科
目

文化環境学入門 講義 前 1-2 2 2

勝又直也　　　太田 　出
津守 　陽　　　中筋 　朋
徳永 　悠　　　中嶋節子■
前田昌弘　　　風間計博
岩谷彩子　　　山村亜希
小島泰雄　　　久木元美琴
三代川寛子　 郭　 旻錫

文化環境学系入門 リレー講義 人環

東アジア比較文芸論A 講義 前 2-4 2 2 津守　 陽 ● 人環

東アジア比較文芸論B 講義 後 2-4 2 2 津守　 陽 ● 人環

東アジア比較文芸論演習A 演習 前 2-4 2 2 津守　 陽 ●
人環
文学

東アジア比較文芸論演習B 演習 後 2-4 2 2 ●
人環
文学

東アジア文化交渉論Ａ 講義 前 2-4 2 2 太田　 出 ● 東北アジア文化・社会論ⅠＡ・A
人環
文学
文(院)

東アジア文化交渉論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 太田　 出 ● 東北アジア文化・社会論ⅠＢ・B
人環
文学
文(院)

東アジア文化交渉論演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 ● 東北アジア文化・社会論演習ⅠＡ・A 人環

東アジア文化交渉論演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 太田　 出 ● 東北アジア文化・社会論演習ⅠＢ・B 人環

東アジア比較思想論Ａ 講義 前 2-4 2 2 ● 人環

東アジア比較思想論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 ●

東アジア比較思想論演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 ●

東アジア比較思想論演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 ● 人環

トランス東アジア文化思想論Ａ 講義 前 2-4 2 2 郭　 旻錫 ● 人環

トランス東アジア文化思想論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 郭　 旻錫 ● 令和6年度より重複履修可 人環

トランス東アジア文化思想論演習Ａ 演習 前 2−4 2 2 郭　 旻錫 ● 人環

トランス東アジア文化思想論演習Ｂ 演習 後 2−4 2 2 郭　 旻錫 ● 令和6年度より重複履修可 人環

ディアスポラ思想文化論Ａ 講義 前 2-4 2 2 勝又直也 ●
文化交渉複合論ⅠＡ
文化交渉複合論Ａ

人環

ディアスポラ思想文化論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 勝又直也 ●
文化交渉複合論ⅠＢ
文化交渉複合論Ｂ

人環

ディアスポラ思想文化論演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 ●
文化交渉複合論演習ⅠＡ
文化交渉複合論演習Ａ

ディアスポラ思想文化論演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 勝又直也 ●
文化交渉複合論演習ⅠＢ
文化交渉複合論演習Ｂ

ユーラシア文化複合論Ａ 講義 前 2-4 2 2 帯谷知可 ● ユーラシア文化複合論ⅠＡ

中東近現代史 講義 前 2-4 2 2 三代川寛子
比較動態文化論Ａ・ⅠＡ・Ｂ・ⅠＢ
ポストコロニアル思想文化論Ａ・Ｂ

共生世界論演習 演習 後 2-4 2 2 三代川寛子
比較動態文化論演習Ａ・ⅠＡ・Ｂ・ⅠＢ
ポストコロニアル思想文化論演習Ａ・Ｂ

ポストコロニアル思想文化論基礎ゼミナール ゼミ 前 1-2 2 2

現代中東世界論 講義 前集 2-4 2 2 ●

近代移民史A 講義 前 1-4 2 2
近現代民族移動論ⅠＡ
近現代民族移動論Ａ

【隔年開講】　対象回生変更 人環

近代移民史B 講義 後 1-4 2 2 徳永　 悠
近現代民族移動論ⅠＢ
近現代民族移動論Ｂ

【隔年開講】　対象回生変更 人環

近代移民史演習A 演習 前 2-4 2 2 徳永　 悠 ●
近現代民族移動論演習ⅠＡ
近現代民族移動論演習Ａ

人環

近代移民史演習B 演習 後 2-4 2 2 徳永　 悠 ●
近現代民族移動論演習ⅠＢ
近現代民族移動論演習Ｂ

人環

近代移民史基礎ゼミナール ゼミ 前 1-2 2 2

比較パラダイム文明論Ａ 講義 前 2-4 2 2 ● 比較パラダイム文明論ⅠＡ 人環

比較パラダイム文明論Ｂ 講義 後 2-4 2 2 中筋　 朋 ● 比較パラダイム文明論ⅠＢ 人環

比較パラダイム文明論演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 中筋　 朋 ● 比較パラダイム文明論演習ⅠＡ
人環
文学

比較パラダイム文明論演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 中筋　 朋 ● 比較パラダイム文明論演習ⅠＢ
人環
文学

基礎演習：東洋史入門 ゼミ 前 1-4 2 2 太田　 出 東洋史文献講読演習A・ⅡＡ ILASセミナーと同一科目 全共

比
較
文
明
論
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★ 東洋史Ｉ アジア史基礎論、東洋史ⅡＡ Ｈ２６年度より認定

★ 東洋史II 東洋史学基礎論、東洋史ⅡＢ Ｈ２６年度より認定

★ 東洋史基礎ゼミナールII
東洋史文献講読演習Ｂ
東洋史文献講読演習ⅡＢ

環境構成論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 中嶋節子 ● 人環

環境構成論Ⅱ 講義 前 2-4 2 2 前田昌弘 ● 人環

環境構成論Ⅲ 講義 前 2-4 2 2 ●

環境構成論Ⅳ 講義 前 2-4 2 2 川崎修良（非） ● 人環

環境構成論演習Ⅰ 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論演習Ⅱ 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論演習Ⅲ 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

環境構成論演習Ⅳ 演習 後集 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅰ 実習 後 2-4 2 2 中嶋節子 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅱ 実習 後 2-4 2 2 前田昌弘 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅲ 実習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅳ 実習 後 2-4 2 2 川崎修良（非） ● 【隔年開講】

環境構成論特別演習A 演習 前 4 2 2
中嶋節子■　 前田昌弘
藤原　 学

隔週 人環

環境構成論特別演習B 演習 後 4 2 2
中嶋節子■　 前田昌弘
藤原　 学

隔週 人環

社会人類学演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 岩谷彩子 ●

社会人類学演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 岩谷彩子 ●

文化人類学演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 風間計博 ● 環境人類学演習Ａ

文化人類学演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 風間計博 ● 環境人類学演習Ｂ

文化実践論A 講義 後 3-4 2 2 DE ANTONI, Andrea 文化行為論Ａ 人環

文化実践論B 講義 前 3-4 2 2 文化行為論Ｂ 人環

生態人類学演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 安岡宏和

生態人類学演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 山越　 言

文化人類学方法Ａ 演習 前 4 2 2 風間計博

文化人類学方法Ｂ 演習 後 4 2 2 風間計博

社会人類学方法Ａ 演習 前 4 2 2 岩谷彩子 

社会人類学方法Ｂ 演習 後 4 2 2 岩谷彩子 

地域空間論ＩＡ 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

地域空間論ＩＢ 講義 前 2-4 2 2 小島泰雄 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

地域空間論ⅡＡ 講義 前 2-4 2 2 ●
【隔年開講】
令和6年度より重複履修可

人環
文学
文(院)

地域空間論ⅡＢ 講義 前 2-4 2 2 山村亜希 ● 地域空間論Ⅱ
【隔年開講】
令和5年度より重複履修可

人環
文学
文(院)

地域空間論ⅢＡ 講義 前 2-4 2 2 地域空間論Ⅲ 人環

地域空間論ⅢＢ 講義 前 2-4 2 2 久木元美琴 人環

地域空間論Ⅳ 講義 前集 2-4 2 2 大呂興平（非） 【隔年開講】 人環

地域空間論Ⅴ 講義 前集 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

地域空間論演習Ⅰ 演習 前 2-4 2 2 小島泰雄 ● 令和5年度より重複履修可

地域空間論演習Ⅱ 演習 後 2-4 2 2 山村亜希 ● 令和5年度より重複履修可
人環
文学
文(院)

地域空間論演習Ⅲ 演習 後 2-4 2 2 久木元美琴 人環

地域空間論演習Ⅳ 演習 前 4 2 2
小島泰雄■　 山村亜希
久木元美琴

リレー講義 ×

基礎演習：中国を地理学から考える ゼミ 前 1-4 2 2 小島泰雄
地理学基礎ゼミナールⅢ
基礎演習：地域地理学

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：都市地理学 ゼミ 前 1-4 2 2 久木元美琴
地理学基礎ゼミナールⅡ
基礎演習：地理情報

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：歴史地理学 ゼミ 前 1-4 2 2 山村亜希 地理学基礎ゼミナールⅣ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：文化人類学調査法 ゼミ 前 1-4 2 2 風間計博■　 梶丸　 岳 文化人類学調査演習A・演習 ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：社会人類学調査法 ゼミ 前 1-4 2 2 岩谷彩子
社会人類学調査演習Ａ
社会人類学調査法

ILASセミナーと同一科目 全共

★ 都市空間論
生活空間論　生活環境構成論
居住環境史
環境構成論ⅠＡ・ⅡA・ⅢA

★ 都市空間論各論Ｉ
居住空間史
環境構成論ⅢＢ
都市空間史論

★ 都市空間論各論II
風土空間論
環境構成論ⅠＢ
都市空間保全論

★ 都市空間論基礎ゼミナールＩ
生活空間論基礎ゼミナール
環境構成論基礎ゼミナールⅠ

★ 都市空間論基礎ゼミナールII
居住環境史基礎ゼミナール
環境構成論基礎ゼミナールⅢ

★ 図学Ａ 平成31年度より認定

★ 図学Ｂ 平成31年度より認定

左記の★印の科目は全学共通科目に提供される科目です。
学部科目としてではなく、全学共通科目として認定されます。担当教
員等は全学共通科目履修の手引きを参照すること。

東洋史基礎ゼミナールＩ は含まない

比
較
文
明
論

左記の★、☆印の科目は全学共通科目です。学部科目としてではな
く、全学共通科目として認定されます。担当教員等は全学共通科目
履修の手引きを参照すること。
（★は総合人間学部が提供する科目）

文
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★ 東洋史Ｉ アジア史基礎論、東洋史ⅡＡ Ｈ２６年度より認定

★ 東洋史II 東洋史学基礎論、東洋史ⅡＢ Ｈ２６年度より認定

★ 東洋史基礎ゼミナールII
東洋史文献講読演習Ｂ
東洋史文献講読演習ⅡＢ

環境構成論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 中嶋節子 ● 人環

環境構成論Ⅱ 講義 前 2-4 2 2 前田昌弘 ● 人環

環境構成論Ⅲ 講義 前 2-4 2 2 ●

環境構成論Ⅳ 講義 前 2-4 2 2 川崎修良（非） ● 人環

環境構成論演習Ⅰ 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論演習Ⅱ 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論演習Ⅲ 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

環境構成論演習Ⅳ 演習 後集 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅰ 実習 後 2-4 2 2 中嶋節子 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅱ 実習 後 2-4 2 2 前田昌弘 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅲ 実習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】 人環

環境構成論実習Ⅳ 実習 後 2-4 2 2 川崎修良（非） ● 【隔年開講】

環境構成論特別演習A 演習 前 4 2 2
中嶋節子■　 前田昌弘
藤原　 学

隔週 人環

環境構成論特別演習B 演習 後 4 2 2
中嶋節子■　 前田昌弘
藤原　 学

隔週 人環

社会人類学演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 岩谷彩子 ●

社会人類学演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 岩谷彩子 ●

文化人類学演習Ａ 演習 前 3-4 2 2 風間計博 ● 環境人類学演習Ａ

文化人類学演習Ｂ 演習 後 3-4 2 2 風間計博 ● 環境人類学演習Ｂ

文化実践論A 講義 後 3-4 2 2 DE ANTONI, Andrea 文化行為論Ａ 人環

文化実践論B 講義 前 3-4 2 2 文化行為論Ｂ 人環

生態人類学演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 安岡宏和

生態人類学演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 山越　 言

文化人類学方法Ａ 演習 前 4 2 2 風間計博

文化人類学方法Ｂ 演習 後 4 2 2 風間計博

社会人類学方法Ａ 演習 前 4 2 2 岩谷彩子 

社会人類学方法Ｂ 演習 後 4 2 2 岩谷彩子 

地域空間論ＩＡ 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

地域空間論ＩＢ 講義 前 2-4 2 2 小島泰雄 【隔年開講】
人環
文学
文(院)

地域空間論ⅡＡ 講義 前 2-4 2 2 ●
【隔年開講】
令和6年度より重複履修可

人環
文学
文(院)

地域空間論ⅡＢ 講義 前 2-4 2 2 山村亜希 ● 地域空間論Ⅱ
【隔年開講】
令和5年度より重複履修可

人環
文学
文(院)

地域空間論ⅢＡ 講義 前 2-4 2 2 地域空間論Ⅲ 人環

地域空間論ⅢＢ 講義 前 2-4 2 2 久木元美琴 人環

地域空間論Ⅳ 講義 前集 2-4 2 2 大呂興平（非） 【隔年開講】 人環

地域空間論Ⅴ 講義 前集 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

地域空間論演習Ⅰ 演習 前 2-4 2 2 小島泰雄 ● 令和5年度より重複履修可

地域空間論演習Ⅱ 演習 後 2-4 2 2 山村亜希 ● 令和5年度より重複履修可
人環
文学
文(院)

地域空間論演習Ⅲ 演習 後 2-4 2 2 久木元美琴 人環

地域空間論演習Ⅳ 演習 前 4 2 2
小島泰雄■　 山村亜希
久木元美琴

リレー講義 ×

基礎演習：中国を地理学から考える ゼミ 前 1-4 2 2 小島泰雄
地理学基礎ゼミナールⅢ
基礎演習：地域地理学

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：都市地理学 ゼミ 前 1-4 2 2 久木元美琴
地理学基礎ゼミナールⅡ
基礎演習：地理情報

ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：歴史地理学 ゼミ 前 1-4 2 2 山村亜希 地理学基礎ゼミナールⅣ ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：文化人類学調査法 ゼミ 前 1-4 2 2 風間計博■　 梶丸　 岳 文化人類学調査演習A・演習 ILASセミナーと同一科目 全共

基礎演習：社会人類学調査法 ゼミ 前 1-4 2 2 岩谷彩子
社会人類学調査演習Ａ
社会人類学調査法

ILASセミナーと同一科目 全共

★ 都市空間論
生活空間論　生活環境構成論
居住環境史
環境構成論ⅠＡ・ⅡA・ⅢA

★ 都市空間論各論Ｉ
居住空間史
環境構成論ⅢＢ
都市空間史論

★ 都市空間論各論II
風土空間論
環境構成論ⅠＢ
都市空間保全論

★ 都市空間論基礎ゼミナールＩ
生活空間論基礎ゼミナール
環境構成論基礎ゼミナールⅠ

★ 都市空間論基礎ゼミナールII
居住環境史基礎ゼミナール
環境構成論基礎ゼミナールⅢ

★ 図学Ａ 平成31年度より認定

★ 図学Ｂ 平成31年度より認定

左記の★印の科目は全学共通科目に提供される科目です。
学部科目としてではなく、全学共通科目として認定されます。担当教
員等は全学共通科目履修の手引きを参照すること。

東洋史基礎ゼミナールＩ は含まない

比
較
文
明
論

左記の★、☆印の科目は全学共通科目です。学部科目としてではな
く、全学共通科目として認定されます。担当教員等は全学共通科目
履修の手引きを参照すること。
（★は総合人間学部が提供する科目）
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★ 文化人類学Ｉ 文化人類学基礎論

★ 文化人類学II 象徴人類学基礎論

★ 宗教人類学 宗教人類学基礎論

★ 生態人類学Ｉ
生態人類学基礎論
生態人類学

★ 生態人類学II 生態人類学各論

★ 文化人類学各論Ｉ 文化人類学各論

★ 文化人類学各論II 文化人類学フィールド論

★ 文化人類学調査演習
文化人類学調査演習
文化人類学調査演習Ｂ

★ 社会人類学調査演習
社会人類学調査演習
社会人類学調査演習Ｂ

★ 自然地理学 自然地理学の基礎

★ 人文地理学 人文地理学の基礎

★ 地域地理学 地域地理学の基礎

★ 人文地理学各論Ｉ（都市）

★ 人文地理学各論II（村落）

☆ 人文地理学各論III（歴史地理）

☆ 人文地理学各論IV（地理情報） 人文地理学各論Ⅳ(地域情報)

★ 人文地理学各論V（経済地理）

★ 地域地理学各論Ｉ（日本）

★ 地域地理学各論II（欧米）

★ 地域地理学各論III（アジア・アフリカ）

★ 地理学基礎ゼミナールＩ（読図） 地理学基礎ゼミナールⅤ

★ 地理学基礎ゼミナールII（作図） 地理学基礎ゼミナールⅠ

★ 地理学基礎ゼミナールIII（地理情報） 地理情報処理基礎ゼミナール
地理学基礎ゼミナールⅢ（地理情報処理）

左記の★、☆印の科目は全全学学共共通通科科目目です。学部科目としてではな
く、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学共通科目
履修の手引きを参照すること。
（★は総合人間学部が提供する科目）
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●●　　主主専専攻攻科科目目表表

【【  注注意意事事項項  】】

     ＊学部科目・・・総合人間学部の専門科目

　　・今年度の不開講科目は、授業科目名の背景を”ｸﾞﾚｰ色”で表示

　　・●　・・・重複履修が認められている科目（一度すでに単位修得した科目を再度修得した場合に卒業単位として認められる。）

　　・■　・・・授業科目の代表を担当する教員

　　・（非）・・・非常勤講師

　  ＊他学部聴講の欄について

　　　　空白・・・他学部学生の聴講が可能な科目

　　　　印　・・・他学部学生の聴講が可能な科目（ただし授業担当教員の承認印を必要とする。）

　　　　×　・・・他学部学生の聴講が不可能な科目

　  ＊共通開設部局の欄について

　　　　全共・・・全学共通科目として全学に提供している科目（注：他部局学生はKULASISより全学共通科目で履修登録。但し、公認心理師科目を除く。）

　　

自自　　然然　　科科　　学学　　系系　　
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自然科学入門Ａ 講義 前 1-2 2 2

木下俊哉　　　高木紀明
森成隆夫　　　藤原直樹
渡邊雅之　　　小西隆士
瀬戸口浩彰　 市岡孝朗
宮下英明　　　今吉　 格
土屋　 徹■　 西川完途
吉村成弘　　　佐藤博俊

自然科学系入門A リレー講義 人環

自然科学入門Ｂ 講義 後 1-2 2 2

小木曽哲■　 石村豊穂
加藤　 護　　　内本喜晴
浅沼　 尚　　　小松直樹
田部勢津久　 廣戸　 聡
津江広人　　　藤田健一
吉田寿雄　　　吉田鉄平
桑野太輔

自然科学系入門B リレー講義 人環

地球と生命の起源と進化 講義 前 1-2 2 2
小松直樹■　 宮下英明
浅沼　 尚　　  藤井悠里

リレー講義

量子力学Ⅰ 講義 後 2-4 2 2 木下俊哉

量子力学Ⅱ 講義 前 3-4 2 2 藤原直樹

物性物理学I 講義 後 3-4 2 2 物性基礎論　物性基礎論Ⅰ 【隔年開講】

物性物理学II 講義 前 3-4 2 2 高木紀明 物性基礎論　物性基礎論Ⅱ 【隔年開講】

統計力学 講義 後 3-4 2 2 森成隆夫

物質分析論 講義 前 2-4 2 2 浅沼　 尚

物質機能論 講義 前 2-4 2 2 内本喜晴

物質構造論 講義 前 2-4 2 2 田部勢津久

物質変換論 講義 前 2-4 2 2 吉田寿雄

分子構造論 講義 前 2-4 2 2 小松直樹

分子反応論 講義 後 2-4 2 2 藤田健一

フロンティア化学 講義 後 1-4 2 2
藤田健一■　 高橋弘樹
新林卓也　　　許　 健

リレー講義

生体分子機能論Ⅰ 講義 前 2-4 2 2 土屋　 徹 生体分子機能論　生体分子機能論Ａ

生体分子機能論Ⅱ 講義 後 2-4 2 2 宮下英明 生体分子機能論　生体分子機能論Ｂ

細胞生物学Ａ 講義 前 2-4 2 2 今吉　 格 細胞生物学

細胞生物学Ｂ 講義 後 2-4 2 2 吉村成弘 細胞生物学

生物適応変異論Ⅰ 講義 後 2-4 2 2 生物適応変異論　生物適応変異論A 【隔年開講】 人環

生物適応変異論Ⅱ 講義 前 2-4 2 2 瀬戸口浩彰 生物適応変異論　生物適応変異論B 【隔年開講】 人環

生物多様性・生態学 講義 前 2-4 2 2 【隔年開講】 人環

物理数学演習 演習 後 2-4 4 4
吉田鉄平■　 渡邊雅之
佐野光貞

量子力学演習 演習 前 2-4 4 4 木下俊哉■　 小山田明

物質構造機能論演習Ａ 演習 後 2-4 2 2 物質構造機能論演習

物質構造機能論演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 田部勢津久■　　許　 健 物質構造機能論演習

物質構造機能論演習Ｃ 演習 後 2-4 2 2 内本喜晴

物質構造機能論演習Ｅ 演習 後 2-4 2 2

分子構造機能論演習A 演習 前 2-4 2 2 津江広人■　 高橋弘樹

分子構造機能論演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 廣戸　 聡■　 新林卓也

分子細胞生物学演習Ａ 演習 後 2-4 2 2 ● 【隔年開講】

分子細胞生物学演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 土屋　 徹 ● 【隔年開講】

分子細胞生物学演習 演習 通集 2-4 4 2 今吉　 格■　 吉村成弘 ●

自然史演習Ａ 演習 前 2-4 2 2
市岡孝朗■　 原壮大朗
西川完途

● 人環

自然史演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 瀬戸口浩彰■　 阪口翔太 ● 人環

自然史演習Ａ 演習 前 2-4 2 2 宮下英明 ●

自然史演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2
市岡孝朗■　原壮大朗
西川完途

● 人環

自然史演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 瀬戸口浩彰■　 阪口翔太 ● 人環

自然史演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2 宮下英明 ●

入
門
科
目

－ 45 －

自
然
科
学
系



授業科目名

授
業
形
態

開
講
期

対
象
回
生

単
位
数

週
時
間
数

担当教員

重
複
履
修

旧科目名 　備　　　　考

共
通
開
設
部
局

他
学
部
聴
講

地球科学演習Ａ 演習 前 2-4 2 2
小木曽哲　　　加藤　 護■
石村豊穂　　　桑野太輔
田近　 周

地球科学演習 ×

地球科学演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2
小木曽哲　　　加藤　 護■
石村豊穂　 　 藤井悠里
桑野太輔

地球科学演習 ×

課題演習：（物理科学）レーザー物理学 演習 前 2-4 4 4 木下俊哉■　 渡邊雅之
課題演習：物理科学・光と物質
課題演習：物理科学

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）表面構造解析 演習 後 2-4 4 4
課題演習：物理科学
課題演習：（物理科学）構造と物性

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）光電子分光 演習 後 2-4 4 4 吉田鉄平■
課題演習：（物理科学）共鳴現象
課題演習：物理科学
課題演習：物理科学・核磁気共鳴

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）核磁気共鳴 演習 前 2-4 4 4
課題演習：物理科学
課題演習：物理科学・電子と波動
課題演習：（物理科学）高圧・核磁気共鳴

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）物理シミュレーション 演習 前 2-4 4 4 【隔年開講】

課題演習：物質の構造と機能 演習 前 2-4 8 8
田部勢津久■　内本喜晴
吉田寿雄　　　　浅沼　 尚
許　 健

課題演習：分子の構造と機能 演習 後 2-4 8 8
小松直樹　　津江広人■
藤田健一　　廣戸　 聡
高橋弘樹　　新林卓也

課題演習：生物学Ａ 演習 前 2-4 4 4

土屋　 徹■　瀬戸口浩彰
市岡孝朗　　 宮下英明
今吉　 格　　 西川完途
吉村成弘　　 幡野恭子
阪口翔太　　 佐藤博俊
原壮大朗

●

課題演習：生物学Ｂ 演習 後 2-4 4 4

土屋　 徹■　瀬戸口浩彰
市岡孝朗　　 宮下英明
今吉　 格　　 西川完途
吉村成弘　　 幡野恭子
阪口翔太　　 佐藤博俊
原壮大朗

●

課題演習：地球科学A 演習 前 2-4 4 4
小木曽哲　　　加藤　 護
石村豊穂■　 桑野太輔

● 課題演習：地球科学 ×

課題演習：地球科学B 演習 後 2-4 4 4
小木曽哲　　　加藤　 護
石村豊穂■　 藤井悠里
桑野太輔

● 課題演習：地球科学 ×

総合フィールド演習 演習 前集 1-4 2 2

瀬戸口浩彰　 市岡孝朗
宮下英明■　 小木曽哲
西川完途　　  石村豊穂
阪口翔太　　　山守瑠奈
桑野太輔

複数講義

※※  乗船を伴う科目のため、
KULASISからの履修登録不可。
ガイダンスに出席した学生の中より
教員が履修許可者を決定します。
履修登録は事務にて行います。
履修希望者は、後日掲示予定のガ
イダンス等掲示を各自で確認し、ガ
イダンスに必ず出席してください。

人環

自然科学特別ゼミナールⅠ 演習 後集 3-4 2 2 全員 ※履修登録は各教員別 ×

自然科学特別ゼミナールⅡA 演習 前集 4 2 2 全員 自然科学特別ゼミナールＡ ※履修登録は各教員別 ×

自然科学特別ゼミナールⅡB 演習 後集 4 2 2 全員 自然科学特別ゼミナールＢ ※履修登録は各教員別 ×

基礎演習：植物野外実習 ゼミ 前集 1-4 2 2 瀬戸口浩彰 生物学実習III（植物野外観察コース）
基礎演習：植物野外実習（高山植物の観察）

ILASセミナーと同一科目
科目名変更

全共

基礎演習：微生物ってなに？-身の回りの微生物 ゼミ 前 1-4 2 2 宮下英明
環境微生物概論
基礎演習：環境微生物概論

ILASセミナーと同一科目 全共

★ 微分積分学Ａ

★ 微分積分学（講義・演義）Ａ

★ 微分積分学Ｂ

★ 微分積分学（講義・演義）Ｂ

★ 線形代数学Ａ

★ 線形代数学（講義・演義）Ａ

★ 線形代数学Ｂ

★ 線形代数学（講義・演義）Ｂ

★ 関数論 函数論

★ 確率論基礎

★ 数理統計

★ 物理学基礎論Ａ

★ 物理学基礎論Ｂ

★ 初修物理学Ａ

★ 初修物理学Ｂ

★ 熱力学

★ 物理学実験

★ 力学続論

★ 統計物理学

★ 振動・波動論

☆ 電磁気学続論

☆ 解析力学

☆ 量子物理学

左記の★、☆印の科目は全全学学共共通通科科目目です。学部科目としてではな
く、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学共通科目
履修の手引きを参照すること。
（★は総合人間学部が提供する科目）
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地球科学演習Ａ 演習 前 2-4 2 2
小木曽哲　　　加藤　 護■
石村豊穂　　　桑野太輔
田近　 周

地球科学演習 ×

地球科学演習Ｂ 演習 後 2-4 2 2
小木曽哲　　　加藤　 護■
石村豊穂　 　 藤井悠里
桑野太輔

地球科学演習 ×

課題演習：（物理科学）レーザー物理学 演習 前 2-4 4 4 木下俊哉■　 渡邊雅之
課題演習：物理科学・光と物質
課題演習：物理科学

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）表面構造解析 演習 後 2-4 4 4
課題演習：物理科学
課題演習：（物理科学）構造と物性

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）光電子分光 演習 後 2-4 4 4 吉田鉄平■
課題演習：（物理科学）共鳴現象
課題演習：物理科学
課題演習：物理科学・核磁気共鳴

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）核磁気共鳴 演習 前 2-4 4 4
課題演習：物理科学
課題演習：物理科学・電子と波動
課題演習：（物理科学）高圧・核磁気共鳴

【隔年開講】

課題演習：（物理科学）物理シミュレーション 演習 前 2-4 4 4 【隔年開講】

課題演習：物質の構造と機能 演習 前 2-4 8 8
田部勢津久■　内本喜晴
吉田寿雄　　　　浅沼　 尚
許　 健

課題演習：分子の構造と機能 演習 後 2-4 8 8
小松直樹　　津江広人■
藤田健一　　廣戸　 聡
高橋弘樹　　新林卓也

課題演習：生物学Ａ 演習 前 2-4 4 4

土屋　 徹■　瀬戸口浩彰
市岡孝朗　　 宮下英明
今吉　 格　　 西川完途
吉村成弘　　 幡野恭子
阪口翔太　　 佐藤博俊
原壮大朗

●

課題演習：生物学Ｂ 演習 後 2-4 4 4

土屋　 徹■　瀬戸口浩彰
市岡孝朗　　 宮下英明
今吉　 格　　 西川完途
吉村成弘　　 幡野恭子
阪口翔太　　 佐藤博俊
原壮大朗

●

課題演習：地球科学A 演習 前 2-4 4 4
小木曽哲　　　加藤　 護
石村豊穂■　 桑野太輔

● 課題演習：地球科学 ×

課題演習：地球科学B 演習 後 2-4 4 4
小木曽哲　　　加藤　 護
石村豊穂■　 藤井悠里
桑野太輔

● 課題演習：地球科学 ×

総合フィールド演習 演習 前集 1-4 2 2

瀬戸口浩彰　 市岡孝朗
宮下英明■　 小木曽哲
西川完途　　  石村豊穂
阪口翔太　　　山守瑠奈
桑野太輔

複数講義

※※  乗船を伴う科目のため、
KULASISからの履修登録不可。
ガイダンスに出席した学生の中より
教員が履修許可者を決定します。
履修登録は事務にて行います。
履修希望者は、後日掲示予定のガ
イダンス等掲示を各自で確認し、ガ
イダンスに必ず出席してください。

人環

自然科学特別ゼミナールⅠ 演習 後集 3-4 2 2 全員 ※履修登録は各教員別 ×

自然科学特別ゼミナールⅡA 演習 前集 4 2 2 全員 自然科学特別ゼミナールＡ ※履修登録は各教員別 ×

自然科学特別ゼミナールⅡB 演習 後集 4 2 2 全員 自然科学特別ゼミナールＢ ※履修登録は各教員別 ×

基礎演習：植物野外実習 ゼミ 前集 1-4 2 2 瀬戸口浩彰 生物学実習III（植物野外観察コース）
基礎演習：植物野外実習（高山植物の観察）

ILASセミナーと同一科目
科目名変更

全共

基礎演習：微生物ってなに？-身の回りの微生物 ゼミ 前 1-4 2 2 宮下英明
環境微生物概論
基礎演習：環境微生物概論

ILASセミナーと同一科目 全共

★ 微分積分学Ａ

★ 微分積分学（講義・演義）Ａ

★ 微分積分学Ｂ

★ 微分積分学（講義・演義）Ｂ

★ 線形代数学Ａ

★ 線形代数学（講義・演義）Ａ

★ 線形代数学Ｂ

★ 線形代数学（講義・演義）Ｂ

★ 関数論 函数論

★ 確率論基礎

★ 数理統計

★ 物理学基礎論Ａ

★ 物理学基礎論Ｂ

★ 初修物理学Ａ

★ 初修物理学Ｂ

★ 熱力学

★ 物理学実験

★ 力学続論

★ 統計物理学

★ 振動・波動論

☆ 電磁気学続論

☆ 解析力学

☆ 量子物理学

左記の★、☆印の科目は全全学学共共通通科科目目です。学部科目としてではな
く、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学共通科目
履修の手引きを参照すること。
（★は総合人間学部が提供する科目）
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★ 基礎物理化学（量子論） 基礎物理化学Ａ

★ 基礎物理化学（熱力学） 基礎物理化学Ｂ

★ 基礎物理化学要論

★ 基礎有機化学Ｉ 基礎有機化学A

★ 基礎有機化学II 基礎有機化学Ｂ

★ 基礎化学実験

★ 有機化学演習Ａ 構造有機化学入門

★ 有機化学演習Ｂ 反応有機化学入門

★ 無機化学入門Ａ

★ 無機化学入門Ｂ

★ 探究型化学課題演習III －有機化合物の化学－

☆ 生化学入門 生化学入門１０１,１０２

☆ 細胞と分子の基礎生物学

★ 生物・生命科学入門

★ 「生命の進化」概論 「生命と地球の共進化」概論

★ 植物自然史Ｉ 生命科学概論Ａ

★ 植物自然史II 植物系統進化学

★ 真菌自然史
真菌自然史Ａ・Ｂ
真菌自然史Ⅰ・Ⅱ

★ 動物自然史Ｉ 動物自然史Ａ

★ 動物自然史II 動物自然史Ｂ

★ 行動生態学入門

★ 藻類学概論

★ 生物学実習Ｉ ［基礎コース］ 生物学実習Ⅲ

★ 生物学実習II ［自然史コース］ 生物学実習Ⅰ･Ⅱ

★ 生物学実習III ［細胞と分子生物学コース］ 生物学実習Ⅲ

★ 地球科学実験 地球科学実験Ａ

★ 基礎地球科学A （地球システムの歴史と変遷）
基礎地球科学IＡ
基礎地球科学Ａ （地球システムの
構造と挙動）

★ 基礎地球科学B （地球システムと環境）
基礎地球科学IＢ
基礎地球科学Ｂ （地球システムの
変動と変遷）

★ 基礎地球科学A （現在の地球の活動と私たち）
基礎地球科学IIＡ
基礎地球科学Ａ （宇宙誕生から現
在まで）

★ 基礎地球科学B （地球誕生から現在まで）
基礎地球科学IIＢ
基礎地球科学Ｂ （現在の地球環境
の仕組み）

★ フィールド地球科学
Field地球科学Ａ・B
Field地球科学Ⅰ･Ⅱ

★ 太陽系と地球の物質 Ｍａｔｅｒｉａｌ地球科学Ａ・B

平成25年度以前入学者で、基礎物理化学A・Bの
両方の単位取得者については、基礎物理化学
（量子論）・基礎物理化学（熱力学）は卒業に必要
な単位として認定されません。また、基礎物理化
学A・Bのどちらか一方の単位が未取得の者は、
基礎物理化学（量子論）・基礎物理化学（熱力学）
のどちらを習得すべきかについて、化学分野教務
担当教員に問い合わせて下さい。
また、基礎物理化学要論の履修にあたっては、基
礎物理化学（量子論）・基礎物理化学（熱力学）と
の重複履修について注意が必要です。全学共通
科目履修の手引きやKULASISに掲載されている
案内を必ず確認して下さい。不明の点があれば、
化学分野教務担当教員に問い合わせて下さい。

左記の★、☆印の科目は全全学学共共通通科科目目です。学部科目としてではな
く、全全学学共共通通科科目目ととししてて認認定定されます。担当教員等は全学共通科目
履修の手引きを参照すること。
（★は総合人間学部が提供する科目）
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●　　特特殊殊講講義義（（学学部部共共通通））科科目目表表

人
間
科
学
系

認
知
情
報
学
系

国
際
文
明
学
系

文
化
環
境
学
系

自
然
科
学
系

学部特殊講義ⅠＡ
（発達教育学）

講義 2-4 2 2 ○

総合人間学としての精神分析 講義 後 2-4 2 2 平井正三（非） ○
学部特殊講義ⅠＢ
（総合人間学としての精神分析）

R5より人環と共通科目

学部特殊講義ⅠＣ
（環境倫理学：Environmental Ethics）

講義 1-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅠＤ
（環境倫理学セミナー：Ningen and Kankyo in the
Philosophies of William James and John Dewey）

演習 1-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅡＡ
（こころの科学Ⅰ）

講義 2-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅡＢ
（こころの科学Ⅱ）

講義 2-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅢＡ
（歴史社会論）

講義 2-4 2 2 ● ○

学部特殊講義ⅢＢ
（歴史社会論）

講義 2-4 2 2 ● ○

現代社会論（メディア社会史入門） 講義 前 2-4 2 2
大黒弘慈■
鵜飼大介

○
学部特殊講義ⅢC
（現代文明論）

R6より重複履修不可

文化・地域環境論（文化人類学入門） 演習 前 2-4 2 2
梶丸　 岳■
風間計博
岩谷彩子

○
学部特殊講義ⅣＡ
（文化人類学調査実践演習）

文学部と共通科目

文化・地域環境論（建築読解入門） 講義 後 2-4 2 2
藤原　 学■
中嶋節子
前田昌弘

○
学部特殊講義ⅣＢ
（建築読解入門）

学部特殊講義ⅤＡ 講義 2-4 2 2 ○ ○

学部特殊講義ⅤＢ 講義 2-4 2 2

●　　総総人人ゼゼミミ
　総合人間学部では、平成１９年度後期よりさまざまなテーマを掲げる「総人ゼミ」（全体名称）が開講されています。

　この「総人ゼミ」は、多彩な研究分野を持つ教員からなる本学部の特色を生かし、少人数のゼミ形式で教員と学生の皆さんの距離

を近くし、教員一人一人の研究内容に触れる機会を提供することで、学生の皆さんの学問への関心を高めることを目的としていま

す。本を輪読するゼミもあれば、講義と実験を組み合わせたゼミやフィールドに出て体験するゼミ等、いろいろな形で実施されます。

　 「総人ゼミ」は、学部の教授会で認められたゼミです。しかし、単位はありません。原則として１回生対象ですが、 ２回生以上で関

心のある人の参加も歓迎します。教員と直接に対話して学問に触れるよい機会です。

　総合人間学部の皆さんがたくさん参加されることを期待しています。

  ゼミの種類や具体的な内容については４月頃と１０月頃に掲示予定です。質問がありましたら、学部教務掛でおたずねください。

開
講
期

対
象
回
生

単
位
数

週
時
間
数

担当教員

重
複
履
修

特殊講義は、総合人間学部共通科目として開講される学部専門科目です。
学系によっては、主専攻科目または副専攻科目として認められます。（副専攻として認定を希望する場合は学部教務掛へ申し出てくだ
さい）

特
殊
講
義

学
部
共
通
科
目

授業科目名

授
業
形
態

主専攻・副専攻
 認定

旧科目名 備　　考

他
学
部
聴
講

 ●  ●  ●  ● 副専攻科目表  ●  ●  ●  ● 
 副専攻は、主専攻分野とは別に特定の分野を系統的に履修する制度です。これによって主専攻以外の分野にも深い

知識と広い教養及び総合的な判断力を養い、豊かな人間性を身につける高度一般教育の実現が期待されます。 

  

●●  副専攻の選び方  

副専攻は、次の一覧表の①～⑫から自分が所属する学系以外のいずれか１つを選んでください。ただし、「１つの副

専攻から20単位以上」というのはかなり厳しい条件ですから、各副専攻の履修条件等をよく読み、早めに履修計画を立

ててください。 

 

 各学系で主専攻科目として認定する特殊講義は、各学系が提供する副専攻科目（その学系の副専攻が複数ある場合はすべての副

専攻における副専攻科目）として適用されます。また、複合領域においてもそれぞれの関係の学系の科目として認められます。 

副副専専攻攻名名  

・下記の関係科目群（主専攻科目表にある学部科目・全学共通科目）より履修すること 

・授業形態が「講義」以外の科目を４単位以上修得すること 

・入門科目は含まない  

① 人人間間社社会会論論  人間科学系  人間形成論関係科目／社会行動論関係科目／文化社会論関係科目 

② 思思想想文文化化論論  人間科学系  人間存在論関係科目／創造行為論関係科目／文芸表象論関係科目 

③ 認認知知・・行行動動科科学学  認知情報学系  認知・行動科学関係科目 

④ 数数理理情情報報科科学学  認知情報学系  数理情報論関係科目 

⑤ 言言語語科科学学  認知情報学系  言語科学関係科目／外国語教育論関係科目 

⑥ 現現代代文文明明論論  国際文明学系  社会相関論関係科目 

⑦ 歴歴史史文文化化社社会会論論  国際文明学系  歴史文化社会関係科目 

⑧ 比比較較文文明明論論  文化環境学系  比較文明論関係科目 

⑨ 文文化化・・地地域域環環境境論論  文化環境学系  文化･地域環境論関係科目 

⑩ 自自然然科科学学  

 
自然科学系  

・自然科学系（自然科学特別ゼミナールＡ・Ｂを除く） 

・全学共通科目から以下の科目を含めることができる。 

物理学概論Ａ・Ｂ，化学概論Ⅰ・Ⅱ，生活と環境の化学，自然と環境の化学， 

地球科学入門，地球の営みⅠ・Ⅱ 

 

（（複複合合領領域域））  

副副専専攻攻名名  

  

・副専攻研究について 

複合領域を選択する場合、所定の単位を修得済みであれば、副専攻研究を履修することが 

できる。希望する場合は、指導する教員と研究テーマ・内容等を相談のうえ、前期履修登録時

に学部教務掛に履修を申し出ること。 

副専攻研究（４単位）を履修する場合には、ａ，ｃは各６単位以上でよい。 

副専攻研究を登録できるのは、ａ～ｃあわせて 10 単位以上（副専攻研究指導教員の担当する

演習等を含む）を修得した後とする。     

⑪ 

  

（（複複合合領領域域））  

現現代代文文明明とと科科学学  

人間科学系、国際文明学系、

文化環境学系を主専攻とす

るものが選択できる  

・副専攻領域（自然科学系および認知情報学系）の科目から、下記に従って履修すること。 

ａ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が「講義」科目を８単位以上。 

自然科学系の入門科目を含む。（認知情報学系の入門科目は含まない） 

ｂ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が演習・実験・実習・ゼミを４単位以上。  

ｃ．主専攻科目表に記載されたすべての学部科目・全学共通科目から８単位以上。  

人間科学系の「科学論Ⅰ・Ⅱ」、国際文明学系の「現代社会論ⅠＡ・ⅠＢ」を含めることが 

できる。 

⑫ 

  

（（複複合合領領域域））  

文文化化総総合合研研究究  

認知情報学系、自然科学系

を主専攻とするものが選択で

きる 

  

・副専攻領域（人間科学系、国際文明学系、文化環境学系の科目、および認知情報学系の言

語科学関係科目／外国語教育論関係科目）の中から下記に従って履修すること。 

（ただし、認知情報学系を主専攻とするものは、認知情報学系の言語科学関係科目／外国語

教育論関係科目を副専攻科目にはできない） 

ａ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が「講義」科目を８単位以上。 

人間科学系、国際文明学系、文化環境学系の入門科目を含む。 

（認知情報学系の入門科目は含まない） 

ｂ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が演習・実験・実習・ゼミを４単位以上。  

ｃ．主専攻科目表に記載されたすべての学部科目・全学共通科目から８単位以上。 
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●　　特特殊殊講講義義（（学学部部共共通通））科科目目表表

人
間
科
学
系

認
知
情
報
学
系

国
際
文
明
学
系

文
化
環
境
学
系

自
然
科
学
系

学部特殊講義ⅠＡ
（発達教育学）

講義 2-4 2 2 ○

総合人間学としての精神分析 講義 後 2-4 2 2 平井正三（非） ○
学部特殊講義ⅠＢ
（総合人間学としての精神分析）

R5より人環と共通科目

学部特殊講義ⅠＣ
（環境倫理学：Environmental Ethics）

講義 1-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅠＤ
（環境倫理学セミナー：Ningen and Kankyo in the
Philosophies of William James and John Dewey）

演習 1-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅡＡ
（こころの科学Ⅰ）

講義 2-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅡＢ
（こころの科学Ⅱ）

講義 2-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅢＡ
（歴史社会論）

講義 2-4 2 2 ● ○

学部特殊講義ⅢＢ
（歴史社会論）

講義 2-4 2 2 ● ○

現代社会論（メディア社会史入門） 講義 前 2-4 2 2
大黒弘慈■
鵜飼大介

○
学部特殊講義ⅢC
（現代文明論）

R6より重複履修不可

文化・地域環境論（文化人類学入門） 演習 前 2-4 2 2
梶丸　 岳■
風間計博
岩谷彩子

○
学部特殊講義ⅣＡ
（文化人類学調査実践演習）

文学部と共通科目

文化・地域環境論（建築読解入門） 講義 後 2-4 2 2
藤原　 学■
中嶋節子
前田昌弘

○
学部特殊講義ⅣＢ
（建築読解入門）

学部特殊講義ⅤＡ 講義 2-4 2 2 ○ ○

学部特殊講義ⅤＢ 講義 2-4 2 2

●　　総総人人ゼゼミミ
　総合人間学部では、平成１９年度後期よりさまざまなテーマを掲げる「総人ゼミ」（全体名称）が開講されています。

　この「総人ゼミ」は、多彩な研究分野を持つ教員からなる本学部の特色を生かし、少人数のゼミ形式で教員と学生の皆さんの距離

を近くし、教員一人一人の研究内容に触れる機会を提供することで、学生の皆さんの学問への関心を高めることを目的としていま

す。本を輪読するゼミもあれば、講義と実験を組み合わせたゼミやフィールドに出て体験するゼミ等、いろいろな形で実施されます。

　 「総人ゼミ」は、学部の教授会で認められたゼミです。しかし、単位はありません。原則として１回生対象ですが、 ２回生以上で関

心のある人の参加も歓迎します。教員と直接に対話して学問に触れるよい機会です。

　総合人間学部の皆さんがたくさん参加されることを期待しています。

  ゼミの種類や具体的な内容については４月頃と１０月頃に掲示予定です。質問がありましたら、学部教務掛でおたずねください。

開
講
期

対
象
回
生

単
位
数

週
時
間
数

担当教員

重
複
履
修

特殊講義は、総合人間学部共通科目として開講される学部専門科目です。
学系によっては、主専攻科目または副専攻科目として認められます。（副専攻として認定を希望する場合は学部教務掛へ申し出てくだ
さい）

特
殊
講
義

学
部
共
通
科
目

授業科目名

授
業
形
態

主専攻・副専攻
 認定

旧科目名 備　　考

他
学
部
聴
講

 ●  ●  ●  ● 副専攻科目表  ●  ●  ●  ● 
 副専攻は、主専攻分野とは別に特定の分野を系統的に履修する制度です。これによって主専攻以外の分野にも深い

知識と広い教養及び総合的な判断力を養い、豊かな人間性を身につける高度一般教育の実現が期待されます。 

  

●●  副専攻の選び方  

副専攻は、次の一覧表の①～⑫から自分が所属する学系以外のいずれか１つを選んでください。ただし、「１つの副

専攻から20単位以上」というのはかなり厳しい条件ですから、各副専攻の履修条件等をよく読み、早めに履修計画を立

ててください。 

 

 各学系で主専攻科目として認定する特殊講義は、各学系が提供する副専攻科目（その学系の副専攻が複数ある場合はすべての副

専攻における副専攻科目）として適用されます。また、複合領域においてもそれぞれの関係の学系の科目として認められます。 

副副専専攻攻名名  

・下記の関係科目群（主専攻科目表にある学部科目・全学共通科目）より履修すること 

・授業形態が「講義」以外の科目を４単位以上修得すること 

・入門科目は含まない  

① 人人間間社社会会論論  人間科学系  人間形成論関係科目／社会行動論関係科目／文化社会論関係科目 

② 思思想想文文化化論論  人間科学系  人間存在論関係科目／創造行為論関係科目／文芸表象論関係科目 

③ 認認知知・・行行動動科科学学  認知情報学系  認知・行動科学関係科目 

④ 数数理理情情報報科科学学  認知情報学系  数理情報論関係科目 

⑤ 言言語語科科学学  認知情報学系  言語科学関係科目／外国語教育論関係科目 

⑥ 現現代代文文明明論論  国際文明学系  社会相関論関係科目 

⑦ 歴歴史史文文化化社社会会論論  国際文明学系  歴史文化社会関係科目 

⑧ 比比較較文文明明論論  文化環境学系  比較文明論関係科目 

⑨ 文文化化・・地地域域環環境境論論  文化環境学系  文化･地域環境論関係科目 

⑩ 自自然然科科学学  

 
自然科学系  

・自然科学系（自然科学特別ゼミナールＡ・Ｂを除く） 

・全学共通科目から以下の科目を含めることができる。 

物理学概論Ａ・Ｂ，化学概論Ⅰ・Ⅱ，生活と環境の化学，自然と環境の化学， 

地球科学入門，地球の営みⅠ・Ⅱ 

 

（（複複合合領領域域））  

副副専専攻攻名名  

  

・副専攻研究について 

複合領域を選択する場合、所定の単位を修得済みであれば、副専攻研究を履修することが 

できる。希望する場合は、指導する教員と研究テーマ・内容等を相談のうえ、前期履修登録時

に学部教務掛に履修を申し出ること。 

副専攻研究（４単位）を履修する場合には、ａ，ｃは各６単位以上でよい。 

副専攻研究を登録できるのは、ａ～ｃあわせて 10 単位以上（副専攻研究指導教員の担当する

演習等を含む）を修得した後とする。     

⑪ 

  

（（複複合合領領域域））  

現現代代文文明明とと科科学学  

人間科学系、国際文明学系、

文化環境学系を主専攻とす

るものが選択できる  

・副専攻領域（自然科学系および認知情報学系）の科目から、下記に従って履修すること。 

ａ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が「講義」科目を８単位以上。 

自然科学系の入門科目を含む。（認知情報学系の入門科目は含まない） 

ｂ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が演習・実験・実習・ゼミを４単位以上。  

ｃ．主専攻科目表に記載されたすべての学部科目・全学共通科目から８単位以上。  

人間科学系の「科学論Ⅰ・Ⅱ」、国際文明学系の「現代社会論ⅠＡ・ⅠＢ」を含めることが 

できる。 

⑫ 

  

（（複複合合領領域域））  

文文化化総総合合研研究究  

認知情報学系、自然科学系

を主専攻とするものが選択で

きる 

  

・副専攻領域（人間科学系、国際文明学系、文化環境学系の科目、および認知情報学系の言

語科学関係科目／外国語教育論関係科目）の中から下記に従って履修すること。 

（ただし、認知情報学系を主専攻とするものは、認知情報学系の言語科学関係科目／外国語

教育論関係科目を副専攻科目にはできない） 

ａ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が「講義」科目を８単位以上。 

人間科学系、国際文明学系、文化環境学系の入門科目を含む。 

（認知情報学系の入門科目は含まない） 

ｂ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が演習・実験・実習・ゼミを４単位以上。  

ｃ．主専攻科目表に記載されたすべての学部科目・全学共通科目から８単位以上。 
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●　　特特殊殊講講義義（（学学部部共共通通））科科目目表表

人
間
科
学
系

認
知
情
報
学
系

国
際
文
明
学
系

文
化
環
境
学
系

自
然
科
学
系

学部特殊講義ⅠＡ
（発達教育学）

講義 2-4 2 2 ○

総合人間学としての精神分析 講義 後 2-4 2 2 平井正三（非） ○
学部特殊講義ⅠＢ
（総合人間学としての精神分析）

R5より人環と共通科目

学部特殊講義ⅠＣ
（環境倫理学：Environmental Ethics）

講義 1-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅠＤ
（環境倫理学セミナー：Ningen and Kankyo in the
Philosophies of William James and John Dewey）

演習 1-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅡＡ
（こころの科学Ⅰ）

講義 2-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅡＢ
（こころの科学Ⅱ）

講義 2-4 2 2 ○

学部特殊講義ⅢＡ
（歴史社会論）

講義 2-4 2 2 ● ○

学部特殊講義ⅢＢ
（歴史社会論）

講義 2-4 2 2 ● ○

現代社会論（メディア社会史入門） 講義 前 2-4 2 2
大黒弘慈■
鵜飼大介

○
学部特殊講義ⅢC
（現代文明論）

R6より重複履修不可

文化・地域環境論（文化人類学入門） 演習 前 2-4 2 2
梶丸　 岳■
風間計博
岩谷彩子

○
学部特殊講義ⅣＡ
（文化人類学調査実践演習）

文学部と共通科目

文化・地域環境論（建築読解入門） 講義 後 2-4 2 2
藤原　 学■
中嶋節子
前田昌弘

○
学部特殊講義ⅣＢ
（建築読解入門）

学部特殊講義ⅤＡ 講義 2-4 2 2 ○ ○

学部特殊講義ⅤＢ 講義 2-4 2 2

●　　総総人人ゼゼミミ
　総合人間学部では、平成１９年度後期よりさまざまなテーマを掲げる「総人ゼミ」（全体名称）が開講されています。

　この「総人ゼミ」は、多彩な研究分野を持つ教員からなる本学部の特色を生かし、少人数のゼミ形式で教員と学生の皆さんの距離

を近くし、教員一人一人の研究内容に触れる機会を提供することで、学生の皆さんの学問への関心を高めることを目的としていま

す。本を輪読するゼミもあれば、講義と実験を組み合わせたゼミやフィールドに出て体験するゼミ等、いろいろな形で実施されます。

　 「総人ゼミ」は、学部の教授会で認められたゼミです。しかし、単位はありません。原則として１回生対象ですが、 ２回生以上で関

心のある人の参加も歓迎します。教員と直接に対話して学問に触れるよい機会です。

　総合人間学部の皆さんがたくさん参加されることを期待しています。

  ゼミの種類や具体的な内容については４月頃と１０月頃に掲示予定です。質問がありましたら、学部教務掛でおたずねください。

開
講
期

対
象
回
生

単
位
数

週
時
間
数

担当教員

重
複
履
修

特殊講義は、総合人間学部共通科目として開講される学部専門科目です。
学系によっては、主専攻科目または副専攻科目として認められます。（副専攻として認定を希望する場合は学部教務掛へ申し出てくだ
さい）

特
殊
講
義

学
部
共
通
科
目

授業科目名

授
業
形
態

主専攻・副専攻
 認定

旧科目名 備　　考

他
学
部
聴
講

 ●  ●  ●  ● 副専攻科目表  ●  ●  ●  ● 
 副専攻は、主専攻分野とは別に特定の分野を系統的に履修する制度です。これによって主専攻以外の分野にも深い

知識と広い教養及び総合的な判断力を養い、豊かな人間性を身につける高度一般教育の実現が期待されます。 

  

●●  副専攻の選び方  

副専攻は、次の一覧表の①～⑫から自分が所属する学系以外のいずれか１つを選んでください。ただし、「１つの副

専攻から20単位以上」というのはかなり厳しい条件ですから、各副専攻の履修条件等をよく読み、早めに履修計画を立

ててください。 

 

 各学系で主専攻科目として認定する特殊講義は、各学系が提供する副専攻科目（その学系の副専攻が複数ある場合はすべての副

専攻における副専攻科目）として適用されます。また、複合領域においてもそれぞれの関係の学系の科目として認められます。 

副副専専攻攻名名  

・下記の関係科目群（主専攻科目表にある学部科目・全学共通科目）より履修すること 

・授業形態が「講義」以外の科目を４単位以上修得すること 

・入門科目は含まない  

① 人人間間社社会会論論  人間科学系  人間形成論関係科目／社会行動論関係科目／文化社会論関係科目 

② 思思想想文文化化論論  人間科学系  人間存在論関係科目／創造行為論関係科目／文芸表象論関係科目 

③ 認認知知・・行行動動科科学学  認知情報学系  認知・行動科学関係科目 

④ 数数理理情情報報科科学学  認知情報学系  数理情報論関係科目 

⑤ 言言語語科科学学  認知情報学系  言語科学関係科目／外国語教育論関係科目 

⑥ 現現代代文文明明論論  国際文明学系  社会相関論関係科目 

⑦ 歴歴史史文文化化社社会会論論  国際文明学系  歴史文化社会関係科目 

⑧ 比比較較文文明明論論  文化環境学系  比較文明論関係科目 

⑨ 文文化化・・地地域域環環境境論論  文化環境学系  文化･地域環境論関係科目 

⑩ 自自然然科科学学  

 
自然科学系  

・自然科学系（自然科学特別ゼミナールＡ・Ｂを除く） 

・全学共通科目から以下の科目を含めることができる。 

物理学概論Ａ・Ｂ，化学概論Ⅰ・Ⅱ，生活と環境の化学，自然と環境の化学， 

地球科学入門，地球の営みⅠ・Ⅱ 

 

（（複複合合領領域域））  

副副専専攻攻名名  

  

・副専攻研究について 

複合領域を選択する場合、所定の単位を修得済みであれば、副専攻研究を履修することが 

できる。希望する場合は、指導する教員と研究テーマ・内容等を相談のうえ、前期履修登録時

に学部教務掛に履修を申し出ること。 

副専攻研究（４単位）を履修する場合には、ａ，ｃは各６単位以上でよい。 

副専攻研究を登録できるのは、ａ～ｃあわせて 10 単位以上（副専攻研究指導教員の担当する

演習等を含む）を修得した後とする。     

⑪ 

  

（（複複合合領領域域））  

現現代代文文明明とと科科学学  

人間科学系、国際文明学系、

文化環境学系を主専攻とす

るものが選択できる  

・副専攻領域（自然科学系および認知情報学系）の科目から、下記に従って履修すること。 

ａ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が「講義」科目を８単位以上。 

自然科学系の入門科目を含む。（認知情報学系の入門科目は含まない） 

ｂ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が演習・実験・実習・ゼミを４単位以上。  

ｃ．主専攻科目表に記載されたすべての学部科目・全学共通科目から８単位以上。  

人間科学系の「科学論Ⅰ・Ⅱ」、国際文明学系の「現代社会論ⅠＡ・ⅠＢ」を含めることが 

できる。 

⑫ 

  

（（複複合合領領域域））  

文文化化総総合合研研究究  

認知情報学系、自然科学系

を主専攻とするものが選択で

きる 

  

・副専攻領域（人間科学系、国際文明学系、文化環境学系の科目、および認知情報学系の言

語科学関係科目／外国語教育論関係科目）の中から下記に従って履修すること。 

（ただし、認知情報学系を主専攻とするものは、認知情報学系の言語科学関係科目／外国語

教育論関係科目を副専攻科目にはできない） 

ａ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が「講義」科目を８単位以上。 

人間科学系、国際文明学系、文化環境学系の入門科目を含む。 

（認知情報学系の入門科目は含まない） 

ｂ．２２つつ以以上上の副専攻領域の学学部部科科目目から授業形態が演習・実験・実習・ゼミを４単位以上。  

ｃ．主専攻科目表に記載されたすべての学部科目・全学共通科目から８単位以上。 
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  教教育育職職員員免免許許状状取取得得ににつついいてて 

 

 高等学校、中学校または養護学校の教育職員になることを希望する学生は、教育職員免許法に定めるとこ

ろにしたがって、大学で所定の単位を修得し所定の手続きを行えば免許状が授与されます。 

 

教育職員免許状取得についての情報は、本便覧の他、総合人間学部の掲示、及びKULASIS＞共通掲示

板＞「全学生向け共通掲示板」のページに掲載の『・本学の教職課程及び免許取得に関する基本情報につ

いてはこちら』 に掲載されており、本学における教職課程及び免許状取得に関する基本情報等を掲載して

いるので、必ず確認すること。 

また、KULASIS＞上記と同ページのInformation＞分類選択「教員免許」に教職科目の履修や教育実習に

関する情報が随時更新掲載されているので、その情報も併せて必ず確認し見落としのないように注意するこ

と。 

 

● ● ● ● 総総合合人人間間学学部部でで取取得得ででききるる免免許許状状のの種種類類及及びび教教科科 ● ● ● ● 

 

平平成成3300年年度度以以前前入入学学者者  
  

種種        類類  
  

教教                      科科  
    

中中 学学 校校 一一 種種  
  

国語・社会・数学・理科・保健体育・英語・ドイツ語・フランス語 

高高等等学学校校一一種種  
  

国語・地理歴史・公民・数学・理科・保健体育・情報・英語・ドイツ語・フランス語 

 

平平成成3311年年度度以以降降入入学学者者  
  

種種        類類  
  

教教                      科科  
    

中中 学学 校校 一一 種種  
  

国語・社会・数学・理科・英語 

高高等等学学校校一一種種  
  

国語・地理歴史・公民・数学・理科・情報・英語 

 

● ● ● ● 単単位位のの修修得得ににつついいてて ● ● ● ● 

  

【【重重要要】】平平成成3311年年44月月以以降降のの教教職職課課程程のの変変更更及及びび経経過過措措置置ににつついいてて  
  

教育職員免許法施行規則等の改正に伴い、平成31年4月1日から教職課程が新課程に移行したが、入学

時期や所属、身分、所要資格を得た時期等によって適用される経過措置が異なる。そのため、自身が旧法

適用であるか新法適用であるかをよく確認の上、必要な科目を履修すること。（旧法適用者と新法適用者で

は、必要な単位数や科目が異なる。） 

なお、経過措置及び適用法の詳細については、KULASIS＞共通掲示板＞「全学生向け共通掲示板」の 

Information＞分類選択「教員免許」に掲載されているので、必ず確認すること。 

 

【【  新新  法法  】】  

単位は『教科及び教科の指導法に関する科目』、『教育の基礎的理解に関する科目』、『道徳、総合的な

学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目』、『教育実践に関する科目』、及び『大

学が独自に設定する科目』に区分され、それぞれ必要な単位を修得しなければならない。 
 

① 「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、教科に関する専門的事項を含んだ科目の単位は、 

当該学部で開講している授業科目の中から対応する科目の単位を修得すること。 （各教科の科目表 

は、学部教務掛で希望者に配付） 

【【  旧旧  法法  】】  

単位は『教科に関する科目』、『教科又は教職に関する科目』、『教職に関する科目』に区分され、それぞ

れ必要な単位を修得しなければなりません。詳細は必ず学生便覧で確認してください。免許状取得希望者

は履修カルテ（単位修得状況）を学部教務掛で配付します。 
 

① 「教科に関する科目」の単位は、総合人間学部で開講されている授業科目から指定された科目を履修

し、単位を修得すること。（各教科の科目表は、学部教務掛で希望者に配付） 

 

② 「教科又は教職に関する科目」は、教科に関する科目及び教職に関する科目の必要単位数を超えて

修得した場合、その単位を当該単位として充当する。 
 

③ 「教職に関する科目」の単位は、教育学部で開講されている授業科目から指定された科目を履修し、

単位を修得すること。 
 

すべての教科について、「教科及び教職に関する科目」のほかに、『「「日日本本国国憲憲法法」」２２単単位位』、『体体育育３３単単位位

以以上上』、『外外国国語語ココミミュュニニケケーーシショョンン２２単単位位』、『情情報報機機器器のの操操作作２２単単位位』を修得しなければならない。 

また、教育学部で開講の「民族と教育（隔年開講）」「人権教育論（隔年開講）」を履修しておくことを推奨

する。 

 

● ● ● ● 教教育育実実習習ににつついいてて ● ● ● ● 

 

教育実習は「教職に関する科目」（旧法）、「教育実践に関する科目」（新法）として必修になっています。 

教育実習は実習に係る事前及び事後指導（いずれも講義）並びに中・高等学校で行う実習からなっていま

す。 

教員職員免許状取得希望者は必ず説明会（３回生時）に参加し、また事前指導を受けたうえで教育実習に

参加してください。 

なお、教育実習の総括として事後指導を実施しますから、同様に参加してください。いずれについても掲示

で周知しますので、各自で確認し、見落とさないように注意してください。 

教育実習に参加できるのは学部４回生（中学校免許状取得希望者は３回生からでも可能な場合がありま

す。）で教育職員免許状取得希望者に限ります。 

教育職員免許状取得希望者は、旧法：『教科及び教職に関する科目』、新法：『教科及び教科の指導法に

関する科目』、『教育の基礎的理解に関する科目』、『道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、

教育相談等に関する科目』、『教育実践に関する科目』、及び『大学が独自に設定する科目』の大部分を３回

生までに修得しておかなければなりません。これらの科目が未修得の場合、教育実習に参加できないことが

あります。 
 

●  教育実習実施に当たっての注意事項 

教育実習への参加には、健康診断証明書が必要となるため、当該年度に実施される学生一般定

期健康診断を必ず受検しなければなりません。なお、胸部X線検査についても必要ですので、省略

せず受検してください。 

 また、事故対策として、「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）と「学研災付帯賠償責任保険」

（付帯賠償）に加入していない場合は、教育実習に参加できません。 

 

● ● ● ● 介介護護等等体体験験ににつついいてて ● ● ● ● 

  

中学校教諭普通免許状取得希望者については、特別支援学校で２日間と社会福祉施設等（保育所を除く）

で５日間、合計７日間の介護等体験が必要となります。説明会の開催、申込み手続きについては、掲示により

周知します。 
 

●  介護等体験実施に当たっての注意事項 

介護等体験への参加には、健康診断証明書が必要となるため、当該年度に実施される学生一般

定期健康診断を必ず受検しなければなりません。なお、胸部X線検査についても必要ですので、省

略せず受検してください。 

     また、事故対策として、「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）と「学研災付帯賠償責任保険」

（付帯賠償）に加入していない場合は、介護等体験に参加できません。 

 

【保険に関する問い合わせ窓口】 

教育推進・学生支援部厚生課厚生掛／TEL：075-753-2539 
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  教教育育職職員員免免許許状状取取得得ににつついいてて 

 

 高等学校、中学校または養護学校の教育職員になることを希望する学生は、教育職員免許法に定めるとこ

ろにしたがって、大学で所定の単位を修得し所定の手続きを行えば免許状が授与されます。 

 

教育職員免許状取得についての情報は、本便覧の他、総合人間学部の掲示、及びKULASIS＞共通掲示

板＞「全学生向け共通掲示板」のページに掲載の『・本学の教職課程及び免許取得に関する基本情報につ

いてはこちら』 に掲載されており、本学における教職課程及び免許状取得に関する基本情報等を掲載して

いるので、必ず確認すること。 

また、KULASIS＞上記と同ページのInformation＞分類選択「教員免許」に教職科目の履修や教育実習に

関する情報が随時更新掲載されているので、その情報も併せて必ず確認し見落としのないように注意するこ

と。 

 

● ● ● ● 総総合合人人間間学学部部でで取取得得ででききるる免免許許状状のの種種類類及及びび教教科科 ● ● ● ● 

 

平平成成3300年年度度以以前前入入学学者者  
  

種種        類類  
  

教教                      科科  
    

中中 学学 校校 一一 種種  
  

国語・社会・数学・理科・保健体育・英語・ドイツ語・フランス語 

高高等等学学校校一一種種  
  

国語・地理歴史・公民・数学・理科・保健体育・情報・英語・ドイツ語・フランス語 

 

平平成成3311年年度度以以降降入入学学者者  
  

種種        類類  
  

教教                      科科  
    

中中 学学 校校 一一 種種  
  

国語・社会・数学・理科・英語 

高高等等学学校校一一種種  
  

国語・地理歴史・公民・数学・理科・情報・英語 

 

● ● ● ● 単単位位のの修修得得ににつついいてて ● ● ● ● 

  

【【重重要要】】平平成成3311年年44月月以以降降のの教教職職課課程程のの変変更更及及びび経経過過措措置置ににつついいてて  
  

教育職員免許法施行規則等の改正に伴い、平成31年4月1日から教職課程が新課程に移行したが、入学

時期や所属、身分、所要資格を得た時期等によって適用される経過措置が異なる。そのため、自身が旧法

適用であるか新法適用であるかをよく確認の上、必要な科目を履修すること。（旧法適用者と新法適用者で

は、必要な単位数や科目が異なる。） 

なお、経過措置及び適用法の詳細については、KULASIS＞共通掲示板＞「全学生向け共通掲示板」の 

Information＞分類選択「教員免許」に掲載されているので、必ず確認すること。 

 

【【  新新  法法  】】  

単位は『教科及び教科の指導法に関する科目』、『教育の基礎的理解に関する科目』、『道徳、総合的な

学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目』、『教育実践に関する科目』、及び『大

学が独自に設定する科目』に区分され、それぞれ必要な単位を修得しなければならない。 
 

① 「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、教科に関する専門的事項を含んだ科目の単位は、 

当該学部で開講している授業科目の中から対応する科目の単位を修得すること。 （各教科の科目表 

は、学部教務掛で希望者に配付） 

【【  旧旧  法法  】】  

単位は『教科に関する科目』、『教科又は教職に関する科目』、『教職に関する科目』に区分され、それぞ

れ必要な単位を修得しなければなりません。詳細は必ず学生便覧で確認してください。免許状取得希望者

は履修カルテ（単位修得状況）を学部教務掛で配付します。 
 

① 「教科に関する科目」の単位は、総合人間学部で開講されている授業科目から指定された科目を履修

し、単位を修得すること。（各教科の科目表は、学部教務掛で希望者に配付） 

 

② 「教科又は教職に関する科目」は、教科に関する科目及び教職に関する科目の必要単位数を超えて

修得した場合、その単位を当該単位として充当する。 
 

③ 「教職に関する科目」の単位は、教育学部で開講されている授業科目から指定された科目を履修し、

単位を修得すること。 
 

すべての教科について、「教科及び教職に関する科目」のほかに、『「「日日本本国国憲憲法法」」２２単単位位』、『体体育育３３単単位位

以以上上』、『外外国国語語ココミミュュニニケケーーシショョンン２２単単位位』、『情情報報機機器器のの操操作作２２単単位位』を修得しなければならない。 

また、教育学部で開講の「民族と教育（隔年開講）」「人権教育論（隔年開講）」を履修しておくことを推奨

する。 

 

● ● ● ● 教教育育実実習習ににつついいてて ● ● ● ● 

 

教育実習は「教職に関する科目」（旧法）、「教育実践に関する科目」（新法）として必修になっています。 

教育実習は実習に係る事前及び事後指導（いずれも講義）並びに中・高等学校で行う実習からなっていま

す。 

教員職員免許状取得希望者は必ず説明会（３回生時）に参加し、また事前指導を受けたうえで教育実習に

参加してください。 

なお、教育実習の総括として事後指導を実施しますから、同様に参加してください。いずれについても掲示

で周知しますので、各自で確認し、見落とさないように注意してください。 

教育実習に参加できるのは学部４回生（中学校免許状取得希望者は３回生からでも可能な場合がありま

す。）で教育職員免許状取得希望者に限ります。 

教育職員免許状取得希望者は、旧法：『教科及び教職に関する科目』、新法：『教科及び教科の指導法に

関する科目』、『教育の基礎的理解に関する科目』、『道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、

教育相談等に関する科目』、『教育実践に関する科目』、及び『大学が独自に設定する科目』の大部分を３回

生までに修得しておかなければなりません。これらの科目が未修得の場合、教育実習に参加できないことが

あります。 
 

●  教育実習実施に当たっての注意事項 

教育実習への参加には、健康診断証明書が必要となるため、当該年度に実施される学生一般定

期健康診断を必ず受検しなければなりません。なお、胸部X線検査についても必要ですので、省略

せず受検してください。 

 また、事故対策として、「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）と「学研災付帯賠償責任保険」

（付帯賠償）に加入していない場合は、教育実習に参加できません。 

 

● ● ● ● 介介護護等等体体験験ににつついいてて ● ● ● ● 

  

中学校教諭普通免許状取得希望者については、特別支援学校で２日間と社会福祉施設等（保育所を除く）

で５日間、合計７日間の介護等体験が必要となります。説明会の開催、申込み手続きについては、掲示により

周知します。 
 

●  介護等体験実施に当たっての注意事項 

介護等体験への参加には、健康診断証明書が必要となるため、当該年度に実施される学生一般

定期健康診断を必ず受検しなければなりません。なお、胸部X線検査についても必要ですので、省

略せず受検してください。 

     また、事故対策として、「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）と「学研災付帯賠償責任保険」

（付帯賠償）に加入していない場合は、介護等体験に参加できません。 

 

【保険に関する問い合わせ窓口】 

教育推進・学生支援部厚生課厚生掛／TEL：075-753-2539 
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  教教育育職職員員免免許許状状取取得得ににつついいてて 

 

 高等学校、中学校または養護学校の教育職員になることを希望する学生は、教育職員免許法に定めるとこ

ろにしたがって、大学で所定の単位を修得し所定の手続きを行えば免許状が授与されます。 

 

教育職員免許状取得についての情報は、本便覧の他、総合人間学部の掲示、及びKULASIS＞共通掲示

板＞「全学生向け共通掲示板」のページに掲載の『・本学の教職課程及び免許取得に関する基本情報につ

いてはこちら』 に掲載されており、本学における教職課程及び免許状取得に関する基本情報等を掲載して

いるので、必ず確認すること。 

また、KULASIS＞上記と同ページのInformation＞分類選択「教員免許」に教職科目の履修や教育実習に

関する情報が随時更新掲載されているので、その情報も併せて必ず確認し見落としのないように注意するこ

と。 

 

● ● ● ● 総総合合人人間間学学部部でで取取得得ででききるる免免許許状状のの種種類類及及びび教教科科 ● ● ● ● 

 

平平成成3300年年度度以以前前入入学学者者  
  

種種        類類  
  

教教                      科科  
    

中中 学学 校校 一一 種種  
  

国語・社会・数学・理科・保健体育・英語・ドイツ語・フランス語 

高高等等学学校校一一種種  
  

国語・地理歴史・公民・数学・理科・保健体育・情報・英語・ドイツ語・フランス語 

 

平平成成3311年年度度以以降降入入学学者者  
  

種種        類類  
  

教教                      科科  
    

中中 学学 校校 一一 種種  
  

国語・社会・数学・理科・英語 

高高等等学学校校一一種種  
  

国語・地理歴史・公民・数学・理科・情報・英語 

 

● ● ● ● 単単位位のの修修得得ににつついいてて ● ● ● ● 

  

【【重重要要】】平平成成3311年年44月月以以降降のの教教職職課課程程のの変変更更及及びび経経過過措措置置ににつついいてて  
  

教育職員免許法施行規則等の改正に伴い、平成31年4月1日から教職課程が新課程に移行したが、入学

時期や所属、身分、所要資格を得た時期等によって適用される経過措置が異なる。そのため、自身が旧法

適用であるか新法適用であるかをよく確認の上、必要な科目を履修すること。（旧法適用者と新法適用者で

は、必要な単位数や科目が異なる。） 

なお、経過措置及び適用法の詳細については、KULASIS＞共通掲示板＞「全学生向け共通掲示板」の 

Information＞分類選択「教員免許」に掲載されているので、必ず確認すること。 

 

【【  新新  法法  】】  

単位は『教科及び教科の指導法に関する科目』、『教育の基礎的理解に関する科目』、『道徳、総合的な

学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目』、『教育実践に関する科目』、及び『大

学が独自に設定する科目』に区分され、それぞれ必要な単位を修得しなければならない。 
 

① 「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、教科に関する専門的事項を含んだ科目の単位は、 

当該学部で開講している授業科目の中から対応する科目の単位を修得すること。 （各教科の科目表 

は、学部教務掛で希望者に配付） 

【【  旧旧  法法  】】  

単位は『教科に関する科目』、『教科又は教職に関する科目』、『教職に関する科目』に区分され、それぞ

れ必要な単位を修得しなければなりません。詳細は必ず学生便覧で確認してください。免許状取得希望者

は履修カルテ（単位修得状況）を学部教務掛で配付します。 
 

① 「教科に関する科目」の単位は、総合人間学部で開講されている授業科目から指定された科目を履修

し、単位を修得すること。（各教科の科目表は、学部教務掛で希望者に配付） 

 

② 「教科又は教職に関する科目」は、教科に関する科目及び教職に関する科目の必要単位数を超えて

修得した場合、その単位を当該単位として充当する。 
 

③ 「教職に関する科目」の単位は、教育学部で開講されている授業科目から指定された科目を履修し、

単位を修得すること。 
 

すべての教科について、「教科及び教職に関する科目」のほかに、『「「日日本本国国憲憲法法」」２２単単位位』、『体体育育３３単単位位

以以上上』、『外外国国語語ココミミュュニニケケーーシショョンン２２単単位位』、『情情報報機機器器のの操操作作２２単単位位』を修得しなければならない。 

また、教育学部で開講の「民族と教育（隔年開講）」「人権教育論（隔年開講）」を履修しておくことを推奨

する。 

 

● ● ● ● 教教育育実実習習ににつついいてて ● ● ● ● 

 

教育実習は「教職に関する科目」（旧法）、「教育実践に関する科目」（新法）として必修になっています。 

教育実習は実習に係る事前及び事後指導（いずれも講義）並びに中・高等学校で行う実習からなっていま

す。 

教員職員免許状取得希望者は必ず説明会（３回生時）に参加し、また事前指導を受けたうえで教育実習に

参加してください。 

なお、教育実習の総括として事後指導を実施しますから、同様に参加してください。いずれについても掲示

で周知しますので、各自で確認し、見落とさないように注意してください。 

教育実習に参加できるのは学部４回生（中学校免許状取得希望者は３回生からでも可能な場合がありま

す。）で教育職員免許状取得希望者に限ります。 

教育職員免許状取得希望者は、旧法：『教科及び教職に関する科目』、新法：『教科及び教科の指導法に

関する科目』、『教育の基礎的理解に関する科目』、『道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、

教育相談等に関する科目』、『教育実践に関する科目』、及び『大学が独自に設定する科目』の大部分を３回

生までに修得しておかなければなりません。これらの科目が未修得の場合、教育実習に参加できないことが

あります。 
 

●  教育実習実施に当たっての注意事項 

教育実習への参加には、健康診断証明書が必要となるため、当該年度に実施される学生一般定

期健康診断を必ず受検しなければなりません。なお、胸部X線検査についても必要ですので、省略

せず受検してください。 

 また、事故対策として、「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）と「学研災付帯賠償責任保険」

（付帯賠償）に加入していない場合は、教育実習に参加できません。 

 

● ● ● ● 介介護護等等体体験験ににつついいてて ● ● ● ● 

  

中学校教諭普通免許状取得希望者については、特別支援学校で２日間と社会福祉施設等（保育所を除く）

で５日間、合計７日間の介護等体験が必要となります。説明会の開催、申込み手続きについては、掲示により

周知します。 
 

●  介護等体験実施に当たっての注意事項 

介護等体験への参加には、健康診断証明書が必要となるため、当該年度に実施される学生一般

定期健康診断を必ず受検しなければなりません。なお、胸部X線検査についても必要ですので、省

略せず受検してください。 

     また、事故対策として、「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）と「学研災付帯賠償責任保険」

（付帯賠償）に加入していない場合は、介護等体験に参加できません。 

 

【保険に関する問い合わせ窓口】 

教育推進・学生支援部厚生課厚生掛／TEL：075-753-2539 
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  公公認認心心理理師師ととななるる資資格格のの取取得得ににつついいてて 

 

京都大学では、総合人間学部、教育学部及び文学部において、平成30年度以降の入学者が、在学中に

公認心理師受験の要件となっている科目を取得できるようにしています。 

ただし、学部を卒業することで自動的に受験資格が得られるのではなく、必要となる科目や実習を計画的

に履修し、そのうえ卒業後は大学院修士課程にて必要科目を修得するか、あるいは特定の機関で実務経験

を2年ないし3年積むことで、受験資格を得ることができます。 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師のの職職務務 ● ● ● ● 

 

公認心理師は、公認心理師登録簿への登録を受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、教

育その他の分野において、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、次に掲げるような業務を行うも

のである。 

（１） 心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その結果の分析 

（２） 心理に関する支援を要する者に対する、その心理に関する相談及び助言、指導その他の援助 

（３） 心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言、指導その他の援助 

（４） 心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供、専門的、技術的な助言と指導

を与えるもの 

（公認心理師法第 2 条） 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師のの資資格格 ● ● ● ● 

 

【平成30年度以降の入学者（公認心理師法施行後入学者）について】 

公認心理師となるには、下記の（１）から（３）のいずれかに該当する者で、公認心理師試験合格後に、

公認心理師登録簿に、氏名、生年月日その他の文部科学省令・厚生労働省令で定める事項の登録を受

けなければならない。 

（１） 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学において心理学その他の公認心理師となるた

めに必要な科目として文部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めて卒業し、かつ、同法に基

づく大学院において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文部科学省令・厚

生労働省令で定めるものを修めてその課程を修了した者その他に準ずるものとして文部科学省令・

厚生労働省令で定める者 

（２） 学校教育法に基づく大学において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文

部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めて卒業した者その他に準ずるものとして文部科学省

令・厚生労働省令で定める者であって、文部科学省令・厚生労働省令で定める施設において文部

科学省令・厚生労働省令で定める期間以上公認心理師法第 2 条第 1 号から第 3 号までに掲げる行

為の業務に従事したもの 

（３） 文部科学大臣及び厚生労働大臣が（１）（２）に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると認

定した者 

 （同法第 4 条、第 7 条、第 28 条） 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師にに関関すするる科科目目のの単単位位 ● ● ● ● 

 

前記の大学において履修すべき公認心理師となるために必要な科目（25 科目）は、下記のとおりである。

また、「京都大学公認心理師情報ページ」URL に記載の「３．受験資格の要件となる指定科目について」の

項目「１．在学生」に掲載の「読み替え科目リスト（学内限定）」からも確認できる。 

なお、履修方法については、4 月に実施する公認心理師履修ガイダンスで指導を行うので、毎年必ず参

加すること。欠席した場合、指定科目を履修できなくなることがあるので注意されたい。 

また、文部科学省令・厚生労働省令で定める科目毎、対応する科目については 2 単位以上の履修が必

要である。 

（公認心理師法施行規則第 1 条及び第 2 条、公認心理師法附則第 2 条第 1 項第 1 号から第 4 号） 

 

【公認心理師となるために必要な科目（25 科目）】 

1. 公認心理師の職責 

2. 心理学概論 

3. 臨床心理学概論 

4. 心理学研究法 

5. 心理学統計法 

6. 心理学実験 

7. 知覚・認知心理学 

8. 学習・言語心理学 

9. 感情・人格心理学 

10. 神経・生理心理学 

11. 社会・集団・家族心理学 

12. 発達心理学 

13. 障害者・障害児心理学 

14. 心理的アセスメント 

15. 心理学的支援法 

16. 健康・医療心理学 

17. 福祉心理学 

18. 教育・学校心理学 

19. 司法・犯罪心理学 

20. 産業・組織心理学 

21. 人体の構造と機能及び疾病 

22. 精神疾患とその治療 

23. 関係行政論 

24. 心理演習 

25. 心理実習(80 時間以上) （本学では 90 時間で開講） 

 

【京都大学公認心理師情報ページ URL】 

https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/qualification_obtain_/kounin-cp/  
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  公公認認心心理理師師ととななるる資資格格のの取取得得ににつついいてて 

 

京都大学では、総合人間学部、教育学部及び文学部において、平成30年度以降の入学者が、在学中に

公認心理師受験の要件となっている科目を取得できるようにしています。 

ただし、学部を卒業することで自動的に受験資格が得られるのではなく、必要となる科目や実習を計画的

に履修し、そのうえ卒業後は大学院修士課程にて必要科目を修得するか、あるいは特定の機関で実務経験

を2年ないし3年積むことで、受験資格を得ることができます。 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師のの職職務務 ● ● ● ● 

 

公認心理師は、公認心理師登録簿への登録を受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、教

育その他の分野において、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、次に掲げるような業務を行うも

のである。 

（１） 心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その結果の分析 

（２） 心理に関する支援を要する者に対する、その心理に関する相談及び助言、指導その他の援助 

（３） 心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言、指導その他の援助 

（４） 心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供、専門的、技術的な助言と指導

を与えるもの 

（公認心理師法第 2 条） 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師のの資資格格 ● ● ● ● 

 

【平成30年度以降の入学者（公認心理師法施行後入学者）について】 

公認心理師となるには、下記の（１）から（３）のいずれかに該当する者で、公認心理師試験合格後に、

公認心理師登録簿に、氏名、生年月日その他の文部科学省令・厚生労働省令で定める事項の登録を受

けなければならない。 

（１） 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学において心理学その他の公認心理師となるた

めに必要な科目として文部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めて卒業し、かつ、同法に基

づく大学院において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文部科学省令・厚

生労働省令で定めるものを修めてその課程を修了した者その他に準ずるものとして文部科学省令・

厚生労働省令で定める者 

（２） 学校教育法に基づく大学において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文

部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めて卒業した者その他に準ずるものとして文部科学省

令・厚生労働省令で定める者であって、文部科学省令・厚生労働省令で定める施設において文部

科学省令・厚生労働省令で定める期間以上公認心理師法第 2 条第 1 号から第 3 号までに掲げる行

為の業務に従事したもの 

（３） 文部科学大臣及び厚生労働大臣が（１）（２）に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると認

定した者 

 （同法第 4 条、第 7 条、第 28 条） 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師にに関関すするる科科目目のの単単位位 ● ● ● ● 

 

前記の大学において履修すべき公認心理師となるために必要な科目（25 科目）は、下記のとおりである。

また、「京都大学公認心理師情報ページ」URL に記載の「３．受験資格の要件となる指定科目について」の

項目「１．在学生」に掲載の「読み替え科目リスト（学内限定）」からも確認できる。 

なお、履修方法については、4 月に実施する公認心理師履修ガイダンスで指導を行うので、毎年必ず参

加すること。欠席した場合、指定科目を履修できなくなることがあるので注意されたい。 

また、文部科学省令・厚生労働省令で定める科目毎、対応する科目については 2 単位以上の履修が必

要である。 

（公認心理師法施行規則第 1 条及び第 2 条、公認心理師法附則第 2 条第 1 項第 1 号から第 4 号） 

 

【公認心理師となるために必要な科目（25 科目）】 

1. 公認心理師の職責 

2. 心理学概論 

3. 臨床心理学概論 

4. 心理学研究法 

5. 心理学統計法 

6. 心理学実験 

7. 知覚・認知心理学 

8. 学習・言語心理学 

9. 感情・人格心理学 

10. 神経・生理心理学 

11. 社会・集団・家族心理学 

12. 発達心理学 

13. 障害者・障害児心理学 

14. 心理的アセスメント 

15. 心理学的支援法 

16. 健康・医療心理学 

17. 福祉心理学 

18. 教育・学校心理学 

19. 司法・犯罪心理学 

20. 産業・組織心理学 

21. 人体の構造と機能及び疾病 

22. 精神疾患とその治療 

23. 関係行政論 

24. 心理演習 

25. 心理実習(80 時間以上) （本学では 90 時間で開講） 

 

【京都大学公認心理師情報ページ URL】 

https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/qualification_obtain_/kounin-cp/  
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  公公認認心心理理師師ととななるる資資格格のの取取得得ににつついいてて 

 

京都大学では、総合人間学部、教育学部及び文学部において、平成30年度以降の入学者が、在学中に

公認心理師受験の要件となっている科目を取得できるようにしています。 

ただし、学部を卒業することで自動的に受験資格が得られるのではなく、必要となる科目や実習を計画的

に履修し、そのうえ卒業後は大学院修士課程にて必要科目を修得するか、あるいは特定の機関で実務経験

を2年ないし3年積むことで、受験資格を得ることができます。 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師のの職職務務 ● ● ● ● 

 

公認心理師は、公認心理師登録簿への登録を受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、教

育その他の分野において、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、次に掲げるような業務を行うも

のである。 

（１） 心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その結果の分析 

（２） 心理に関する支援を要する者に対する、その心理に関する相談及び助言、指導その他の援助 

（３） 心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言、指導その他の援助 

（４） 心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供、専門的、技術的な助言と指導

を与えるもの 

（公認心理師法第 2 条） 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師のの資資格格 ● ● ● ● 

 

【平成30年度以降の入学者（公認心理師法施行後入学者）について】 

公認心理師となるには、下記の（１）から（３）のいずれかに該当する者で、公認心理師試験合格後に、

公認心理師登録簿に、氏名、生年月日その他の文部科学省令・厚生労働省令で定める事項の登録を受

けなければならない。 

（１） 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学において心理学その他の公認心理師となるた

めに必要な科目として文部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めて卒業し、かつ、同法に基

づく大学院において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文部科学省令・厚

生労働省令で定めるものを修めてその課程を修了した者その他に準ずるものとして文部科学省令・

厚生労働省令で定める者 

（２） 学校教育法に基づく大学において心理学その他の公認心理師となるために必要な科目として文

部科学省令・厚生労働省令で定めるものを修めて卒業した者その他に準ずるものとして文部科学省

令・厚生労働省令で定める者であって、文部科学省令・厚生労働省令で定める施設において文部

科学省令・厚生労働省令で定める期間以上公認心理師法第 2 条第 1 号から第 3 号までに掲げる行

為の業務に従事したもの 

（３） 文部科学大臣及び厚生労働大臣が（１）（２）に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると認

定した者 

 （同法第 4 条、第 7 条、第 28 条） 

 

● ● ● ● 公公認認心心理理師師にに関関すするる科科目目のの単単位位 ● ● ● ● 

 

前記の大学において履修すべき公認心理師となるために必要な科目（25 科目）は、下記のとおりである。

また、「京都大学公認心理師情報ページ」URL に記載の「３．受験資格の要件となる指定科目について」の

項目「１．在学生」に掲載の「読み替え科目リスト（学内限定）」からも確認できる。 

なお、履修方法については、4 月に実施する公認心理師履修ガイダンスで指導を行うので、毎年必ず参

加すること。欠席した場合、指定科目を履修できなくなることがあるので注意されたい。 

また、文部科学省令・厚生労働省令で定める科目毎、対応する科目については 2 単位以上の履修が必

要である。 

（公認心理師法施行規則第 1 条及び第 2 条、公認心理師法附則第 2 条第 1 項第 1 号から第 4 号） 

 

【公認心理師となるために必要な科目（25 科目）】 

1. 公認心理師の職責 

2. 心理学概論 

3. 臨床心理学概論 

4. 心理学研究法 

5. 心理学統計法 

6. 心理学実験 

7. 知覚・認知心理学 

8. 学習・言語心理学 

9. 感情・人格心理学 

10. 神経・生理心理学 

11. 社会・集団・家族心理学 

12. 発達心理学 

13. 障害者・障害児心理学 

14. 心理的アセスメント 

15. 心理学的支援法 

16. 健康・医療心理学 

17. 福祉心理学 

18. 教育・学校心理学 

19. 司法・犯罪心理学 

20. 産業・組織心理学 

21. 人体の構造と機能及び疾病 

22. 精神疾患とその治療 

23. 関係行政論 

24. 心理演習 

25. 心理実習(80 時間以上) （本学では 90 時間で開講） 

 

【京都大学公認心理師情報ページ URL】 

https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/qualification_obtain_/kounin-cp/  
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学生生活の諸手続きについて 

 

● ● ● ● 学部教務掛窓口業務時間について  ● ● ● ● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● ● ● ● 学生証について  ● ● ● ● 

 

学生証は、本学の学生であることを証明するもので、常に携帯していなければなりません。附属図書館（中

央図書館等）や学術情報メディアセンターの利用証も兼ね、各施設への入退館認証や証明書自動発行機も

利用できます。 また、京大生協組合員証を兼ねています。諸証明等関係書類の交付時には、学生証によっ

て身分を確認するので提示してください。 

 

●  学生証再交付願  

紛失・破損等をした場合は、速やかに学部教務掛へ再交付を願い出てください。 

紛紛失失・・盗盗難難・・破破損損時時等等ででのの再再交交付付はは有有料料となります。あらかじめ京大生協で「学生証再発行クーポン

券」を購入のうえ、再交付願（窓口で交付）を提出してください。紛失・盗難の場合は、第三者による悪用

を防止するために警察の届出受理番号が必要となりますので、直ちに警察へ届け出て、届出受理番号

を控えておいてください。京大生協組合員の方は生協に連絡し、電子マネー機能を停止してください。 

改姓名などその他の理由で再交付する場合は、無償の場合がありますので、学部教務掛に問い合

わせてください。 

 

● ● ● ● 修学上の願い出・届け出について  ● ● ● ● 
 

  ●  休学願  

疾病その他の理由により、３ヶ月以上修学ができない場合、または既に休学している者が引き続き休

学期間の延長をする場合には、速やかに願い出てください。なお、疾病により休学する場合は診断書

が必要です。 
 

  ●  復学願（届）  

休学期間内に復学する場合は、以下により速やかに復学願（届）を提出してください。 

・疾病以外の場合・・・復学届を提出してください。 

・疾病による場合・・・本学所定の「京都大学復学診断書」により医療機関の診断を受け、その診断書と

共に復学を願い出てください。 
 

  ●  退学願  

やむを得ない事情により、退学しなければならなくなった場合には、事前に願い出てください。 

 

休学・退学の願い出は遡及して認められません。必ず事実発生の１ヶ月前までに所定の手続きを経て、学部教務

掛へ願い出て下さい。願い出が１ヶ月前より遅れる場合は個別にご相談ください。（遅延すると、希望する日付で許

可されないことや授業料納付で不利益が生じることがあります。） 

 

●  海外渡航届  

在学中に海外へ行く場合（外国人留学生が一時帰国する場合を含む）に提出してください。 

ただし、３ヶ月以上にわたる渡航の場合は、休学を願い出なければなりません。 

なお、外国の大学に留学し単位認定を希望するものは、留学前にクラス担任、アドバイザー、指導教

員等と相談し、所定の手続きをしてください。 

月月～～金金曜曜日日    ９９：：００００～～１１７７：：００００  （（創創立立記記念念日日、、冬冬季季休休業業日日をを除除くく）） 

［注］土曜、日曜、祝日等の窓口業務は行っていません。 それ以外にも行事等により、 窓

口業務を休止する場合がありますので、掲示に注意してください。 

●  住所変更届  

    本人及び家族の住所が変更になった場合は、速やかにKULASIS上で修正手続きをしてください。 

 

●  改姓（名）届 

    姓・名が変わった場合は、住民票記載事項証明書を添えて、速やかに届け出てください。 

 

● ● ● ● 転学部について  ● ● ● ● 

 

他の学部へ転学部を希望する場合は、毎年９月上旬に掲示で周知しますので、注意してください。 

希望する学部の資格照会手続きを経た後、有資格者は出願書類の交付を受け、転学部希望先の教務掛

の指示に従ってください。 

 

● ● ● ● 各種証明書の発行について  ● ● ● ● 

 

証明書は、証明書発行サービスから申し込みの上、発行してください。発行方法は、学内の証明書自動発

行機（無料）のほか、コンビニエンスストア発行やPDF発行（有料・24時間対応）が可能です。 

証明書発行サービスへは、KULASISの全学生向け共通掲示板のリンク集や、全学生共通ポータル（https:

//student.iimc.kyoto-u.ac.jp/）からもアクセスできます。 

証明書自動発行機及びコンビニ、PDFで発行できない証明書を希望する場合、学部教務掛に問い合わせ

てください。証明書によっては、７日間程度（土・日・祝日等を除く）時間を要する場合がありますので、時間に

余裕を持って問い合わせてください。 

なお、卒業証明書と成績証明書（全ての修得単位が記載されたもの）は、卒業日からの発行となります。た

だし、証明書自動発行機での発行は、卒業月の末日までです。（学内の大学院進学者は、在学中は証明書

自動発行機で発行できます。） 

 

● ● ● ● 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）の使用について  ● ● ● ● 

  

学生の修学上の経済的負担を軽減することにより、学校教育の振興に寄与することを目的とした運賃の割

引制度があります。この制度は、学生がつぎの目的等のため、鉄道を利用して片道の営業距離で101km以上

の旅行をする際に運賃の割引（割引率はJRの場合２割引）を受けることができます。 

JR以外にも近畿日本鉄道、関西汽船等割引制度を行っているところがありますので、当該会社に照会して

割引可能な場合は当該会社の指示に従ってください。 

 

ア 休暇、所用による帰省 

イ 実験・実習などの正課の教育活動 

ウ 大学が認めた特別教育活動または体育・文化に関する正課外の教育活動 

エ 就職又は進学のための受験等 

オ 大学が修学上適当と認めた見学又は行事の参加 

カ 傷病の治療その他修学上支障となる問題の処理 

キ 保護者の旅行への随行  

 

・学割証の交付枚数は、原則年間１５枚以内ですので計画を立てて使用してください。 

・有効期間は発行日から３ヶ月間です。（ただし、卒業時は卒業月末まで。） 

・学割証の使用に際しては、定められた諸事項を厳守してください。 

 

＊＊  記記名名人人以以外外のの使使用用ななどどのの違違反反ををししたた場場合合はは、、多多額額のの運運賃賃追追徴徴ががあありり、、以以後後学学割割証証のの発発行行停停止止処処分分（（本本人人だだけけ

ででななくく、、大大学学がが発発行行停停止止処処分分をを受受けけるる場場合合ももああるる））ななどどががあありりまますすかからら、、決決ししてて不不正正使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  
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学生生活の諸手続きについて 

 

● ● ● ● 学部教務掛窓口業務時間について  ● ● ● ● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● ● ● ● 学生証について  ● ● ● ● 

 

学生証は、本学の学生であることを証明するもので、常に携帯していなければなりません。附属図書館（中

央図書館等）や学術情報メディアセンターの利用証も兼ね、各施設への入退館認証や証明書自動発行機も

利用できます。 また、京大生協組合員証を兼ねています。諸証明等関係書類の交付時には、学生証によっ

て身分を確認するので提示してください。 

 

●  学生証再交付願  

紛失・破損等をした場合は、速やかに学部教務掛へ再交付を願い出てください。 

紛紛失失・・盗盗難難・・破破損損時時等等ででのの再再交交付付はは有有料料となります。あらかじめ京大生協で「学生証再発行クーポン

券」を購入のうえ、再交付願（窓口で交付）を提出してください。紛失・盗難の場合は、第三者による悪用

を防止するために警察の届出受理番号が必要となりますので、直ちに警察へ届け出て、届出受理番号

を控えておいてください。京大生協組合員の方は生協に連絡し、電子マネー機能を停止してください。 

改姓名などその他の理由で再交付する場合は、無償の場合がありますので、学部教務掛に問い合

わせてください。 

 

● ● ● ● 修学上の願い出・届け出について  ● ● ● ● 
 

  ●  休学願  

疾病その他の理由により、３ヶ月以上修学ができない場合、または既に休学している者が引き続き休

学期間の延長をする場合には、速やかに願い出てください。なお、疾病により休学する場合は診断書

が必要です。 
 

  ●  復学願（届）  

休学期間内に復学する場合は、以下により速やかに復学願（届）を提出してください。 

・疾病以外の場合・・・復学届を提出してください。 

・疾病による場合・・・本学所定の「京都大学復学診断書」により医療機関の診断を受け、その診断書と

共に復学を願い出てください。 
 

  ●  退学願  

やむを得ない事情により、退学しなければならなくなった場合には、事前に願い出てください。 

 

休学・退学の願い出は遡及して認められません。必ず事実発生の１ヶ月前までに所定の手続きを経て、学部教務

掛へ願い出て下さい。願い出が１ヶ月前より遅れる場合は個別にご相談ください。（遅延すると、希望する日付で許

可されないことや授業料納付で不利益が生じることがあります。） 

 

●  海外渡航届  

在学中に海外へ行く場合（外国人留学生が一時帰国する場合を含む）に提出してください。 

ただし、３ヶ月以上にわたる渡航の場合は、休学を願い出なければなりません。 

なお、外国の大学に留学し単位認定を希望するものは、留学前にクラス担任、アドバイザー、指導教

員等と相談し、所定の手続きをしてください。 

月月～～金金曜曜日日    ９９：：００００～～１１７７：：００００  （（創創立立記記念念日日、、冬冬季季休休業業日日をを除除くく）） 

［注］土曜、日曜、祝日等の窓口業務は行っていません。 それ以外にも行事等により、 窓

口業務を休止する場合がありますので、掲示に注意してください。 

●  住所変更届  

    本人及び家族の住所が変更になった場合は、速やかにKULASIS上で修正手続きをしてください。 

 

●  改姓（名）届 

    姓・名が変わった場合は、住民票記載事項証明書を添えて、速やかに届け出てください。 

 

● ● ● ● 転学部について  ● ● ● ● 

 

他の学部へ転学部を希望する場合は、毎年９月上旬に掲示で周知しますので、注意してください。 

希望する学部の資格照会手続きを経た後、有資格者は出願書類の交付を受け、転学部希望先の教務掛

の指示に従ってください。 

 

● ● ● ● 各種証明書の発行について  ● ● ● ● 

 

証明書は、証明書発行サービスから申し込みの上、発行してください。発行方法は、学内の証明書自動発

行機（無料）のほか、コンビニエンスストア発行やPDF発行（有料・24時間対応）が可能です。 

証明書発行サービスへは、KULASISの全学生向け共通掲示板のリンク集や、全学生共通ポータル（https:

//student.iimc.kyoto-u.ac.jp/）からもアクセスできます。 

証明書自動発行機及びコンビニ、PDFで発行できない証明書を希望する場合、学部教務掛に問い合わせ

てください。証明書によっては、７日間程度（土・日・祝日等を除く）時間を要する場合がありますので、時間に

余裕を持って問い合わせてください。 

なお、卒業証明書と成績証明書（全ての修得単位が記載されたもの）は、卒業日からの発行となります。た

だし、証明書自動発行機での発行は、卒業月の末日までです。（学内の大学院進学者は、在学中は証明書

自動発行機で発行できます。） 

 

● ● ● ● 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）の使用について  ● ● ● ● 

  

学生の修学上の経済的負担を軽減することにより、学校教育の振興に寄与することを目的とした運賃の割

引制度があります。この制度は、学生がつぎの目的等のため、鉄道を利用して片道の営業距離で101km以上

の旅行をする際に運賃の割引（割引率はJRの場合２割引）を受けることができます。 

JR以外にも近畿日本鉄道、関西汽船等割引制度を行っているところがありますので、当該会社に照会して

割引可能な場合は当該会社の指示に従ってください。 

 

ア 休暇、所用による帰省 

イ 実験・実習などの正課の教育活動 

ウ 大学が認めた特別教育活動または体育・文化に関する正課外の教育活動 

エ 就職又は進学のための受験等 

オ 大学が修学上適当と認めた見学又は行事の参加 

カ 傷病の治療その他修学上支障となる問題の処理 

キ 保護者の旅行への随行  

 

・学割証の交付枚数は、原則年間１５枚以内ですので計画を立てて使用してください。 

・有効期間は発行日から３ヶ月間です。（ただし、卒業時は卒業月末まで。） 

・学割証の使用に際しては、定められた諸事項を厳守してください。 

 

＊＊  記記名名人人以以外外のの使使用用ななどどのの違違反反ををししたた場場合合はは、、多多額額のの運運賃賃追追徴徴ががあありり、、以以後後学学割割証証のの発発行行停停止止処処分分（（本本人人だだけけ

ででななくく、、大大学学がが発発行行停停止止処処分分をを受受けけるる場場合合ももああるる））ななどどががあありりまますすかからら、、決決ししてて不不正正使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  
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学生生活の諸手続きについて 

 

● ● ● ● 学部教務掛窓口業務時間について  ● ● ● ● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● ● ● ● 学生証について  ● ● ● ● 

 

学生証は、本学の学生であることを証明するもので、常に携帯していなければなりません。附属図書館（中

央図書館等）や学術情報メディアセンターの利用証も兼ね、各施設への入退館認証や証明書自動発行機も

利用できます。 また、京大生協組合員証を兼ねています。諸証明等関係書類の交付時には、学生証によっ

て身分を確認するので提示してください。 

 

●  学生証再交付願  

紛失・破損等をした場合は、速やかに学部教務掛へ再交付を願い出てください。 

紛紛失失・・盗盗難難・・破破損損時時等等ででのの再再交交付付はは有有料料となります。あらかじめ京大生協で「学生証再発行クーポン

券」を購入のうえ、再交付願（窓口で交付）を提出してください。紛失・盗難の場合は、第三者による悪用

を防止するために警察の届出受理番号が必要となりますので、直ちに警察へ届け出て、届出受理番号

を控えておいてください。京大生協組合員の方は生協に連絡し、電子マネー機能を停止してください。 

改姓名などその他の理由で再交付する場合は、無償の場合がありますので、学部教務掛に問い合

わせてください。 

 

● ● ● ● 修学上の願い出・届け出について  ● ● ● ● 
 

  ●  休学願  

疾病その他の理由により、３ヶ月以上修学ができない場合、または既に休学している者が引き続き休

学期間の延長をする場合には、速やかに願い出てください。なお、疾病により休学する場合は診断書

が必要です。 
 

  ●  復学願（届）  

休学期間内に復学する場合は、以下により速やかに復学願（届）を提出してください。 

・疾病以外の場合・・・復学届を提出してください。 

・疾病による場合・・・本学所定の「京都大学復学診断書」により医療機関の診断を受け、その診断書と

共に復学を願い出てください。 
 

  ●  退学願  

やむを得ない事情により、退学しなければならなくなった場合には、事前に願い出てください。 

 

休学・退学の願い出は遡及して認められません。必ず事実発生の１ヶ月前までに所定の手続きを経て、学部教務

掛へ願い出て下さい。願い出が１ヶ月前より遅れる場合は個別にご相談ください。（遅延すると、希望する日付で許

可されないことや授業料納付で不利益が生じることがあります。） 

 

●  海外渡航届  

在学中に海外へ行く場合（外国人留学生が一時帰国する場合を含む）に提出してください。 

ただし、３ヶ月以上にわたる渡航の場合は、休学を願い出なければなりません。 

なお、外国の大学に留学し単位認定を希望するものは、留学前にクラス担任、アドバイザー、指導教

員等と相談し、所定の手続きをしてください。 

月月～～金金曜曜日日    ９９：：００００～～１１７７：：００００  （（創創立立記記念念日日、、冬冬季季休休業業日日をを除除くく）） 

［注］土曜、日曜、祝日等の窓口業務は行っていません。 それ以外にも行事等により、 窓

口業務を休止する場合がありますので、掲示に注意してください。 

●  住所変更届  

    本人及び家族の住所が変更になった場合は、速やかにKULASIS上で修正手続きをしてください。 

 

●  改姓（名）届 

    姓・名が変わった場合は、住民票記載事項証明書を添えて、速やかに届け出てください。 

 

● ● ● ● 転学部について  ● ● ● ● 

 

他の学部へ転学部を希望する場合は、毎年９月上旬に掲示で周知しますので、注意してください。 

希望する学部の資格照会手続きを経た後、有資格者は出願書類の交付を受け、転学部希望先の教務掛

の指示に従ってください。 

 

● ● ● ● 各種証明書の発行について  ● ● ● ● 

 

証明書は、証明書発行サービスから申し込みの上、発行してください。発行方法は、学内の証明書自動発

行機（無料）のほか、コンビニエンスストア発行やPDF発行（有料・24時間対応）が可能です。 

証明書発行サービスへは、KULASISの全学生向け共通掲示板のリンク集や、全学生共通ポータル（https:

//student.iimc.kyoto-u.ac.jp/）からもアクセスできます。 

証明書自動発行機及びコンビニ、PDFで発行できない証明書を希望する場合、学部教務掛に問い合わせ

てください。証明書によっては、７日間程度（土・日・祝日等を除く）時間を要する場合がありますので、時間に

余裕を持って問い合わせてください。 

なお、卒業証明書と成績証明書（全ての修得単位が記載されたもの）は、卒業日からの発行となります。た

だし、証明書自動発行機での発行は、卒業月の末日までです。（学内の大学院進学者は、在学中は証明書

自動発行機で発行できます。） 

 

● ● ● ● 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）の使用について  ● ● ● ● 

  

学生の修学上の経済的負担を軽減することにより、学校教育の振興に寄与することを目的とした運賃の割

引制度があります。この制度は、学生がつぎの目的等のため、鉄道を利用して片道の営業距離で101km以上

の旅行をする際に運賃の割引（割引率はJRの場合２割引）を受けることができます。 

JR以外にも近畿日本鉄道、関西汽船等割引制度を行っているところがありますので、当該会社に照会して

割引可能な場合は当該会社の指示に従ってください。 

 

ア 休暇、所用による帰省 

イ 実験・実習などの正課の教育活動 

ウ 大学が認めた特別教育活動または体育・文化に関する正課外の教育活動 

エ 就職又は進学のための受験等 

オ 大学が修学上適当と認めた見学又は行事の参加 

カ 傷病の治療その他修学上支障となる問題の処理 

キ 保護者の旅行への随行  

 

・学割証の交付枚数は、原則年間１５枚以内ですので計画を立てて使用してください。 

・有効期間は発行日から３ヶ月間です。（ただし、卒業時は卒業月末まで。） 

・学割証の使用に際しては、定められた諸事項を厳守してください。 

 

＊＊  記記名名人人以以外外のの使使用用ななどどのの違違反反ををししたた場場合合はは、、多多額額のの運運賃賃追追徴徴ががあありり、、以以後後学学割割証証のの発発行行停停止止処処分分（（本本人人だだけけ

ででななくく、、大大学学がが発発行行停停止止処処分分をを受受けけるる場場合合ももああるる））ななどどががあありりまますすかからら、、決決ししてて不不正正使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  
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  悩みごとの相談窓口について 

  

● ● ● ● 分属、副専攻、進学、就職等の相談について  ● ● ● ● 

それぞれの相談は、担任・教員アドバイザー・指導教員にしてください。また、学部教務掛でも相談に応じ

ています。 

 

● ● ● ● 各種の相談窓口について  ● ● ● ● 

 

大学生活を送るなかで、みなさんにはさまざまな悩みごとが起こってくるかもしれません。大学として相

談を受け付ける相談窓口（「人間・環境学研究科／総合人間学部学生相談室」、「総合人間学部／人間・

環境学研究科人権相談窓口」、「学生総合支援機構学生相談センター」）を設けていますから、自分で抱

え込んで悩みごとが深刻化する前に相談に訪れてみてください。どちらの窓口を訪ねてもかまいません。

もちろん、相談の際、秘密は厳守されます。 

 

【【人人間間・・環環境境学学研研究究科科／／総総合合人人間間学学部部学学生生相相談談室室】】    

学業や進路、日常生活の悩みなどを幅広く相談できる場として学生相談室を開設しています。 

カウンセラー（公認心理師・臨床心理士）が相談にあたります。相談時間は、1回最長50分です。 
 

●場所：総合人間学部棟1階（1104講義室の北隣） 

●開室時間 

・月曜日～金曜日 9時～17時（祝日を除く）（13時～14時は休室） 

・留学生に対する相談（Counseling for foreign students） 

→木曜日・金曜日/ Thursday・Friday 12：30～14：00（祝日を除く） 

●HHPP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/student_counseling_room/ 

（総人HP  学生向け情報 > 相談窓口 > 学生相談室） 

XX（（旧旧TTwwiitttteerr））  https://x.com/SouJin_CoRoom 

 

【【総総合合人人間間学学部部／／人人間間・・環環境境学学研研究究科科人人権権相相談談窓窓口口】】  

総合人間学部と人間・環境学研究科では、人権と差別の問題への取り組みの一環として、部局の相談

窓口を設けています。 

人権に関する悩みをお持ちの方は、人権相談窓口の担当者に連絡を取ってください。担当者の連絡

先は人権相談窓口HPをご確認ください。 
 

●HHPP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/human_rights/ 

    （総人HP  学生向け情報 > 相談窓口 > 人権相談窓口） 

 

【【学学生生総総合合支支援援機機構構学学生生相相談談セセンンタターー】】    

大学全体の相談機関です。学生相談、心理相談の専門スタッフが全学学生の相談に応じます。学内

に5か所の相談室（北部、吉田、吉田南、桂、宇治）があります。 
 

●相談申し込みの方法 

申し込みの際は、相談を希望する相談室を選んで、相談申込フォームか、相談室まで直接来室される

か、メール・電話にて申し込んでください。メールの場合、件名に「相談申し込み」という言葉を入れて、

氏名、所属・学年ならびに連絡先を必ず明記してください。合わせて、ご希望の相談日時を複数ご提示

ください。折り返し連絡します。 

●HHPP https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/ssc/ 

●場所及び連絡先 

北部相談室 

京都大学吉田キャンパス 北部構内 旧演習林事務室内 

電話：075-753-2587 

E-mail：hokubu-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 
 

吉田相談室 

京都大学吉田キャンパス 本部構内 教育推進・学生支援部棟（旧石油化学教室本館）2階 

電話：075‐753-2596 

E-mail：yoshida-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

吉田南相談室 

京都大学吉田キャンパス 吉田南構内 楽友会館1階 

電話：075-753-2547 

E-mail：yoshidaminami-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

桂相談室 

京都大学桂キャンパス Bクラスター 船井交流センター3階 

電話：075-383-7317 

E-mail：katsura-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

宇治相談室 

京都大学宇治キャンパス 生協会館2階 

電話：0774-38-4554 

E-mail：uji-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 

●開室時間 

9時～17時（月曜日～金曜日＊祝日を除く） 

 

【【ハハララススメメンントトににつついいてて】】  

もしあなたが、セクシャル・ハラスメントやアカデミック・ハラスメントというような、ハラスメントを受けている

と感じているなら、一人で悩まず、誰か信頼できる人に相談することが必要です。大学としては上記三つ

の相談窓口で対応しています。これらの相談窓口では、相談する人の意向を尊重し解決の方向性を探り

ます。本人や友人だけで解決を図ることは困難なことも多いので、深刻な事態ではぜひ相談に訪れてく

ださい。相談者のプライバシーには万全の注意を払いますので、安心して相談してください。 

 

【【京京都都大大学学DDRRCC：：DDiissaabbiilliittyy  RReessoouurrccee  CCeenntteerr  （（学学生生総総合合支支援援機機構構  障障害害学学生生支支援援部部門門））】】  

障害があるなどの理由により、修学上様々な悩みや相談事を抱える学生の支援を行うため設置してい

ます。より良い修学状況をつくるため、他の学生と同じ様に努力できる環境づくりのために利用してくださ

い。 

 ●HHPP  https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/drc/ 

●場所及び連絡先 

吉田キャンパス本部構内 教育推進・学生支援部棟（旧石油化学教室本館）1階 

電話：075-753-2317 

E-mail：drc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 

●開室時間 

9時～17時（月曜日～金曜日＊祝日を除く） 
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  悩みごとの相談窓口について 

  

● ● ● ● 分属、副専攻、進学、就職等の相談について  ● ● ● ● 

それぞれの相談は、担任・教員アドバイザー・指導教員にしてください。また、学部教務掛でも相談に応じ

ています。 

 

● ● ● ● 各種の相談窓口について  ● ● ● ● 

 

大学生活を送るなかで、みなさんにはさまざまな悩みごとが起こってくるかもしれません。大学として相

談を受け付ける相談窓口（「人間・環境学研究科／総合人間学部学生相談室」、「総合人間学部／人間・

環境学研究科人権相談窓口」、「学生総合支援機構学生相談センター」）を設けていますから、自分で抱

え込んで悩みごとが深刻化する前に相談に訪れてみてください。どちらの窓口を訪ねてもかまいません。

もちろん、相談の際、秘密は厳守されます。 

 

【【人人間間・・環環境境学学研研究究科科／／総総合合人人間間学学部部学学生生相相談談室室】】    

学業や進路、日常生活の悩みなどを幅広く相談できる場として学生相談室を開設しています。 

カウンセラー（公認心理師・臨床心理士）が相談にあたります。相談時間は、1回最長50分です。 
 

●場所：総合人間学部棟1階（1104講義室の北隣） 

●開室時間 

・月曜日～金曜日 9時～17時（祝日を除く）（13時～14時は休室） 

・留学生に対する相談（Counseling for foreign students） 

→木曜日・金曜日/ Thursday・Friday 12：30～14：00（祝日を除く） 

●HHPP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/student_counseling_room/ 

（総人HP  学生向け情報 > 相談窓口 > 学生相談室） 

XX（（旧旧TTwwiitttteerr））  https://x.com/SouJin_CoRoom 

 

【【総総合合人人間間学学部部／／人人間間・・環環境境学学研研究究科科人人権権相相談談窓窓口口】】  

総合人間学部と人間・環境学研究科では、人権と差別の問題への取り組みの一環として、部局の相談

窓口を設けています。 

人権に関する悩みをお持ちの方は、人権相談窓口の担当者に連絡を取ってください。担当者の連絡

先は人権相談窓口HPをご確認ください。 
 

●HHPP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/human_rights/ 

    （総人HP  学生向け情報 > 相談窓口 > 人権相談窓口） 

 

【【学学生生総総合合支支援援機機構構学学生生相相談談セセンンタターー】】    

大学全体の相談機関です。学生相談、心理相談の専門スタッフが全学学生の相談に応じます。学内

に5か所の相談室（北部、吉田、吉田南、桂、宇治）があります。 
 

●相談申し込みの方法 

申し込みの際は、相談を希望する相談室を選んで、相談申込フォームか、相談室まで直接来室される

か、メール・電話にて申し込んでください。メールの場合、件名に「相談申し込み」という言葉を入れて、

氏名、所属・学年ならびに連絡先を必ず明記してください。合わせて、ご希望の相談日時を複数ご提示

ください。折り返し連絡します。 

●HHPP https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/ssc/ 

●場所及び連絡先 

北部相談室 

京都大学吉田キャンパス 北部構内 旧演習林事務室内 

電話：075-753-2587 

E-mail：hokubu-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 
 

吉田相談室 

京都大学吉田キャンパス 本部構内 教育推進・学生支援部棟（旧石油化学教室本館）2階 

電話：075‐753-2596 

E-mail：yoshida-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

吉田南相談室 

京都大学吉田キャンパス 吉田南構内 楽友会館1階 

電話：075-753-2547 

E-mail：yoshidaminami-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

桂相談室 

京都大学桂キャンパス Bクラスター 船井交流センター3階 

電話：075-383-7317 

E-mail：katsura-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

宇治相談室 

京都大学宇治キャンパス 生協会館2階 

電話：0774-38-4554 

E-mail：uji-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 

●開室時間 

9時～17時（月曜日～金曜日＊祝日を除く） 

 

【【ハハララススメメンントトににつついいてて】】  

もしあなたが、セクシャル・ハラスメントやアカデミック・ハラスメントというような、ハラスメントを受けている

と感じているなら、一人で悩まず、誰か信頼できる人に相談することが必要です。大学としては上記三つ

の相談窓口で対応しています。これらの相談窓口では、相談する人の意向を尊重し解決の方向性を探り

ます。本人や友人だけで解決を図ることは困難なことも多いので、深刻な事態ではぜひ相談に訪れてく

ださい。相談者のプライバシーには万全の注意を払いますので、安心して相談してください。 

 

【【京京都都大大学学DDRRCC：：DDiissaabbiilliittyy  RReessoouurrccee  CCeenntteerr  （（学学生生総総合合支支援援機機構構  障障害害学学生生支支援援部部門門））】】  

障害があるなどの理由により、修学上様々な悩みや相談事を抱える学生の支援を行うため設置してい

ます。より良い修学状況をつくるため、他の学生と同じ様に努力できる環境づくりのために利用してくださ

い。 

 ●HHPP  https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/drc/ 

●場所及び連絡先 

吉田キャンパス本部構内 教育推進・学生支援部棟（旧石油化学教室本館）1階 

電話：075-753-2317 

E-mail：drc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 

●開室時間 

9時～17時（月曜日～金曜日＊祝日を除く） 
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  悩みごとの相談窓口について 

  

● ● ● ● 分属、副専攻、進学、就職等の相談について  ● ● ● ● 

それぞれの相談は、担任・教員アドバイザー・指導教員にしてください。また、学部教務掛でも相談に応じ

ています。 

 

● ● ● ● 各種の相談窓口について  ● ● ● ● 

 

大学生活を送るなかで、みなさんにはさまざまな悩みごとが起こってくるかもしれません。大学として相

談を受け付ける相談窓口（「人間・環境学研究科／総合人間学部学生相談室」、「総合人間学部／人間・

環境学研究科人権相談窓口」、「学生総合支援機構学生相談センター」）を設けていますから、自分で抱

え込んで悩みごとが深刻化する前に相談に訪れてみてください。どちらの窓口を訪ねてもかまいません。

もちろん、相談の際、秘密は厳守されます。 

 

【【人人間間・・環環境境学学研研究究科科／／総総合合人人間間学学部部学学生生相相談談室室】】    

学業や進路、日常生活の悩みなどを幅広く相談できる場として学生相談室を開設しています。 

カウンセラー（公認心理師・臨床心理士）が相談にあたります。相談時間は、1回最長50分です。 
 

●場所：総合人間学部棟1階（1104講義室の北隣） 

●開室時間 

・月曜日～金曜日 9時～17時（祝日を除く）（13時～14時は休室） 

・留学生に対する相談（Counseling for foreign students） 

→木曜日・金曜日/ Thursday・Friday 12：30～14：00（祝日を除く） 

●HHPP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/student_counseling_room/ 

（総人HP  学生向け情報 > 相談窓口 > 学生相談室） 

XX（（旧旧TTwwiitttteerr））  https://x.com/SouJin_CoRoom 

 

【【総総合合人人間間学学部部／／人人間間・・環環境境学学研研究究科科人人権権相相談談窓窓口口】】  

総合人間学部と人間・環境学研究科では、人権と差別の問題への取り組みの一環として、部局の相談

窓口を設けています。 

人権に関する悩みをお持ちの方は、人権相談窓口の担当者に連絡を取ってください。担当者の連絡

先は人権相談窓口HPをご確認ください。 
 

●HHPP https://www.h.kyoto-u.ac.jp/student/consultation/human_rights/ 

    （総人HP  学生向け情報 > 相談窓口 > 人権相談窓口） 

 

【【学学生生総総合合支支援援機機構構学学生生相相談談セセンンタターー】】    

大学全体の相談機関です。学生相談、心理相談の専門スタッフが全学学生の相談に応じます。学内

に5か所の相談室（北部、吉田、吉田南、桂、宇治）があります。 
 

●相談申し込みの方法 

申し込みの際は、相談を希望する相談室を選んで、相談申込フォームか、相談室まで直接来室される

か、メール・電話にて申し込んでください。メールの場合、件名に「相談申し込み」という言葉を入れて、

氏名、所属・学年ならびに連絡先を必ず明記してください。合わせて、ご希望の相談日時を複数ご提示

ください。折り返し連絡します。 

●HHPP https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/ssc/ 

●場所及び連絡先 

北部相談室 

京都大学吉田キャンパス 北部構内 旧演習林事務室内 

電話：075-753-2587 

E-mail：hokubu-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 
 

吉田相談室 

京都大学吉田キャンパス 本部構内 教育推進・学生支援部棟（旧石油化学教室本館）2階 

電話：075‐753-2596 

E-mail：yoshida-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

吉田南相談室 

京都大学吉田キャンパス 吉田南構内 楽友会館1階 

電話：075-753-2547 

E-mail：yoshidaminami-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

桂相談室 

京都大学桂キャンパス Bクラスター 船井交流センター3階 

電話：075-383-7317 

E-mail：katsura-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 
 

宇治相談室 

京都大学宇治キャンパス 生協会館2階 

電話：0774-38-4554 

E-mail：uji-ssc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 

●開室時間 

9時～17時（月曜日～金曜日＊祝日を除く） 

 

【【ハハララススメメンントトににつついいてて】】  

もしあなたが、セクシャル・ハラスメントやアカデミック・ハラスメントというような、ハラスメントを受けている

と感じているなら、一人で悩まず、誰か信頼できる人に相談することが必要です。大学としては上記三つ

の相談窓口で対応しています。これらの相談窓口では、相談する人の意向を尊重し解決の方向性を探り

ます。本人や友人だけで解決を図ることは困難なことも多いので、深刻な事態ではぜひ相談に訪れてく

ださい。相談者のプライバシーには万全の注意を払いますので、安心して相談してください。 

 

【【京京都都大大学学DDRRCC：：DDiissaabbiilliittyy  RReessoouurrccee  CCeenntteerr  （（学学生生総総合合支支援援機機構構  障障害害学学生生支支援援部部門門））】】  

障害があるなどの理由により、修学上様々な悩みや相談事を抱える学生の支援を行うため設置してい

ます。より良い修学状況をつくるため、他の学生と同じ様に努力できる環境づくりのために利用してくださ

い。 

 ●HHPP  https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/drc/ 

●場所及び連絡先 

吉田キャンパス本部構内 教育推進・学生支援部棟（旧石油化学教室本館）1階 

電話：075-753-2317 

E-mail：drc@mail.assdr.kyoto-u.ac.jp 

●開室時間 

9時～17時（月曜日～金曜日＊祝日を除く） 
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    総合人間学部棟の教室使用について  

  

①総合人間学部学生が、総合人間学部棟内の講義室、演習室を講義時間以外に使用する場合には、

使用者本人（代表者）が使用日の３日前までに学生証を提示し、氏名と連絡先を直接届け出てくださ

い。 

電話による申込みは、間違いが生じやすくトラブルのもとになるのでいっさい受け付けません。 

 

②使用時間は、月曜日～金曜日の午前８時から午後７時までとします。 

なお、午後７時以降の使用については、妥当と認めた場合午後９時まで使用を許可することがありま

す。 

また、原則として、土・日曜日、祝日、休業中、定期試験期間中および特に指定された日の使用は認

めません。 

 

③使用にあたっては、使用者が責任をもって行うものとし、次の事項を遵守してください。 

・ 館内の設備、器具等を無断で使用し、また移動させないこと。 

・ 使用後はすみやかに清掃等を行い使用前の状態に復すること。 

・ 使用目的は勉強会や読書会等に限定し、楽器演奏、合唱や演劇練習は、講義や研究活動および

執務の迷惑になるので禁止。 

・ 教室内での飲食及び構内での喫煙は禁止。 

 

 以上の心得に違反した場合は、以後の使用をいっさい認めません。 
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    総合人間学部棟の教室使用について  

  

①総合人間学部学生が、総合人間学部棟内の講義室、演習室を講義時間以外に使用する場合には、

使用者本人（代表者）が使用日の３日前までに学生証を提示し、氏名と連絡先を直接届け出てくださ

い。 

電話による申込みは、間違いが生じやすくトラブルのもとになるのでいっさい受け付けません。 

 

②使用時間は、月曜日～金曜日の午前８時から午後７時までとします。 

なお、午後７時以降の使用については、妥当と認めた場合午後９時まで使用を許可することがありま

す。 

また、原則として、土・日曜日、祝日、休業中、定期試験期間中および特に指定された日の使用は認

めません。 

 

③使用にあたっては、使用者が責任をもって行うものとし、次の事項を遵守してください。 

・ 館内の設備、器具等を無断で使用し、また移動させないこと。 

・ 使用後はすみやかに清掃等を行い使用前の状態に復すること。 

・ 使用目的は勉強会や読書会等に限定し、楽器演奏、合唱や演劇練習は、講義や研究活動および

執務の迷惑になるので禁止。 

・ 教室内での飲食及び構内での喫煙は禁止。 

 

 以上の心得に違反した場合は、以後の使用をいっさい認めません。 
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  教員名簿 

 

 

□□● 人間科学系□ ― Human Sciences 

 

□□● 認知情報学系 ― Cognitive and Information Sciences 

 

□□● 国際文明学系 ― Multi-Disciplinary Studies of Civilizations 

 

□□● 文化環境学系 ― Cultural Environment Studies 

 

□□● 自然科学系□ ― Natural Sciences 

 





総合人間学部棟の教室使用について

①総合人間学部学生が、総合人間学部棟内の講義室、演習室を講義時間以外に使用する場合には、

使用者本人（代表者）が使用日の３日前までに学生証を提示し、氏名と連絡先を直接届け出てくださ

い。 

電話による申込みは、間違いが生じやすくトラブルのもとになるのでいっさい受け付けません。 

②使用時間は、月曜日～金曜日の午前８時から午後７時までとします。 

なお、午後７時以降の使用については、妥当と認めた場合午後９時まで使用を許可することがありま

す。 

また、原則として、土・日曜日、祝日、休業中、定期試験期間中および特に指定された日の使用は認

めません。 

③使用にあたっては、使用者が責任をもって行うものとし、次の事項を遵守してください。 

・ 館内の設備、器具等を無断で使用し、また移動させないこと。

・ 使用後はすみやかに清掃等を行い使用前の状態に復すること。 

・ 使用目的は勉強会や読書会等に限定し、楽器演奏、合唱や演劇練習は、講義や研究活動および

執務の迷惑になるので禁止。 

・ 教室内での飲食及び構内での喫煙は禁止。 

以上の心得に違反した場合は、以後の使用をいっさい認めません。 

●● 教教員員名名簿簿／／人人間間科科学学系系　　――　　HHuummaann  SScciieenncceess　　――

氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名

青山　拓央 ｱｵﾔﾏ ﾀｸｵ 人間・環境学研究科 教授

安部　浩 ｱﾍﾞ ﾋﾛｼ 人間・環境学研究科 教授

石岡　学 ｲｼｵｶ ﾏﾅﾌﾞ 人間・環境学研究科 教授

大倉　得史 ｵｵｸﾗ ﾄｸｼ 人間・環境学研究科 教授

木下　千花 ｷﾉｼﾀ ﾁｶ 人間・環境学研究科 教授

倉石　一郎 ｸﾗｲｼ ｲﾁﾛｳ 人間・環境学研究科 教授

桒山　智成 ｸﾜﾔﾏ ﾄﾓﾅﾘ 人間・環境学研究科 教授

小島　基洋 ｺｼﾞﾏ ﾓﾄﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授

佐藤　義之 ｻﾄｳ ﾖｼﾕｷ 人間・環境学研究科 教授

柴田　悠 ｼﾊﾞﾀ ﾊﾙｶ 人間・環境学研究科 教授

菅　利恵 ｽｶﾞ ﾘｴ 人間・環境学研究科 教授

武田　宙也 ﾀｹﾀﾞ ﾋﾛﾅﾘ 人間・環境学研究科 教授

戸田　剛文 ﾄﾀﾞ ﾀｹﾌﾐ 人間・環境学研究科 教授

永田　素彦 ﾅｶﾞﾀ ﾓﾄﾋｺ 人間・環境学研究科 教授

吉田　恭子 ﾖｼﾀﾞ ｷｮｳｺ 人間・環境学研究科 教授

上田　泰史 ｳｴﾀﾞ ﾔｽｼ 人間・環境学研究科 准教授

霜田　洋祐 ｼﾓﾀﾞ ﾖｳｽｹ 人間・環境学研究科 准教授

須藤　秀平 ｽﾄｳ ｼｭｳﾍｲ 人間・環境学研究科 准教授

田口　かおり ﾀｸﾞﾁ ｶｵﾘ 人間・環境学研究科 准教授

TAJAN，Nicolas Pierre ﾀｼﾞｬﾝ, ﾆｺﾗ ﾋﾟｴｰﾙ 人間・環境学研究科 准教授

仁井田　千絵 ﾆｲﾀ ﾁｴ 人間・環境学研究科 准教授

朴　沙羅 ﾊﾟｸ ｻﾗ 地球環境学堂 准教授

松本　卓也 ﾏﾂﾓﾄ ﾀｸﾔ 人間・環境学研究科 准教授

蘆田　宏 ｱｼﾀﾞ ﾋﾛｼ 文学研究科 教授

神谷　之康 ｶﾐﾀﾆ ﾕｷﾔｽ 情報学研究科 教授

平田　聡 ﾋﾗﾀ ｻﾄｼ 野生動物研究センター 教授

松下　姫歌 ﾏﾂｼﾀ ﾋﾒｶ 教育学研究科 教授

明和　政子 ﾐｮｳﾜ ﾏｻｺ 教育学研究科 教授

山本　真也 ﾔﾏﾓﾄ ｼﾝﾔ 人と社会の未来研究院 教授

明地　洋典 ｱｹﾁ ﾋﾛﾉﾘ 教育学研究科 准教授

浅井　佑太 ｱｻｲ ﾕｳﾀ 人文科学研究所 准教授

高橋　雄介 ﾀｶﾊｼ ﾕｳｽｹ 国際高等教育院 准教授

森口　佑介 ﾓﾘｸﾞﾁ ﾕｳｽｹ 文学研究科 准教授

森谷　理紗 ﾓﾘﾔ ﾘｻ 人文科学研究所 特定准教授

清重　英矩 ｷﾖｼｹﾞ ﾋﾃﾞﾉﾘ 教育学研究科 特定助教

鈴木　麻菜美 ｽｽﾞｷ ﾏﾅﾐ アジア・アフリカ地域研究研究科 特任助教

伊藤　理史 ｲﾄｳ ﾀｶｼ 非常勤講師

妹背　佑香 ｲﾓｾ ﾕｳｶ 非常勤講師

植田　彩芳子 ｳｴﾀﾞ ｻﾖｺ 非常勤講師

上村　博 ｳｴﾑﾗ ﾋﾛｼ 非常勤講師

大愛　崇晴 ｵｵｱｲ ﾀｶﾊﾙ 非常勤講師

熊谷　哲哉 ｸﾏｶﾞｲ ﾃﾂﾔ 非常勤講師

小寺　未知留 ｺﾃﾞﾗ ﾐﾁﾙ 非常勤講師

雑賀　広海 ｻｲｶ ﾋﾛﾐ 非常勤講師

鯖江　秀樹 ｻﾊﾞｴ ﾋﾃﾞｷ 非常勤講師

七里　圭 ｼﾁﾘ ｹｲ 非常勤講師

正田　 悠 ｼｮｳﾀﾞ ﾊﾙｶ 非常勤講師

菅沼　起一 ｽｶﾞﾇﾏ ｷｲﾁ 非常勤講師

高橋　舞 ﾀｶﾊｼ ﾏｲ 非常勤講師

大門　大朗 ﾀﾞｲﾓﾝ ﾋﾛｱｷ 非常勤講師

谷口　文和 ﾀﾆｸﾞﾁ ﾌﾐｶｽﾞ 非常勤講師

平井　正三 ﾋﾗｲ ｼｮｳｿﾞｳ 非常勤講師

矢倉　喬士 ﾔｸﾞﾗ ﾀｶｼ 非常勤講師

鷲野　彰子 ﾜｼﾉ ｱｷｺ 非常勤講師

　この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名

足立　匡義 ｱﾀﾞﾁ ﾀﾀﾞﾖｼ 人間・環境学研究科 教授

上木　直昌 ｳｴｷ ﾅｵﾏｻ 人間・環境学研究科 教授

内田　由紀子 ｳﾁﾀﾞ ﾕｷｺ 人と社会の未来研究院 教授

柿原　武史 ｶｷﾊﾗ ﾀｹｼ 人間・環境学研究科 教授

河﨑　靖 ｶﾜｻｷ ﾔｽｼ 人間・環境学研究科 教授

木坂　正史 ｷｻｶ ﾏｻｼ 人間・環境学研究科 教授

久代　恵介 ｸｼﾛ ｹｲｽｹ 人間・環境学研究科 教授

熊田　孝恒 ｸﾏﾀﾞ ﾀｶﾂﾈ 情報学研究科 教授

神﨑　素樹 ｺｳｻﾞｷ ﾓﾄｷ 人間・環境学研究科 教授

小村　豊 ｺﾑﾗ ﾕﾀｶ 人間・環境学研究科 教授

齋木　潤 ｻｲｷ ｼﾞｭﾝ 人間・環境学研究科 教授

角　大輝 ｽﾐ ﾋﾛｷ 人間・環境学研究科 教授

谷口　一美 ﾀﾆｸﾞﾁ ｶｽﾞﾐ 人間・環境学研究科 教授

立木　秀樹 ﾂｲｷ ﾋﾃﾞｷ 人間・環境学研究科 教授

月浦　崇 ﾂｷｳﾗ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 教授

西山　教行 ﾆｼﾔﾏ ﾉﾘﾕｷ 人間・環境学研究科 教授

林　達也 ﾊﾔｼ ﾀﾂﾔ 人間・環境学研究科 教授

日置　尋久 ﾋｵｷ ﾋﾛﾋｻ 人間・環境学研究科 教授

船曳　康子 ﾌﾅﾋﾞｷ ﾔｽｺ 人間・環境学研究科 教授

守田　貴弘 ﾓﾘﾀ ﾀｶﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授

江川　達郎 ｴｶﾞﾜ ﾀﾂﾛｳ 人間・環境学研究科 准教授

GINSBURG, Jason ｷﾞﾝｽﾞﾊﾞｰｸﾞ, ｼﾞｪｲｿﾝ 人間・環境学研究科 准教授

櫻川　貴司 ｻｸﾗｶﾞﾜ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 准教授

DEBRECHT, Matthew ﾃﾞｨﾌﾞﾚｸﾄ, ﾏｼｭｰ 人間・環境学研究科 准教授

中島　亮一 ﾅｶｼﾏ ﾘｮｳｲﾁ 情報学研究科 准教授

中森　誉之 ﾅｶﾓﾘ ﾀｶﾕｷ 人間・環境学研究科 准教授

西脇　麻衣子 ﾆｼﾜｷ ﾏｲｺ 人間・環境学研究科 准教授

萩生　翔大 ﾊｷﾞｵ ｼｮｳﾀ 人間・環境学研究科 准教授

林　雅行 ﾊﾔｼ ﾏｻﾕｷ 人間・環境学研究科 准教授

PETERSON, Mark ﾋﾟｰﾀｰｿﾝ, ﾏｰｸ 人間・環境学研究科 准教授

堀口　大樹 ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ 人間・環境学研究科 准教授

森山　真衣 ﾓﾘﾔﾏ ﾏｲ 人間・環境学研究科 助教

山本　洋紀 ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾛｷ 人間・環境学研究科 助教

THIES, Holger ﾃｨｰｽ, ﾎﾙｶﾞｰ 人間・環境学研究科 特定講師

阿部　修士 ｱﾍﾞ ﾉﾌﾞﾋﾄ 人と社会の未来研究院 教授

黒島　妃香 ｸﾛｼﾏ ﾋｶ 文学研究科 教授

上田　祥行 ｳｴﾀﾞ ﾖｼﾕｷ 人と社会の未来研究院 准教授

鈴木　優佳 ｽｽﾞｷ ﾕｳｶ 人と社会の未来研究院 特定助教

新井　潤 ｱﾗｲ ｼﾞｭﾝ 非常勤講師

杉浦　秀行 ｽｷﾞｳﾗ ﾋﾃﾞﾕｷ 非常勤講師

三好　博之 ﾐﾖｼ ﾋﾛﾕｷ 非常勤講師

森　篤嗣 ﾓﾘ ｱﾂｼ 非常勤講師

　この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名 ℡:075-753-**** 研究室

足立　匡義 ｱﾀﾞﾁ ﾀﾀﾞﾖｼ 人間・環境学研究科 教授 2956 人環棟225

上木　直昌 ｳｴｷ ﾅｵﾏｻ 人間・環境学研究科 教授 6753 人環棟223

内田　由紀子 ｳﾁﾀﾞ ﾕｷｺ 人と社会の未来研究院 教授 9679 稲盛財団記念館236

柿原 武史 ｶｷﾊﾗ ﾀｹｼ 人間・環境学研究科 教授 7916 総合館（共南）327

河﨑　靖 ｶﾜｻｷ ﾔｽｼ 人間・環境学研究科 教授 6652 総合館（共北）4116

木坂　正史 ｷｻｶ ﾏｻｼ 人間・環境学研究科 教授 6759 人環棟219

久代　恵介 ｸｼﾛ ｹｲｽｹ 人間・環境学研究科 教授 6876 総合館（共南）396

熊田 孝恒 ｸﾏﾀﾞ ﾀｶﾂﾈ 情報学研究科 教授 9109 総合研究7号館130

神﨑　素樹 ｺｳｻﾞｷ ﾓﾄｷ 人間・環境学研究科 教授 2927 人環棟207

小村　豊 ｺﾑﾗ ﾕﾀｶ 人間・環境学研究科 教授 6879 総合館（共南）113

齋木　潤 ｻｲｷ ｼﾞｭﾝ 人間・環境学研究科 教授 6556 人環棟203

角　大輝 ｽﾐ ﾋﾛｷ 人間・環境学研究科 教授 6737 人環棟231

谷口　一美 ﾀﾆｸﾞﾁ ｶｽﾞﾐ 人間・環境学研究科 教授 6702 総合館（東南）303

立木　秀樹 ﾂｲｷ ﾋﾃﾞｷ 人間・環境学研究科 教授 6744 総合館（共北）4112

月浦　崇 ﾂｷｳﾗ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 教授 6792 総人棟1210-2

西山　教行 ﾆｼﾔﾏ ﾉﾘﾕｷ 人間・環境学研究科 教授 7914 総合館（東南）403

林 達也 ﾊﾔｼ ﾀﾂﾔ 人間・環境学研究科 教授 6640 人環棟309

日置　尋久 ﾋｵｷ ﾋﾛﾋｻ 人間・環境学研究科 教授 7876 総合館（共南）218

船曳　康子 ﾌﾅﾋﾞｷ ﾔｽｺ 人間・環境学研究科 教授 6605 総合館（共南）213

守田　貴弘 ﾓﾘﾀ ﾀｶﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授 6655 総合館（共南）335

江川　達郎 ｴｶﾞﾜ ﾀﾂﾛｳ 人間・環境学研究科 准教授 6613 総合館（共北）4125

GINSBURG, Jason ｷﾞﾝｽﾞﾊﾞｰｸﾞ, ｼﾞｪｲｿﾝ 人間・環境学研究科 准教授 6631 総合館（共北）4130

櫻川　貴司 ｻｸﾗｶﾞﾜ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 准教授 6758 総合館（東南）408

DEBRECHT, Matthew ﾃﾞｨﾌﾞﾚｸﾄ, ﾏｼｭｰ 人間・環境学研究科 准教授 6612 総合館（共南）229

中島　亮一 ﾅｶｼﾏ ﾘｮｳｲﾁ 情報学研究科 准教授 9103 総合研究7号館134

中森　誉之 ﾅｶﾓﾘ ﾀｶﾕｷ 人間・環境学研究科 准教授 6608 総合館（東南）308

西脇　麻衣子 ﾆｼﾜｷ ﾏｲｺ 人間・環境学研究科 准教授 6725 総合館（共南）219

萩生　翔大 ﾊｷﾞｵ ｼｮｳﾀ 人間・環境学研究科 准教授 6881 人環棟407

林　雅行 ﾊﾔｼ ﾏｻﾕｷ 人間・環境学研究科 准教授 6738 人環棟217

PETERSON, Mark ﾋﾟｰﾀｰｿﾝ, ﾏｰｸ 人間・環境学研究科 准教授 6677 総合館（共南）123

堀口　大樹 ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ 人間・環境学研究科 准教授 6632 総合館（共北）4128

森山　真衣 ﾓﾘﾔﾏ ﾏｲ 人間・環境学研究科 助教 6897 総合館（共南）317-2

山本　洋紀 ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾛｷ 人間・環境学研究科 助教 2978 人環棟（東南）201

THIES, Holger ﾃｨｰｽ, ﾎﾙｶﾞｰ 人間・環境学研究科 特定講師 6808 総合館（共南）230

阿部　修士 ｱﾍﾞ ﾉﾌﾞﾋﾄ 人と社会の未来研究院 教授

黒島　妃香 ｸﾛｼﾏ ﾋｶ 文学研究科 教授

上田　祥行 ｳｴﾀﾞ ﾖｼﾕｷ 人と社会の未来研究院 准教授

鈴木　優佳 ｽｽﾞｷ ﾕｳｶ 人と社会の未来研究院 特定助教

新井　潤 ｱﾗｲ ｼﾞｭﾝ 非常勤講師

杉浦　秀行 ｽｷﾞｳﾗ ﾋﾃﾞﾕｷ 非常勤講師

三好　博之 ﾐﾖｼ ﾋﾛﾕｷ 非常勤講師

森　篤嗣 ﾓﾘ ｱﾂｼ 非常勤講師

この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名 ℡:075-753-**** 研究室

足立　匡義 ｱﾀﾞﾁ ﾀﾀﾞﾖｼ 人間・環境学研究科 教授 2956 人環棟225

上木　直昌 ｳｴｷ ﾅｵﾏｻ 人間・環境学研究科 教授 6753 人環棟223

内田　由紀子 ｳﾁﾀﾞ ﾕｷｺ 人と社会の未来研究院 教授 9679 稲盛財団記念館236

柿原 武史 ｶｷﾊﾗ ﾀｹｼ 人間・環境学研究科 教授 7916 総合館（共南）327

河﨑　靖 ｶﾜｻｷ ﾔｽｼ 人間・環境学研究科 教授 6652 総合館（共北）4116

木坂　正史 ｷｻｶ ﾏｻｼ 人間・環境学研究科 教授 6759 人環棟219

久代　恵介 ｸｼﾛ ｹｲｽｹ 人間・環境学研究科 教授 6876 総合館（共南）396

熊田 孝恒 ｸﾏﾀﾞ ﾀｶﾂﾈ 情報学研究科 教授 9109 総合研究7号館130

神﨑　素樹 ｺｳｻﾞｷ ﾓﾄｷ 人間・環境学研究科 教授 2927 人環棟207

小村　豊 ｺﾑﾗ ﾕﾀｶ 人間・環境学研究科 教授 6879 総合館（共南）113

齋木　潤 ｻｲｷ ｼﾞｭﾝ 人間・環境学研究科 教授 6556 人環棟203

角　大輝 ｽﾐ ﾋﾛｷ 人間・環境学研究科 教授 6737 人環棟231

谷口　一美 ﾀﾆｸﾞﾁ ｶｽﾞﾐ 人間・環境学研究科 教授 6702 総合館（東南）303

立木　秀樹 ﾂｲｷ ﾋﾃﾞｷ 人間・環境学研究科 教授 6744 総合館（共北）4112

月浦　崇 ﾂｷｳﾗ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 教授 6792 総人棟1210-2

西山　教行 ﾆｼﾔﾏ ﾉﾘﾕｷ 人間・環境学研究科 教授 7914 総合館（東南）403

林 達也 ﾊﾔｼ ﾀﾂﾔ 人間・環境学研究科 教授 6640 人環棟309

日置　尋久 ﾋｵｷ ﾋﾛﾋｻ 人間・環境学研究科 教授 7876 総合館（共南）218

船曳　康子 ﾌﾅﾋﾞｷ ﾔｽｺ 人間・環境学研究科 教授 6605 総合館（共南）213

守田　貴弘 ﾓﾘﾀ ﾀｶﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授 6655 総合館（共南）335

江川　達郎 ｴｶﾞﾜ ﾀﾂﾛｳ 人間・環境学研究科 准教授 6613 総合館（共北）4125

GINSBURG, Jason ｷﾞﾝｽﾞﾊﾞｰｸﾞ, ｼﾞｪｲｿﾝ 人間・環境学研究科 准教授 6631 総合館（共北）4130

櫻川　貴司 ｻｸﾗｶﾞﾜ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 准教授 6758 総合館（東南）408

DEBRECHT, Matthew ﾃﾞｨﾌﾞﾚｸﾄ, ﾏｼｭｰ 人間・環境学研究科 准教授 6612 総合館（共南）229

中島　亮一 ﾅｶｼﾏ ﾘｮｳｲﾁ 情報学研究科 准教授 9103 総合研究7号館134

中森　誉之 ﾅｶﾓﾘ ﾀｶﾕｷ 人間・環境学研究科 准教授 6608 総合館（東南）308

西脇　麻衣子 ﾆｼﾜｷ ﾏｲｺ 人間・環境学研究科 准教授 6725 総合館（共南）219

萩生　翔大 ﾊｷﾞｵ ｼｮｳﾀ 人間・環境学研究科 准教授 6881 人環棟407

林　雅行 ﾊﾔｼ ﾏｻﾕｷ 人間・環境学研究科 准教授 6738 人環棟217

PETERSON, Mark ﾋﾟｰﾀｰｿﾝ, ﾏｰｸ 人間・環境学研究科 准教授 6677 総合館（共南）123

堀口　大樹 ﾎﾘｸﾞﾁ ﾀﾞｲｷ 人間・環境学研究科 准教授 6632 総合館（共北）4128

森山　真衣 ﾓﾘﾔﾏ ﾏｲ 人間・環境学研究科 助教 6897 総合館（共南）317-2

山本　洋紀 ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾛｷ 人間・環境学研究科 助教 2978 人環棟（東南）201

THIES, Holger ﾃｨｰｽ, ﾎﾙｶﾞｰ 人間・環境学研究科 特定講師 6808 総合館（共南）230

阿部　修士 ｱﾍﾞ ﾉﾌﾞﾋﾄ 人と社会の未来研究院 教授

黒島　妃香 ｸﾛｼﾏ ﾋｶ 文学研究科 教授

上田　祥行 ｳｴﾀﾞ ﾖｼﾕｷ 人と社会の未来研究院 准教授

鈴木　優佳 ｽｽﾞｷ ﾕｳｶ 人と社会の未来研究院 特定助教

新井　潤 ｱﾗｲ ｼﾞｭﾝ 非常勤講師

杉浦　秀行 ｽｷﾞｳﾗ ﾋﾃﾞﾕｷ 非常勤講師

三好　博之 ﾐﾖｼ ﾋﾛﾕｷ 非常勤講師

森　篤嗣 ﾓﾘ ｱﾂｼ 非常勤講師

この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名

浅野　耕太 ｱｻﾉ ｺｳﾀ 人間・環境学研究科 教授

池田　寛子 ｲｹﾀﾞ ﾋﾛｺ 人間・環境学研究科 教授

小野寺　史郎 ｵﾉﾃﾞﾗ ｼﾛｳ 人間・環境学研究科 教授

小畑　史子 ｵﾊﾞﾀ ﾌﾐｺ 人間・環境学研究科 教授

熊谷　隆之 ｸﾏｶﾞｲ ﾀｶﾕｷ 人間・環境学研究科 教授

齋藤　嘉臣 ｻｲﾄｳ ﾖｼｵﾐ 人間・環境学研究科 教授

佐藤　公美 ｻﾄｳ ﾋﾄﾐ 人間・環境学研究科 教授

佐野　宏 ｻﾉ ﾋﾛｼ 人間・環境学研究科 教授

佐野　亘 ｻﾉ ﾜﾀﾙ 人間・環境学研究科 教授

須田　千里 ｽﾀﾞ ﾁｻﾄ 人間・環境学研究科 教授

大黒　弘慈 ﾀﾞｲｺｸ ｺｳｼﾞ 人間・環境学研究科 教授

辻　正博 ﾂｼﾞ ﾏｻﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授

長谷川　千尋 ﾊｾｶﾞﾜ ﾁﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授

細見　和之 ﾎｿﾐ ｶｽﾞﾕｷ 人間・環境学研究科 教授

松江　崇 ﾏﾂｴ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 教授

見平　典 ﾐﾋﾗ ﾂｶｻ 地球環境学堂 教授

森口　由香 ﾓﾘｸﾞﾁ ﾕｶ 人間・環境学研究科 教授

吉江　崇 ﾖｼｴ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 教授

菊池　亨輔 ｷｸﾁ ｷｮｳｽｹ 人間・環境学研究科 准教授

合田　典世 ｺﾞｳﾀﾞ ﾐﾁﾖ 人間・環境学研究科 准教授

小林　哲也 ｺﾊﾞﾔｼ ﾃﾂﾔ 人間・環境学研究科 准教授

柴山　桂太 ｼﾊﾞﾔﾏ ｹｲﾀ 人間・環境学研究科 准教授

中村　仁紀 ﾅｶﾑﾗ ﾖｼｷ 人間・環境学研究科 准教授

二宮　美那子 ﾆﾉﾐﾔ ﾐﾅｺ 人間・環境学研究科 准教授

福谷　彬 ﾌｸﾀﾆ ｱｷﾗ 人間・環境学研究科 准教授

福元　健之 ﾌｸﾓﾄ ｹﾝｼ 人間・環境学研究科 准教授

BHATTE, Pallavi Kamlakar ﾊﾞｯﾃ, ﾊﾟｯﾗｳﾞｨ ｶﾑﾗｶﾙ 人間・環境学研究科 講師

鵜飼　大介 ｳｶｲ ﾀﾞｲｽｹ 人間・環境学研究科 助教

家入　葉子 ｲｴｲﾘ ﾖｳｺ 文学研究科 教授

宇佐美　誠 ｳｻﾐ ﾏｺﾄ 地球環境学堂 教授

早瀬　篤 ﾊﾔｾ ｱﾂｼ 文学研究科 准教授

 市村　太郎 ｲﾁﾑﾗ ﾀﾛｳ 非常勤講師

大川　良文 ｵｵｶﾜ ﾖｼﾌﾐ 非常勤講師

小巻　泰之 ｺﾏｷ ﾔｽﾕｷ 非常勤講師

佐藤　一進 ｻﾄｳ ﾀｶﾐﾁ 非常勤講師

高橋　幸平 ﾀｶﾊｼ ｺｳﾍｲ 非常勤講師

土佐　朋子 ﾄｻ ﾄﾓｺ 非常勤講師

藤岡　真樹 ﾌｼﾞｵｶ ﾏｻｷ 非常勤講師

　この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名

岩谷　彩子 ｲﾜﾀﾆ ｱﾔｺ 人間・環境学研究科 教授

太田　出 ｵｵﾀ ｲｽﾞﾙ 人間・環境学研究科 教授

風間　計博 ｶｻﾞﾏ ｶｽﾞﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授

勝又　直也 ｶﾂﾏﾀ ﾅｵﾔ 人間・環境学研究科 教授

小島　泰雄 ｺｼﾞﾏ ﾔｽｵ 人間・環境学研究科 教授

中嶋　節子 ﾅｶｼﾞﾏ ｾﾂｺ 人間・環境学研究科 教授

山村　亜希 ﾔﾏﾑﾗ ｱｷ 人間・環境学研究科 教授

郭　旻錫 ｶｸ ﾐﾝｿｸ 人間・環境学研究科 准教授

久木元　美琴 ｸｷﾓﾄ ﾐｺﾄ 人間・環境学研究科 准教授

津守　陽 ﾂﾓﾘ ｱｷ 人間・環境学研究科 准教授

徳永　悠 ﾄｸﾅｶﾞ ﾕｳ 人間・環境学研究科 准教授

中筋　朋 ﾅｶｽｼﾞ ﾄﾓ 人間・環境学研究科 准教授

前田　昌弘 ﾏｴﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ 人間・環境学研究科 准教授

三代川　寛子 ﾐﾖｶﾜ ﾋﾛｺ 人間・環境学研究科 准教授

DE ANTONI, Andrea ﾃﾞ ｱﾝﾄｰﾆ, ｱﾝﾄﾞﾚｱ 人間・環境学研究科 特定准教授

梶丸　岳 ｶｼﾞﾏﾙ ｶﾞｸ 人間・環境学研究科 助教

藤原　学 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾏﾅﾌﾞ 人間・環境学研究科 助教

帯谷　知可 ｵﾋﾞﾔ ﾁｶ 東南ｱｼﾞｱ地域研究研究所 教授

山越　言 ﾔﾏｺｼ ｹﾞﾝ ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ地域研究研究科 教授

安岡　宏和 ﾔｽｵｶ ﾋﾛｶｽﾞ ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ地域研究研究科 准教授

大呂　興平 ｵｵﾛ ｺｳﾍｲ 非常勤講師

川崎　修良 ｶﾜｻｷ ﾉﾌﾞﾖｼ 非常勤講師

　この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名 ℡:075-753-**** 研究室

岩谷　彩子 ｲﾜﾀﾆ ｱﾔｺ 人間・環境学研究科 教授 2875 人環棟427

太田　出 ｵｵﾀ ｲｽﾞﾙ 人間・環境学研究科 教授 6567 総合館（共南）428

風間　計博 ｶｻﾞﾏ ｶｽﾞﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授 6782 人環棟229

勝又　直也 ｶﾂﾏﾀ ﾅｵﾔ 人間・環境学研究科 教授 6624 総合館（共南）228

小島　泰雄 ｺｼﾞﾏ ﾔｽｵ 人間・環境学研究科 教授 6595 人環棟429

中嶋　節子 ﾅｶｼﾞﾏ ｾﾂｺ 人間・環境学研究科 教授 6630 人環棟419

山村　亜希 ﾔﾏﾑﾗ ｱｷ 人間・環境学研究科 教授 6813 人環棟423

郭　旻錫 ｶｸ ﾐﾝｿｸ 人間・環境学研究科 准教授 6564 総合館（東南）201

久木元　美琴 ｸｷﾓﾄ ﾐｺﾄ 人間・環境学研究科 准教授 2894 人環棟431

津守　陽 ﾂﾓﾘ ｱｷ 人間・環境学研究科 准教授 6545 総合館（共南）430

徳永　悠 ﾄｸﾅｶﾞ ﾕｳ 人間・環境学研究科 准教授 6637 総合館（共南）423

中筋　朋 ﾅｶｽｼﾞ ﾄﾓ 人間・環境学研究科 准教授 6718 総合館（共南）432

前田　昌弘 ﾏｴﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ 人間・環境学研究科 准教授 6812 人環棟417

三代川　寛子 ﾐﾖｶﾜ ﾋﾛｺ 人間・環境学研究科 准教授 6641 総合館（共南）425

DE ANTONI, Andrea ﾃﾞ ｱﾝﾄｰﾆ, ｱﾝﾄﾞﾚｱ 人間・環境学研究科 特定准教授 2986 人環棟435

梶丸　岳 ｶｼﾞﾏﾙ ｶﾞｸ 人間・環境学研究科 助教 7877 人環棟227

藤原　学 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾏﾅﾌﾞ 人間・環境学研究科 助教 6814 人環棟434

帯谷 知可 ｵﾋﾞﾔ ﾁｶ 東南ｱｼﾞｱ地域研究研究所 教授

山越　言 ﾔﾏｺｼ ｹﾞﾝ ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ地域研究研究科 教授

安岡　宏和 ﾔｽｵｶ ﾋﾛｶｽﾞ ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ地域研究研究科 准教授

大呂　興平 ｵｵﾛ ｺｳﾍｲ 非常勤講師

川崎　修良 ｶﾜｻｷ ﾉﾌﾞﾖｼ 非常勤講師

この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名 ℡:075-753-**** 研究室

岩谷　彩子 ｲﾜﾀﾆ ｱﾔｺ 人間・環境学研究科 教授 2875 人環棟427

太田　出 ｵｵﾀ ｲｽﾞﾙ 人間・環境学研究科 教授 6567 総合館（共南）428

風間　計博 ｶｻﾞﾏ ｶｽﾞﾋﾛ 人間・環境学研究科 教授 6782 人環棟229

勝又　直也 ｶﾂﾏﾀ ﾅｵﾔ 人間・環境学研究科 教授 6624 総合館（共南）228

小島　泰雄 ｺｼﾞﾏ ﾔｽｵ 人間・環境学研究科 教授 6595 人環棟429

中嶋　節子 ﾅｶｼﾞﾏ ｾﾂｺ 人間・環境学研究科 教授 6630 人環棟419

山村　亜希 ﾔﾏﾑﾗ ｱｷ 人間・環境学研究科 教授 6813 人環棟423

郭　旻錫 ｶｸ ﾐﾝｿｸ 人間・環境学研究科 准教授 6564 総合館（東南）201

久木元　美琴 ｸｷﾓﾄ ﾐｺﾄ 人間・環境学研究科 准教授 2894 人環棟431

津守　陽 ﾂﾓﾘ ｱｷ 人間・環境学研究科 准教授 6545 総合館（共南）430

徳永　悠 ﾄｸﾅｶﾞ ﾕｳ 人間・環境学研究科 准教授 6637 総合館（共南）423

中筋　朋 ﾅｶｽｼﾞ ﾄﾓ 人間・環境学研究科 准教授 6718 総合館（共南）432

前田　昌弘 ﾏｴﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ 人間・環境学研究科 准教授 6812 人環棟417

三代川　寛子 ﾐﾖｶﾜ ﾋﾛｺ 人間・環境学研究科 准教授 6641 総合館（共南）425

DE ANTONI, Andrea ﾃﾞ ｱﾝﾄｰﾆ, ｱﾝﾄﾞﾚｱ 人間・環境学研究科 特定准教授 2986 人環棟435

梶丸　岳 ｶｼﾞﾏﾙ ｶﾞｸ 人間・環境学研究科 助教 7877 人環棟227

藤原　学 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾏﾅﾌﾞ 人間・環境学研究科 助教 6814 人環棟434

帯谷 知可 ｵﾋﾞﾔ ﾁｶ 東南ｱｼﾞｱ地域研究研究所 教授

山越　言 ﾔﾏｺｼ ｹﾞﾝ ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ地域研究研究科 教授

安岡　宏和 ﾔｽｵｶ ﾋﾛｶｽﾞ ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ地域研究研究科 准教授

大呂　興平 ｵｵﾛ ｺｳﾍｲ 非常勤講師

川崎　修良 ｶﾜｻｷ ﾉﾌﾞﾖｼ 非常勤講師

この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。

●● 教教員員名名簿簿／／自自然然科科学学系系　　――　　NNaattuurraall  SScciieenncceess　　――

氏　　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所　　属 職　名

石村　豊穂 ｲｼﾑﾗ ﾄﾖﾎ 人間・環境学研究科 教授

市岡　孝朗 ｲﾁｵｶ ﾀｶｵ 地球環境学堂 教授

今吉　格 ｲﾏﾖｼ ｲﾀﾙ 生命科学研究科 教授

内本　喜晴 ｳﾁﾓﾄ ﾖｼﾊﾙ 人間・環境学研究科 教授

木下　俊哉 ｷﾉｼﾀ ﾄｼﾔ 人間・環境学研究科 教授

小木曽　哲 ｺｷﾞｿ ﾃﾂ 人間・環境学研究科 教授

小松　直樹 ｺﾏﾂ ﾅｵｷ 人間・環境学研究科 教授

瀬戸口　浩彰 ｾﾄｸﾞﾁ ﾋﾛｱｷ 人間・環境学研究科 教授

髙木　紀明 ﾀｶｷﾞ ﾉﾘｱｷ 人間・環境学研究科 教授

田部　勢津久 ﾀﾅﾍﾞ ｾﾂﾋｻ 地球環境学堂 教授

津江　広人　 ﾂｴ ﾋﾛﾋﾄ 人間・環境学研究科 教授

西川　完途 ﾆｼｶﾜ ｶﾝﾄ 地球環境学堂 教授

藤田　健一 ﾌｼﾞﾀ ｹﾝｲﾁ 人間・環境学研究科 教授

藤原　直樹 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾅｵｷ 人間・環境学研究科 教授

宮下　英明 ﾐﾔｼﾀ ﾋﾃﾞｱｷ 人間・環境学研究科 教授

森成　隆夫 ﾓﾘﾅﾘ ﾀｶｵ 人間・環境学研究科 教授

吉田　鉄平 ﾖｼﾀﾞ ﾃｯﾍﾟｲ 人間・環境学研究科 教授

吉田　寿雄 ﾖｼﾀﾞ ﾋｻｵ 人間・環境学研究科 教授

加藤　護 ｶﾄｳ ﾏﾓﾙ 人間・環境学研究科 准教授

土屋　徹 ﾂﾁﾔ ﾄｵﾙ 人間・環境学研究科 准教授

廣戸　聡 ﾋﾛﾄ ｻﾄﾙ 人間・環境学研究科 准教授

吉村　成弘 ﾖｼﾑﾗ ｼｹﾞﾋﾛ 生命科学研究科 准教授

浅沼　尚 ｱｻﾇﾏ ﾋｻｼ 人間・環境学研究科 講師

小山田　明 ｵﾔﾏﾀﾞ ｱｷﾗ 人間・環境学研究科 助教

桑野　太輔 ｸﾜﾉ ﾀﾞｲｽｹ 人間・環境学研究科 助教

小西　隆士 ｺﾆｼ ﾀｶｼ 人間・環境学研究科 助教

阪口　翔太 ｻｶｸﾞﾁ ｼｮｳﾀ 人間・環境学研究科 助教

佐藤　博俊 ｻﾄｳ ﾋﾛﾄｼ 人間・環境学研究科 助教

佐野　光貞 ｻﾉ ﾐﾂｻﾀﾞ 人間・環境学研究科 助教

許　健 ｼｭｳ ｹﾝ 地球環境学堂 助教

新林　卓也 ｼﾝﾊﾞﾔｼ ﾀｸﾔ 人間・環境学研究科 助教

髙橋　弘樹 ﾀｶﾊｼ ﾋﾛｷ 人間・環境学研究科 助教

幡野　恭子 ﾊﾀﾉ ｷｮｳｺ 人間・環境学研究科 助教

藤井　悠里 ﾌｼﾞｲ ﾕﾘ 人間・環境学研究科 助教

渡邊　雅之 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾏｻﾕｷ 人間・環境学研究科 助教

原　壮大朗 ﾊﾗ ｿｳﾀﾛｳ 人間・環境学研究科 特定助教

山守　瑠奈 ﾔﾏﾓﾘ ﾙﾅ ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学教育研究ｾﾝﾀｰ 助教

田近　周 ﾀﾁﾞｶ ｱﾏﾈ 白眉センター 特定助教

　この名簿は、総合人間学部の教育を担当する教員について掲載しています。（職名・五十音順）
メールアドレスは、『教員プロフィール』または総合人間学部／人間・環境学研究科ホームページの教員一覧に掲載されてい

ます（注：非常勤講師のメールアドレスは掲載されていません）。
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  京都大学吉田キャンパス案内 

 

 

 

□□● 京都大学吉田キャンパス建物配置図 

 

□□● 吉田南構内の安全通行について 

 

□□● 吉田南構内建物等配置図・交通規制・駐輪駐車図 

 

□□● 吉田南構内教室等配置図 

 

□□● 吉田南構内教室設備一覧 
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● ● ● ●  吉田南構内の安全通行について  ● ● ● ●  

 

●  吉吉田田南南構構内内へへのの出出入入構構のの方方法法  

吉田南構内への出入りは通常、次の 6 つの門から行うことになります。各所に構内整理員がいて指示を行いま

すので、それに従ってください。なお、各門からの出入構にはそれぞれ制約がありますので、出入構できる対象

を確認してください。  
 

出入構可能対象  開門時間  
1．正門･････ 歩行者  
2．北門･････ 歩行者、自転車  
3．東門･････ 歩行者、自転車  
4．西門･････ 歩行者、自転車  
5．東南門･･･ 歩行者、自転車、バイク  
6．西南門･･･ 歩行者、自転車、バイク及び自動車 

1．正門･････ 終日  
2．北門･････ 終日  
3．東門･････ 7：00～19：00 
4．西門･････ 7：00～19：00 
5．東南門･･･ 7：00～19：00 
6．西南門･･･ 7：00～21：00 

上記の開門時間は授業のある平日の場合です。土、日、祝日は東門、東南門、西門は常時閉鎖となります。 
 
●  駐駐車車・・駐駐輪輪場場所所  

自転車は、構内各所の自転車置場に整然と並べてください。バイクは、西門及び東南門の近くに設けてあるバ

イク置場を使用することとし、構内を走行することはたいへん危険であり、かつ発生する騒音が授業等の支障に

なるので絶対にしないでください。やむを得ず構内でバイクを移動させる必要がある場合は、エンジンを止めて

押して歩くようにして下さい（この際も歩行者、自転車に十分に注意を払うこと）。  
◎生協吉田食堂付近は昼食時間帯、非常に混雑します。昼食をとりに来るときはなるべく自転車は控えてく

ださい。  
 
●  通通学学ののたためめのの自自動動車車  

吉田南構内では、学生などの自動車による登校は原則的に禁止されています。身体の状況等により自動車の使

用が必要と認められる場合には、全学共通科目学生窓口に申し出たうえで、吉田南構内交通安全委員会の承認を

得て使用することができます。  
 
●  構構内内ににおおけけるる常常時時駐駐車車・・駐駐輪輪禁禁止止のの場場所所  

・法令により定められている駐車・駐輪禁止場所に関して： 

 消火栓、消防隊進入口の周辺（黄色画線で表示してあります）  
 緊急車両の進入口（各入構門）  
 各建物の緊急用通り抜け通路（次項参照）  

・その他の駐車・駐輪禁止場所： 

駐車・駐輪に当たっては原則として各指定場所（吉田南構内 交通規制・駐輪駐車図参照）を使用しますが、

たとえやむを得ない場合でも次の場所に停めてはいけません。 
 図書館前の広場。図書館へ書籍納入に訪れる書店の車や、各研究室の手押し車の停車スペースです。 
 各棟の一階部分に設けられている通り抜け通路付近（東門から吉田南総合館中庭への通路や、吉田南 2 号館と

3 号館の間の通路など）。緊急車両の通り抜け口になっています。  
 
●  不不正正駐駐車車等等一一般般ルルーールルをを守守ららなないい行行為為にに対対すするる処処置置  

 緊急用施設等、常時駐車禁止場所に停めた場合  
自動車、バイク及び自転車に対しては予告なしに車輪止め（チェーン・ロック）を行うことがあります。

また、これらの車両は他の場所へ移動させる処置を併せてとることもあります。この際、移動に要した（レ

ッカー車・駐車場は業者に依頼する）費用は行為者本人の個人負担となり、料金は業者の請求に基づいて直

接各人が業者に払い込む必要があります。  
前記ケース以外は注意書き貼付、車止め予告の後、チェーン・ロックします。 

 車止め（チェーン・ロック）の解除手続き  
ルール違反によって車止め処置を受けた車両の持ち主は、資産・用度掛（吉田南 1 号館 1 階）に申し出、

その指示に従って吉田南構内交通安全委員会に解錠申請を行ってください。委員会の解錠許可を受け、委員

会立ち会いで解錠します。許可がなければ解錠、移動を行うことができないので注意してください。 
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● ● ● ●  吉田南構内の安全通行について  ● ● ● ●  

 

●  吉吉田田南南構構内内へへのの出出入入構構のの方方法法  

吉田南構内への出入りは通常、次の 6 つの門から行うことになります。各所に構内整理員がいて指示を行いま

すので、それに従ってください。なお、各門からの出入構にはそれぞれ制約がありますので、出入構できる対象

を確認してください。  
 

出入構可能対象  開門時間  
1．正門･････ 歩行者  
2．北門･････ 歩行者、自転車  
3．東門･････ 歩行者、自転車  
4．西門･････ 歩行者、自転車  
5．東南門･･･ 歩行者、自転車、バイク  
6．西南門･･･ 歩行者、自転車、バイク及び自動車 

1．正門･････ 終日  
2．北門･････ 終日  
3．東門･････ 7：00～19：00 
4．西門･････ 7：00～19：00 
5．東南門･･･ 7：00～19：00 
6．西南門･･･ 7：00～21：00 

上記の開門時間は授業のある平日の場合です。土、日、祝日は東門、東南門、西門は常時閉鎖となります。 
 
●  駐駐車車・・駐駐輪輪場場所所  

自転車は、構内各所の自転車置場に整然と並べてください。バイクは、西門及び東南門の近くに設けてあるバ

イク置場を使用することとし、構内を走行することはたいへん危険であり、かつ発生する騒音が授業等の支障に

なるので絶対にしないでください。やむを得ず構内でバイクを移動させる必要がある場合は、エンジンを止めて

押して歩くようにして下さい（この際も歩行者、自転車に十分に注意を払うこと）。  
◎生協吉田食堂付近は昼食時間帯、非常に混雑します。昼食をとりに来るときはなるべく自転車は控えてく

ださい。  
 
●  通通学学ののたためめのの自自動動車車  

吉田南構内では、学生などの自動車による登校は原則的に禁止されています。身体の状況等により自動車の使

用が必要と認められる場合には、全学共通科目学生窓口に申し出たうえで、吉田南構内交通安全委員会の承認を

得て使用することができます。  
 
●  構構内内ににおおけけるる常常時時駐駐車車・・駐駐輪輪禁禁止止のの場場所所  

・法令により定められている駐車・駐輪禁止場所に関して： 

 消火栓、消防隊進入口の周辺（黄色画線で表示してあります）  
 緊急車両の進入口（各入構門）  
 各建物の緊急用通り抜け通路（次項参照）  

・その他の駐車・駐輪禁止場所： 

駐車・駐輪に当たっては原則として各指定場所（吉田南構内 交通規制・駐輪駐車図参照）を使用しますが、

たとえやむを得ない場合でも次の場所に停めてはいけません。 
 図書館前の広場。図書館へ書籍納入に訪れる書店の車や、各研究室の手押し車の停車スペースです。 
 各棟の一階部分に設けられている通り抜け通路付近（東門から吉田南総合館中庭への通路や、吉田南 2 号館と

3 号館の間の通路など）。緊急車両の通り抜け口になっています。  
 
●  不不正正駐駐車車等等一一般般ルルーールルをを守守ららなないい行行為為にに対対すするる処処置置  

 緊急用施設等、常時駐車禁止場所に停めた場合  
自動車、バイク及び自転車に対しては予告なしに車輪止め（チェーン・ロック）を行うことがあります。

また、これらの車両は他の場所へ移動させる処置を併せてとることもあります。この際、移動に要した（レ

ッカー車・駐車場は業者に依頼する）費用は行為者本人の個人負担となり、料金は業者の請求に基づいて直

接各人が業者に払い込む必要があります。  
前記ケース以外は注意書き貼付、車止め予告の後、チェーン・ロックします。 

 車止め（チェーン・ロック）の解除手続き  
ルール違反によって車止め処置を受けた車両の持ち主は、資産・用度掛（吉田南 1 号館 1 階）に申し出、

その指示に従って吉田南構内交通安全委員会に解錠申請を行ってください。委員会の解錠許可を受け、委員

会立ち会いで解錠します。許可がなければ解錠、移動を行うことができないので注意してください。 
 

− 64 −

● ● ● ●  吉田南構内建物等配置図・交通規制・駐輪駐車図  ● ● ● ●  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図面面はは差差しし替替ええててくくだだささいい。。  

－ 66 －

西南門

歩行者

（

東
棟）

吉田南１号館 　　学部棟
総合人間

（

東
南
棟）

（南棟）

（

西
棟）

吉
田
南
３
号
館

吉田南４号館

東南門

北門正門

西門

吉田南総合館（北棟）

東門

吉田南２号館

グラウンド

自動車

歩行者
自転車
バイク

自転車

自転車
歩行者

バイク
自転車
歩行者

自転車
歩行者

構

学

部

医

内

大

東

路

通

東一条通

歩行者専用エリア

　 自 転 車 置 場

凡 例

　 バ イ ク 置 場

　歩行者専用エリア

学術情報

メディアセンター
(南館)

生協吉田食堂

テニスコート

歩行者

自転車（出構に限る）

生協吉田
  購買部
  書籍部

大学院

人間・環境学研究科棟

吉田国際交流会館

吉田南総合図書館

国際高等教育院棟

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

※※避避難難場場所所

▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲
▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

※京都大学では屋外喫煙所が定められており、指定

場所以外での喫煙は禁止されていますが、吉田南

構内には屋外禁煙場所はありません。

京大正門前
バス停

バス停
京大正門前

百周年時計台
記念館

本 部 構 内

全学共通科目学生窓口
全学共通科目専用掲示板・ 
電子掲示板
レポートボックス室

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所
ＡＥＤ

ＡＥＤ設置場所

● ● ● ●  吉田南構内の安全通行について  ● ● ● ●  

 

●  吉吉田田南南構構内内へへのの出出入入構構のの方方法法  

吉田南構内への出入りは通常、次の 6 つの門から行うことになります。各所に構内整理員がいて指示を行いま

すので、それに従ってください。なお、各門からの出入構にはそれぞれ制約がありますので、出入構できる対象

を確認してください。  
 

出入構可能対象  開門時間  
1．正門･････ 歩行者  
2．北門･････ 歩行者、自転車  
3．東門･････ 歩行者、自転車  
4．西門･････ 歩行者、自転車  
5．東南門･･･ 歩行者、自転車、バイク  
6．西南門･･･ 歩行者、自転車、バイク及び自動車 

1．正門･････ 終日  
2．北門･････ 終日  
3．東門･････ 7：00～19：00 
4．西門･････ 7：00～19：00 
5．東南門･･･ 7：00～19：00 
6．西南門･･･ 7：00～21：00 

上記の開門時間は授業のある平日の場合です。土、日、祝日は東門、東南門、西門は常時閉鎖となります。 
 
●  駐駐車車・・駐駐輪輪場場所所  

自転車は、構内各所の自転車置場に整然と並べてください。バイクは、西門及び東南門の近くに設けてあるバ

イク置場を使用することとし、構内を走行することはたいへん危険であり、かつ発生する騒音が授業等の支障に

なるので絶対にしないでください。やむを得ず構内でバイクを移動させる必要がある場合は、エンジンを止めて

押して歩くようにして下さい（この際も歩行者、自転車に十分に注意を払うこと）。  
◎生協吉田食堂付近は昼食時間帯、非常に混雑します。昼食をとりに来るときはなるべく自転車は控えてく

ださい。  
 
●  通通学学ののたためめのの自自動動車車  

吉田南構内では、学生などの自動車による登校は原則的に禁止されています。身体の状況等により自動車の使

用が必要と認められる場合には、全学共通科目学生窓口に申し出たうえで、吉田南構内交通安全委員会の承認を

得て使用することができます。  
 
●  構構内内ににおおけけるる常常時時駐駐車車・・駐駐輪輪禁禁止止のの場場所所  

・法令により定められている駐車・駐輪禁止場所に関して： 

 消火栓、消防隊進入口の周辺（黄色画線で表示してあります）  
 緊急車両の進入口（各入構門）  
 各建物の緊急用通り抜け通路（次項参照）  

・その他の駐車・駐輪禁止場所： 

駐車・駐輪に当たっては原則として各指定場所（吉田南構内 交通規制・駐輪駐車図参照）を使用しますが、

たとえやむを得ない場合でも次の場所に停めてはいけません。 
 図書館前の広場。図書館へ書籍納入に訪れる書店の車や、各研究室の手押し車の停車スペースです。 
 各棟の一階部分に設けられている通り抜け通路付近（東門から吉田南総合館中庭への通路や、吉田南 2 号館と

3 号館の間の通路など）。緊急車両の通り抜け口になっています。  
 
●  不不正正駐駐車車等等一一般般ルルーールルをを守守ららなないい行行為為にに対対すするる処処置置  

 緊急用施設等、常時駐車禁止場所に停めた場合  
自動車、バイク及び自転車に対しては予告なしに車輪止め（チェーン・ロック）を行うことがあります。

また、これらの車両は他の場所へ移動させる処置を併せてとることもあります。この際、移動に要した（レ

ッカー車・駐車場は業者に依頼する）費用は行為者本人の個人負担となり、料金は業者の請求に基づいて直

接各人が業者に払い込む必要があります。  
前記ケース以外は注意書き貼付、車止め予告の後、チェーン・ロックします。 

 車止め（チェーン・ロック）の解除手続き  
ルール違反によって車止め処置を受けた車両の持ち主は、資産・用度掛（吉田南 1 号館 1 階）に申し出、

その指示に従って吉田南構内交通安全委員会に解錠申請を行ってください。委員会の解錠許可を受け、委員

会立ち会いで解錠します。許可がなければ解錠、移動を行うことができないので注意してください。 
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吉田国際交流会館

エントランスホール

入口

留学生支援課
国際交流サービス
オフィス

ギャラリー 交流スペース
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日本語
担当教員用
講師控室
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吉田カレッジオフィス事務室
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●●  吉吉田田南南構構内内教教室室設設備備一一覧覧

暗暗
幕幕

ビビ
デデ
オオ

ＤＤ
ＶＶ
ＤＤ

ブブ
ルル
ーー

レレ
イイ

ププ
ロロ
ジジ
ェェ

クク
タタ
ーー

講講義義 試試験験
＊は
電動

＊は
電子
黒板

１Ｂ０５ 96 64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ｽﾗｲﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ設置

１Ｂ０６ 66 39 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板

１Ｂ０７ 57 38 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板

１Ｂ０８ 30 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机

１Ｂ０９ 51 34 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板

１１０２ 132 88 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板

１１０３ 30 － ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机

１１０４ 30 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机

１２０６ 41 － ○ ○ ○ ○ ○ 白板
旧情報処理演習室
各席に電源有

１２０７ 30 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机

１３０４ 15 － ○ ○ ○ ○ ○ 白板 可動机

１３０５ 52 － ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

１３０６ 30 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机

１４０１ － － ○ 白板 ｾﾐﾅｰ室

１４０２ 15 － ○ ○ ○ ○ ○ 白板 可動机

大講義室(B23(A･B)) 160 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板
可動机,（B23A/定員:80,B23B/定員:80）,スクリー
ン中央吊り

１３４演習室 20 - ○ ○ 白板 可動机

２３３演習室 24 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

３３３演習室 24 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

４３３演習室 24 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

５３３演習室 12 - ○ ○ 白板 可動机

５３５演習室 14 - ○ ○ ○ 白板 可動机

演習室２１ 30 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ ﾃｰﾌﾞﾙ付き椅子,電子黒板,ｶｰﾍﾟｯﾄ

演習室２２ 30 - ○ ○ ○ ○* ○ 白板 ○ ﾃｰﾌﾞﾙ付き椅子,電子黒板,ｶｰﾍﾟｯﾄ

演習室２３ 30 - ○ ○ ○ ○* ○ 白板 ○ ﾃｰﾌﾞﾙ付き椅子,電子黒板,ｶｰﾍﾟｯﾄ

演習室２４ 30 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ ﾃｰﾌﾞﾙ付き椅子,電子黒板,ｶｰﾍﾟｯﾄ

講義室３１ 240 160 ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 白板 ○ ○ ○ ｶｰﾍﾟｯﾄ

講義室３２ 240 160 ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 白板 ○ ○ ○ ｶｰﾍﾟｯﾄ

１共０１ 70 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

１共０２ 115 74 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

１共０３ 98 55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ｽｸﾘｰﾝは黒板の右側に設置

１共０４(演習室) 36 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｽｸﾘｰﾝは白板の左側に斜めに設置

１共２１(演習室) 36 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｽｸﾘｰﾝは白板の左側に斜めに設置

１共２２(演習室) 36 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｽｸﾘｰﾝは白板の左側に斜めに設置

１共２３(演習室) 36 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｽｸﾘｰﾝは白板の左側に斜めに設置

１共２４(演習室) 40 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ テーブル付き椅子,カーペット

１共２５(LL) 64 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,MD,CD,全世界対応方式ﾋﾞﾃﾞｵ,ｶｾｯﾄ
ﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ

１共２６(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
可動机,ｽｸﾘｰﾝは白板の左側に斜めに設置,電子
黒板

１共３１ 132 87 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

１共３２ 87 58 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

１共３３ 90 60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

理系総合実習室 48 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 白板 可動机(16台),机前に着席可能な人数は48人

１０５演習室 36 － ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 白板 可動机,スクリーン中央吊り

４０３演習室 24 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机

人人
間間
・・
環環
境境
学学
研研
究究
科科
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吉吉田田南南２２号号館館
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育育
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総総
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階階

摘摘要要
ママ
イイ
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ーー

ドド
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テテ
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講講義義 試試験験
＊は
電動

＊は
電子
黒板

摘摘要要
ママ
イイ
クク

モモ
ニニ
タタ
ーー

ﾋﾞﾃﾞｵDVDまたは
ﾌﾞﾙｰﾚｲDVD一体型
の場合があります

建建物物 教教室室名名

定定員員((人人))

ブブ
ララ
イイ
ンン
ドド

LL
AA
NN
接接
続続
※※

教教
材材
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・・
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ダダ
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スス
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ーー
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ウウ
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ララ

教教
室室
音音
声声
取取
込込

４共１０ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共１１ 254 144 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共１２ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共１３ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共１４ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２０ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２１ 258 146 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共２２ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２３ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２４ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２５(演習室) 24 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机

４共３０ 376 200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共３１ 225 121 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共３２ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共３３ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共４０ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

４共４１ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

南講義室３ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 〇 白板 ○ ○ 可動机,CD,遠隔講義ｼｽﾃﾑ

南講義室４ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机,CD,カセットデッキ,テレビ

南講義室５ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 白版 ○ ○ 可動机

南講義室６ 48 24 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机

南講義室１ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机,テレビ

南講義室２ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机,CD,カセットデッキ,テレビ

共北１１ 48 － ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｶｰﾍﾟｯﾄ

共北１２ 48 － ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｶｰﾍﾟｯﾄ

共北２１ 52 － ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

共北２２(演習室) 63 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ 可動机,ｶｰﾍﾟｯﾄ

共北２３ 52 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

共北２４ 52 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

共北２５ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北２６ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北２７ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北２８ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３１ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３２ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３３ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３４ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３５ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３６ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３７ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３８ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○ 教室後方に白板有

共北３Ａ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板

共北３Ｂ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板

共北３Ｃ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板

共北３Ｄ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板
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ﾋﾞﾃﾞｵDVDまたは
ﾌﾞﾙｰﾚｲDVD一体型
の場合があります

建建物物 教教室室名名

定定員員((人人))

ブブ
ララ
イイ
ンン
ドド

LL
AA
NN
接接
続続
※※

教教
材材
提提
示示
装装
置置

黒黒
板板
・・
白白
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スス
クク
リリ
ーー

ンン

ウウ
ェェ

ブブ
カカ
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室室
音音
声声
取取
込込

４共１０ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共１１ 254 144 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共１２ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共１３ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共１４ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２０ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２１ 258 146 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共２２ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２３ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２４ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共２５(演習室) 24 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机

４共３０ 376 200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共３１ 225 121 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

４共３２ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共３３ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 黒板 ○ ○

４共４０ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

４共４１ 80 50 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

南講義室３ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 〇 白板 ○ ○ 可動机,CD,遠隔講義ｼｽﾃﾑ

南講義室４ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机,CD,カセットデッキ,テレビ

南講義室５ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 白版 ○ ○ 可動机

南講義室６ 48 24 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机

南講義室１ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机,テレビ

南講義室２ 48 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 白板 ○ ○ 可動机,CD,カセットデッキ,テレビ

共北１１ 48 － ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｶｰﾍﾟｯﾄ

共北１２ 48 － ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机,ｶｰﾍﾟｯﾄ

共北２１ 52 － ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

共北２２(演習室) 63 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ 可動机,ｶｰﾍﾟｯﾄ

共北２３ 52 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

共北２４ 52 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

共北２５ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北２６ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北２７ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北２８ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３１ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３２ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３３ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３４ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３５ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３６ 59 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 ○
一部可動机あり(可動机を含むと試験定員40
人)

共北３７ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共北３８ 125 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○ 教室後方に白板有

共北３Ａ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板

共北３Ｂ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板

共北３Ｃ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板

共北３Ｄ(演習室) 45 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○ 可動机、電子黒板
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ﾋﾞﾃﾞｵDVDまたは
ﾌﾞﾙｰﾚｲDVD一体型
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共東１１ 120 75 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共東１２ 80 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 白板 ○ ○ 可動机

共東２１ 120 75 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共東２２ 52 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧
CALL教室）

共東３１ 120 75 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共東３２ 120 75 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共東４１ 120 75 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共東４２ 120 75 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ｽｸﾘｰﾝは黒板の左側に設置

地地
階階 共南０１ 154 98 ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

１１
階階 共南１１ 181 115 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○ 演示実験室

共南２１ 100 63 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

２１６演習室 24 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

３３２演習室 14 - ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

３３４演習室 24 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

４４
階階 ４７５演習室 18 - ○ ○ ○ 白板 可動机

１１
階階 １０１演習室 24 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

４０２演習室 14 - ○ ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

４０９演習室 14 - ○ ○ ○ 黒板 可動机,スクリーン中央吊り

共西０１ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西０２ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西０３ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西０４(演習室) 24 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白版 ○ 可動机

共西１１ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西１２ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西２１ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西２２ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西２３ 72 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西３１ 135 85 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共西３２ 114 72 ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

共西４１ 135 85 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

共西４２ 103 65 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○

地下講義室 248 124 ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ 黒板 ○ ○ ○

２０１(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ講義室) 120 －

２０２(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ講義室) 120 －

２０３(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習室１) 70 －

２０４(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習室２) 70 －

３０１ 56 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧CALL教
室）

３０２ 56 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白板 ○
ｾﾝﾀｰﾓﾆﾀｰ,ｶｰﾍﾟｯﾄ,各席に電源有（旧CALL教
室）

３０３(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習室３) 30 －

※ LAN接続欄の「●」は無線LANのみ接続可能であることを示しています。
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